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ご注意 (1)	 本製品の一部または全部を無断で複製することを禁止します。

(2)	 本製品の内容や仕様は将来予告無しに変更することがあります。

(3)	 本製品は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気
付きの点がございましたら、当社までご連絡ください。

(4)	 運用した結果については、(3) 項にかかわらず責任を負いかねますので、ご了承ください。

(5)	 ご使用上の過失の有無を問わず、本製品の運用において発生した逸失利益を含む特別、付随的、また
は派生的損害に対するいかなる請求があったとしても、当社はその責任を負わないものとします。

(6)	 本製品付属のソフトウェア、ハードウェア、マニュアル、その他添付物を含めたすべての関連製品に
関して、解析、リバースエンジニアリング、デコンパイル、ディスアッセンブリを禁じます。

(7)	 付属の電源ケーブルおよびその他ケーブル類は本製品専用です。接続には必ず付属ケーブルを使用し
てください。

(8)	 Grass	Valley、グラスバレー、GV	STRATUS、K2、Aurora、Summit、Infinity、Grass	Valley	HQ、
Grass	Valley	HQX、EDIUS、エディウスおよびそのロゴは、グラスバレー株式会社の登録商標です。

(9)	 QuickTime およびQuickTime ロゴは、ライセンスに基づいて使用される商標
です。QuickTime は、米国およびその他の国々で登録された商標です。

(10)	Microsoft、Windows、Windows	Media、Internet	Explorer および SQL	Server は米国マイクロソフト・
コーポレーションの登録商標です。

(11)	Avid、Avid	DNxHR、Avid	DNxHD、Pro	Tools	は、アメリカ合衆国あるいはその他の国における
Avid	Technology,	Inc.	およびその子会社の登録商標または商標です。

(12)	Intel、Core	 i7 は、米国およびその他の国におけるインテル	コーポレーションまたはその子会社の商
標または登録商標です。

(13)	XDCAM、XDCAM	EX、MPEG	HD422、SxS、XAVC、XAVC	S およびそのロゴはソニー株式会社
の商標です。	

(14)	Adobe、Adobe	Premiere は Adobe	Systems	Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに他
の国における商標または登録商標です。

(15)	P2、AVCCAM、AVC-Intra、AVC-ULTRA	は、パナソニック株式会社の商標です。

(16)	Final	Cut	Pro、Apple	ProRes は、米国および他の国々で登録されたApple	Inc. の商標です。

(17)	ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。Dolby、
ドルビー及びダブルD	記号はドルビーラボラトリーズ	の商標です。非公
開機密著作物。著作権	2003-2012	年	ドルビーラボラトリーズ。不許複製。

(18)	AVCHD	はパナソニック株式会社とソニー株式会社の商標です。

(19)	NDI® は、Vizrt	Group	の登録商標です。

(20)	ASIO	は、Steinberg	Media	Technologies	GmbH	の商標およびソフトウェアです。

(21)	記載の社名および商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

(22)	本製品のディスプレイには、画素欠け（黒点）や常時点灯する点（輝点）が存在することがあります。
液晶ディスプレイの仕様上発生する現象であり、製品の欠陥や故障ではありません。また、外部ディ
スプレイを接続してご使用の場合は、外部ディスプレイの仕様に依存します。
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表記について ■	 本書に記載されていない情報が記載される場合がありますので、添付のテキストファイルやリリース
ノートなども必ずお読みください。

■	 本書での説明と実際の運用方法とで相違点がある場合には、実際の運用方法を優先するものとします。

■	 本書はT2	4K	Series（T2	4K	Elite/T2	4K	Pro/T2	4K	Express/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Pro	Plus/T2	
4K	Express	Plus/T2	4K	Elite	12G/T2	4K	Pro	12G/T2	4K	Express	6G）の共通マニュアルです。本
文中の画像やイラストは、T2	4K	Elite を基に説明しています。

■	 本書で使用している画像は開発中のものであり、実際の製品とは異なる場合があります。

■	 本書はパソコンの基本的な操作を行うことができる方を対象に書かれています。特に記載の無い操作
については、一般的なパソコンの操作と同様に行ってください。

■	 本製品の内容は、仕様変更などにより予告なく変更することがあります。

Webについて 弊社Web サイトでは最新のマニュアルやドキュメント、サポート情報などを公開しています。

https://www.grassvalley.com/

T2 4K Series

ユーザーマニュアル
Version 3.5.0

Copyright © 2018-2023 Grass Valley. All rights reserved.
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Section 1
注意事項

マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項 
WINDOWS 10 IOT ENTERPRISE（すべてのエディション）

最終更新日	[2016	年	4	月 ]

お客様の居住地（またはお客様の会社の主たる業務地）が米国内である場合、第9条に記載
されている拘束力のある仲裁と集団訴訟の権利放棄について内容を注意深くお読みください。	
第 9条は、紛争を解決する方法に影響を及ぼします。

マイクロソフトをお選びいただきありがとうございます。

お客様が本	Windows	ソフトウェアを取得された方法に応じて、本文は、（i）お客様のデバイ
スと共に本ソフトウェアを頒布するデバイス製造業者またはソフトウェア	インストール業者と
お客様の間で、または（ii）お客様が本ソフトウェアを小売業者から取得された場合は、お客様
と	Microsoft	Corporation（またはお客様の所在地もしくは会社の場合は主たる業務地に応じた
その関連会社。以下、「マイクロソフト」といいます）の間で、締結されるライセンス契約書です。
マイクロソフトは、マイクロソフトまたはそのいずれかの関連会社が生産したデバイスのデバ
イス製造業者であり、お客様が本ソフトウェアをマイクロソフトから直接取得された場合は小
売業者となります。

本ライセンス条項には、本	Windows	ソフトウェアを使用するお客様の権利および条件を規定し
ています。すべての条項が重要であり、一体となってお客様に適用される本ライセンス条項を形
成するため、本ソフトウェアに付属する、印刷されたライセンス条項およびリンク先の条項を含
む本ライセンス条項全文を確認してください。お客様は、ブラウザー	ウィンドウに（aka.ms/）
リンクを貼り付けることで、リンク先の条項を確認できます。

お客様は、本ライセンス条項に同意するか、または本ソフトウェアを使用することにより、こ
れらすべての条項に同意し、ライセンス認証中およびお客様が本ソフトウェアを使用する際に
第	3	条に記載されているプライバシーに関する声明に従って特定の情報が送信されることに同
意するものとします。お客様がこれらの条項に同意せず、またこれらの条項を遵守しない場合、
本ソフトウェアまたはその機能を使用することはできません。この場合、デバイス製造業者も
しくはインストール業者に、または本ソフトウェアを直接購入された場合はご利用の小売業者
に、問い合わせて、返品方針を確認してください。この方針に基づいて本ソフトウェアまたは
デバイスを返品し、お支払いいただいた金額の払い戻しを受けられる場合があります。お客様
は、この方針に従わなければなりません。この方針により、お客様は、払い戻しを受けるため
に本ソフトウェアと共に、本ソフトウェアがインストールされているデバイス全体を返品する
ことが求められる場合があります。

1.	 概要

a.	 適用対象。本ライセンス条項は、お客様のデバイスにプレインストールされている、
または小売業者から取得してお客様がインストールした本	Windows	ソフトウェア、
お客様が本ソフトウェアを受領したときのメディア（存在する場合 )、本ソフトウェア
に含まれるフォント、アイコン、画像、または音声ファイル、および本ソフトウェア
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に対するマイクロソフトの更新プログラム、アップグレード、追加ソフトウェア、ま
たはサービスに適用されます。ただし、これらにその他の条項が付属している場合は、
その限りではありません。マイクロソフトが開発し、Windows	に含まれてその一部と
なっている機能（メール、カレンダー、連絡先、ニュースなど）を提供する	Windows	
アプリケーションにも適用されます。本ライセンス条項にお客様のデバイスで利用で
きない機能またはサービスに関する条項が含まれている場合、当該条項は適用されま
せん。

b.	 追加条項。お客様のデバイスの機能、構成内容、および使用方法に応じて、お客様に
よる特定の機能、サービス、およびアプリケーションの使用にマイクロソフトおよび
第三者の追加条項が適用される場合があります。

（i）	一部の	Windows	アプリケーションは、オンライン	サービスへのアクセス	ポイン
トを提供するか、オンライン	サービスに依存しています。そのため、これらのサー
ビスの利用には、（aka.ms/msa）に掲載されている	Microsoft	サービス規約など
の別途の条項およびプライバシー	ポリシーが適用される場合があります。お客様
は、これらの条項およびポリシーを、サービス使用条件またはアプリケーション
の設定（該当する場合）を参照することで確認できます。注意してお読みください。
これらのサービスを利用できない地域がある場合もあります。

（ii）	製造業者またはインストール業者は、アプリケーションをプレインストールする
こともできます。かかるアプリケーションには、別途のライセンス条項が適用さ
れます。

（iii）	本ソフトウェアには、Adobe	Flash	Player	などの、第三者独自の条項に基づいて
使用許諾される第三者のソフトウェアが含まれていることがあります。お客様は、
お客様による	Adobe	Flash	Player	の使用には、（aka.ms/adobeflash）で確認でき
る、Adobe	Systems	Incorporated	のライセンス条項が適用されることに同意し
ます。Adobe	および	Flash	は、Adobe	Systems	Incorporated	の米国およびその
他の国における登録商標または商標です。

（iv）	本ソフトウェアには、本ライセンス条項に基づいて、第三者からではなく、マイ
クロソフトからお客様にライセンスされる第三者のプログラムが含まれているこ
とがあります。第三者のプログラムの注意事項がある場合は、お客様への参考情
報としてのみ含まれます。

2.	 インストールおよび使用権

a.	 ライセンス。本ソフトウェアは使用許諾されるものであり、販売されるものではあり
ません。本ライセンス条項に基づいて、マイクロソフトは、一度に	1	人のユーザーが
使用することを目的として、お客様のデバイス（ライセンスを取得したデバイス）に	
1	つのインスタンスをインストールして実行する権利を許諾します。ただし、お客様
が本ライセンス条項のすべての条項を遵守することを条件とします。マイクロソフト
または正規の提供元から取得した本ソフトウェアを使用して非正規のソフトウェアを
更新またはアップグレードしても、元のバージョンまたは更新もしくはアップグレー
ド後のバージョンは正規のソフトウェアにはならず、この場合、お客様は本ソフトウェ
アを使用するライセンスを取得していないことになります。

b.	 デバイス。本ライセンス条項では、「デバイス」とは、内部記憶装置を搭載して本ソフ
トウェアを実行することのできる物理的ハードウェア	システムを意味します。ハード
ウェアのパーティションまたはブレードはデバイスと見なされます。

c.	 制限。製造業者またはインストール業者、およびマイクロソフトは、本ライセンス条
項において明示的に許諾されていない権利（知的財産に関する法律に基づく権利など）
をすべて留保します。たとえば、このライセンスは、次の行為に関してお客様にいか
なる権利も与えるものではなく、お客様は次の行為を行うことはできません。

（i)	本ソフトウェアの機能を分離して使用または仮想化すること。
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（ii）	本ソフトウェアを公開、複製（許可されているバックアップ用の複製を除きます )、
レンタル、リース、または貸与すること。

（iii）	本ソフトウェアを譲渡すること（本ライセンス条項で許諾されている場合を除き
ます )。

（iv）	本ソフトウェアの技術的な制限を回避すること。

（v）	本ソフトウェアをサーバー	ソフトウェアとして使用することもしくは商業的ホス
ティング用に使用すること、本ソフトウェアをネットワークを介して複数のユー
ザーが同時に使用できるようにすること、本ソフトウェアをサーバーにインストー
ルしてユーザーがリモート	アクセスできるようにすること、または本ソフトウェ
アをリモート	ユーザーのみが使用する目的でデバイスにインストールすること。

（vi）	本ソフトウェアをリバース	エンジニアリング、逆コンパイル、もしくは逆アセン
ブルすること、またはこれらの行為を試みること。ただし、お客様の居住地（ま
たは会社の場合は主たる業務地）の法令において、禁止の合意にもかかわらずこ
れらの行為が許可されている場合のみ、この制限に関係なく、このような行為も
法の範囲で許可されます。

（vii）	インターネット	ベースの機能を使用している場合、第三者によるこれらの機能
の使用を妨げる可能性のある方法で、またはサービス、データ、アカウント、も
しくはネットワークに不正な方法でアクセスを試みるために、これらの機能を使
用すること。

d.	 複数使用のシナリオ。

（i）	複数のバージョン。複数のバージョン（例 :	32	ビット版と	64	ビット版）が提供さ
れる本ソフトウェアを取得した場合、お客様が同時にインストールしてライセン
ス認証できるのはそのいずれか	1	つのバージョンのみです。

（ii）	複数接続またはプールされた接続。マルチプレキシングもしくは接続をプールす
るために、または本ソフトウェアにアクセスもしくはこれを使用するデバイスも
しくはユーザーの数を減らすためにハードウェアもしくはソフトウェアを使用し
ても、お客様に必要なライセンスの数が減ることはありません。お客様は、使用
している本ソフトウェアのインスタンスすべてのライセンスを取得している場合
にのみ、これらのハードウェアまたはソフトウェアを使用できます。

（iii）	デバイスの接続。お客様は、ライセンスを取得したデバイスでファイル	サービス、
印刷サービス、インターネット	インフォメーション	サービス、インターネット
接続の共有およびテレフォニー	サービスを利用することを目的として、ライセン
スを取得したデバイスにインストールされた本ソフトウェアに対し、最大	20	台
の他のデバイスからの接続を許可することができます。上記の	20	台という接続
数制限は、「マルチプレキシング」または接続数をプールするその他のソフトウェ
アもしくはハードウェアを介して本ソフトウェアに間接的にアクセスするデバイ
スにも適用されます。お客様は、任意の数のデバイスに、デバイス間でデータを
同期するために、ライセンスを取得したデバイス上の本ソフトウェアにアクセス
することを許可することができます。ただし、本項は、お客様がこれらの他のデ
バイスに本ソフトウェアをインストールしたり、本ソフトウェアの主要な機能（本
項に記載する機能を除きます）を当該デバイス上で使用したりする権利を有する
ことを意味するものではありません。

（iv）	リモート	アクセス。ユーザーは、リモート	アクセス	テクノロジを使用して他の
デバイスから、ライセンスを取得したデバイスにアクセスできますが、当該他の
デバイスにおいて本ソフトウェアと同等以上のエディションを実行するライセン
スが別途取得されている場合に限ります。

（v）	リモート	アシスタンス。お客様は、リモート	アシスタンス	テクノロジを使用し
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て、本ソフトウェアの追加ライセンスを取得せずに、アクティブなセッションを
共有できます。リモート	アシスタンスを使用すると、通常は問題を修正するため
に、あるユーザーが別のユーザーのコンピューターに直接接続することができます。

（vi）	特定用途。製造業者は、ライセンスを取得したデバイスを特定用途向けに設計し
ました。お客様は、当該用途に限り本ソフトウェアを使用することができます。

（vii）	POS	アプリケーション。本ソフトウェアが小売店の販売時点管理デバイスにイ
ンストールされている場合、本ソフトウェアを販売時点管理アプリケーション
（以下「POS	アプリケーション」といいます）と共に使用することができます。
POS	アプリケーションは、以下の機能のみを提供するソフトウェア	アプリケー
ションです。（i）販売およびサービス	トランザクションの処理、在庫の検出と追
跡、顧客情報の記録および送信、ならびに関連する管理機能の実行、または（ii）
利用可能な製品およびサービスに関する情報の、直接的および間接的な顧客への
提供。お客様は、その他のプログラムが以下の条件を満たす場合に限り、本ソフ
トウェアと共にその他のプログラムを使用することができます。（i）本デバイス
に関する製造業者の特定用途を直接サポートしている。または（ii）システム	ユー
ティリティ、リソース管理、あるいはウイルス対策または同様の保護を提供して
いる。明確にするために付言すると、現金自動預け払い機（以下「ATM」とい
います）は小売店の販売時点管理デバイスではありません。

（viii）	クラウド	コンピューティング	デバイス。お客様のデバイスでインターネット閲
覧機能を使用してクラウド	ホスト型アプリケーションに接続およびアクセスす
る場合、（i）そのデバイスでデスクトップ機能をローカルに実行することはでき
ず、（ii）デスクトップ機能を使用して作成されたファイルは産業システムに永
続的に保存されないことがあります。本ライセンス条項において「デスクトッ
プ機能」とは、コンピューターまたはコンピューティング	デバイスにより実行
されるコンシューマー	タスクもしくはプロセスまたはビジネス	タスクもしくは
プロセスを意味します。これには、ワード	プロセッシング、表計算、データベー
ス、スケジュール作成、家計簿が含まれます。

e.	 バックアップ用の複製。お客様は、バックアップ目的で本ソフトウェアの複製	1	部を
作成できます。また、本ソフトウェアをスタンドアロン	ソフトウェアとして取得した
場合は、以下に規定するとおり、そのバックアップ用の複製を使用して、本ソフトウェ
アを移管することができます。

3.	 プライバシー、データの使用への同意。お客様のプライバシーは、マイクロソフトにとっ
て重要です。本ソフトウェアの一部の機能については、当該機能を使用する際に情報が送
受信されます。これらの機能の多くは、ユーザー	インターフェイスで無効にするか、使用
しないように選択することができます。お客様は、本ライセンス条項に同意し、本ソフト
ウェアを使用することで、マイクロソフトが、Microsoft	プライバシーに関する声明の記
載（aka.ms/privacy)、および本ソフトウェアの機能と関連付けられているユーザー	イン
ターフェイスの記載に従って、情報を収集、使用、および開示できることに同意します。

4.	 第三者への譲渡。

a.	 デバイスにプレインストールされたソフトウェア。お客様は、デバイスにプレインス
トールされた本ソフトウェアを取得した場合、ライセンスを取得したデバイスと共に
のみ、本ソフトウェアを使用するライセンスを別のユーザーに直接譲渡することがで
きます。お客様は、本ソフトウェア、およびデバイスと共に提供された場合は、プロ
ダクト	キーを含む正規の	Windows	ラベルを含めて譲渡しなければなりません。許諾
された譲渡を行う前に、本ソフトウェアの譲受者は本ライセンス条項が譲渡および本
ソフトウェアの使用に適用されることに同意しなければなりません。

b.	 スタンドアロン	ソフトウェア。お客様は、本ソフトウェアをスタンドアロン	ソフト
ウェアとして取得した場合、お客様が所有する他のデバイスに本ソフトウェアを移管
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することができます。また、（i）お客様が本ソフトウェアの最初のライセンス	ユーザー
であり、また、（ii）新しいユーザーが本ライセンス条項の条件に同意すれば、本ソフ
トウェアをそのユーザーが所有するデバイスに移管できます。お客様は、本ソフトウェ
アを移管するために、当社がお客様に作成を許可したバックアップ用の複製、または
本ソフトウェアを収録したメディアを使用することができます。お客様が本ソフトウェ
アを新しいデバイスに移管する場合は必ず、本ソフトウェアを以前のデバイスからア
ンインストールしなければなりません。デバイス間でライセンスを共有する目的で本
ソフトウェアを移管することはできません。

5.	 許可されたソフトウェアおよびライセンス認証。お客様は、適切にライセンスを取得して
おり、本ソフトウェアが正規のプロダクト	キーまたはその他の許可された方法で適切に
有効化およびライセンス認証されている場合に限り、本ソフトウェアを使用することが許
可されます。お客様が本ソフトウェアの使用中にインターネットに接続したときに、本ソ
フトウェアによってマイクロソフトまたはその関連会社への問い合わせが自動的に行われ、
本ソフトウェアが正規のものであることが確認され、そのライセンスがライセンスを取得
したデバイスに関連付けられます。本ソフトウェアのライセンス認証は、インターネット
または電話により、手動で行うこともできます。いずれの場合も、一定の情報が送信され、
インターネット、電話、および	SMS	サービスの料金が発生することがあります。本ソフ
トウェアでは、ライセンス認証（またはお客様のデバイスのコンポーネントを変更すると
必要になる場合があるライセンス再認証）の際に、本ソフトウェアのインストール済みの
インスタンスが偽造品であるか、ライセンスが適切に取得されていないか、不正な変更が
含まれているか、が確認されることがあります。ライセンス認証に失敗した場合、改変さ
れたマイクロソフト	ソフトウェアを正規のマイクロソフト	ソフトウェアに置き換えるこ
とで本ソフトウェアの修復が試みられます。また、本ソフトウェアの適切なライセンスを
取得するよう求める通知がお客様に表示されることがあります。ライセンス認証を無視ま
たは回避することは、禁止されています。お客様のソフトウェアが正規のものであるかど
うか、およびお客様が適切にライセンスを取得しているかどうかを確認するには、（aka.
ms/genuine）をご参照ください。特定の更新プログラム、サポート、およびその他のサー
ビスは、正規のマイクロソフト	ソフトウェアのユーザーにのみ提供される場合があります。

6.	 更新。お客様は、マイクロソフトまたは正規の提供元からのみ更新プログラムを取得で
きます。マイクロソフトは、当該更新プログラムをお客様に提供するために、お客様のシ
ステムを更新する必要がある場合があります。本ソフトウェアでは、システムおよびアプ
リケーションの更新プログラムが定期的に確認され、自動的にダウンロードおよびインス
トールされることがあります。お客様のデバイスで自動更新が有効になっている場合、お
客様は、本ライセンス条項に同意することにより、追加通知なくこのような種類の自動更
新プログラムを受け取ることに同意するものとします。

7.	 地理的制約と輸出規制。お客様による本ソフトウェアの使用が特定の地域に制限されてい
る場合、お客様はその地域でのみ本ソフトウェアのライセンス認証を行うことができます。
また、お客様は、本ソフトウェアに適用されるすべての国内法および国際法（輸出対象国、
エンド	ユーザーおよびエンド	ユーザーによる使用に関する制限を含みます）を遵守しな
ければなりません。地理的制約および輸出規制の詳細については、（aka.ms/georestrict）
および（aka.ms/exporting）をご参照ください。

8.	 サポートおよび払い戻し手続きソフトウェア全般のサポート	オプションについては、デ
バイス製造業者またはインストール業者にお問い合わせください。その際、本ソフトウェ
アと共に提供されるサポート番号をお知らせください。更新プログラムおよび追加ソフト
ウェアをマイクロソフトから直接取得した場合、適切にライセンスを取得したソフトウェ
アについて、マイクロソフトから限定サポート	サービスが提供されることがあります。詳
細については、（aka.ms/mssupport）をご参照ください。お客様が払い戻しを要求する場合、
製造業者またはインストール業者に問い合わせて、返金方針を確認してください。お客様
は、この方針に従わなければなりません。この方針により、お客様は、払い戻しを受ける
ために本ソフトウェアと共に、本ソフトウェアがインストールされているデバイス全体を
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返品することが求められる場合があります。

9.	 お客様の居住地（または会社の場合は主たる業務地）が米国内である場合の拘束力のある
仲裁と集団訴訟の権利放棄	
当社は紛争が発生しないことを願っています。ただし、紛争が発生した場合、お客様およ
び当社は、60	日間、解決に向けて非公式に努力することに同意するものとします。解決で
きなかった場合、お客様および当社は、連邦仲裁法（以下「FAA」といいます）に準拠した、
米国仲裁協会（以下「AAA」といいます）による拘束力のある個別の仲裁によって解決す
ることに同意し、裁判官または陪審員による裁判所への提訴を行わないものとします。こ
の場合、中立的な仲裁人が決定を下し、仲裁人の決定は、FAA	に基づく限定された上訴
権を除き、最終的なものとなります。集団訴訟、集団仲裁、司法長官による民事訴訟、お
よびいずれかの当事者が代表者として提起するその他の訴訟は許可されません。両当事者
の同意なしに、個別の訴訟を併合することも許可されません。「当社」には、マイクロソフト、
デバイス製造業者、およびソフトウェア	インストール業者が含まれます。

a.	 紛争は知的財産権を除くすべてを対象とすること。「紛争」という用語は、可能な限り
広い意味で使用します。紛争には、契約、保証、不法行為、制定法、法令、規制を含
むあらゆる法理に基づく、お客様と製造業者もしくはインストール業者の間、または
お客様とマイクロソフトの間における、本ソフトウェア、その対価、または本ライセ
ンス条項に関するすべての請求または紛争が含まれます。ただし、お客様、お客様の
ライセンサー、当社、または当社のライセンサーの知的財産権の強制または有効性に
関連する紛争を除きます。

b.	 まず紛争通知を郵送すること。紛争が発生し、当社のカスタマー	サービス担当者が解
決できなかった場合、紛争通知を米国郵便で製造業者またはインストール業者の法務
部門宛てに送付します。お客様がマイクロソフトとの紛争を提起する場合、郵便にて	
Microsoft	Corporation（ATTN:	LCA	ARBITRATION,	One	Microsoft	Way,	Redmond,	
WA	98052-6399）まで送付してください。その際、お客様の名前、住所、連絡方法、
問題の内容、および要求事項をお知らせください。紛争通知フォームは、（aka.ms/
disputeform）から入手できます。当社も、お客様との紛争を提起する場合、同様に通
知を送付します。紛争が解決せずに	60	日経過した場合、お客様または当社は仲裁を開
始することができます。

c.	 少額裁判所の選択。お客様は、少額裁判所の要件を満たしている場合、紛争通知を郵
送する代わりに、お客様の住所地（もしくは会社の場合は主たる業務地）またはお客
様とマイクロソフトの間の紛争である場合は米国ワシントン州キング郡の少額裁判所
でも、当社を提訴できます。紛争通知を郵送して当社が解決に向けて努力する	60	日間
の猶予をいただけると幸いですが、お客様は、少額裁判所に提訴する前に、紛争通知
を郵送する必要はありません。

d.	 仲裁手続き。すべての仲裁は、AAA	が、その商事仲裁規則（ただし、お客様が個人
であり、本ソフトウェアを個人的にもしくは家庭で使用する場合、または、お客様が
個人であるか本ソフトウェアをどのように使用するかにかかわらず	75,000	米ドル以下
の紛争の場合は、AAA	の消費者仲裁規則）に基づいて実施します。詳細については、
www.adr.org	を参照するか、1-800-778-7879	まで電話でお問い合わせください。仲裁
を開始するには、（aka.ms/arbitration）で入手可能な仲裁請求用紙を	AAA	に提出し、
その写しを製造業者もしくはインストール業者（またはお客様とマイクロソフトとの
間の紛争である場合はマイクロソフト）に郵送します。25,000	米ドル以下の紛争では、
仲裁人が対面による期日を開く正当な理由があると判断した場合を除き、すべての期
日は電話で行われます。対面による期日は、お客様の住所地（もしくは会社の場合は
主たる業務地）または当社の主たる業務地（お客様とマイクロソフトの間の紛争であ
る場合は米国ワシントン州キング郡）のいずれかお客様が選択する場所で実施するも
のとします。仲裁人は、裁判所と同じ賠償をお客様個人に認めることができます。仲
裁人は、差し止め命令による救済または宣言的救済をお客様に対して個別に、お客様
の個別の請求に応じるために、認めることができます。
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e.	 仲裁手数料および支払い

（i）	75,000	米ドル以下の紛争。製造業者もしくはインストール業者（またはお客様
とマイクロソフトの間の紛争である場合はマイクロソフト）は、お客様による申
し立て手数料を速やかに払い戻し、AAA	および仲裁人の手数料および費用を支払
います。お客様が、仲裁人が指名される前に当社から提示された書面による最終
和解案を拒否し、お客様による紛争に対して仲裁人の決定（以下「裁定」といい
ます）まで行われ、仲裁人が当該最終和解案を超える賠償をお客様に認めた場合、
製造業者もしくはインストール業者（またはお客様とマイクロソフトの間の紛争
である場合はマイクロソフト）は、（1）裁定と	1,000	米ドルのいずれか高いほうの
金額を支払い、（2）お客様が負担する合理的な弁護士手数料がある場合は、その
金額を支払い、ならびに（3）お客様の弁護士が仲裁においてお客様の請求につい
て調査、準備、および追求するために発生した合理的な費用（鑑定人の手数料お
よび費用を含む）を払い戻すものとします。金額についてお客様および当社が合
意していない場合は、仲裁人が決定するものとします。

（ii）	75,000	米ドルを超える紛争。申し立て手数料、ならびに	AAA	および仲裁人の
手数料および費用の支払いには、AAA	規則が適用されます。

（iii）	任意の金額の紛争。お客様が仲裁を開始した場合、当社は、かかる仲裁に根拠が
ない、またはかかる仲裁が不適切な目的で申し立てられたと仲裁人が判断した場
合を除き、当社が負担する	AAA	もしくは仲裁人の手数料および費用、または払
い戻したお客様の申し立て手数料支払いを要求しないものとします。当社が仲裁
を開始した場合、当社は、申し立て、AAA、および仲裁人の手数料および費用
を支払います。当社は、いかなる仲裁においても、当社が負担する弁護士の手数
料または費用をお客様に要求しないものとします。手数料および費用は、係争金
額を算定する際に、考慮に入れないものとします。

f.	 1	年以内に申し立てること。お客様および当社は、いかなる請求または紛争（知的財
産権に関する紛争を除きます。第	9	条	a	項をご参照ください）も、申し立てることが
可能になった最初の日から	1	年以内に少額裁判所に申し立てるか、または仲裁を申し
立てなければなりません。1	年以内に申し立てなかった場合、かかる請求または紛争
は永久に排除されます。

g.	 可分性。集団訴訟の権利放棄が紛争全体または紛争の一部に対して違法または執行不
能と判断された場合、その部分は仲裁ではなく裁判所で手続きが進められ、残りの部
分は仲裁で手続きが進められるものとします。第	9	条に規定するその他の条項で、違
法または執行不能と判断されたものがある場合、その条項は第	9	条の残りの条項とは
切り離されますが、残りの条項は、引き続き適用されるものとします。

h.	 AAA	規則との不一致。本ライセンス条項と	AAA	の商事仲裁規則または消費者仲裁
規則との不一致がある場合には、本ライセンス条項が適用されます。

i.	 当事者または第三者受益者としてのマイクロソフト。マイクロソフトがデバイス製造
業者であるか、お客様が本ソフトウェアを小売業者から取得された場合、マイクロソ
フトが本ライセンス条項の当事者になります。それ以外の場合、マイクロソフトは、
本ライセンス条項の当事者ではありませんが、お客様と製造業者またはインストール
業者との間において裁判外の交渉および仲裁を通して紛争を解決するという契約にお
ける第三者受益者です。

10.	準拠法。契約違反に対する請求、地域の消費者保護法、不正競争防止法、および黙示の保
証に関する法令に基づく請求、不当利得返還請求、ならびに不法行為に基づく請求を含む、
本ソフトウェア、その対価、または本ライセンス条項に関するすべての請求および紛争に
は、抵触法にかかわらず、お客様の住所（または会社の場合は主たる業務地）の地域また
は国の法令が適用されます。ただし、仲裁に関するすべての規定は	FAA	に準拠するもの
とします。
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11.	消費者の権利、地域による差異。本ライセンス条項は、一定の法的な権利を規定します。
お客様は、地域や国によっては、本ライセンス条項の定めにかかわらず、消費者としての
権利など、本ライセンス条項と異なる権利を有する場合があります。また、お客様は本ソ
フトウェアの取得取引の相手方に対して権利を取得できる場合もあります。本ライセンス
条項は、お客様の地域または国の法令が権利の変更を許容しない場合、かかる本ライセン
ス条項以外の権利を変更しないものとします。たとえば、お客様が以下のいずれかの地域
で本ソフトウェアを取得された場合、または当該国の強行法が適用される場合、以下の規
定がお客様に適用されます。

a.	 オーストラリア。「品質保証規定」に関する記述は、マイクロソフト、または製造業
者もしくはインストール業者により提供される明示の保証に関する記述を意味します。
当該品質保証規定は、オーストラリア消費者法に基づく法定保証に従ったお客様の権
利および救済を含め、法律に基づきお客様に付与されている場合があるその他の権利
および救済に加えて提供されます。	
本項では、「商品」とは、マイクロソフト、または製造業者もしくはインストール業
者が明示の保証を提供する本ソフトウェアを意味します。マイクロソフトの商品には、
オーストラリア消費者法に基づき除外することのできない保証が付随するものとしま
す。お客様は、重大な欠陥に対する交換または返金、およびその他の合理的に予測可
能なあらゆる損失または損害に対する補償を受ける権利を有します。また、お客様は、
かかる商品が合格品質に至っておらず当該欠陥が重大な欠陥とは見なされない場合に、
かかる商品の修理または交換を受ける権利を有します。

b.	 カナダ。お客様は、インターネット	アクセスを無効にすることで、お客様のデバイス
で更新プログラムを受け取ることを停止できます。お客様がインターネットに再接続
したときに、本ソフトウェアは更新プログラムの確認およびインストールを再開します。

c.	 欧州連合。以下の第	12	条	d.（i）項に規定されているアカデミック	パックの使用の制
限は、本サイト（aka.ms/academicuse）に記載されている地域では適用されません。

d.	 ドイツおよびオーストリア。

（i）	保証。適切にライセンスを取得したソフトウェアは、実質的に、本ソフトウェア
に付属しているマイクロソフト資料に説明されているとおり動作します。ただし、
製造業者またはインストール業者、およびマイクロソフトは、ライセンスを取得
したソフトウェアに関して契約上の保証は一切いたしません。

（ii）	責任の制限。製造業者もしくはインストール業者、またはマイクロソフトは、故
意による行動、重過失があった場合、および製造物責任法に基づく請求が申し立
てられた場合、ならびに人の死亡もしくは傷害、または物理的傷害が発生した場合、
制定法に従って責任を負います。

前文に従って、製造業者もしくはインストール業者、またはマイクロソフトが重大な
契約上の義務、すなわち、本ライセンス条項の正当な履行を支援する義務の遂行、本
契約の目的を危うくする義務の不履行、および当事者が常に信頼できる義務の遵守（「基
本義務」といわれます）に違反した場合、製造業者もしくはインストール業者、また
はマイクロソフトは軽過失に限り責任を負います。その他の軽過失については、製造
業者もしくはインストール業者、またはマイクロソフトは責任を負いません。

12.	追加の注意事項

a.	 ネットワーク、データ、およびインターネットの使用。本ソフトウェアおよび本ソフ
トウェアを介してアクセスするサービスの一部の機能では、お客様のデバイスからイ
ンターネットにアクセスする必要がある場合があります。お客様によるアクセスおよ
び使用（料金を含みます）には、ご利用の移動体通信またはインターネット	プロバイ
ダーとの契約の条項が適用される場合があります。本ソフトウェアの一定の機能を使
用すると、より効率的にインターネットにアクセスできますが、本ソフトウェアによ
る使用料率の計算結果はご利用のサービス	プロバイダーによる算定結果と異なる場合
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があります。お客様は、（i）お客様自身のプランおよび契約の条項を理解して遵守す
ること、および（ii）パブリック	ネットワークやオープン	ネットワークなどのネット
ワークを使用またはネットワークにアクセスすることによって生じる問題、に常に責
任を負うものとします。お客様は、権限がある場合に限り、本ソフトウェアを使用し
てネットワークに接続したり、当該ネットワークに関するアクセス情報を共有したり
することができます。

b.	 H.264/AVC	および	MPEG-4	ビジュアル規格と	VC-1	ビデオ規格。本ソフトウェ
アには、H.264/MPEG-4	AVC	および	VC-1	ビデオ	デコーディング	テクノロジが含ま
れていることがあります。このテクノロジについては、MPEG	LA,	L.L.C.	により以下
の注意書きを表示することが義務付けられています。	
本製品は、消費者による個人的かつ非商業的使用を前提とし、「AVC	PATENT	
PORTFOLIO	LICENSE」、「VC-1	PATENT	PORTFOLIO	LICENSE」、「MPEG-4	
PART	2	VISUAL	PATENT	PORTFOLIO	LICENSE」に基づいて次の用途に限って
ライセンスされています。（i）上記の規格（以下「ビデオ規格」といいます）に従っ
てビデオをエンコードすること、または（ii）個人的かつ非商業的活動に従事する消
費者がエンコードした	AVC、VC-1、および	MPEG-4	PART	2	ビデオをデコードす
る、もしくは、かかるビデオを提供するライセンスを有するビデオ	プロバイダーから
取得したビデオをデコードすること。その他の用途については、明示か黙示かを問わず、
いかなるライセンスも許諾されません。詳細情報については、MPEG	LA,	L.L.C.	から
入手できます。WWW.MPEGLA.COM	をご参照ください。

c.	 マルウェア対策。マイクロソフトは、お客様のデバイスをマルウェアから保護するこ
とに注意を払っています。本ソフトウェアでは、他の対策がインストールされていな
いか、有効期限が切れている場合、マルウェア対策が有効になります。有効にするには、
他のマルウェア対策ソフトウェアを無効にするか、場合によっては削除する必要があ
ります。

d.	 権利限定バージョン。お客様が取得された本ソフトウェアのバージョンについて、特
定または限定用途と明記されているか、その他かかる用途が意図されている場合、お
客様は特定されている用途に限り、本ソフトウェアを使用することができます。お客
様は、その他のプログラムが以下の条件を満たす場合に限り、本ソフトウェアと共に
その他のプログラムを使用することができます。本デバイスに関する製造業者の特定
用途を直接サポートしている。またはシステム	ユーティリティ、リソース管理、ある
いはウイルス対策または同様の保護を提供している。

（i）	アカデミック	パック。アカデミック	パックを使用する場合、お客様は、購入時点
で教育機関の学生、教職員、またはスタッフでなければなりません。

（ii）	評価版。評価（またはテストもしくはデモンストレーション）版を使用する場合、
お客様は、本ソフトウェアを販売すること、実際の運用環境で使用すること、ま
たは評価期間の経過後に使用することはできません。本ライセンス条項にこれと
異なる規定がある場合でも、評価版ソフトウェアは「現状有姿」で提供されます。

（iii）	NFR。お客様は、「NFR」または「Not	for	Resale」と明記されているソフトウェ
アを販売することはできません。

13.	完全合意。夲ライセンス条項（および製造業者もしくはインストール業者、またはマイクロ
ソフトが提供し、お客様が使用する、任意の追加ソフトウェア、更新プログラム、およびサー
ビスに付属する、印刷されたライセンス条項またはその他の条項）ならびに本ライセンス条
項に記載されている	Web	リンクに掲載されている条項は、本ソフトウェアならびに当該追
加ソフトウェア、更新プログラム、およびサービスに関する完全なる合意です（ただし、製
造業者もしくはインストール業者、またはマイクロソフトが、当該追加ソフトウェア、更新
プログラム、またはサービスについてその他の条項を提供している場合は、この限りではあ
りません )。本ライセンス条項は、本ソフトウェアの実行後、microsoft.com/useterms	にア
クセスするか、本ソフトウェアから	[ 設定 ]、[ システム ]、[ バージョン情報 ]	の順に選択す
ることで確認できます。また、本ライセンス条項に記載されているリンク先に掲載されてい
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マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項 WINDOWS 10 IOT ENTERPRISE（すべてのエディション）

る条項は、ブラウザーのアドレス	バーにその	URL	を入力することでも確認できます。お客
様は、かかる条項を確認するものとします。お客様は、本ソフトウェアまたはサービスを使
用する前に、リンク先の条項を含む本ライセンス条項をお読みになるものとします。お客様
は、本ソフトウェアおよびサービスを使用することによって本ライセンス条項およびリンク
先の条項を承認することとなることを理解するものとします。また、本ライセンス条項には
情報が掲載されているリンクも記載されています。注意事項および拘束力のある条項が記載
されたリンクは、以下のとおりです。

•	Windows	10	のプライバシーに関する声明（aka.ms/privacy）
•	Microsoft	サービス規約（aka.ms/msa）
•	Adobe	Flash	Player	ライセンス条項（aka.ms/adobeflash）

	

**************************************************************************************************************************************

免責

お客様のデバイス上の本ソフトウェア（アプリケーションを含みます）は、現状有姿でライセ
ンスされます。お客様の地域の法令により最大限認められる範囲において、本ソフトウェアの
品質および性能に関するすべての危険は、お客様が負担するものとします。本ソフトウェアに
瑕疵があることが判明した場合、お客様はすべての修正等にかかる総費用を負担するものとし
ます。デバイス製造業者とマイクロソフトのいずれも、本ソフトウェアについていかなる明示
的な保証または条件も負いません。製造業者およびマイクロソフトは、お客様の地域の法令に
より認められる範囲において、商品性、品質、特定目的に対する適合性、侵害の不存在に関す
るものを含め、黙示の保証、条件、その他の責任を一切負いません。本ライセンス条項では変
更できない地域の法令による追加の消費者の権利または法定保証が存在する場合があります。

お客様の地域の法令により、契約上の制限にかかわらず保証、条件、その他の責任を負う必要
がある場合、その有効期間は、最初のユーザーが本ソフトウェアを取得後	90	日間に制限され
ます。製造業者またはマイクロソフトが当該保証、条件、その他の責任を負う場合、製造業者
またはマイクロソフトは、自らの選択において、（I）無償で本ソフトウェアを修理もしくは交
換するか、または（II）本ソフトウェア（もしくは自らの選択により、本ソフトウェアがイン
ストールされたデバイス）の返品を受け入れて購入金額を払い戻します。以上が、お客様の地
域の法令に基づく保証、条件、その他の責任に対するお客様の唯一の権利となります。

損害賠償を受ける正当な根拠がある場合、お客様の地域の法律で禁止されていない限りにおい
て、お客様から製造業者またはマイクロソフトに対する請求は、お客様が本ソフトウェアに対
して支払った金額（お客様が本ソフトウェアを無償で取得した場合は	50	米ドル）を上限とす
る直接損害に限定されます。お客様は、本ライセンス条項の何らかの部分または法理に基づく
とを問わず、その他の損害（逸失利益、直接損害、結果的損害、特別損害、間接損害、または
付随的損害を含みます）に関して賠償またはその他の請求を行うことはできないものとし、か
かる請求権を放棄します。この制限は、（I）本契約、本ソフトウェア（アプリケーションを含
みます）、デバイス、サービス、データの破損もしくは損失、データの送受信の失敗、第三者の
インターネット	サイト上のコンテンツ（コードを含みます）、または第三者のプログラムに関
連した事項、および（II）契約違反、保証責任、厳格責任、過失、もしくはその他の不法行為
に対する請求、制定法もしくは法令の違反に対する請求、不当利得返還請求、またはその他の
法理に基づく請求、に適用されます。

本ライセンス条項に規定する損害の免責および救済手段の制限は、他の救済手段が提供され
ない場合（本ソフトウェアは現状有姿でライセンスされます）、（お客様の地域の法令により要
求される）修理、交換、もしくは払い戻しによってもお客様の損失が完全に補償されない場合、
製造業者もしくはマイクロソフトがこのような損害の可能性を認識していたか、もしくは認識
し得た場合、または本ライセンス条項に規定する救済手段がその実質的目的を達成できない場
合にも、適用されます。

お客様のデバイスが保証の対象であるかどうかについては、デバイス製造業者にお問い合わせ
ください。



Section 2
概要

概要
T2 は、映像の収録・再生を同時に行うことができる、「4Kの 1入力」や「4Kの 1出力」、「HD/
SD の 1 入力 /2 出力」などの IOモードを備えた多チャンネルビデオディスクレコーダーです。
映像・音声データは内蔵のデータドライブに保存されます。
T2には、映像の収録 /編集 /再生、プレイリストの作成や再生などを操作するためのソフトウェ
アがインストールされています。ご使用時の環境によって、次の 2つの操作モードで操作でき
ます。

	⿆フロントパネルモード
T2 のフロントパネルにあるタッチスクリーン LCDに表示される画面をタップして操作する
モードです。必要最小限の接続環境下でT2を操作できます。
基本的な操作は、フロントパネルモードのみで操作できます。

	⿆ワークステーションモード
PC モニターやマウス、キーボードをT2に接続して操作するモードです。
すべての機能が使用できます。
ワークステーションモードでの操作▶ P116

本書では、フロントパネルモードと［[HD/SD]	1	in	2	out］モードでの操作をメインに記載して
います。

POINT •	 お使いのT2のモデル名は、バージョン情報で確認できます。
モデル名やバージョンを確認する▶ P36

•	 お使いのT2で利用可能な IOモードは、IOモード一覧をご覧ください。
IO モード一覧▶ P240

ご注意 •	 お使いのT2 のモデルの種類や設定する IOモードによっては、本書の画面の表
示内容や操作手順と異なる場合があります。
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本書の見かた
本書での表記と意味は次のとおりです。

リムーバブルメディア内のメディアファイルを表示する
USB 対応リムーバブル機器や XDCAM、P2 などのリムーバブルメディア、ネットワークドラ
イブ内のメディアファイルを、T2 にインポートすることなく表示できます。

ご注意 • XDCAM、XDCAM EX、XAVC、XAVC S、または P2 のデバイスをご使用の場合、
デバイスを T2 に接続する前に、メンテナンスモードで各種ドライバーをインス
トールしておいてください。メンテナンスモードについて詳しくは、T2 サービ
スマニュアルを参照してください。
XDCAM/XDCAM EX/XAVC/XAVC S の動作確認済みドライバーのバージョン
▶ P233
P2 の動作確認済みドライバーのバージョン▶ P233

POINT • 対応フォーマットについては、「付録」を参照してください。
対応フォーマット一覧▶ P234

• ワークステーションモードでネットワークドライブについて設定しておくと、
［ブラウズ］タブで、ネットワークドライブや他の T2 のダイレクトアクセスフォ
ルダー（T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/T2 4K Elite 12G内のメディアフォルダー）
内のメディアファイルを表示できます。
ネットワークドライブ内のメディアファイルを表示する▶ P157

1 リムーバブルメディアをT2に接続し、メディアを挿入する
T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/T2 4K Elite 12G の場合、メディアカードリーダーのスロットに
直接カードを挿入できます。T2 がメディアを認識すると、カード左横のインジケーターが緑色
に点灯します。
メディアカードリーダー（T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/T2 4K Elite 12G のみ）▶ P24

2 ［インポート］をタップする

ビン画面の［ブラウズ］タブに切り替わります。

ご注意 • ［ブラウズ］タブに切り替わらない場合は、手動で切り替えてください。

3 ［新しい接続］をタップし、メディアの種類を選ぶ

4 ドライブを選び、［OK］をタップする
メディアファイルリストに、メディアファイルが一覧で表示されます。

POINT • リムーバブルメディア内の情報を更新する場合は、［メニュー］をタップし、［最
新の情報に更新］をタップします。

46 T2ユーザーマニュアル May 31, 2023

  ― インポート /エクスポート

(1)

(2)

(3)

※イラストはイメージです。本文中のページとは異なります。

(1) ご注意 操作を行ううえで注意しなければならないことや、制限
されることなどを説明しています。

(2) POINT 操作を行ううえでポイントとなることについて説明して
います。

(3) 参照ページ 関連ページを示しています。
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Section 3
各部の名称と機能

フロントパネル

フロントパネル

POWER 1 POWER 2

AC IN PSU FAN AC IN PSU FAN

(3)(2)(1)

(4) (5) (6) (7) (8)

※上のイラストは、T2	4K	Elite を例にしています。

(1) リダンダント電源用イ
ンジケーター

リダンダント電源の状態を確認できます。
リダンダント電源用インジケーター（T2 4K Elite/T2 
4K Elite Plus/T2 4K Elite 12G のみ）▶ P23

(2) メディアカードリー
ダー

各種メディアカードを挿入できます。
メディアカードリーダー（T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/T2 
4K Elite 12G のみ）▶ P24

(3) タッチスクリーンLCD 画面上の表示内容をタップすることで、T2を操作できます。

(4) 電源スイッチ T2 を起動します。

(5) USB	3.0 端子 USB	3.0 対応リムーバブル機器を接続します。

(6) ボリューム調整つまみ ヘッドフォンのボリュームを調整します。

(7) ヘッドフォン端子

ヘッドフォンを接続することができます。
オーディオレベル詳細表示（レコーダーチャンネル）▶
P129
オーディオレベル詳細表示（プレイヤーチャンネル）▶
P139

(8) 操作ボタン部 チャンネル選択や再生、収録の操作ができます。
操作ボタン部▶ P24
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リダンダント電源用インジケーター（T2 4K Elite/T2 4K 
Elite Plus/T2 4K Elite 12G のみ）

POWER 1 POWER 2

AC IN PSU FAN AC IN PSU FAN

(1) (2) (3) (4) (5) (6)

(1)
AC	IN
（停電検出インジケー
ター）

電源ユニット 1 の主電源を入れると緑色に点灯します。
赤色に点滅している場合、電源ケーブルの抜けまたは停
電の可能性があります。

(2)
PSU
（電源故障インジケー
ター）

電源ユニット 1 の主電源を入れると緑色に点灯します。
赤色に点滅している場合、電源ユニットの故障または装
着不良の可能性があります。停電検出インジケーターが
緑色に点灯し、電源故障インジケーターが赤色に点滅し
ている場合は、お買い上げいただいた販売店にお問い合
わせください。

(3)
FAN
（FAN異常検出インジ
ケーター）

電源ユニット 1の主電源を入れると緑色に点灯します。
赤色に点滅している場合、ファンが故障している可能性
があります。

(4)
AC	IN
（停電検出インジケー
ター）

電源ユニット 2 の主電源を入れると緑色に点灯します。
赤色に点滅している場合、電源ケーブルの抜けまたは停
電の可能性があります。

(5)
PSU
（電源故障インジケー
ター）

電源ユニット 2 の主電源を入れると緑色に点灯します。
赤色に点滅している場合、電源ユニットの故障または装
着不良の可能性があります。停電検出インジケーターが
緑色に点灯し、電源故障インジケーターが赤色に点滅し
ている場合は、お買い上げいただいた販売店にお問い合
わせください。

(6)
FAN
（FAN異常検出インジ
ケーター）

電源ユニット 2の主電源を入れると緑色に点灯します。
赤色に点滅している場合、ファンが故障している可能性
があります。
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メディアカードリーダー（T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/
T2 4K Elite 12G のみ）

(1) (2) (3) (4)

(1) SSD 専用ドライブス
ロット SSD を挿入し、データの読み込みや書き込みを行います。

(2) Compact	Flash カー
ドスロット

Compact	Flash カードを挿入し、データの読み込みや書
き込みを行います。

(3) SDカードスロット

SD カードを挿入し、データの読み込みや書き込みを行
います。
右側の SDカードスロットのみ、UHS -Ⅱ /microP2 に対
応します。

(4) SxSメモリーカードス
ロット

SxS メモリーカードを挿入し、データの読み込みや書き
込みを行います。
※		SxS メモリーカード以外の ExpressCard 等は動作し
ません。

※	2020 年 10 月以降に製造されたT2	4K（KTR4A-ELT	
で始まる型番のモデル）には、SxS メモリーカードス
ロットはありません。

ご注意 •	 各メディアカードのインジケーターが緑色に点滅している間は、データの読み
書きが行われているので、メディアを抜き差ししないでください。

操作ボタン部

R1

SHTL
JOG VAR

P1

P2

(1)

(2)

(3)

(4) (5) (6) (7) (8)

(9)

(10)

(11)

(1) ［R1］ボタン R1 チャンネルの 1	ch 表示に切り替えます。R1 チャン
ネルを操作対象にします。

(2) ［P1］ボタン P1 チャンネルの 1	ch 表示に切り替えます。P1 チャン
ネルを操作対象にします。
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(3) ［P2］ボタン P2 チャンネルの 1	ch 表示に切り替えます。P2 チャン
ネルを操作対象にします。

(4) ［Rew］ボタン 押すたびに逆方向に 1フレームずつ戻します。押したま
まの状態を維持すると、32 倍速で巻き戻しします。

(5) ［Play］ボタン 再生を開始します。

(6) ［FF］ボタン 押すたびに正方向に 1フレームずつ進めます。押したま
まの状態を維持すると、32 倍速で早送りします。

(7) ［Stop］ボタン 再生を停止、または収録を停止します。

(8) ［Rec］ボタン 収録を開始します。

(9) ［SHTL/JOG］ボタン ジョグ /シャトルモードに切り替えます。
ジョグ / シャトルモードで再生する▶ P86

(10) ［VAR］ボタン

可変速モードに切り替えます。
VARスピードコントロールが表示され、再生速度を変
更できます。
可変速モードで再生する（バリアブル再生）▶ P86

(11) ジョグ /シャトル
［SHTL/JOG］ボタンが点灯中は、ジョグ /シャトル再
生の操作ができます。
［VAR］ボタンが点灯中は、可変速再生の操作ができます。

ご注意 •	［R1］ボタン、［P1］ボタン、［P2］ボタンの操作対象は、IOモードによって変
更されます。例えば、［[HD/SD]	0	in	3	out］の場合は、［R1］ボタン、［P1］ボタン、
［P2］ボタンでそれぞれ P1 チャンネル、P2 チャンネル、P3 チャンネルが操作
対象となります。

POINT •	 お使いのT2で利用可能な IOモードは、T2のモデルの種類により異なります。
IO モード一覧▶ P240

［Rew］ボタン＋［Stop］ボ
タンを同時に押す

クリップ再生時は、直前の In/Out 点またはクリップの
先頭に移動します。
プレイリスト再生時は、前のイベントへ移動します。
前のマーカー位置への移動を移動対象に含めることがで
きます。［マーカーの設定］ダイアログで［スクラブバー
上にマーカーアイコンを表示する］にチェックを入れ、
［編集点への移動：］のリストをクリックして［マーカー
を含める］を選びます。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107

［FF］ボタン＋［Stop］ボタ
ンを同時に押す

クリップ再生時は、次の In/Out 点またはクリップの末
尾に移動します。
プレイリスト再生時は、次のイベントへ移動します。
次のマーカー位置への移動を移動対象に含めることがで
きます。［マーカーの設定］ダイアログで［スクラブバー
上にマーカーアイコンを表示する］にチェックを入れ、
［編集点への移動：］のリストをクリックして［マーカー
を含める］を選びます。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107
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リアパネル

リアパネル
(1) (2) (3)

(8) (9) (10)(7) (11) (12)

(4) (5) (6)

(1) 電源入力端子（3ピン） 電源ケーブルを使用してAC電源に接続します。

(2) 主電源スイッチ 主電源の入 /切を切り替えます。

(3) LAN端子 LANケーブルを接続します。

(4)
LTC/ モニターオー
ディオインターフェー
スボード

LTC（タイムコード）の入出力やオーディオモニターに
使用します。
LTC/ モニターオーディオインターフェースボード▶ P27

(5) ビデオ I/Oボード

レコーダーチャンネルへの入力、プレイヤーチャンネル
からの出力に使用します。
ビデオ I/O ボード（Elite/Pro/Express）▶ P27
ビデオ I/O ボード（Elite Plus/Pro Plus/Express Plus）
▶ P28
ビデオ I/O ボード（Elite 12G/Pro 12G/Express 6G）
▶ P28

(6) 外部制御インター
フェースボード

レコーダーチャンネルまたはプレイヤーチャンネルのリ
モート制御に使用します。
外部制御インターフェースボード▶ P29

(7)

電源ユニット2（左側）	
（T2	4K	Elite/T2	4K	
Elite	Plus/Elite	12G
のみ）、	
電源ユニット1（右側）

T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G は、電
源ユニット 1と電源ユニット 2のリダンダント電源です。
その他のT2	4K	Series は、電源ユニット 1のみのシン
グル電源です。

(8) モニター（DVI-D）	
端子

PC モニターを接続する場合に使用します。
アナログモニターは使用できません。

(9) モニター	
（DisplayPort）端子 PC モニターを接続する場合に使用します。

(10) USB	2.0 端子 キーボード、マウスなどを接続する場合に使用します。

(11) USB	3.0 端子 USB	3.0 対応リムーバブル機器を接続します。

(12) サウンド 使用しません。

26 T2ユーザーマニュアル	 June 1, 2023

Section 3  ― 各部の名称と機能



ご注意 •	 ワークステーションモード時、モニター（DVI-D）端子とモニター（DisplayPort）
端子の同時接続での使用はできません。（排他使用となります。）

•	 モニター端子のケーブルの抜き差し、およびディスプレイの電源のオン／オフ
切り替えは、必ずT2の電源がオフの状態で行ってください。

LTC/ モニターオーディオインターフェースボード

LTC IN CH 1 CH 2
AUDIO / LTC OUT

(2)(1)

(1) LTC	IN LTC（タイムコード）の入力に使用します。

(2) AUDIO	/	LTC	OUT
（CH	1	/	CH	2）

LTC（タイムコード）の出力またはオーディオモニター
に使用します。
設定画面の［一般］→［ハードウェア］タブの［オーディ
オ /LTC出力（CH1/CH2）：］で、各端子から出力する
内容を設定します。
一般 - ハードウェア設定▶ P166

ビデオ I/O ボード（Elite/Pro/Express）

SDI1 SDI2 SDI3 SDI4 REF IN

(1) (2)

(1) SDI	1/SDI	2/
SDI	3/SDI	4

［IOモード］で選んだ内容にしたがって、使用できる端
子が異なります。
IO モード一覧 - T2 4K Series（Elite/Pro/Express）▶
P240

(2) REF	IN REF信号の入力に使用します。
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ビデオ I/O ボード（Elite Plus/Pro Plus/Express Plus）

(2) (3)(1)

(1) 未使用端子 使用しません。

(2) 上段：SDI	5/SDI	6/SDI	7/SDI	8
下段：SDI	1/SDI	2/SDI	3/SDI	4

［IOモード］で選んだ内容にしたがって、
使用できる端子が異なります。
IO モ ー ド 一 覧 - T2 4K Series（Elite 
Plus/Pro Plus/Express Plus）▶ P241

(3) REF REF信号の入力に使用します。

ビデオ I/O ボード（Elite 12G/Pro 12G/Express 6G）

SDI1 SDI2 SDI3 SDI4 REF IN

(1) (2)

(1) SDI	1/SDI	2/
SDI	3/SDI	4

［IOモード］で選んだ内容にしたがって、使用できる端
子が異なります。
IO モード一覧 - T2 4K Series（Elite 12G/Pro 12G/
Express 6G）▶ P243

(2) REF	IN REF信号の入力に使用します。
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外部制御インターフェースボード

REMOTE
IN 1

REMOTE
IN 2

REMOTE
IN 3

REMOTE
OUT GPIO

(2) (3)

(1)

(1)
REMOTE	IN	1	/
REMOTE	IN	2	/
REMOTE	IN	3

RS422（Sony	9 ピンプロトコル）を利用してT2の各チャ
ンネルをコントロールするときに使用します。
各 REMOTE	IN 端子に割り当てられるチャンネルは、
IOモードにより変更されます。
IO モード一覧▶ P240

(2) REMOTE	OUT RS422（Sony	9 ピンプロトコル）を利用して外部の
VTRなどをコントロールするときに使用します。

(3) GPIO GPI の入出力に使用します。

POINT •	 お使いのT2で利用可能な	IO	モードは、T2	のモデルの種類により異なります。
IO モード一覧▶ P240
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Section 4
接続 /起動 /終了

このセクションでは、T2 に周辺機器を接続する方法、T2 の起動・終了の手順、フロントパネ
ルモード /ワークステーションモードを切り替える手順について説明します。

周辺機器を接続する
入出力に使用する外部機器などの周辺機器をT2に接続する手順について説明します。

1 レコーダーチャンネルへの入力に使用する機器をT2に接続する
T2 リアパネルのビデオ I/O ボードや LTC/ モニターオーディオインターフェースボードに機
器を接続します。
ビデオ I/O ボード（Elite/Pro/Express）▶ P27
ビデオ I/O ボード（Elite Plus/Pro Plus/Express Plus）▶ P28
ビデオ I/O ボード（Elite 12G/Pro 12G/Express 6G）▶ P28
LTC/ モニターオーディオインターフェースボード▶ P27

2 プレイヤーチャンネルの出力に使用する機器をT2に接続する
T2 リアパネルのビデオ I/O ボードや LTC/ モニターオーディオインターフェースボードに機
器を接続します。
ビデオ I/O ボード（Elite/Pro/Express）▶ P27
ビデオ I/O ボード（Elite Plus/Pro Plus/Express Plus）▶ P28
ビデオ I/O ボード（Elite 12G/Pro 12G/Express 6G）▶ P28
LTC/ モニターオーディオインターフェースボード▶ P27

3 ワークステーションモードで T2を操作する場合は、マウス、キーボード、PCモニター
をT2に接続する

マウスとキーボードはUSB端子に、PCモニターはモニター端子に接続します。
リアパネル▶ P26
フロントパネルモードでT2を操作する場合は、マウス、キーボード、PCモニターの接続は不
要です。

ご注意 •	 マウス、キーボード、PCモニタは同梱物に含まれません。

4 T2に電源ケーブルを差し込む
T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G の場合は、電源ユニット 1と電源ユニット 2に
ケーブルを差し込みます。
その他のT2	4K	Series	の場合は、電源ユニット 1にケーブルを差し込みます。
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5 電源ケーブル抜け止め金具を電源ケーブルにはめ込む

6 電源ケーブルをAC電源に接続する

T2 を起動・終了する

T2 を起動する

1 T2リアパネルの主電源スイッチをオンにする

2 T2フロントパネルの電源スイッチをオンにする

POWER 1 POWER 2

AC IN PSU FAN AC IN PSU FAN

初回起動時は、フロントパネルモードでT2 が起動します。タッチスクリーン LCDに 3	ch 表
示で画面が表示されます。
次回起動時以降は、前回起動した操作モード（フロントパネルモードまたはワークステーショ
ンモード）で起動します。

POINT •	 ワークステーションモードでT2を起動するには、フロントパネルモードで起動
してから、ワークステーションモードに切り替えます。
フロントパネルモードからワークステーションモードに切り替える▶ P33
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フロントパネルモードで T2 を終了する

ご注意 •	 電源スイッチを長押ししたり、リアパネルの主電源スイッチを直接オフにした
りなどして強制終了しないでください。本体が故障するおそれがあります。

1 ［R1］ボタン、［P1］ボタン、［P2］ボタンのいずれかを押す
タッチスクリーン LCDの［1	ch 表示］または［ビン］をタップしても操作できます。

2 ［メニュー］をタップし、［ツール］→［終了］をタップする

3 リストから［シャットダウン］を選び、［OK］をタップする
T2 を再起動する場合は、［再起動］を選びます。

ご注意 •	 長期間使用しない場合は、T2リアパネルの主電源スイッチをオフにして、電源
ケーブルを抜いてください。

ワークステーションモードで T2 を終了する

ご注意 •	 電源スイッチを長押ししたり、リアパネルの主電源スイッチを直接オフにした
りなどして、強制終了しないでください。本体が故障するおそれがあります。

1 メニューバーの［システム］をクリックし、［終了］をクリックする

2 リストから［シャットダウン］を選び、［OK］をクリックする
T2 を再起動する場合は、［再起動］を選びます。

ご注意 •	 長期間使用しない場合は、T2リアパネルの主電源スイッチをオフにして、電源
ケーブルを抜いてください。
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フロントパネルモード / ワークステーションモードを切り替える

フロントパネルモードからワークステーションモードに切り替
える

1 PCモニターで、メニューバーの［システム］をクリックし、［ワークステーションモード
へ切り替え］をクリックする

ワークステーションモードからフロントパネルモードに切り替
える

1 タッチスクリーン LCDをタップする
PC モニターで、メニューバーの［システム］をクリックし、［フロントパネルモードに切替］
をクリックしても切り替えができます。

フロントパネルをロックする
フロントパネルを操作できないようにロックできます。

1 PCモニターで、メニューバーの［システム］をクリックし、［フロントパネルをロックす
る］をクリックする

ロック中は、［フロントパネルをロックする］にチェックが入ります。
ロックを解除するには、T2のフロントパネルの［R1］ボタン、［P1］ボタン、［P2］ボタン、［SHTL/
JOG］ボタンを同時に押してください。

33June 1, 2023 T2ユーザーマニュアル

フロントパネルモード / ワークステーションモードを切り替える



IO モードを切り替える
T2 の入出力モードを切り替える手順について説明します。

POINT •	 お使いのT2で利用可能な	IO	モードは、T2	のモデルの種類により異なります。
IO モード一覧▶ P240

1 ［設定］をタップする

設定画面の［一般］→［ハードウェア］タブが表示されます。

2 ［IOモード：］の［設定 ...］をタップする

3 ［IOモード設定］ダイアログで IOモードを設定し、［OK］をタップする
［IO モード設定］ダイアログ▶ P124

4 ［OK］をタップする

POINT •	 ワークステーションモードでは、画面下部にあるステータスバーから IOモード
を切り替えることができます。
ステータスバー▶ P142
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モニター出力するチャンネルを割り当てる
ビデオ I/Oボードの SDI 端子をモニター出力に使用できます。
ここでは、モニター出力に使用する SDI 端子に出力対象のチャンネルを割り当てる手順につい
て説明します。

POINT •	 IP を経由してモニター出力することもできます。
IP によるビデオ入出力の活用▶ P216

1 「IOモードを切り替える」の手順1～2を行う
IO モードを切り替える▶ P34

2 ［IOモード設定］ダイアログの［設定 ...］をタップする

IO モード詳細設定ダイアログが表示されます。
IO モード詳細設定ダイアログ▶ P168

3 SDI 端子設定リストから［タイプ］が［モニター出力］と表示されているSDI 端子を選ぶ

POINT •	 モニター出力に使用できる SDI 端子は、T2 のモデルの種類や IOモードにより
異なります。
IO モード一覧▶ P240

4 ［チャンネル：］のリストからモニター出力したいチャンネルを選び、［OSD：］のリスト
からオンスクリーンディスプレイ表示のオン /オフを選ぶ
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POINT •	 R1 チャンネルでは、オンスクリーンディスプレイの表示はできません。
端子タイプ別　設定可能な内容▶ P169

5 IO モード詳細設定ダイアログで［OK］をタップする

6 ［OK］をタップする

モデル名やバージョンを確認する
T2 のモデル名やソフトウェアのバージョン情報を確認できます。

1 ［R1］ボタン、［P1］ボタン、［P2］ボタンのいずれかを押す
タッチスクリーン LCDの［1	ch 表示］または［ビン］をタップしても操作できます。

2 タッチスクリーン LCDの［メニュー］をタップし、［ツール］→［T2について］をタッ
プする

T2 のバージョン情報が表示されます。
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Section 5
収録

このセクションでは、レコーダーチャンネルでの収録の手順について説明します。

1 ch 表示でレコーダーチャンネルを表示する
レコーダーチャンネルの 1	ch 表示では、収録に関連する各種操作ができます。

1 ［R1］ボタンを押す
レコーダーチャンネルの 1	ch 表示に切り替わり、［R1］ボタンが緑色に点灯します。
［1	ch 表示］をタップして、レコーダーチャンネルタブをタップしても切り替えられます。
タッチスクリーン LCD下部の操作ボタンを使用して、収録の開始と停止の操作ができます。

	⿆レコーダーチャンネル	-	1	ch 表示

(2) (8) (9) (10)(4) (6)(3) (5) (7)(1)

(11) (12) (19)(13) (15) (17)(18)(16)(14)

(1) レコーダーチャンネル
タブ

タップすると、レコーダーチャンネルが選択され、ハイ
ライト表示されます。

(2) ステータス 収録の進行状況が表示されます。

(3) ［ロック］

レコーダーチャンネルを操作できないようにロックでき
ます。
ロック中は、［ロック］と［R1］ボタンが赤色に点灯します。
再度タップすると、ロックを解除できます。

(4) プレビュー 入力されている映像が表示されます。
プレビューをタップすると、全画面で表示されます。

(5) ［Cur：］ 入力されているカレントタイムコードが表示されます。
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(6) スクラブバー 収録の進行状況が表示されます。

(7) ［Elap：］ 収録の経過時間がタイムコードで表示されます。

(8) オーディオレベル表示 オーディオ再生レベルが表示されます。

(9) ［メニュー］
収録中クリップのプロパティや名前の変更、アンマウン
ト、次回収録クリップ名の設定などの関連メニューを表
示します。

(10) 収録モード
収録モード（レコーダー	-	ライブモード /レコーダー	-	
VTR モード /レコーダー	-	リモートモード）を切り替
えます。

(11) 操作ボタン レコーダーチャンネルの操作ボタン▶ P38

(12) ［Clip：］ 収録中のクリップ名が表示されます。

(13) ［保存先］
収録するクリップの保存先を設定できます。
右横に保存先のビン名が表示されます。保存先が外部ス
トレージの場合、緑色に変化します。

(14) ［Dur：］
［Dur 固定収録］がオンの場合、タイムコードをタップ
して、収録開始時点から終了時点までの時間の長さ（デュ
レーション）を設定できます。

(15) ［In：］/［Out：］/［Dur：］

In 点、Out 点、デュレーションのタイムコードが表示さ
れます。
レコーダー	-	VTRモードの場合、［In：］または［Out：］
のタイムコードをタップして、In 点またはOut 点を設
定できます。

(16) ［スケジュール］

レコーダー	-	ライブモードで、指定した時刻に自動で収
録を開始し、指定した時刻に収録を終了します。フロン
トパネルモードでは、スケジュールのOn/Off およびス
ケジュールリストの表示が可能です。スケジュールの追
加、編集、削除は、ワークステーションモードで行って
ください。
レコーダー - ライブモード / スケジュールモード▶
P120

(17) ［フォーマット：］
ビデオサイズ、フレームレート、収録フォーマット、入
力に使用する端子、ソースTC（TC（LTC）/SDI（VITC）
/TC（INT））などが表示されます。

(18) ［Dur 固定収録］ タップしてオンにすると、収録開始時点から［Dur：］で
指定したデュレーションで収録を自動的に終了できます。

(19) 1	ch 表示 /3	ch 表示 /
ビン /転送画面共通部 1 ch 表示 /3 ch 表示 / ビン / 転送画面共通部▶ P39

	⿆レコーダーチャンネルの操作ボタン
(2) (4) (6)(3) (5)(1)

(1) ［In/Out 点のクリア］ 設定されている In/Out 点をクリアします。
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(2) ［Cue（In）］※1 In 点に VTRを移動します。

(3) ［Mark（In）］ 現在位置を In 点に設定します。

(4) ［Mark（Out）］ 現在位置をOut 点に設定します。

(5) ［Cue（Out）］※1 Out 点に VTRを移動します。

(6) ［サブクリップ作成］※2 収録中に設定した In-Out 点間でサブクリップを作成し、
ハイライトとして保存できます。

※ 1	レコーダー	-	VTRモード時のみ使用できます。
※ 2	レコーダー	-	ライブモード時のみ使用できます。ただし、外部メディア	/	ストレージへ保

存しながら収録する場合、サブクリップの作成はできません。

	⿆1	ch 表示 /3	ch 表示 /ビン /転送画面共通部

(2)

(8)

(4)

(6)

(3)

(5)

(7)

(1)

(1) ［ビン］ ビン画面を表示します。
コンテンツをビンで管理する▶ P68

(2) ［1	ch 表示］ 選択中のチャンネルを 1	ch 表示に切り替えます。

(3) ［3	ch 表示］ 3	ch 表示に切り替えます。

(4) ［設定］ 設定画面を表示します。
設定画面を表示する▶ P165

(5) ［転送］ 転送画面を表示します。
転送状況を確認する▶ P52

(6) HDD残量（残り時間）
現在選択中のチャンネルの設定に基づいたHDDの収録
可能時間の目安が表示されます。
空き容量が少なくなると、アイコンが赤色で表示されます。

(7) ［デバイスの取り外し］

USB対応リムーバブル機器やXDCAM、P2などのリムー
バブルメディアを接続している場合に表示されます。
タップすると、リムーバブルメディアの接続を切断します。
リムーバブルメディアを取り外す▶ P54

(8) 時刻
現在の時刻が表示されます。タップすると、日付と時刻
の設定ダイアログが表示され、時刻の設定を変更できます。
日付と時刻の設定ダイアログ▶ P182

ご注意 •	 1	ch 表示 /3	ch 表示 / ビン / 転送画面共通部に のアイコンが表示された
場合、データドライブに問題があります。お買い上げいただいた販売店にお問
い合わせください。
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3 ch 表示でレコーダーチャンネルを選択する
3	ch 表示では、［[HD/SD]	1	in	2	out］モードの場合、R1チャンネル、P1 チャンネル、P2 チャ
ンネルを同時に確認できます。
3	ch 表示でレコーダーチャンネルを選択している場合、タッチスクリーン LCD下部の操作ボ
タンを使用して、収録の開始と停止の操作ができます。

1 ［3	ch 表示］をタップする
3	ch 表示に切り替わります。

2 レコーダーチャンネルタブをタップする

レコーダーチャンネルが選択され、ハイライト表示されます。

	⿆レコーダーチャンネル	-	3	ch 表示

(2) (8)(4) (6)(3) (5) (7)(1)

(1) レコーダーチャン
ネルタブ

タップすると、レコーダーチャンネルが選択され、ハイライ
ト表示されます。

(2) ステータス 収録の進行状況が表示されます。

(3) ［ロック］
レコーダーチャンネルを操作できないようにロックできます。
ロック中は、［ロック］と［R1］ボタンが赤色に点灯します。
再度タップすると、ロックを解除できます。

(4) プレビュー 入力されている映像が表示されます。

(5) オーディオレベル
表示 オーディオ再生レベルが表示されます。

(6) ［Clip：］ クリップ名が表示されます。

(7) ［Cur：］ 入力されているカレントタイムコードが表示されます。

(8) ［Elap：］ 収録の経過時間がタイムコードで表示されます。
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VTR を制御して収録する（レコーダー - VTR モード）
T2 から VTRを制御して収録する手順について説明します。
あらかじめ、収録に使用するVTRの接続情報や取り込む際のビデオフォーマットなどを設定
しておいてください。
一般 - ハードウェア設定▶ P166
レコーダー設定▶ P182
転送 - 共通設定▶ P194
必要に応じて、ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165

POINT •	 ワークステーションモードでは、バッチキャプチャリストをT2に読み込み、素
材をまとめて収録できます。
素材をまとめて収録する（バッチキャプチャ）▶ P155

•	 T2 をコントローラー（マスター）として、AMPコマンドや BVWコマンドで
VTRを制御できます。
T2 から AMP/BVW で外部機器を制御する（レコーダー - VTR モード）▶ P211
AMP 対応コマンド一覧▶ P245
BVW 対応コマンド一覧▶ P254

1 ［R1］ボタンを押す
レコーダーチャンネルが 1	ch 表示で表示されます。外部入力機器の映像がプレビューに表示さ
れます。
レコーダーチャンネル - 1 ch 表示▶ P37

2 ［VTR］をタップする
レコーダー	-	VTRモードに切り替わります。

3 ［保存先］をタップし、収録するクリップの保存先を選び、［OK］をタップする
保存先ダイアログ▶ P188

4 収録する映像を再生し、［Mark（In）］と［Mark（Out）］をタップして収録する範囲（In/
Out 点）を指定する

映像を再生する▶ P85

POINT •	［In：］、［Out：］の入力エリアをタップして、タイムコードを指定することもで
きます。

•	 収録開始時点からの時間（デュレーション）を指定して、収録を自動的に終了す
ることもできます。［Dur 固定収録］をタップし、［Dur：］の入力エリアをタッ
プしてタイムコードを入力します。
レコーダーチャンネル - 1 ch 表示▶ P37

5 ［Rec］ボタンを押す
指定した In 点で収録が開始されます。指定したOut 点で自動的に収録が終了します。
収録中に、［Clip：］の入力エリアをタップしてクリップ名を設定できます。
途中で収録を終了する場合は、［Stop］ボタンを押します。
収録が終了すると、収録したクリップが手順 3で選んだビンに保存されます。
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POINT •	 レコーダーチャンネルで収録中の映像を、プレイヤーチャンネルにマウントして
再生できます。
収録中の映像をマウントして再生する（追っかけ再生）▶ P87
•	 レコーダーチャンネルで収録中の映像を、アクティブスルーでプレイヤーチャン
ネルから出力できます。
収録中の映像をアクティブスルーで出力する（E to E モード）▶ P87
•	 収録中のクリップのプロパティを確認するには、レコーダーチャンネルの 1	ch
表示で［メニュー］をタップし、［プロパティ］をタップします。

•	 収録中のクリップ名を変更するには、レコーダーチャンネルの 1	ch 表示で［メ
ニュー］をタップし、［名前の変更］をタップします。

•	 収録中のクリップにマーカーを追加できます。
マーカーを追加する▶ P108

•	 収録が終了した後、映像のマウントを中止するには、レコーダーチャンネルの 1	
ch 表示で［メニュー］をタップし、［アンマウント］をタップします。

•	 次回収録するクリップの名前を設定するには、レコーダーチャンネルの 1	ch 表
示で［メニュー］→［次回収録クリップ名の設定 ...］をタップし、名前を設定し
ます。ここで設定されたクリップ名は、収録オプションダイアログで設定する［ク
リップの命名規則］よりも優先されます。
収録オプションダイアログ▶ P126

ライブ映像を収録する（レコーダー - ライブモード）
外部機器からライブ映像を収録する手順について説明します。
あらかじめ、収録に使用する外部機器の接続情報や取り込む際のビデオフォーマットなどを設
定しておいてください。
一般 - ハードウェア設定▶ P166
レコーダー設定▶ P182
転送 - 共通設定▶ P194
必要に応じて、ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165
指定の時刻になると、自動で収録を開始し、指定の時刻で収録を終了することもできます。（こ
の設定はワークステーションモードのみ有効です。）
レコーダー - ライブモード / スケジュールモード▶ P120

POINT •	 収録するクリップのクリップ名を指定することができます。命名規則の設定や次
回収録クリップ名の指定が可能です。
1 ch 表示でレコーダーチャンネルを表示する▶ P37
収録オプションダイアログ▶ P126
•	 デッキ制御できない機器から収録する場合も同様の手順で収録できます。あらか
じめ、収録する部分を頭出ししておいてください。

1 ［R1］ボタンを押す
レコーダーチャンネルが 1	ch 表示で表示されます。外部入力機器の映像がプレビューに表示さ
れます。
レコーダーチャンネル - 1 ch 表示▶ P37

2 ［ライブ］をタップする
レコーダー	-	ライブモードに切り替わります。

3 ［保存先］をタップし、収録するクリップの保存先を選び、［OK］をタップする
保存先ダイアログ▶ P188
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4 必要に応じて外部入力機器を再生し、T2の［Rec］ボタンを押す
収録が開始されます。
収録中に、［Clip：］の入力エリアをタップしてクリップ名を設定できます。

POINT •	 収録中、重要なシーンがあった場合、ハイライトとして別のクリップに保存でき
ます。［Mark（In）］と［Mark（Out）］をタップした後、［サブクリップ作成］をタッ
プします。ただし、外部のストレージに保存しながら収録する場合、サブクリッ
プの作成はできません。

•	 収録開始時点からの時間（デュレーション）を指定して、収録を自動的に終了す
ることもできます。［Dur 固定収録］をタップし、［Dur：］の入力エリアをタッ
プしてタイムコードを入力します。

•	 レコーダーチャンネルで収録中の映像を、プレイヤーチャンネルにマウントして
再生できます。
収録中の映像をマウントして再生する（追っかけ再生）▶ P87
•	 レコーダーチャンネルで収録中の映像を、アクティブスルーでプレイヤーチャン
ネルから出力できます。
収録中の映像をアクティブスルーで出力する（E to E モード）▶ P87
•	 収録中のクリップのプロパティを確認するには、レコーダーチャンネルの 1	ch
表示で［メニュー］をタップし、［プロパティ］をタップします。

•	 収録中のクリップ名を変更するには、レコーダーチャンネルの 1	ch 表示で［メ
ニュー］をタップし、［名前の変更］をタップします。

•	 収録中のクリップにマーカーを追加できます。
マーカーを追加する▶ P108

5 必要な部分を収録し終わったら、T2の［停止］ボタンを押す
収録を停止すると、収録したクリップが手順 3で選んだ保存先に保存されます。

POINT •	 収録が終了した後、映像のマウントを中止するには、レコーダーチャンネルの 1	
ch 表示で［メニュー］をタップし、［アンマウント］をタップします。

•	 次回収録するクリップの名前を設定するには、レコーダーチャンネルの 1	ch 表
示で［メニュー］→［次回収録クリップ名の設定 ...］をタップし、名前を設定し
ます。ここで設定されたクリップ名は、収録オプションダイアログで設定する［ク
リップの命名規則］よりも優先されます。
収録オプションダイアログ▶ P126
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Section 6
インポート /エクスポート

このセクションでは、メディアファイルをリムーバブルメディアやネットワークドライブから
インポートしたり、T2で編集したコンテンツをエクスポートしたりする手順について説明します。

メディアファイルをインポートする

［ブラウズ］タブを表示する
USB 対応リムーバブル機器やXDCAM、P2 などのリムーバブルメディア、ネットワークドラ
イブからT2へのメディアファイルのインポートは、［ブラウズ］タブで行います。

1 ［ビン］をタップする
ビン画面が表示されます。

2 ［ブラウズ］タブをタップする

	⿆［ブラウズ］タブ

(2)

(7) (8) (9)

(4)(3) (5)(1) (6)

(10)

(1) ［プレビュー］ プレビュー（フィルムストリップ）表示のオン /オフを
切り替えます。

(2) 表示切替タブ ［ビン］タブ /［ブラウズ］タブ /［ごみ箱］タブに切り
替えます。

(3) ［新しい接続］ リムーバブルメディアをT2 に接続している場合、［ブ
ラウズ］タブで表示するフォルダーを選べます。
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(4) ［インポート］ 選んだメディアファイルをクリップとして T2 にイン
ポートします。

(5) ［＞Px］

選んだメディアファイルをプレイヤーチャンネルにマウン
トします。
クリップとしてT2 にインポートすることなく、再生し
て確認できます。ただし、再生速度は接続されているリ
ムーバブルメディアの性能に依存します。

(6) ［メニュー］ 関連メニューを表示します。

(7) リムーバブルメディア
一覧

T2 に接続されているリムーバブルメディアのメディア
やドライブ内のフォルダーが表示されます。
選んだフォルダーは、青色でハイライト表示されます。

(8) フィルムストリップ表示
［プレビュー］をタップしてオンにしている場合、メディ
アファイルの内容が 6分割のフィルムストリップ形式で
表示されます。

(9) メディアファイルリスト
リムーバブルメディア一覧で選んだドライブ内のメディ
アファイルが一覧で表示されます。
選んだメディアファイルは、青色でハイライト表示されます。

(10) 1	ch 表示 /3	ch 表示 /
ビン /転送画面共通部 1 ch 表示 /3 ch 表示 / ビン / 転送画面共通部▶ P39

POINT •	 お使いのT2で利用可能な	IO	モードは、T2	のモデルの種類により異なります。
IO モード一覧▶ P240
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リムーバブルメディア内のメディアファイルを表示する
USB 対応リムーバブル機器やXDCAM、P2 などのリムーバブルメディア、ネットワークドラ
イブ内のメディアファイルを、T2にインポートすることなく表示できます。

ご注意 •	 XDCAM、XDCAM	EX、XAVC、XAVC	S、または P2 のデバイスをご使用の場合、
デバイスをT2に接続する前に、メンテナンスモードで各種ドライバーをインス
トールしておいてください。メンテナンスモードについて詳しくは、T2サービ
スマニュアルを参照してください。
XDCAM/XDCAM EX/XAVC/XAVC S の動作確認済みドライバーのバージョン
▶ P233
P2 の動作確認済みドライバーのバージョン▶ P233

POINT •	 対応フォーマットについては、「付録」を参照してください。
対応フォーマット一覧▶ P234

•	 ワークステーションモードでネットワークドライブについて設定しておくと、
［ブラウズ］タブで、ネットワークドライブや他のT2のダイレクトアクセスフォ
ルダー（T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G内のメディアフォルダー）
内のメディアファイルを表示できます。
ネットワークドライブ内のメディアファイルを表示する▶ P157

1 リムーバブルメディアをT2に接続し、メディアを挿入する
T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G の場合、メディアカードリーダーのスロットに
直接カードを挿入できます。T2がメディアを認識すると、カード左横のインジケーターが緑色
に点灯します。
メディアカードリーダー（T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/T2 4K Elite 12G のみ）▶ P24

2 ［インポート］をタップする

ビン画面の［ブラウズ］タブに切り替わります。

ご注意 •	［ブラウズ］タブに切り替わらない場合は、手動で切り替えてください。

3 ［新しい接続］をタップし、メディアの種類を選ぶ

4 ドライブを選び、［OK］をタップする
メディアファイルリストに、メディアファイルが一覧で表示されます。

POINT •	 リムーバブルメディア内の情報を更新する場合は、［メニュー］をタップし、［最
新の情報に更新］をタップします。
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リムーバブルメディア内のメディアファイルを再生する
リムーバブルメディア内のメディアファイルをT2にマウントし、再生できます。

ご注意 •	 リムーバブルメディア内のクリップの再生やネットワークドライブのクリップ
の再生は、非常に負荷がかかります。T2にクリップをインポートしてから再生
することを推奨します。

1 ［ブラウズ］タブでドライブを選び、メディアファイルを表示する
リムーバブルメディア内のメディアファイルを表示する▶ P46

2 メディアファイルを選び、［＞Px］をタップする
他のクリップがマウントされている場合は、確認メッセージが表示されます。［はい］をタップ
すると、そのクリップのマウントが中止されます。
プレイヤーチャンネルにメディアファイルがマウントされます。

POINT •	 メディアファイルを 2回タップして、選択中のチャンネルにマウントすること
もできます。

3 ［Play］ボタンを押す
映像を再生する▶ P85

POINT •	 プレイヤーチャンネルにマウントしたメディアファイルに対して、下記の操作
ができます。
	- 操作ボタンを使用した再生操作
	- In 点、Out 点の設定、In 点、Out 点への移動
	- マーカーの設定、マーカーへの移動

ご注意 •	 接続しているリムーバブルメディアの性能によっては、再生が間に合わない場
合があります。

•	 プレイヤーチャンネルにマウントしたメディアファイルに対して、下記の操作
はできません。
	- 設定した In-Out 点間のインポート
	- 追加したマーカーのインポート
	- オーディオレベルのゲイン調整
	- タグの編集（ワークステーションモードのみ）
	- 同期再生（ペアリング）
	- プレイリストへの追加
	- サブクリップの作成
プレイリストへの追加やサブクリップの作成、静止画クリップの切り出しは、
あらかじめインポートしておいたメディアファイルに対して操作してください。
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メディアファイルのプロパティを確認する
メディアファイルのプロパティを確認する手順を説明します。

1 ［ブラウズ］タブでドライブを選び、メディアファイルを表示する
リムーバブルメディア内のメディアファイルを表示する▶ P46

2 メディアファイルを選び、［メニュー］をタップし、［プロパティ］をタップする
メディアファイルのプロパティが表示されます。

	⿆メディアファイルのプロパティ

［クリップ情報］タブ

クリップの情報が表示されます。
クリップ名やフォーマット、In/Out 点タイムコード、長さ、ア
ルファチャンネルの有無、作成日時、ビットレート、カラースペー
スなどを確認できます。
クリップ名は、入力エリアをタップして内容を変更できます。
［ロック］にチェックを入れると、クリップを編集できないよう
にロックできます。

［メディア情報］タブ

メディアファイルの情報が表示されます。
ファイルパス、メディアファイルを参照しているクリップ・プレ
イリストの数、サイズ、In/Out 点タイムコードなどを確認できます。
［詳細 ...］をタップすると、メディアファイルを参照しているク
リップの詳細を確認できます。

［タイムコード］タブ

開始タイムコードを指定できます。
メディアファイルの開始タイムコードを使用する場合は、［ソー
スタイムコードを使用する］を選びます。
任意の開始タイムコードにする場合は、［開始タイムコードを指定する］
を選び、入力エリアをタップしてタイムコードを入力します。

3 ［OK］をタップする
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メディアファイルリストの表示を変更する
メディアファイルリストを、アイコン表示またはテキスト表示に切り替えることができます。

1 ［メニュー］をタップし、［表示］をタップする

2 ［アイコン表示］または［テキスト表示］をタップする

メディアファイルをインポートする
メディアファイルをT2にインポートする手順を説明します。
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポートするか、Grass	Valley	HQX	AVI
などにファイル変換してインポートするかを設定できます。あらかじめ、インポートするファ
イルのフォーマットなどを設定しておくと、インポートの操作がスムーズにできます。
転送設定▶ P194
必要に応じて、ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165

POINT •	 インポート可能なフォーマットについては、「付録」を参照してください。
対応フォーマット一覧▶ P234

•	 ネイティブフォーマットのままインポートする場合、XDCAM、XDCAM	EX、
XAVC、XAVC	S、P2 素材は、T2でネイティブ再生に必要なフォルダーおよび
ファイルがコピーされます。

•	 ネイティブフォーマットのままインポートした後、Grass	Valley	HQX	AVI に変
換することもできます。
コンテンツを別のフォーマットに変換する▶ P73

•	 静止画ファイルは、Grass	Valley	HQX	AVI に変換してインポートされます。
•	 透明度情報を持つファイルは、Grass	Valley	HQX	AVI に変換してインポートさ
れます。

•	 XDCAM、P2 素材のメタデータに下記内容が設定されているファイルをインポー
トした場合、T2のマーカーとしてインポートされます。
	- XAVC、XAVC	S のメタデータ内のエッセンスマーク
	- XDCAM、XDCAM	EXのメタデータ内のエッセンスマーク
	- P2 のメタデータ内のメモリスト
なお、T2上で設定したマーカーを元のメディアファイルに反映することはでき
ません。

1 ［ブラウズ］タブでドライブを選び、メディアファイルを表示する
リムーバブルメディア内のメディアファイルを表示する▶ P46

2 メディアファイルを選び、［インポート］をタップし、［インポート ...］をタップする
インポートダイアログが表示されます。

POINT •	 メディアファイル上でドラッグすると、複数のメディアファイルを選ぶことが
できます。
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	⿆インポートダイアログ

(2) (4)(3)

(5) (7)(6) (8) (9)

(1)

(1) ［削除］ 選んだファイルをインポート対象リストから削除します。

(2) ［UP］ 選んだファイルを 1つ上へ移動します。

(3) ［DOWN］ 選んだファイルを 1つ下へ移動します。

(4) ［設定］ 設定画面を表示します。インポート後のファイルフォー
マットなどを設定できます。

(5) インポート対象リスト
インポートするファイルが一覧で表示されます。
［フォーマット］にインポートするファイルのフォーマッ
トが表示されます。

(6) ［ビン :］ インポートするメディアファイルの保存先のビンが表示
されます。

(7) ［インポート先ビン選択］ インポートするメディアファイルの保存先のビンを選び
ます。

(8) ［開始］ インポートを開始します。

(9) ［キャンセル］ インポートダイアログを閉じます。

3 ［設定］をタップする
インポートするファイルのフォーマットを変更する必要がない場合は、設定画面で設定を変更
する必要はありません。手順 6に進んでください。
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4 メディアファイルのフォーマットのタブをタップする

例えば、インポートするメディアファイルが XDCAMフォーマットなら［XDCAM］タブ、
MXF単体ファイルなら［MXF］タブをタップします。

5 ［インポート後のファイル形式：］のリストから、インポート後のフォーマットを選び、［OK］
をタップする

6 インポートダイアログで［インポート先ビン選択］をタップし、ビンを選び、［OK］をタッ
プする

7 ［開始］をタップする
インポートが開始されます。転送画面で進行状況を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52

ご注意 •	 初期設定では、収録中または再生中は、転送と変換が一時停止状態となります。
収録中 /再生中も転送と変換を行うには、設定画面の［転送］→［共通］で設
定を変更します。［収録中	/	再生中は、ファイルの転送を一時停止する］のチェッ
クを外すと、収録中 /再生中も転送と変換が可能になります。ただし、チェッ
クを外すと収録 /再生の動作が正常に行われない場合がありますので、チェッ
クを入れた状態でのご使用を推奨します。
転送 - 共通設定▶ P194

連番静止画をシーケンスクリップとしてインポートする
連番の静止画ファイルを 1つのシーケンスクリップ（Grass	Valley	HQX	AVI）としてインポー
トできます。
必要に応じて、ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165

ご注意 •	 ファイル名が例えば、Clip1234.jpg のように拡張子の前に、文字と数字の順序で
並ぶ場合に、連番の静止画ファイルとして認識されます。

•	 連番の静止画ファイルのうち、拡張子が異なるファイルがある場合や、アルファ
チャンネルが付加されたファイルと付加されていないファイルが混在している
場合は、インポートが中止されます。
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1 ［ブラウズ］タブでドライブを選び、メディアファイルを表示する
リムーバブルメディア内のメディアファイルを表示する▶ P46

2 連番先頭のファイルを1つ選び、［インポート］をタップし、［インポート（シーケンス）...］
をタップする

インポートダイアログが表示されます。
インポートダイアログ▶ P50

3 ［設定］をタップする

4 ［静止画	/	シーケンス静止画素材のインポート］でインポート後のフォーマットを確認し、
［OK］をタップする

5 インポートダイアログで［インポート先ビン選択］をタップし、ビンを選び、［OK］をタッ
プする

6 ［開始］をタップする
インポートが開始されます。転送画面で進行状況を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52

ご注意 •	 初期設定では、収録中または再生中は、転送と変換が一時停止状態となります。
収録中 /再生中も転送と変換を行うには、設定画面の［転送］→［共通］で設
定を変更します。［収録中	/	再生中は、ファイルの転送を一時停止する］のチェッ
クを外すと、収録中 /再生中も転送と変換が可能になります。ただし、チェッ
クを外すと収録 /再生の動作が正常に行われない場合がありますので、チェッ
クを入れた状態でのご使用を推奨します。
転送 - 共通設定▶ P194

転送状況を確認する
転送画面でファイルの転送や変換（ジョブ）の進行状況を確認できます。

1 ［転送］をタップする
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	⿆転送画面
(2) (3) (4)(1)

(1) ジョブリスト

ジョブの一覧が表示されます。
［クリップ］
クリップ名が表示されます。
［ステータス］
ジョブの進行状況が表示されます。
［ビン］
ビン名が表示されます。
［パス］
メディアファイルのパスとファイル名が表示されます。

(2) ［削除］ 選んだジョブを削除します。ジョブの実行中に［削除］
をタップした場合は、ジョブを中止します。

(3) ［クリア］ ジョブリストからすべてのジョブを削除します。

(4) 1	ch 表示 /3	ch 表示 /
ビン /転送画面共通部 1 ch 表示 /3 ch 表示 / ビン / 転送画面共通部▶ P39

リムーバブルメディア内のメディアを取り外す
T2 と接続しているリムーバブルメディア内のメディア（XDCAMプロフェッショナルディス
クや SxS メモリーカード、P2 カード）を取り外す手順、USB対応リムーバブル機器内フォルダー
の接続を切断する手順について説明します。

1 ［ブラウズ］タブでドライブを選ぶ

2 ［メニュー］をタップし、［登録解除］をタップする

3 確認メッセージが表示されるので、［はい］をタップする

4 リムーバブルメディアからメディア（XDCAMプロフェッショナルディスク、SxSメモ
リーカード、またはP2カード）を取り外す

T2 とリムーバブルメディアとの接続を切断する場合は、この後、リムーバブルメディアを取り
外してください。
リムーバブルメディアを取り外す▶ P54
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リムーバブルメディアを取り外す
USB対応リムーバブル機器やXDCAM、XDCAM	EX、XAVC、XAVC	S、P2 などのリムーバ
ブルメディアをT2から取り外す手順について説明します。
リムーバブルメディアを取り外す前に、リムーバブルメディア内のメディアまたはファイルの
接続を切断する操作を行う必要があります。
リムーバブルメディア内のメディアを取り外す▶ P53

1 ［デバイスの取り外し］をタップする
ビン画面、1	ch 表示、3	ch 表示、転送画面から操作できます。

2 リムーバブルメディアを選び、［取り外し］をタップする

3 確認メッセージが表示されるので、［はい］をタップする

4 リムーバブルメディアをT2から取り外す
T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G で、メディアカードリーダーのスロットからメ
ディアカードを取り外す場合は、カード左横のインジケーターが消灯したことを確認してから
取り外してください。

POINT •	［取り外し］をタップしても使用中と表示されて取り外せない場合は、一度T2
の電源をオフにしてからリムーバブルメディアを取り外してください。

ウォッチフォルダーでメディアファイルをインポートする
特定のフォルダーをウォッチフォルダー（共有フォルダー）として監視し、ウォッチフォルダー
にメディアファイルが置かれると自動的にインポートを開始します。ウォッチフォルダーは内
蔵のストレージ内だけでなく、外部メディア /ストレージ上のフォルダーも監視することが可
能です。
インポートするファイルのフォーマットなどはあらかじめ設定しておいてください。
転送設定▶ P194
必要に応じて、ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165

1 設定画面で［一般］をタップし、［共有フォルダー］タブをタップする
一般 - 共有フォルダー設定▶ P175

2 ［インポート先のビン：］をリストから選択する

3 ウォッチフォルダーとして監視するフォルダーを指定する
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内蔵ストレージにあるフォルダーをウォッチフォルダーに設定する場合は、［内蔵ストレージの
共有フォルダーをウォッチフォルダーとして監視する］にチェックを入れます。「WatchFolder」
という名前のフォルダーがウォッチフォルダーとして共有フォルダーに設定されます。
外部メディアまたは外部ストレージにあるフォルダーをウォッチフォルダーとして設定する場
合は、［外部メディア /ストレージ上のフォルダーをウォッチフォルダーとして監視する］に
チェックを入れ、フォルダーを指定します。

4 ［OK］をタップする
ウォッチフォルダーが有効になります。

5 別のPCからウォッチフォルダーにアクセスする
内蔵ストレージのウォッチフォルダーにアクセスするには、IP アドレスの設定やユーザーアカ
ウントが必要になります。IP アドレスの設定は、「ファイルをT2 にアップロードする /T2 か
らダウンロードする」の手順 1～ 8を行ってください。
ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする▶ P63
一般 - 共有フォルダー設定▶ P175

6 ウォッチフォルダーにインポートしたいメディアファイルをコピーする
メディアファイルのコピー完了後、インポートが開始されます。
インポートされたメディアファイルは、インポート後削除されます。

ご注意 •	 内蔵ストレージ上のウォッチフォルダーにインポートできないファイルをコ
ピーした場合、インポートできないファイルも削除されます。

•	 外部ストレージ上のウォッチフォルダーにインポートできないファイルをコ
ピーした場合、インポートできないファイルは削除されません。

•	 内蔵ストレージ上のウォッチフォルダーへメディアファイルをコピーした場合、
収録または再生に影響を与える可能性があります。

•	 書き込みが間に合わない場合、収録は停止します。

ファイルをエクスポートする

コンテンツをファイル出力する
T2 のビンに登録されているクリップやプレイリストをファイル出力する手順を説明します。
エクスポート時に、ネイティブフォーマットでエクスポートするか、ファイルを変換してエク
スポートするかを設定できます。
あらかじめ、エクスポート後のファイルのフォーマットなどを設定しておくと、エクスポート
の操作がスムーズにできます。
転送設定▶ P194
必要に応じて、ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165
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ご注意 •	 XDCAM、XDCAM	EX、XAVC、XAVC	S、P2 素材の場合、各フォルダー内のファ
イルについては、インポート時に選んだファイルに関連するもののみがコピー
されます。ネイティブインポートされたファイルを変換せずそのまま出力した
場合、機器によっては出力したファイルを正しく扱えない場合があります。

POINT •	 エクスポート時の注意事項については、「付録」を参照してください。
エクスポートと時差編集に関する注意事項▶ P237

•	 Grass	Valley	HQX	AVI または Grass	Valley	HQX	MXFを出力する場合（Grass	
Valley	HQX	AVI を Grass	Valley	HQX/XDCAM/Apple	ProRes/Avid	DNxHR/
Avid	DNxHD	MXFに変換して出力する場合を含む）、設定されている In-Out 間
にトリムされた状態で出力されます。その他のフォーマットの場合は、ファイ
ル全体が出力されます。

•	 Grass	Valley	HQX	AVI を特定のフォーマットに変換してエクスポートできます。
転送 - AVI 設定▶ P197

•	 プレイリストをファイル出力する場合、次のようにファイル変換されます。
	- フォーマットが混在している場合でも、1つのファイルに変換されます。
	- プレイリストやイベントのプロパティで設定したタイムコードは、変換後の
ファイルの各フレームに保持されます。
	- Grass	Valley	HQX	AVI でファイル出力する場合、変換後のファイルのプロ
ファイル（サイズとフレームレート）は、プレイリストのプロファイルと同
じです。
	- MXF またはMOVでファイル出力する場合、設定画面の［転送］→［AVI］
の［AVI トランスコード形式］で設定した内容にしたがってファイル変換さ
れます。
転送 - AVI 設定▶ P197
	- 変換時、プレイリスト内のイベントに設定したオーディオゲインが反映され
ます。
	- オーディオは PCM	48kHz	24bit	8ch	に変換されます。

•	 プレースホルダーイベントを含むプレイリストをエクスポートすることはでき
ません。

•	 Grass	Valley	HQX	AVI、Grass	Valley	HQX	MXF、またはプレイリストをエク
スポート（または変換）する場合、T2で設定したマーカー情報が書き込まれます。

1 ［ビン］タブでコンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選んで［エクスポート］をタップし、［メディアファイルをエクスポート ...］
をタップする

エクスポートの補足事項についてのメッセージが表示されます。内容を確認し、［OK］をタッ
プします。
エクスポートダイアログが表示されます。

56 T2ユーザーマニュアル	 June 1, 2023

Section 6  ― インポート / エクスポート



	⿆エクスポートダイアログ
(2) (4)(3)

(5) (7)(6) (8) (9)

(1)

(1) ［削除］ 選んだファイルをエクスポート対象リストから削除します。

(2) ［UP］ 選んだファイルを 1つ上へ移動します。

(3) ［DOWN］ 選んだファイルを 1つ下へ移動します。

(4) ［設定］ 設定画面を表示します。エクスポート後のファイル
フォーマットなどを設定できます。

(5) エクスポート対象リスト
エクスポートするファイルが一覧で表示されます。
［フォーマット］にエクスポートするファイルのフォー
マットが表示されます。

(6) ［エクスポート先のフォルダー :］ エクスポートするファイルの保存先が表示されます。

(7) ［エクスポート先フォルダー選択］ エクスポートするファイルの保存先を選びます。

(8) ［開始］ エクスポートを開始します。

(9) ［キャンセル］ エクスポートダイアログを閉じます。

POINT •	 XDCAMドライブ（SONY	PDW-U1、PDW-U2）へエクスポートする場合は、［エ
クスポート］をタップした後、［メディアファイルをXDCAMドライブへエク
スポート ...］をタップしてください。T2 で収録済みまたは収録中のファイルを	
XDCAMドライブにエクスポートできます。

3 必要に応じて、［設定］をタップして、変換後のファイルフォーマットを設定する
•	フォーマットを変換する必要がない場合は、設定画面で設定を変更する必要はありません。
手順 4に進んでください。
•	Grass	Valley	HQX	AVI	を特定のフォーマットに変換してエクスポートする場合は、［AVI］
タブをタップし、［AVI ファイルをエクスポートするとき、トランスコードを実行する］に
チェックを入れます。［AVI トランスコード形式］で設定を行い、［OK］をタップします。
転送 - AVI 設定▶ P197
•	プレイリストを出力する場合は、［プレイリスト］タブをタップします。［エクスポート後のファ
イル形式：］のリストから変換後のフォーマットを選び、［OK］をタップします。
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転送 - プレイリスト設定▶ P202

4 エクスポートダイアログで［エクスポート先フォルダー選択］をタップし、フォルダーを
選び、［OK］をタップする

5 ［開始］をタップする
エクスポートが開始されます。転送画面で進行状況を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52

ご注意 •	 初期設定では、収録中または再生中は、転送と変換が一時停止状態となります。
収録中 /再生中も転送と変換を行うには、設定画面の［転送］→［共通］で設
定を変更します。［収録中	/	再生中は、ファイルの転送を一時停止する］のチェッ
クを外すと、収録中 /再生中も転送と変換が可能になります。ただし、チェッ
クを外すと収録 /再生の動作が正常に行われない場合がありますので、チェッ
クを入れた状態でのご使用を推奨します。
転送 - 共通設定▶ P194

コンテンツを T2 フォーマットでエクスポートする
プレイリストやクリップをT2フォーマット（TWFファイル）でエクスポートすると、プレイ
リストやクリップの情報（In/Out	点の情報、マーカーの情報、エフェクトの情報、イベントリ
スト、アンシラリーデータなど）を保持したまま、他のT2にインポートできます。

POINT •	 エクスポート時の注意事項については、「付録」を参照してください。
エクスポートと時差編集に関する注意事項▶ P237

•	 TWFファイルは、ZIP 形式のファイルです。TWFファイルの拡張子を「*.zip」
に変更して、ZIP 解凍用ソフトウェアで解凍すると、メディアファイルとして取
り出すことができます。

•	 FTP 経由でT2から他のT2へ、直接プレイリスト・クリップを送受信すること
もできます。
他の T2 へファイルをエクスポートする▶ P61

1 ［ビン］タブでコンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選んで［エクスポート］をタップし、［T2形式（TWFファイル）でエクスポー
ト ...］をタップする

他のT2へのエクスポートについてのメッセージが表示されます。内容を確認し、［OK］をタッ
プします。
エクスポートダイアログが表示されます。
エクスポートダイアログ▶ P57

3 エクスポートダイアログで［エクスポート先フォルダー選択］をタップし、フォルダーを
選び、［OK］をタップする

4 ［開始］をタップする
エクスポートが開始されます。転送画面で進行状況を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52
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他の T2 からファイルをインポートする

T2 から T2 へのファイルインポート機能の概要
FTP経由で他のT2からメディアファイルをインポートできます。
他のT2（インポート元となるT2）を FTPサーバーとして設定しておくと、［ブラウズ］タブで、
他のT2内のメディアファイルを表示したり、インポートしたりできます。

FTP サーバー接続設定の登録
インポート先となるT2で、インポート元となるT2の FTPサーバー接続設定を登録します。

POINT •	 インポート元となるT2 では、あらかじめ FTPサーバーとして使用できるよう
に設定しておく必要があります。インポート元となるT2で「ファイルをT2 に
アップロードする /T2 からダウンロードする」の手順 1～ 8を操作してください。
ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする▶ P63

•	 T2 以外の汎用的なFTPサーバーを登録し、インポート元とすることもできます。

1 ［設定］をタップする
ビン画面、1	ch 表示、3	ch 表示、転送画面から操作できます。

2 ［一般］をタップし、［FTP］タブをタップする

3 ［追加 ...］をタップする

FTP接続先設定ダイアログが表示されます。
FTP 接続先設定ダイアログ▶ P175

4 インポート元となるT2の FTPサーバーの設定を行い、［OK］をタップする
以降、［ブラウズ］タブの［インポート元フォルダー選択］で、T2（インポート元）のFTPサー
バーを選択できます。

他の T2 からファイルをインポート
インポートの前に、FTPサーバー接続設定を登録しておいてください。
FTP サーバー接続設定の登録▶ P59
必要に応じて、ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165
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ご注意 •	 連番静止画をシーケンスクリップとしてインポートすることはできません。
•	 インポート中のファイルは再生できません。インポートが完了し、ビンにコン
テンツが登録されると再生できます。

•	 インポート中にHDDの空き容量が不足した場合、インポートが中止され、イン
ポート中のファイルは削除されます。

POINT •	 MXF形式で収録中のクリップのみ、FTP経由でインポートできます。

1 ［ブラウズ］タブを表示する
［ブラウズ］タブを表示する▶ P44

2 ［新しい接続］をタップし、［外部メディア /ストレージ］を選ぶ

3 インポート元の FTPサーバーのフォルダーを選び、［OK］をタップする。

「ftp://」から始まるパスが登録されます。
メディアファイルリストに、フォルダー内のメディアファイルが一覧で表示されます。
T2がクリップとして扱うことができる拡張子のファイルのみ表示されます。
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ご注意 •	［ブラウズ］タブでFTPサーバーを選択した場合、メディアファイルリストには、
下記の制約があります。
	- クリップ名以外の正しい情報は表示されません。
	- サムネイルにクリップの内容は表示されません。

4 メディアファイルを選び、［インポート］をタップし、［インポート ...］をタップする
インポートダイアログが表示されます。
インポートダイアログ▶ P50

POINT •	 メディアファイル上でドラッグすると、複数のメディアファイルを選ぶことが
できます。

5 インポートダイアログで［インポート先ビン選択］をタップし、ビンを選び、［OK］をタップする

6 ［開始］をタップする
インポートが開始されます。転送画面で進行状況を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52

他の T2 へファイルをエクスポートする

T2 から T2 へのファイルエクスポート機能の概要
FTP 経由でT2 から他のT2 へメディアファイルをエクスポートできます。エクスポート先の
T2へメディアファイルをエクスポートすると、エクスポート先のT2では、インポートの操作
をすることなく、［ビン］タブからそのファイルを使用できます。

FTP サーバー接続設定の登録
エクスポート元となるT2で、エクスポート先となるT2のFTPサーバー接続設定を登録します。

POINT •	 エクスポート先となるT2 では、あらかじめ FTP サーバーとして使用できるよ
うに設定しておく必要があります。エクスポート先となるT2で「ファイルをT2
にアップロードする/T2からダウンロードする」の手順1～8を操作してください。
ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする▶ P63

•	 T2 以外の汎用的な FTPサーバーを登録し、エクスポート先とすることもでき
ます。

1 ［設定］をタップする
ビン画面、1	ch 表示、3	ch 表示、転送画面から操作できます。

2 ［一般］をタップし、［FTP］タブをタップする
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3 ［追加 ...］をタップする

FTP接続先設定ダイアログが表示されます。
FTP 接続先設定ダイアログ▶ P175

4 エクスポート先となるT2の FTPサーバーの設定を行い、［OK］をタップする
以降、エクスポートダイアログの［エクスポート先フォルダー選択］で、T2（エクスポート先）
のFTPサーバーを選択できます。

他の T2 へファイルをエクスポートする
エクスポートの前に、FTPサーバー接続設定を登録しておいてください。
FTP サーバー接続設定の登録▶ P61
あらかじめ、エクスポート後のファイルのフォーマットなどを設定しておくと、エクスポート
の操作がスムーズにできます。
転送設定▶ P194
ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165

POINT •	 エクスポート時の注意事項については、「付録」を参照してください。
エクスポートと時差編集に関する注意事項▶ P237

1 ［ビン］タブでコンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選んで［エクスポート］をタップし、［メディアファイルをエクスポート ...］
または［T2形式（TWFファイル）でエクスポート ...］をタップする

ご注意 •	 P2 クリップなど、複数ファイルで構成されるプレイリストやクリップは、その
ままのフォーマットでエクスポートできません。T2フォーマットでエクスポー
トしてください。

エクスポートの補足事項に関するメッセージ、または他のT2へのエクスポートについてのメッ
セージが表示されます。内容を確認し、［OK］をタップします。
エクスポートダイアログが表示されます。
エクスポートダイアログ▶ P57
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3 必要に応じて、［設定］をタップして、変換後のファイルフォーマットを設定する
•	フォーマットを変換する必要がない場合は、設定画面で設定を変更する必要はありません。
手順 4に進んでください。
•	Grass	Valley	HQX	AVI	を特定のフォーマットに変換してエクスポートする場合は、［AVI］
タブをタップし、［AVI ファイルをエクスポートするとき、トランスコードを実行する］に
チェックを入れます。［AVI トランスコード形式］で設定を行い、［OK］をタップします。

転送 - AVI 設定▶ P197
•	プレイリストを出力する場合は、［プレイリスト］タブをタップします。［エクスポート後のファ
イル形式：］のリストから変換後のフォーマットを選び、［OK］をタップします。

転送 - プレイリスト設定▶ P202

4 エクスポートダイアログで［エクスポート先フォルダー選択］をタップする

5 ［FTP	Server］をタップし、T2（転送先）の FTPサーバーを選び、［OK］をタップする

6 ［開始］をタップする
エクスポートが開始されます。転送画面で進行状況を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52

ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする
FTP を利用して、他のデバイスや編集端末などからT2 に接続し、ファイルのアップロード /
ダウンロードができます。

ご注意 •	 下記フォーマットのファイルは、単体ファイルのみアップロード /ダウンロー
ドできます。
	- XDCAM：MXFファイル
	- XDCAM	EX：*.mp4 ファイル
	- XAVC：MXFファイル
	- XAVC	S：MP4 ファイル
	- P2	AVC-ULTRA：MXF（OP-1a、OP-Atom）ファイル

•	 FTP で T2 にファイルをアップロードする際、各フォーマットの転送設定で［イ
ンポート後のファイル形式：］が［AVI（HQX）］に設定されていると、アップ
ロード後、Grass	Valley	HQX	AVI に変換されます。
転送設定▶ P194

•	 ファイル名に日本語を使用する場合は、あらかじめFTPクライアント側でファ
イル名の文字セットをUTF-8	に設定してください。文字セットが異なると、正
しいファイル名を表示できません。設定方法はお使いのソフトウェアによって
異なりますので、ヘルプなどを参照してください。

1 ［設定］をタップする
ビン画面、1	ch 表示、3	ch 表示、転送画面から操作できます。

2 ［一般］をタップし、［ネットワーク	1］または［ネットワーク	2］タブをタップする

3 IP アドレス、DNSサーバーのアドレスを設定する
一般 - ネットワーク １/ ネットワーク ２設定▶ P172

4 ［FTP］タブをタップする
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5 ［設定 ...］をタップする

T2 の FTP設定ダイアログが表示されます。
T2 の FTP 設定ダイアログ▶ P175

6 T2の FTPサーバーの設定を行い、［OK］をタップする

7 ［開始］をタップする

8 ［OK］をタップする

9 クライアントからT2にアクセスする
アドレスは［ネットワーク	1］または［ネットワーク	2］で設定した IP アドレス、ユーザー名とパスワー
ドはT2のFTP設定ダイアログで設定したユーザー名とパスワードを入力してT2にFTP接続します。

10 ファイルのアップロード、ダウンロードを行う

ご注意 •	 Windowsのエクスプローラのように明示的に接続を切ることができないFTPク
ライアントを使用した場合、同時クライアント接続数の制限により接続できな
くなる場合があります。このような場合は、設定画面の［一般］→［FTP］タ
ブで［停止］をタップした後、再度［開始］をタップしてください。

［FTP］タブ▶ P174
•	 FTP クライアントによっては同時に複数の接続を行って転送する場合がありま
す。このような FTPクライアントを使用する場合は、クライアントの同時接続
数が、T2	の FTP 設定ダイアログで設定した［同時クライアント接続数：］の
数値を超えない範囲で使用してください。
T2 の FTP 設定ダイアログ▶ P175

•	 初期設定では、収録中または再生中は、転送と変換が一時停止状態となります。
収録中 /再生中も転送と変換を行うには、設定画面の［転送］→［共通］で設
定を変更します。［収録中	/	再生中は、ファイルの転送を一時停止する］のチェッ
クを外すと、収録中 /再生中も転送と変換が可能になります。ただし、チェッ
クを外すと収録 /再生の動作が正常に行われない場合がありますので、チェッ
クを入れた状態でのご使用を推奨します。
転送 - 共通設定▶ P194
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編集ソフトウェアに T2 内のクリップを読み込み、編集する
Grass	Valley	EDIUS、Adobe	Systems	Premiere	Pro、Apple	Final	Cut	Pro、Avid	Technology	
Media	Composer などの編集ソフトウェアにT2のコンテンツを読み込み、編集できます。

ご注意 •	 ファイル名に日本語を使用する場合は、あらかじめFTPクライアント側でファ
イル名の文字セットをUTF-8	に設定してください。文字セットが異なると、正
しいファイル名を表示できません。設定方法はお使いのソフトウェアによって
異なりますので、ヘルプなどを参照してください。

•	 編集ソフトウェアはGrass	Valley	EDIUS を推奨しています。

POINT •	 T2 のクリップにマーカーを設定しておくと、そのマーカーをEDIUS で利用でき
ます。
マーカーを設定する▶ P106

収録済みのクリップをダウンロードして読み込む
ビン内のクリップを、MXF（XDCAM	形式）などその他の形式に変換し、変換したクリップ
をクライアントからFTP	でダウンロードします。
FTP ダウンロードと時差編集に関する注意事項▶ P238
転送 - AVI 設定▶ P197

1 「ファイルをT2にアップロードする /T2からダウンロードする」の手順1～8を行う
ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする▶ P63

2 ［ビン］タブでコンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

3 コンテンツを選んで［メニュー］をタップし、［変換］→［（変換後のフォーマット）へコンバー
ト］をタップする

POINT •	 変換フォーマットは、設定画面の［転送］→［AVI］の［AVI	トランスコード形式］
で設定してください。
転送 - AVI 設定▶ P197

4 ［はい］をタップする
変換が開始されます。変換されたクリップは、元のクリップと同じビンへ新たに保存されます。
転送画面で進行状況を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52

5 変換したクリップをクライアントPCから FTPでダウンロードする

6 クライアントPCの編集ソフトウェアで、ダウンロードしたクリップを読み込む

収録中のクリップをダウンロードして読み込む（時差編集）
クリップをMXFフォーマットで収録し、収録中のクリップをクライアントからFTPでダウン
ロードします。
エクスポートと時差編集に関する注意事項▶ P237
外部ストレージでの収録素材と時差編集に関する注意事項▶ P238
FTP ダウンロードと時差編集に関する注意事項▶ P238

ご注意 •	 編集ソフトウェアはGrass	Valley	EDIUS を推奨しています。
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1 「ファイルをT2にアップロードする /T2からダウンロードする」の手順1～8を行う
ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする▶ P63

2 ［設定］をタップする

3 ［R1］をタップし、圧縮コーデックを［（収録フォーマット）（MXF）］に設定する

4 ［OK］をタップする

5 メッセージが表示されるので［はい］をタップする
収録中のクリップをFTP上でダウンロードすることができるようになります。

6 収録を開始する

7 収録中のクリップをクライアントPCから FTPでダウンロードする

8 クライアントPCの編集ソフトウェアで、ダウンロードしたクリップを読み込む
EDIUS のソースブラウザー内にあるK2（FTP）上で、収録中のクリップを表示することがで
きます。ソースブラウザーの設定方法はEDIUS のマニュアルを参照してください。

収録中または収録済みのクリップを直接読み込む（時差編集）
（T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/T2 4K Elite 12Gのみ）
T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G では、他のT2またはクライアントからダイレ
クトアクセスフォルダー（T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G 内のメディアフォル
ダー）にアクセスし、収録中のクリップ、または収録済みのクリップを読み込むことができます。

ご注意 •	 ダイレクトアクセスフォルダーの設定は、T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	
Elite	12G のみで使用できます。

•	 編集ソフトウェアはGrass	Valley	EDIUS を推奨しています。
•	 AVI、MXF形式のメディアファイルのみアクセスできます。
•	 ダイレクトアクセスフォルダーは読み取り専用です。クライアントからダイレ
クトアクセスフォルダー上にあるメディアファイルの移動や削除は行えません。
クライアントからメディアファイルをインポートする場合は、ウォッチフォル
ダーやFTPなどを利用してください。
ウォッチフォルダーでメディアファイルをインポートする▶ P54
ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする▶ P63
一般 - 共有フォルダー設定▶ P175
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1 「ファイルをT2にアップロードする /T2からダウンロードする」の手順1～3を行う
ファイルを T2 にアップロードする /T2 からダウンロードする▶ P63

2 ［一般］をタップし、［共有フォルダー］タブをタップする

3 ダイレクトアクセスフォルダーの［内蔵ストレージ上のメディアファイルを共有フォル
ダーとして公開する］をタップしてチェックを入れる

4 ［OK］をタップする
ダイレクトアクセスフォルダーの設定を有効にするにはT2の再起動が必要です。

5 他のT2またはクライアントPCから T2にアクセスし、クリップを読み込む
クライアントから［ネットワーク	1］または［ネットワーク	2］に設定したアドレスにアクセ
スします。T2 のメディアフォルダーは、Share フォルダー以下に、Default フォルダーと作成
したビンと同じ名前のフォルダーに分けられています。

ご注意 •	 In-Out 点間でサブクリップを作成しているクリップは、In-Out 点のないもとの
クリップとして読み込みます。
In-Out 点間でサブクリップ（ハイライト）を作成する▶ P94

•	 ダイレクトアクセスフォルダーにアクセスするためのユーザーアカウントは、
設定画面の［一般］→［共有フォルダー］から設定できます。
一般 - 共有フォルダー設定▶ P175

POINT •	 他の T2 からここで設定したT2のダイレクトアクセスフォルダーを表示するこ
とができます。
ネットワークドライブ内のメディアファイルを表示する▶ P157
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Section 7
コンテンツの管理

このセクションでは、コンテンツをビンで管理する操作について説明します。

コンテンツをビンで管理する

［ビン］タブを表示する
［ビン］タブでは、T2に読み込んだコンテンツの管理や、T2で編集したコンテンツをエクスポー
トする操作ができます。

1 ［ビン］をタップする
ビン画面が表示されます。

2 ［ビン］タブをタップする

	⿆［ビン］タブ

(2)

(8) (9) (10)

(6)(3) (7)(1) (4) (5)

(11)

(1) ［プレビュー］ プレビュー（フィルムストリップ）表示のオン /オフを
切り替えます。

(2) 表示切替タブ ［ビン］タブ /［ブラウズ］タブ /［ごみ箱］タブに切り
替えます。

(3) ［ビンの新規作成］ ビンを新規作成します。

(4) ［エクスポート］ 選んだコンテンツをエクスポートします。
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(5) ［削除］ 選んだコンテンツを削除します。

(6) ［＞Px］ 選択したコンテンツをプレイヤーチャンネルにマウント
します。

(7) ［メニュー］ 関連メニューを表示します。

(8) ビン一覧 ビンの一覧が表示されます。
選んだビンは、青色でハイライト表示されます。

(9) フィルムストリップ表示
［プレビュー］をタップしてオンにしている場合、コン
テンツの内容が 6分割のフィルムストリップ形式で表示
されます。

(10) コンテンツリスト
ビン一覧で選んだビン内のコンテンツが一覧で表示され
ます。
選んだコンテンツは、青色でハイライト表示されます。

(11) 1	ch 表示 /3	ch 表示 /
ビン /転送画面共通部 1 ch 表示 /3 ch 表示 / ビン / 転送画面共通部▶ P39

POINT •	 お使いのT2で利用可能な	IO	モードは、T2	のモデルの種類により異なります。
IO モード一覧▶ P240

ビンの名前を変更する
ビンの名前を変更します。

1 ［ビン］タブでビンを選ぶ
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 ［メニュー］をタップし、［フォルダー名を変更する］をタップする

3 ビンの名前を入力し、［OK］をタップする
ソフトウェアキーボード▶ P113

ビンを削除する
ビンとビン内のコンテンツを削除します。削除されたビンはごみ箱に移動します。

1 ［ビン］タブでビンを選ぶ
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 ［メニュー］をタップし、［フォルダーを削除する］をタップする
確認メッセージが表示され、ビン内のコンテンツが一覧で表示されます。

3 ［はい］をタップする
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コンテンツの種類とアイコンについて
コンテンツの種類別に表示されるアイコンと、コンテンツの種類に関わらず、共通で表示され
るアイコンの意味について説明します。

	⿆ビデオクリップ

	⿆静止画クリップ

	⿆プレイリスト

	⿆コンテンツ共通のアイコン

(3) (4) (5) (6)

(1) (2)

(7)

(1) ペアリング ペアリングが設定されていることを示しています。

(2) プレイリストで使用中 コンテンツがプレイリストで使用されていることを示し
ています。

(3) ロック コンテンツがロックされていることを示しています。
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(4) 収録可能な数 レコーダーチャンネルで同時に収録できる数を示してい
ます。

(5) 同時再生可能な数 プレイヤーチャンネルでコンテンツを同時に再生できる数
を示しています。

(6) アルファチャンネルを
含む 透明度情報を持つコンテンツであることを示しています。

(7) 収録中
収録中のコンテンツであることを示しています。収録中
のコンテンツから作成したサブクリップには表示されま
せん。

コンテンツを別のビンに移動する
ビン内のコンテンツを別のビンに移動します。

1 ［ビン］タブでビンを選び、コンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選び、［メニュー］をタップし、［移動する］をタップする

3 移動先のビンを選び、［OK］をタップする

コンテンツリストの表示を変更する
コンテンツリストを、アイコン表示またはテキスト表示に切り替えることができます。

1 ［メニュー］をタップし、［表示］をタップする

2 ［アイコン表示］または［テキスト表示］をタップする

コンテンツのプロパティを確認する
ビン内のクリップやプレイリストのプロパティを確認する手順を説明します。

1 ［ビン］タブでビンを選び、コンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選び、［メニュー］をタップし、［プロパティ］をタップする
コンテンツのプロパティが表示されます。
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	⿆クリップのプロパティ

［クリップ情報］タブ

クリップの情報が表示されます。
クリップ名やフォーマット、In/Out 点タイムコード、長さ、ア
ルファチャンネルの有無、作成日時、ビットレート、カラースペー
スなどを確認できます。
クリップ名とオーディオゲインは、入力エリアをタップして内
容を変更できます。（静止画の場合は、長さを変更できます。）
［ロック］にチェックを入れると、クリップを編集できないよう
にロックできます。

［メディア情報］タブ

メディアファイルの情報が表示されます。
ファイルパス、メディアファイルを参照しているクリップ、ク
リップ参照数、サイズ、In/Out 点タイムコードなどを確認でき
ます。
［詳細 ...］をタップすると、メディアファイルを参照しているク
リップ、クリップ参照数の一覧が表示されます。

［タイムコード］タブ

開始タイムコードを指定できます。
メディアファイルの開始タイムコードを使用する場合は、［ソー
スタイムコードを使用する］を選びます。
任意の開始タイムコードにする場合は、［開始タイムコードを指
定する］を選び、入力エリアをタップしてタイムコードを入力
します。

	⿆プレイリストのプロパティ
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［プレイリスト情報］
タブ

プレイリストの情報が表示されます。
プレイリスト名、プレイリストが登録されているビン名、フォー
マット、長さ、アルファチャンネルの有無、作成日時などを確
認できます。
プレイリスト名とオーディオゲインは、入力エリアをタップし
て内容を変更できます。
［ロック］にチェックを入れると、プレイリストを編集できない
ようにロックできます。
プレイリストの種類を変更する場合は、ワークステーションモー
ドに切り替えて変更してください。
プレイリストの種類を変更する▶ P159

［タイムコード］タブ

開始タイムコードを指定できます。
［ソースに従う］
メディアファイルの開始タイムコードを使用します。
［開始時間を指定する］
任意の開始タイムコードを使用します。入力エリアをタップし
て、任意の開始タイムコードを入力します。
［イベントのタイムコード設定を使用する］
プレイリスト内の各イベントに設定されているタイムコードを
使用します。

［すべてのイベント］
タブ

プレイリスト内のすべてのイベントに対して、イベント開始時
のエフェクト（スタートエフェクト）とイベント終了時の動作
やエフェクト（エンドエフェクト）の設定を更新できます。
プレイリストのエフェクト設定を更新する▶ P101

3 ［OK］をタップする

コンテンツのペアリングを解除する
コンテンツのペアリングを解除します。
コンテンツのペアリングについては、「コンテンツを同期再生する（同期モード）」を参照して
ください。
コンテンツを同期再生する（同期モード）▶ P89

1 ［ビン］タブでビンを選び、コンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選び、［メニュー］をタップし、［ペアリング解除］をタップする

コンテンツを別のフォーマットに変換する
コンテンツを別のフォーマットに変換します。
プレイリストを単一のクリップ（メディアファイル）に変換することもできます。

ご注意 •	 プレイリストを単一のクリップに変換した場合、プレイリストに設定されたエ
フェクトは無効となります。
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POINT •	 Grass	Valley	HQX	AVI	を特定のフォーマットに変換できます。
転送 - AVI 設定▶ P197

•	 プレイリストの場合、次のようにファイル変換されます。
	- フォーマットが混在している場合でも、1つのファイルに変換されます。
	- プレイリストやイベントのプロパティで設定したタイムコードは、変換後の
ファイルの各フレームに保持されます。
	- Grass	Valley	HQX	AVI でファイル出力する場合、変換後のファイルのプロ
ファイル（サイズとフレームレート）は、プレイリストのプロファイルと同
じです。
	- MXF またはMOVでファイル出力する場合、設定画面の［転送］→［AVI］
の［AVI トランスコード形式］で設定した内容にしたがってファイル変換さ
れます。
	- プレイリストを変換してエクスポートする場合、設定画面の［転送］→［AVI］
の［AVI	トランスコード形式］で設定した内容にしたがってファイル変換さ
れます。
転送 - AVI 設定▶ P197
	- 変換時、プレイリスト内のイベントに設定したオーディオゲインが反映され
ます。
	- オーディオは PCM	48kHz	24bit	8ch	に変換されます。

•	 プレースホルダーイベントを含むプレイリストを変換することはできません。

1 ［ビン］タブでビンを選び、コンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選び、［メニュー］をタップし、［変換］→［（変換後のフォーマット）へコンバー
ト］をタップする

3 ［はい］をタップする
変換が開始されます。変換されたクリップは、元のクリップと同じビンへ新たに保存されます。
転送画面で進行を確認できます。
転送状況を確認する▶ P52

ご注意 •	 初期設定では、収録中または再生中は、転送と変換が一時停止状態となります。
収録中 /再生中も転送と変換を行うには、設定画面の［転送］→［共通］で設
定を変更します。［収録中	/	再生中は、ファイルの転送を一時停止する］のチェッ
クを外すと、収録中 /再生中も転送と変換が可能になります。ただし、チェッ
クを外すと収録 /再生の動作が正常に行われない場合がありますので、チェッ
クを入れた状態でのご使用を推奨します。
転送 - 共通設定▶ P194

ごみ箱の内容を確認する

［ごみ箱］タブを表示する
［ごみ箱］タブでは、削除したコンテンツを元に戻したり、ごみ箱の内容を完全に削除したりす
る操作ができます。

1 ［ビン］をタップする
ビン画面が表示されます。

2 ［ごみ箱］タブをタップする
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	⿆［ごみ箱］タブ

(2)

(6) (7) (8)

(3)(1) (4) (5)

(9)

(1) ［プレビュー］ プレビュー（フィルムストリップ）表示のオン /オフを
切り替えます。

(2) 表示切替タブ ［ビン］タブ /［ブラウズ］タブ /［ごみ箱］タブに切り
替えます。

(3) ［ごみ箱を空にする］
ごみ箱の中身をすべて削除します。
削除したコンテンツをリストアすることはできませんの
でご注意ください。

(4) ［元に戻す］

元のビンにリストアします。
プレイリストを元に戻す場合、そのプレイリストが使用
しているクリップがごみ箱にあれば、同時にリストアさ
れます。

(5) ［メニュー］ 関連メニューを表示します。

(6) ごみ箱フォルダー一覧 ごみ箱フォルダーの一覧が表示されます。

(7) フィルムストリップ表示
［プレビュー］をタップしてオンにしている場合、コン
テンツの内容が 6分割のフィルムストリップ形式で表示
されます。

(8) コンテンツリスト ごみ箱フォルダー一覧で選んだフォルダー内のコンテン
ツが一覧で表示されます。

(9) 1	ch 表示 /3	ch 表示 /
ビン /転送画面共通部 1 ch 表示 /3 ch 表示 / ビン / 転送画面共通部▶ P39
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他の T2 へ全データをバックアップ（フルバックアップ同期）

T2 フルバックアップ同期機能の概要
T2 のデータ（メディアファイルとデータベース）を、ネットワーク上の他のT2（複数可）へ
同期できます。同期先のT2（スレーブ側）のデータは初期化され、T2（マスター側）のデー
タに完全に同期します。
まず、同期先のT2（スレーブ側）をスレーブモードに設定した後（ステップ 1）、次に、同期
元のT2（マスター側）をマスターモードに設定し、データを同期します。（ステップ 2）

ステップ 1　同期先の T2 をスレーブモードに設定する

ご注意 •	 あらかじめ、マスター側とスレーブ側両方のT2で、リモートモードをオフにし
ておく必要があります。（ファイルの転送中はリモートモードのオン /オフを切
り替えることはできません。）

•	 データベースのバージョンが異なるT2間での同期はできません。データベース
のバージョンは、ソフトウェアアップデートなどにより変更されます。

1 同期先のT2で［ビン］または［1	ch 表示］をタップする

2 ［メニュー］をタップし、［ツール］→［T2	-	T2 データ同期 ...］をタップする
レコーダーチャンネルまたはプレイヤーチャンネルで収録中またはコンテンツをマウント中の
場合は、マウントを中止するかどうかを確認するメッセージが表示されます。［OK］をタップ
すると、コンテンツのマウントを中止します。

3 ［T2	-	T2 データ同期］ダイアログの［動作モード］で［スレーブモード］を選ぶ
［T2	-	T2 データ同期］ダイアログは、バックアップが完了するまで、閉じないでください。
同期先のT2（スレーブ側）がスレーブモードに設定されます。
複数のT2（スレーブ側）へ同期する場合は、すべてのT2（スレーブ側）で手順 1～ 3 を繰り
返してください。

ステップ 2　同期元の T2 をマスターモードに設定し、データ
を同期する

1 同期元のT2で［ビン］または［1	ch 表示］をタップする

2 ［メニュー］をタップし、［ツール］→［T2	-	T2 データ同期 ...］をタップする
レコーダーチャンネルまたはプレイヤーチャンネルで収録中またはコンテンツをマウント中の
場合は、マウントを中止するかどうかを確認するメッセージが表示されます。［OK］をタップ
すると、コンテンツのマウントを中止します。

3 ［T2	-	T2 データ同期］ダイアログの［動作モード］で［マスターモード］を選び、［スレー
ブモードのT2の登録］をタップする

同期元のT2（マスター側）がマスターモードに設定されます。
［スレーブ数］にスレーブモードに設定されたT2の台数が表示されます。

76 T2ユーザーマニュアル	 June 1, 2023

Section 7  ― コンテンツの管理



4 ［スレーブモードの T2の登録］ダイアログで、スレーブモードに設定した T2の IP アド
レスを設定する

•	［検索 ...］をタップすると、ネットワーク上でスレーブモードに設定されたT2を検索できます。
［検索の結果］ダイアログで IP アドレスを選択し、［すべて追加］をタップします。
•	手動で設定する場合は、［追加 ...］をタップして IP アドレスを入力します。

5 ［閉じる］をタップする

6 ［T2	-	T2 データ同期］ダイアログで［同期の開始］をタップする

7 確認メッセージが表示されるので、［OK］をタップする
同期が開始されます。上側のプログレスバーでファイルの転送状況、下側のプログレスバーで
全体の進行状況を確認できます。
途中で同期を中止する場合は、［停止］をタップします。スレーブモードに設定されたT2から
でも停止できます。

8 同期が完了したら、同期先のT2の［T2	-	T2 データ同期］ダイアログで［閉じる］をクリッ
クする

POINT •	 T2 の電源が切れてしまった場合など、データの同期が強制的に停止された場合
は、コンテンツが次のようなサムネイルで表示される場合があります。このよう
なコンテンツは使用できません。

•	 途中で同期を中止し、再度同期を開始した場合は、すでに転送済みのファイルは
スキップされます。
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Section 8
再生 /編集

このセクションでは、プレイヤーチャンネルでコンテンツを再生したり、プレイリストを編集
したりする操作について説明します。

1 ch 表示でプレイヤーチャンネルを表示する
プレイヤーチャンネルの 1	ch 表示では、コンテンツの編集に関する各種操作ができます。

1 ［P1］ボタン（または［P2］ボタン）を押す
プレイヤーチャンネルの 1	ch 表示に切り替わり、［P1］ボタン（または［P2］ボタン）が緑色
に点灯します。
［1	ch 表示］をタップして、プレイヤーチャンネルタブをタップしても切り替えられます。
プレイヤーチャンネルにマウントしているコンテンツがクリップの場合はクリップビュー、プ
レイリストの場合はプレイリストビューが表示されます。
タッチスクリーン LCD下部の操作ボタンやジョグ /シャトルを使用して再生操作や再生モー
ドの切り替えができます。

	⿆プレイヤーチャンネル（クリップビュー）	-	1	ch 表示

(2) (8)(9) (10)(4) (6)(3) (5) (7)(1) (11) (12)

(18)

(13)

(15) (16) (17)(14)

※	（2）～（18）は、P2 チャンネルでも同じです。

(1) プレイヤーチャンネル
タブ

タップすると、プレイヤーチャンネルが選択され、ハイ
ライト表示されます。
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(2) 再生モード

プレイヤーチャンネルの現在の再生モード（同期モード、
E	to	E モード、ループ再生モード）が白色の文字で表
示されます。
E	to	E モードでレコーダーチャンネルを再生している
場合は、E	to	E の文字は青色で表示されます。
タップして再生モードを切り替えることもできます。
再生モードを切り替える▶ P87

(3) ステータス 再生の進行状況が表示されます。

(4) ［ロック］

プレイヤーチャンネルを操作できないようにロックでき
ます。
ロック中は、［ロック］と［P1］ボタン（または［P2］
ボタン）が赤色に点灯します。
再度タップすると、ロックを解除できます。

(5) プレビュー

再生中の映像が表示されます。
プレビューをタップすると、全画面で表示されます。
クリップがマウントされていない場合は、左上にチャン
ネルの出力プロファイルが表示されます。

(6) ［Cur：］ カレントタイムコードが表示されます。

(7) 再生速度 現在の再生速度（倍率）が表示されます。

(8) スクラブバー 再生の進行状況や、設定した In/Out	点のアイコン、マー
カーが表示されます。

(9) ［Rem：］ 残り時間のタイムコードが表示されます。

(10) ［Zoom］

スクラブバーの表示スケールを切り替えます。
タップすると、［Zoom］が赤色で表示され、クリップの
In-Out 点が全体スケールとして表示されます。
再度タップすると、通常の表示スケールに戻り、クリッ
プ全体が表示されます。

(11) オーディオレベル表示 オーディオ再生レベルが表示されます。

(12) ［メニュー］ 関連メニューを表示します。

(13) ［プレイリストビュー］ プレイリストビューに切り替えます。

(14) 操作ボタン プレイヤーチャンネル（クリップビュー）の操作ボタン
▶ P80

(15) ［Clip：］
マウントしているクリップの名前が表示されます。
入力エリアをタップしてクリップ名を変更できます。
ソフトウェアキーボード▶ P113

(16) ［In：］/［Out：］/［Dur：］

In 点、Out 点、デュレーションのタイムコードが表示さ
れます。
入力エリアをタップして、In 点、Out 点またはデュレー
ションを設定できます。
ソフトウェアキーパッド - タイムコード▶ P114

(17) ［フォーマット：］ クリップのビデオサイズ、フレームレートが表示されます。
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(18) 1	ch 表示 /3	ch 表示 /
ビン /転送画面共通部 1 ch 表示 /3 ch 表示 / ビン / 転送画面共通部▶ P39

	⿆プレイヤーチャンネル（クリップビュー）の操作ボタン

(2) (4) (6) (7)(3) (5)(1)

(1) ［In/Out 点のクリア］ クリップに設定されている In/Out 点をクリアします。

(2) ［Cue（In）］ クリップの In 点に移動します。

(3) ［Mark（In）］ 現在位置を In 点に設定します。In 点を設定すると、ス
クラブバーに In 点のアイコンが表示されます。

(4) ［Mark（Out）］ 現在位置をOut 点に設定します。Out 点を設定すると、
スクラブバーに Out 点のアイコンが表示されます。

(5) ［Cue（Out）］ クリップのOut 点に移動します。

(6) ［サブクリップ作成］
設定した In-Out 点間でサブクリップを作成します。
In-Out 点間でサブクリップ（ハイライト）を作成する
▶ P94

(7) ［確定］ 設定した In-Out 点間でクリップをトリムします。
In-Out 点間でクリップをトリムする▶ P93

	⿆プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）	-	1	ch 表示

(2) (8) (9) (10)(4) (6)(3) (5) (7)(1) (11) (12)

(20)

(13) (14)(15)

(17) (18) (19)(16)

※	（2）～（20）は、P2 チャンネルでも同じです。

(1) プレイヤーチャンネル
タブ

タップすると、プレイヤーチャンネルが選択され、ハイ
ライト表示されます。
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(2) 再生モード

現在の再生モード（同期モード、E	to	E モード、ルー
プ再生モード）が白色の文字で表示されます。
E	to	E モードでレコーダーチャンネルを再生している
場合は、E	to	E の文字は青色で表示されます。
タップして再生モードを切り替えることもできます。
再生モードを切り替える▶ P87

(3) ステータス 再生の進行状況が表示されます。

(4) ［ロック］

操作できないようにロックできます。
ロック中は、［ロック］と［P1］ボタン（または［P2］
ボタン）が赤色に点灯します。
再度タップすると、ロックを解除できます。

(5) プレビュー

マウントされている映像が表示されます。
プレビューをタップすると、全画面で表示されます。
プレイリストがマウントされていない場合は、左上に
チャンネルの出力プロファイルが表示されます。

(6) ［Cur：］ プレイリストのカレントタイムコードが表示されます。

(7) 再生速度 現在の再生速度（倍率）が表示されます。

(8) スクラブバー 再生の進行状況や、設定した In/Out	点のアイコン、マー
カーが表示されます。

(9) ［Rem：］ イベントの残り時間のタイムコードが表示されます。

(10) ［イベントの追加］ プレイリストにイベントを追加します。
プレイリストを作成する▶ P95

(11) ［イベントの削除］ イベントリストで選んだイベントをプレイリストから削
除します。

(12) ［上へ移動］ イベントリストで選んだイベントを 1つ上へ移動します。

(13) ［下へ移動］ イベントリストで選んだイベントを 1つ下へ移動します。

(14) ［メニュー］ 関連メニューを表示します。

(15) ［クリップビュー］ クリップビューに切り替えます。

(16) 操作ボタン プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）の操作ボ
タン▶ P82

(17) ［P.List］/［T.Line］

プレイリストの種類とマウントしているプレイリストの
名前が表示されます。入力エリアをタップしてプレイリ
スト名を変更できます。
ソフトウェアキーボード▶ P113
［P.List］
通常形式のプレイリストです。
［T.Line］
タイムライン形式のプレイリストです。
プレイリストの種類を変更する▶ P159
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(18) ［現在のイベント：］

再生中のイベントの情報が表示されます。
［In：］/［Out：］/［Dur：］
In 点、Out 点、イベントの長さ（デュレーション）のタ
イムコードが表示されます。
［フォーマット：］
ビデオサイズ、フレームレートが表示されます。

(19) イベントリスト
プレイリスト内のイベントが一覧で表示されます。
選択しているイベントは青色の枠線が表示されます。
再生中のイベントは青色でハイライト表示されます。

(20) 1	ch 表示 /3	ch 表示 /
ビン /転送画面共通部 1 ch 表示 /3 ch 表示 / ビン / 転送画面共通部▶ P39

	⿆プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）の操作ボタン
(2) (4) (6)(3) (5)(1)

(1) ［In/Out 点のクリア］ TRIMモードで、イベントに設定されている In/Out 点
をクリアし、TRIMモードを解除します。

(2) ［Cue（In）］ イベントの In 点に移動します。

(3) ［Mark（In）］
TRIMモードで、現在位置を In 点に設定します。In 点
を設定すると、スクラブバーに In 点のアイコンが表示
されます。

(4) ［Mark（Out）］
TRIM モードで、現在位置を Out 点に設定します。
Out 点を設定すると、スクラブバーに Out 点のアイ
コンが表示されます。

(5) ［Cue（Out）］ イベントのOut 点に移動します。

(6) ［TRIM］
TRIMモードに切り替えます。イベントリストで選ん
だイベントの In/Out 点を編集できます。
イベントをトリムする▶ P98

3 ch 表示でプレイヤーチャンネルを選択する
3	ch 表示では、［[HD/SD]	1	in	2	out］モードの場合、R1チャンネル、P1 チャンネル、P2 チャ
ンネルを同時に確認できます。
3	ch 表示でプレイヤーチャンネルを選択している場合、タッチスクリーン LCD下部の操作ボ
タンやジョグ /シャトルを使用して再生操作や再生モードの切り替えができます。

1 ［3	ch 表示］をタップする
3	ch 表示に切り替わります。
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2 プレイヤーチャンネルタブをタップする

プレイヤーチャンネルが選択され、ハイライト表示されます。選択したチャンネルに対して、
再生操作が有効になります。
プレイヤーチャンネルにマウントしているコンテンツがクリップの場合はクリップビュー、プ
レイリストの場合はプレイリストビューが表示されます。

	⿆プレイヤーチャンネル（クリップビュー）	-	3	ch 表示

(2) (8) (9)(4) (6)(3) (5) (7)(1)

※	（2）～（9）は、P2 チャンネルでも同じです。

(1) プレイヤーチャン
ネルタブ

タップすると、プレイヤーチャンネルが選択され、ハイライ
ト表示されます。

(2) 再生モード

現在の再生モード（同期モード、E	to	E モード、ループ再生
モード）が白色の文字で表示されます。
E	to	E モードでレコーダーチャンネルを再生している場合は、
E	to	E の文字は青色で表示されます。
タップして再生モードを切り替えることもできます。
再生モードを切り替える▶ P87

(3) ステータス 再生の進行状況が表示されます。

(4) ［ロック］

操作できないようにロックできます。
ロック中は、［ロック］と［P1］ボタン（または［P2］ボタン）
が赤色に点灯します。
再度タップすると、ロックを解除できます。

(5) プレビュー
マウントされている映像が表示されます。
クリップがマウントされていない場合は、左上に、チャンネ
ルの出力プロファイルが表示されます。
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(6) オーディオレベル
表示 オーディオ再生レベルが表示されます。

(7) ［Clip：］
マウントしているクリップの名前が表示されます。
入力エリアをタップしてクリップ名を変更できます。
ソフトウェアキーボード▶ P113

(8) ［Cur：］ カレントタイムコードが表示されます。

(9) ［Rem：］ 残り時間のタイムコードが表示されます。

	⿆プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）	-	3	ch 表示

(2) (8) (9) (10) (11)(4) (6)(3) (5) (7)(1)

※	（2）～（11）は、P2 チャンネルでも同じです。

(1) プレイヤーチャン
ネルタブ

タップすると、プレイヤーチャンネルが選択され、ハイライ
ト表示されます。

(2) 再生モード

プレイヤーチャンネルの現在の再生モード（同期モード、E	
to	E モード、ループ再生モード）が白色の文字で表示されます。
E	to	E モードでレコーダーチャンネルを再生している場合は、
E	to	E の文字は青色で表示されます。
タップして再生モードを切り替えることもできます。
再生モードを切り替える▶ P87

(3) ステータス 再生の進行状況が表示されます。

(4) ［ロック］

プレイヤーチャンネルを操作できないようにロックできます。
ロック中は、［ロック］と［P1］ボタン（または［P2］ボタン）
が赤色に点灯します。
再度タップすると、ロックを解除できます。

(5) プレビュー
再生中の映像が表示されます。
プレイリストがマウントされていない場合は、左上に、チャ
ンネルの出力プロファイルが表示されます。

(6) オーディオレベル
表示 オーディオ再生レベルが表示されます。
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(7) ［P.List］/［T.Line］

プレイリストの種類とマウントしているプレイリストの名前
が表示されます。入力エリアをタップしてプレイリスト名を
変更できます。
ソフトウェアキーボード▶ P113
［P.List］
通常形式のプレイリストです。
［T.Line］
タイムライン形式のプレイリストです。
プレイリストの種類を変更する▶ P159

(8) ［Now：］ 現在のイベント名が表示されます。

(9) ［Next：］ 次のイベント名が表示されます。

(10) ［Cur：］ プレイリストのカレントタイムコードが表示されます。

(11) ［Rem：］ イベントの残り時間のタイムコードが表示されます。

コンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする
ビン内のコンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする手順について説明します。
プレイヤーチャンネルにコンテンツをマウントすると、再生や In/Out 点の編集などの操作が
できます。

1 ［ビン］タブでビンを選び、コンテンツを表示する
［ビン］タブを表示する▶ P68

2 コンテンツを選び、［＞Px］をタップする
コンテンツがプレイヤーチャンネルにマウントされます。
プレイヤーチャンネルにマウントしたコンテンツがクリップの場合はクリップビュー、プレイ
リストの場合はプレイリストビューが表示されます。
プレイヤーチャンネル（クリップビュー） - 1 ch 表示▶ P78
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 1 ch 表示▶ P80

POINT •	 コンテンツのマウントを中止する場合は、1	ch 表示でプレイヤーチャンネルを表
示し、［メニュー］をタップし、［アンマウント］をタップします。

映像を再生する

操作ボタンで再生する
選択しているチャンネルの映像を、操作ボタンを使用して再生します。

1 ［Play］ボタンを押す
操作ボタン部▶ P24
再生中は、［Play］ボタンが点灯します。
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可変速モードで再生する（バリアブル再生）
選択しているチャンネルの映像を可変速再生します。

ご注意 •	 T2 の IO モードやプロファイル（サイズとフレームレート）の設定、素材のコー
デックやビットレートによっては、可変速再生やジョグ /シャトル再生に影響
を与える可能性があります。

1 ［VAR］ボタンを押す
操作ボタン部▶ P24
可変速モードに切り替わり、VARスピードコントロールが表示されます。
可変速モード中は［VAR］ボタンが点灯します。

	⿆VARスピードコントロール
(2)

(4)(3)

(1) (1)

(1) ［<］/［>］ タップするたびに、再生速度を 0.1 倍ごと増減します。

(2) 速度指定バー 速度指定バー上をタップすると、再生速度を－2～ 2 倍
の範囲で指定できます。

(3) ［再生速度：］ 現在の再生速度が表示されます。

(4) ［閉じる］
VARスピードコントロールを閉じます。
VARスピードコントロールを閉じた後でも、ジョグ /
シャトルを回して可変速再生できます。

2 ［Play］ボタンを押す
3 速度指定バーをタップして動かす
手順 2と 3をジョグ /シャトルで操作することもできます。

ジョグ / シャトルモードで再生する
選択しているチャンネルの映像を、ジョグ /シャトル操作で早送り、巻き戻しします。
回す角度によって、再生する倍率が変わります。

ご注意 •	 T2 の IO モードやプロファイル（サイズとフレームレート）の設定、素材のコー
デックやビットレートによっては、可変速再生やジョグ /シャトル再生に影響
を与える可能性があります。

1 ［SHTL/JOG］ボタンを押す
操作ボタン部▶ P24
ジョグ /シャトルモードに切り替わり、［SHTL/JOG］ボタンが点灯します。

2 ジョグ /シャトルを回す
右に回すと早送り、左に回すと巻き戻しになります。
回す角度によって、右側では 0.13 ～ 32 倍速（7段階）、左側では－0.13 ～－32 倍速（7段階）
に切り替わります。

POINT •	 シャトルの最高速度（16 倍 /32 倍）を変更できます。
その他 - ジョグ / シャトル設定▶ P206
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収録中の映像をマウントして再生する（追っかけ再生）
レコーダーチャンネルで収録中の映像を、プレイヤーチャンネルにマウントして再生できます。
収録中の映像をマウントするのみで再生しない場合は、手順 1～ 4の操作は不要です。

ご注意 •	 収録中の映像の追っかけ再生は、［[HD/SD]	1	in	2	out］モードまたは［[HD/SD]	
2	in	1	out］モードのときに有効です。

1 ［設定］をタップする
ビン画面、1	ch 表示、3	ch 表示、転送画面から操作できます。

2 ［P1］（または［P2］）をタップし、［出力フォーマット	/	オプション］をタップする
プレイヤー - 出力フォーマット / オプション設定▶ P189

3 ［自動再生モード：］で［自動再生を行う］をタップしてチェックを入れる

4 ［OK］をタップする

5 ［P1］ボタン（または［P2］ボタン）を押す

6 クリップビューに切り替える
プレイリストビューが表示されている場合は、［クリップビュー］をタップして切り替えます。

7 ［メニュー］をタップし、［収録中の素材をマウントする］をタップする
レコーダーチャンネルで収録中の映像がプレイヤーチャンネルにマウントされ、自動的に再生
されます。

POINT •	 ワークステーションモードで、追っかけ再生中に［次の編集点へ移動］ボタン
をクリックすると、最新の収録点へ移動します。
プレイヤーチャンネルの操作ボタン▶ P136

再生モードを切り替える

収録中の映像をアクティブスルーで出力する（E to E モード）
プレイヤーチャンネルでE	to	E モードをオンにすると、レコーダーチャンネルで収録中の映像
を、プレイヤーチャンネルからアクティブスルーで出力できます。

ご注意 •	 E	to	E モードに設定したプレイヤーチャンネルとレコーダーチャンネルのビデ
オフォーマットは、同一である必要があります。
レコーダー - 収録フォーマット設定▶ P182
プレイヤー - 出力フォーマット / オプション設定▶ P189

•	 E	to	E モードは、［[HD/SD]	1	in	2	out］モードまたは［[HD/SD]	2	in	1	out］モー
ドのときのみ有効です。

•	 設定画面の［一般］→［ハードウェア設定］タブの［同期信号：］で［Input］
を選択しておく必要があります。
一般 - ハードウェア設定▶ P166

1 プレイヤーチャンネルタブをタップする
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2 再生モードをタップし、メニューから［E	to	E］をタップする

メニューの［E	to	E］にチェックが入り、プレイヤーチャンネルタブの［E	to	E］が白い文字
で表示されます。

3 手順1で選んだチャンネルで、コンテンツの再生を停止するか、コンテンツのマウントを
中止する

コンテンツの再生が停止している場合、またはコンテンツがマウントされていない場合に、収
録中の映像が出力されます。
収録中の映像が出力中、プレイヤーのチャンネルタブの［E	to	E］の文字は青い文字で表示さ
れます。

POINT •	 プレイヤーチャンネルの 1	ch 表示で、［メニュー］をタップし、［再生モード］→［E	
to	E］をタップしても同様の操作ができます。

コンテンツをループ再生する（Loop モード）
プレイヤーチャンネルで Loop モードをオンにすると、プレイヤーチャンネルで再生したコン
テンツがループ再生されます。

1 プレイヤーチャンネルタブをタップする

2 再生モードをタップし、メニューから［ループ］をタップする

メニューの［ループ］にチェックが入り、プレイヤーチャンネルの［Loop］が白い文字で表示
されます。

POINT •	 プレイヤーチャンネルの 1	ch 表示で、［メニュー］をタップし、［再生モード］
→［ループ］をタップしても同様の操作ができます。

3 手順1で選んだチャンネルでコンテンツを再生する
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コンテンツを同期再生する（同期モード）
2 つのコンテンツをペアリングして、同期モードをオンにすると、2つのコンテンツの再生状態
を同期させることができます。
3D映像の L側と R側の映像を同期して再生する場合などにこの機能を利用できます。

ご注意 •	 同期モードは、P1/P2	の組み合わせでのみ有効です。
•	 リムーバブルメディア内のメディアファイルはペアリングできません。
•	 プレイリストとクリップの組み合わせでペアリングすることはできません。
•	 E	to	E	モードと同期モードを同時にオンにすることはできません。
•	 同期モードでは、次の操作のみ有効です。
	- 等倍または可変速での再生
	- 再生の停止
	- フレーム送り /フレーム戻し
	- In/Out 点に移動
	- マーカーの設定、マーカーへの移動

1 P1チャンネルにコンテンツをマウントする
コンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする▶ P85

2 手順1でマウントしたコンテンツと同期させるコンテンツをP2チャンネルにマウントする

3 P2チャンネルタブをタップする

4 再生モードをタップし、メニューから［同期］をタップする

メニューの［同期］にチェックが入り、P2 チャンネルタブの［Sync.］が白い文字で表示されます。

POINT •	 P2 チャンネルの 1	ch 表示で、［メニュー］をタップし、［再生モード］→［同期］
をタップしても同様の操作ができます。

•	 P1チャンネルとP2チャンネルの出力設定が異なる場合、P2チャンネルがP1チャ
ンネルと同じ出力設定になるように、自動的に設定が変更されます。

5 確認メッセージが表示されるので、［はい］をタップする
P1 チャンネルにマウントしたコンテンツと P2 チャンネルにマウントしたコンテンツがペアリ
ングされます。

6 P1チャンネルを選択し、［Play］ボタンを押す
P2 チャンネルにマウントしたコンテンツが、P1 チャンネルにマウントしたコンテンツに同期
して再生されます。

POINT •	 コンテンツのペアリングを解除するには、［ビン］タブで操作します。
コンテンツのペアリングを解除する▶ P73
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アルファチャンネル付きコンテンツの再生について（Fill/Key
信号出力モード）
透明度情報（アルファチャンネル）を持つコンテンツを再生できます。

ご注意 •	 Fill/Key	信号出力モードは、P1/P2	の組み合わせでのみ有効です。

1 アルファチャンネル付きコンテンツを、プレイヤーチャンネルにマウントする
コンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする▶ P85
Fill/Key 信号出力モードに切り替わります。マウントした方のチャンネルに Fill が、もう一方
のチャンネルにKey が出力されます。
このとき、プレイヤーチャンネルタブに、Fill/Key にそれぞれ対応したアイコンが表示されます。

Fill

Key

2 Fill 側のチャンネルでコンテンツを再生する
アルファチャンネル付きクリップの再生操作は、Fill 側のチャンネルでのみ可能です。
アルファチャンネル付きクリップを含むプレイリストを再生すると、Fill/Key 信号出力モード
になり、通常クリップの再生中は、Key 側は白画面が出力されます。

POINT •	 通常モードのプレイリストにアルファ付きクリップを追加すると、アンマウン
トした後、Fill/Key 出力モードに切り替わります。切り替わるとき、出力信号
が途切れるため映像が乱れることがありますが、故障ではありません。

•	 アルファチャンネル付きクリップをマウント中にできる操作は次のとおりです。
	- In/Out 点へ移動
	- In/Out 点の設定
	- サブクリップの作成（アルファチャンネル付き静止画クリップのサブクリッ
プ作成は不可）
	- 最初のフレームに移動、フレーム戻し、停止、再生、フレーム送り、最後のフレー
ムに移動、早送り、巻き戻し、可変速再生
	- スクラブバー操作（ワークステーションモードのみ）
	- プレイリストのイベントに、フェードイン（Key 側に適用）／フェードアウ
ト（Key 側に適用）／アクション（一時停止、ループ）を設定
	- マーカーの設定、マーカーへの移動

•	 アルファチャンネル付きクリップをマウント中にできない操作は次のとおりで
す。
	- プレイリストビューでTRIMモードへの切り替え

•	 AMPコマンドでリモートコントロールでも、同様にアルファチャンネル付きク
リップを再生できます。
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オンスクリーンディスプレイの表示を切り替える

オンスクリーンディスプレイを表示する
T2 画面のプレイヤーチャンネルのプレビューや、SDI 端子からの出力映像に、再生中コンテン
ツの付属情報（タイムコードやオーディオレベルメーターなど）を表示できます。

1 ［P1］ボタン（または［P2］ボタン）を押す
オンスクリーンディスプレイを表示するプレイヤーチャンネルを選びます。

2 ［メニュー］をタップし、［オンスクリーンディスプレイ］→［両方］または［PCプレビュー
のみ］をタップする

•	［両方］をタップした場合、T2 画面のプレイヤーチャンネルのプレビューと、SDI 端子から
の出力映像の両方で、オンスクリーンディスプレイを表示します。
•	［PCプレビューのみ］をタップした場合、T2画面のプレイヤーチャンネルのプレビューのみ
オンスクリーンディスプレイを表示します。

オンスクリーンディスプレイの表示内容を設定する

1 ［P1］ボタン（または［P2］ボタン）を押す

2 ［メニュー］をタップし、［オンスクリーンディスプレイ］→［設定 ...］をタップする
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	⿆オンスクリーンディスプレイ詳細設定ダイアログ

［チャンネル：］ 設定対象のチャンネルが表示されます。

［表示］

表示する項目を設定します。
［現在のタイムコード］
チェックを入れると、カレントタイムコードが表示されます。
［残り時間］
チェックを入れると、残り時間のタイムコードが表示されます。
［レベルメーター］
チェックを入れると、オーディオ再生レベルが表示されます。
［背景］
チェックを入れると、オンスクリーンディスプレイに背景が表
示されます。

［サイズと位置］

表示する位置と文字のサイズを設定します。
［文字のサイズ：］
文字の大きさを選びます。
［水平位置：］
水平方向の表示位置を選びます。
［垂直位置：］
垂直方向の表示位置を選びます。
［マージン］
チェックを入れると、画面端から少し内側に表示されます。

3 表示内容を設定し、［OK］をタップする
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クリップを編集する

クリップに In 点、Out 点を設定する
クリップに In 点、Out 点を設定します。クリップに In 点、Out 点を設定すると、設定した In 点、
Out 点に移動したり、In-Out 点間をトリムしたり、サブクリップとして保存したりできます。

1 クリップをプレイヤーチャンネルにマウントする
コンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする▶ P85

2 クリップを再生し、In 点にする時点で［Mark（In）］をタップする
プレイヤーチャンネル（クリップビュー）の操作ボタン▶ P80
現在位置が In 点に設定されます。スクラブバーの In 点位置にアイコンが表示されます。

3 クリップを再生し、Out 点にする時点で［Mark（Out）］をタップする
現在位置がOut 点に設定されます。スクラブバーのOut 点位置にアイコンが表示されます。

POINT •	 In 点、Out 点をタイムコードで指定することもできます。［In：］、［Out：］の
入力エリアをタップし、タイムコードを入力します。
プレイヤーチャンネル（クリップビュー） - 1 ch 表示▶ P78

In-Out 点間でクリップをトリムする
設定した In 点、Out 点を確定することで、In-Out 点間でクリップをトリムできます。

1 クリップに In 点、Out 点を設定する
クリップに In 点、Out 点を設定する▶ P93

2 ［確定］をタップする
プレイヤーチャンネル（クリップビュー）の操作ボタン▶ P80
設定した In 点、Out 点で、クリップの In-Out 点間の情報が更新されます。In-Out 点間は、薄
い白色のバーで表示されます。

POINT •	 トリムした In-Out 点間を変更する場合は、再度、クリップに In 点、Out 点を設
定し、［確定］をタップします。

93June 1, 2023 T2ユーザーマニュアル

クリップを編集する



In-Out 点間でサブクリップ（ハイライト）を作成する
設定した In-Out 点間でサブクリップを作成し、別のクリップとして保存できます。

1 クリップに In 点、Out 点を設定する
クリップに In 点、Out 点を設定する▶ P93

2 ［サブクリップ作成］をタップする
プレイヤーチャンネル（クリップビュー）の操作ボタン▶ P80
設定した In 点、Out 点の範囲でサブクリップが作成され、元のクリップと同じビンに保存され
ます。

静止画クリップを切り出す
プレイヤーチャンネルにマウントしているクリップの現在位置を静止画クリップとして切り出
します。

1 静止画クリップとして切り出したい位置に移動する

2 クリップビューで［メニュー］をタップし、［静止画クリップを切り出す］をタップする

3 マウントしているクリップと同じビンに静止画クリップが保存されます
静止画クリップのデュレーションは、設定画面の［転送］の［共通］タブにある［デュレーショ
ン（静止画）］に設定している秒数が適用されます。
転送 - 共通設定▶ P194

ご注意 •	 外部ストレージなどから直接マウントしているクリップは、静止画クリップを
切り出すことはできません。

POINT •	 ワークステーションモードでは、プレビュー上で右クリックし、［静止画クリッ
プを切り出す］をクリックしてください。

•	 ワークステーションモードでは、静止画クリップは選択しているビンに保存さ
れます。

クリップのプロパティを確認する
プレイヤーチャンネルにマウントしているクリップのプロパティを確認します。

1 クリップビューで［メニュー］をタップし、［プロパティ］をタップする
クリップのプロパティが表示されます。
クリップのプロパティ▶ P72
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クリップの名前を変更する
プレイヤーチャンネルにマウントしているクリップの名前を変更します。

1 クリップビューで［メニュー］をタップし、［名前の変更］をタップする

2 名前を入力し、［OK］をタップする
ソフトウェアキーボード▶ P113

クリップのサムネイルを更新する
ビン画面のコンテンツリストに表示されるクリップのサムネイル画像を、現在位置の映像に更
新します。

1 クリップビューで［メニュー］をタップし、［サムネイルを更新する］をタップする

プレイリストを編集する

プレイリストを作成する
複数のコンテンツを並べてプレイリストを作成できます。
プレイリストを作成するには、プレイヤーチャンネルのプレイリストビューにコンテンツを追
加します。プレイリストに追加されたコンテンツは、イベントと呼びます。
ここでは、プレイリストを新規作成する手順について説明します。

POINT •	 プレイリストを別のプレイリストに 1つのイベントとして追加することもでき
ます。追加したプレイリストをプレイリストイベントと呼びます。
プレイリストイベントを含むプレイリストを、別のプレイリストに追加した場
合はメッセージが表示されます。プレイリストイベントの展開方法を選びます。

•	 プレイリストには、通常形式のプレイリストとタイムライン形式のプレイリス
トがあります。通常形式のプレイリストでは、各イベントが間をあけることな
く追加されます。タイムライン形式のプレイリストでは、タイムライン上の任
意の位置にタイムコードを指定してイベントを追加することができます。

•	 タイムライン形式プレイリストの作成や編集は、ワークステーションモードで
のみ可能です。
プレイリストの種類を変更する▶ P159
タイムライン形式のプレイリストを編集する▶ P160

1 ［P1］ボタン（または［P2］ボタン）を押す

2 プレイリストビューに切り替える
クリップビューが表示されている場合は、［プレイリストビュー］をタップして切り替えます。

3 ［イベントの追加］をタップする
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 1 ch 表示▶ P80
イベントの追加ダイアログが表示されます。

POINT •	 既存のプレイリストにコンテンツを追加する場合は、追加する位置の直前のイ
ベントを選び、［イベントの追加］をタップします。
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4 ［ビン選択］をタップする

5 プレイリストに追加するコンテンツが含まれるビンを選び、［OK］をタップする

6 イベントの追加ダイアログでコンテンツを選び、［追加］をタップする

7 手順4～6を繰り返す

8 ［閉じる］をタップする
コンテンツを追加した順に、イベントとしてプレイリストに登録されます。
プレイリストは、手順 5で最初に選んだビンに、「Playlist（連番）」の名前で保存されます。

プレイリストからイベントを削除する
プレイリストからイベントを削除します。
プレイリストからイベントを削除しても、元のコンテンツは削除されません。

1 プレイリストビューで、削除するイベントをタップして選ぶ
選択しているイベントは青色の枠線が表示されます。

2 ［イベントの削除］をタップする
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 1 ch 表示▶ P80

プレイリストを再生する
プレイリストをプレイヤーチャンネルにマウントして再生します。

1 プレイリストをプレイヤーチャンネルにマウントする
コンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする▶ P85
プレイリストをプレイヤーチャンネルにマウントすると、最初のイベントの In 点に自動的に移
動されます。
任意のイベントをダブルタップして、そのイベントの In 点に移動することもできます。

2 ［Play］ボタンを押す
映像を再生する▶ P85
再生中のイベントは青色でハイライト表示されます。
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プレイリストのイベントの切替効果を設定する
プレイリストのイベントを再生中に、任意の別のイベントに切り替える際の切替効果を設定で
きます。

POINT •	 ワークステーションモードでプレイリストのイベントの切替効果を設定するには、
詳細表示の切替効果（プレイリスト）から設定できます。
切替効果（プレイリスト）表示▶ P141

•	 クリップイベントの切替効果の適用範囲を各チャンネルに設定するか、一括で設
定するかを変更できます。

［プレイリスト切替効果］ダイアログ▶ P181
•	 この機能とは別に、イベントの再生開始時や再生終了時のエフェクトを設定する
こともできます。
イベントにエフェクトを設定する▶ P99

1 プレイリストをプレイヤーチャンネルにマウントする

2 ［メニュー］をタップし、［切替効果（プレイリスト）］→［（切替効果名）］をタップする

［なし］ 切替時に何もしません。

［ディゾルブ	］ 現在再生中のクリップと次のクリップとの切替時に、クロスディ
ゾルブを適用します。

3 ［メニュー］をタップし、［切替効果（プレイリスト）］→［デュレーション ...］をタップし、
映像効果の長さ（秒）を設定する

POINT •	 0 秒に設定した場合、切替時に何もしません。

4 ［Play］ボタンを押す

5 再生中に任意のイベントをダブルタップして別のイベントに移動する
イベントの切替時にあらかじめ設定しておいた切替効果が適用され、次のイベントの再生が継
続されます。
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イベントのアイコンについて
イベントのサムネイルに表示されるアイコンの意味について説明します。

	⿆イベントのアイコン
(1) (2)

(3)

(5)

(4)

(1) フェードイン フェードインが設定されていることを示しています。

(2) フェードアウト フェードアウトが設定されていることを示しています。

(3) 一時停止 再生終了時の動作が一時停止に設定されていることを示
しています。

(4) プレースホルダー プレースホルダーが設定されていることを示しています。
プレイリストにプレースホルダーを追加する▶ P102

(5) ループ再生 ループ再生が設定されていることを示しています。

イベントをトリムする
TRIMモードでは、イベントに In 点、Out 点を設定してイベントをトリムできます。

1 プレイリストビューで、トリムするイベントをダブルタップして選ぶ

2 ［TRIM］をタップする
TRIMモードに切り替わります。

3 イベントを再生し、In 点にする時点で［Mark（In）］をタップする
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）の操作ボタン▶ P82
現在位置が In 点に設定されます。スクラブバーの In 点位置にアイコンが表示されます。
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4 イベントを再生し、Out	点にする時点で［Mark（Out）］をタップする
現在位置がOut 点に設定されます。ステータスバーのOut	点位置にアイコンが表示されます。

5 ［TRIM］をタップする
TRIMモードが終了し、設定した In-Out 点間でイベントがトリムされます。

イベントにエフェクトを設定する
イベント開始時のエフェクト（スタートエフェクト）やイベント終了時の動作やエフェクト（エ
ンドエフェクト）を設定できます。

1 プレイリストビューで、イベントをタップして選ぶ
選択しているイベントは青色の枠線が表示されます。

2 ［メニュー］をタップし、［イベントエフェクト］をタップする

3 スタートエフェクトを設定する場合は、［スタートエフェクト］タブをタップして各項目
を設定する

	⿆イベント	-	［スタートエフェクト］タブ

［フェードイン］

フェードインを設定する場合は、［フェードイン］にチェックを
入れ、リストから動作を選びます。
•	［フェードイン（黒から）］
黒場面からのフェードインを設定します。
•	［フェードイン（白から）］
白場面からのフェードインを設定します。

［フェード時間］の入力エリアをタップして開始から終了までの
フレーム数を入力します。

4 エンドエフェクトを設定する場合は、［エンドエフェクト］タブをタップして各項目を設
定する
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	⿆イベント	-	［エンドエフェクト］タブ

［フェードアウト］

フェードアウトを設定する場合は、［フェードアウト］にチェッ
クを入れ、リストから動作を選びます。
•	［フェードアウト（黒へ）］
黒場面へのフェードアウトを設定します。
•	［フェードアウト（白へ）］
白場面へのフェードアウトを設定します。

［フェード時間］の入力エリアをタップして開始から終了までの
フレーム数を入力します。

［アクション］

再生終了時の動作を設定する場合は、［アクション］にチェック
を入れ、リストから動作を選びます。
•	［一時停止（黒フレーム表示）］
黒場面を表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（白フレーム表示）］
白場面を表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（最終フレーム表示）］
最後のフレームを表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（次のイベントのフレーム表示）］
次のイベントの先頭フレームを表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（E	to	E	表示）］
レコーダーチャンネルに入力されている映像をアクティブス
ルーで表示します。
•	［ループ］
イベントをループ再生します。

5 ［適用］をタップする

POINT •	 エフェクトをプレイリストのイベントテンプレートとして設定しておくと、プ
レイリストに新たにイベントを追加するたびに、そのテンプレートの設定が適
用されます。
一般 - その他設定▶ P178
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プレイリストのエフェクト設定を更新する
プレイリスト内のすべてのイベントに対して、イベント開始時のエフェクト（スタートエフェ
クト）とイベント終了時の動作やエフェクト（エンドエフェクト）をまとめて設定できます。
また、各イベントに設定されているエフェクトをまとめて削除することもできます。

1 プレイリストのプロパティを表示する
プレイリストのプロパティを確認する▶ P105
コンテンツのプロパティを確認する▶ P71

2 ［すべてのイベント］タブをタップする

	⿆プレイリスト	-	［すべてのイベント］タブ

［スタートエフェクト
を更新する］

スタートエフェクトの設定を更新する場合に、チェックを入れ
ると設定が更新されます。
［すべてのスタートエフェクトを削除する］
イベントに設定されているスタートエフェクトを削除します。
［スタートエフェクトをすべてのイベントへ追加する］
イベントに設定されているスタートエフェクト（フェードイン）
を更新します。
フェードインを設定する場合は、［フェードイン］にチェックを
入れ、リストから動作を選びます。
•	［フェードイン（黒から）］
黒場面からのフェードインを設定します。
•	［フェードイン（白から）］
白場面からのフェードインを設定します。

［フェード時間］の入力エリアをタップして開始から終了までの
フレーム数を入力します。
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［エンドエフェクトを
更新する］

エンドエフェクトの設定を更新する場合に、チェックを入れる
と設定が更新されます。
［すべてのエンドエフェクトを削除する］
イベントに設定されているエンドエフェクトを削除します。
［エンドエフェクトをすべてのイベントへ追加する］
イベントに設定されているエンドエフェクト（フェードアウト
または再生終了時の動作）を更新します。
フェードアウトを設定する場合は、［フェードアウト］にチェッ
クを入れ、リストから動作を選びます。
•	［フェードアウト（黒へ）］
黒場面へのフェードアウトを設定します。
•	［フェードアウト（白へ）］
白場面へのフェードアウトを設定します。

［フェード時間］の入力エリアをタップして開始から終了までの
フレーム数を入力します。
再生終了時の動作を設定する場合は、［アクション］にチェック
を入れ、リストから動作を選択します
•	［一時停止（黒フレーム表示）］
黒場面を表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（白フレーム表示）］
白場面を表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（最終フレーム表示）］
最後のフレームを表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（次のイベントのフレーム表示）］
次のイベントの先頭フレームを表示した状態で一時停止します。
•	［一時停止（E	to	E	表示）］
レコーダーチャンネルに入力されている映像をアクティブス
ルーで表示します。
•	［ループ］
イベントをループ再生します。

3 各項目を設定し、［OK］をタップする

プレイリストにプレースホルダーを追加する
プレースホルダーとは、後でクリップイベントに置き換えることができる一時的なイベントで
す。プレースホルダーイベントの長さは、イベントのプロパティで任意に設定することができ
ます。

POINT •	 プレースホルダーイベントの追加・置き換えは、ワークステーションモードで
のみ可能です。

1 任意のイベントで右クリックし、［プレースホルダー］	→	［挿入］	→	［前へ］	または	［後ろ
へ］をクリックする

イベントの前または後ろにプレースホルダーが追加され、プレースホルダーに下向きの矢印の
アイコンが表示されます。
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POINT •	 イベントを選択しない状態で右クリックし、［プレースホルダー］	→	［最後尾へ
挿入］	をクリックしてもプレースホルダーを追加できます。

•	 プレースホルダーイベントを含むプレイリストを新規に作成するには、［プレイ
リストメニュー］から、［プレースホルダー］→［最後尾へ挿入］を選択します。
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 2 ch/3 ch 表示▶ P134

•	 プレースホルダーイベント追加時の各種設定を行うことができます。
［プレイリスト内のプレースホルダー］ダイアログ ( ワークステーションモード
のみ ) ▶ P180

プレースホルダーのプロパティが表示されます。

	⿆プレースホルダーのプロパティ

［イベント情報］タブ

プレースホルダーの情報が表示されます。
イベント名やイベントの種類、In	点 /Out	点、デュレーショ
ン、アルファチャンネルの有無、参照先のコンテンツ名など
を確認できます。
イベント名とデュレーションは、内容を変更できます。

［GPI］タブ

GPI	出力で外部機器を制御する場合、トリガーにするイベン
トの動作を確認・設定できます。（P1	チャンネルのみ有効で
す。）
T2 から GPI 出力で外部機器を制御する▶ P214
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［タイムコード］タブ

イベントの開始タイムコードを指定できます。（プレイリス
トのプロパティの［タイムコード］タブで、［イベントのタ
イムコード設定を使用する］を選んでいる場合に、設定が有
効になります。）
メディアファイルの開始タイムコードを使用する場合は、
［ソースタイムコードを使用する］を選びます。
任意の開始タイムコードにする場合は、［開始タイムコード
を指定する］を選び、入力エリアをタップしてタイムコード
を入力します。

［スタートエフェクト］タ
ブ

イベント開始時のエフェクト（スタートエフェクト）を確認・
設定できます。
イベントにエフェクトを設定する▶ P99

［エンドエフェクト］タブ
イベント終了時のエフェクト（エンドエフェクト）を確認・
設定できます。
イベントにエフェクトを設定する▶ P99

2 各項目を設定し、［OK］をクリックする

プレイリストのプレースホルダーを置き換える
設定したプレースホルダーを、実際のクリップに置き換えることができます。

1 ［ビン］	タブのビン一覧から置き換えたいクリップを含むビンをクリックし、コンテンツリ
ストから置き換えたいクリップをクリックする

［ビン］タブ▶ P144

2 プレースホルダーで右クリックし、［プレースホルダー］	→	［置き換え］で置き換えたいク
リップをクリックする

プレースホルダーに代わり、クリップが置き換わります。

POINT •	 ビン一覧のコンテンツリストから選んだクリップを、プレースホルダーの に
ドラッグ&ドロップしても置き換えることができます。
ドラッグ & ドロップでプレ－スホルダーを置き換える▶ P151

•	 プレースホルダーイベントの置き換え時の各種設定を行うことができます。
［プレイリスト内のプレースホルダー］ダイアログ ( ワークステーションモード
のみ ) ▶ P180

プレイリストの名前を変更する
プレイヤーチャンネルにマウントしているプレイリストの名前を変更します。

1 プレイリストビューで［メニュー］をタップし、［名前の変更］をタップする

2 名前を入力し、［OK］をタップする
ソフトウェアキーボード▶ P113
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プレイリストのプロパティを確認する
プレイヤーチャンネルにマウントしているプレイリストのプロパティを確認します。

1 プレイリストビューで［メニュー］をタップし、［プロパティ］をタップする
プレイリストのプロパティが表示されます。
プレイリストのプロパティ▶ P72

イベントのプロパティを確認する
プレイヤーチャンネルにマウントしているプレイリスト内のイベントのプロパティを確認しま
す。

1 プレイリストビューで、イベントをタップして選ぶ
選択しているイベントは青色の枠線が表示されます。

2 ［メニュー］をタップし、［イベントプロパティ］をタップする
イベントのプロパティが表示されます。

	⿆イベントのプロパティ

［イベント情報］タブ

イベントの情報が表示されます。
イベント名やイベントの種類（クリップ /プレイリスト）、In/
Out 点タイムコード、デュレーション、カラースペース、アルファ
チャンネルの有無、参照先のコンテンツ名などを確認できます。
イベント名とオーディオゲインは、入力エリアをタップして内
容を変更できます。（静止画の場合は、長さを変更できます。）

［GPI］タブ
GPI 出力で外部機器を制御する場合、トリガーにするイベント
の動作を確認・設定できます。（P1 チャンネルのみ有効です。）
T2 から GPI 出力で外部機器を制御する▶ P214

［タイムコード］タブ

イベントの開始タイムコードを指定できます。（プレイリストの
プロパティの［タイムコード］タブで、［イベントのタイムコー
ド設定を使用する］を選んでいる場合に、設定が有効になりま
す。）
メディアファイルの開始タイムコードを使用する場合は、［ソー
スタイムコードを使用する］を選びます。
任意の開始タイムコードにする場合は、［開始タイムコードを指
定する］を選び、入力エリアをタップしてタイムコードを入力
します。
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［スタートエフェクト］
タブ

イベント開始時のエフェクト（スタートエフェクト）を確認・
設定できます。
イベントにエフェクトを設定する▶ P99

［エンドエフェクト］タブ
イベント終了時のエフェクト（エンドエフェクト）を確認・設
定できます。
イベントにエフェクトを設定する▶ P99

3 ［OK］をタップする

プレイリストの種類を変更する
プレイリストの種類（通常形式またはタイムライン形式）を選択することができます。プレイ
リストの種類はワークステーションモードでのみ変更できます。
プレイリストの種類を変更する▶ P159

マーカーを設定する
再生中のコンテンツや収録中のクリップに、コメント付きのマーカーを設定できます。
マーカーを設定すると、任意のタイムコード位置にすばやく頭出しができます。

ご注意 •	 T2 で収録停止後に追加したマーカー情報をファイル内に書き込むには、次のい
ずれかの操作を行う必要があります。
	- Grass	Valley	HQX	AVI または	Grass	Valley	HQX	MXFに変換またはエクス
ポートする
	- MXF形式に変換する

•	 XDCAM ドライブ（SONY	PDW-U1、PDW-U2）に対して、マーカー付きの
MXF（XDCAM形式）ファイルをエクスポートした場合、マーカー情報はメタ
データに書き込まれません。

POINT •	 次の場合、ファイル内にT2のマーカー情報が書き込まれます。そのマーカー情
報をEDIUS で利用できます。
	- T2 で収録中のクリップに対してマーカーを追加した場合（外部フォルダーへ
の収録、ダイレクトアクセスフォルダーを利用した EDIUS による時差編集時
を含む）
	- マーカー付きクリップを Grass	Valley	HQX	AVI または	Grass	Valley	HQX	
MXFに変換またはエクスポートした場合
	- マーカー付きクリップをMXFに変換した場合
	- マーカー付きのクリップイベントを含むプレイリストを Grass	Valley	HQX	
AVI またはMXFに変換した場合

•	 XDCAM、P2 素材のメタデータに下記内容が設定されているファイルをインポー
トした場合、T2のマーカーとしてインポートされます。
	- XAVC、XAVC	S のメタデータ内のエッセンスマーク
	- XDCAM、XDCAM	EXのメタデータ内のエッセンスマーク
	- P2 のメタデータ内のメモリスト
なお、T2 上で設定したマーカーを元のメディアファイルに反映することはでき
ません。

•	 ワークステーションモードでは、マーカー関連の操作に対して、キーボードショー
トカットを割り当てたり、マウス操作にコマンドを割り当てたりできます。
キーボードショートカットの割り当てを変更する▶ P152
マウス操作にコマンドを割り当てる▶ P154
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マーカーリストを表示する
プレイヤーチャンネルにマウントしたコンテンツのマーカーリストを表示します。

1 コンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする
コンテンツをプレイヤーチャンネルにマウントする▶ P85

2 ［メニュー］をタップし、［ツール］→［マーカーリストを表示する］をタップする
マーカーリストが表示されます。

	⿆マーカーリスト
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

(1) マーカー追加ボタン

現在位置にマーカーを追加します。
マーカーを追加すると、スクラブバーに三角形のマー
カーアイコンが表示されます。
マーカー追加ボタン▶ P109

(2) ［マーカーを削除］ マーカーリストで選んだマーカーを削除します。

(3) ［マーカーを編集］
マーカー編集ダイアログを表示します。
マーカーのタイムコードとコメントを編集できます。
マーカー編集（追加）ダイアログ▶ P110

(4) ［前のマーカーへ移動］ マーカーリストで選択されているマーカーの直前のマー
カー位置へ移動します。

(5) ［次のマーカーへ移動］ マーカーリストで選択されているマーカーの次のマー
カー位置へ移動します。

(6) ［設定］ ［マーカーの設定］ダイアログを表示します。
［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107

(7) マーカーリスト
マーカーのNo、タイムコード、コメントが表示されます。
プレイリストに設定されているマーカーの場合、イベン
ト名が表示されます。

(8) ［閉じる］ マーカーリストを閉じます。

	⿆［マーカーの設定］ダイアログ
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［マーカーを追加する時、マー
カー追加ダイアログを表示す
る］

チェックを入れると、マーカーを追加した時点で、マー
カー追加ダイアログが表示されます。
マーカー編集（追加）ダイアログ▶ P110

［スクラブバー上にマーカーア
イコンを表示する］

チェックを外すと、スクラブバーに表示される三角形の
マーカーアイコンを非表示にします。
［編集点への移動：］
ワークステーションモードで、プレイヤーチャンネルの
操作ボタンの［前の編集点へ移動］または［次の編集点
へ移動］をクリックしたときの編集点に、マーカーを含
めるかどうかを選びます。

［マーカーコメントリスト：］

［編集 ...］をタップすると、マーカーコメントリスト編
集ダイアログが表示され、マーカーコメントを設定でき
ます。
マーカーコメントリスト編集ダイアログ▶ P111

収録中のクリップのマーカーリストを表示する
収録中のクリップのマーカーリストを表示します。

1 レコーダー	-	VTRモードまたはレコーダー	-	ライブモードで収録を開始する
VTR を制御して収録する（レコーダー - VTR モード）▶ P41
ライブ映像を収録する（レコーダー - ライブモード）▶ P42

2 ［メニュー］をタップし、［ツール］→［マーカーリストを表示する］をタップする
マーカーリストが表示されます。
マーカーリスト▶ P107

マーカーを追加する
マーカーを追加する手順を説明します。
あらかじめ、マーカーコメントを設定しておくと、収録中または再生中に、コメント付きマー
カーをすばやく追加できます。
マーカーコメントを設定する▶ P110

POINT •	 マーカーは、次のファイルに対して設定できます。
	- T2 で収録中のクリップ
	- T2 内のクリップ
	- T2 内のプレイリストのクリップイベント（プレイリストイベントには設定で
きません）
	- リムーバブルメディア内のメディアファイル（ただし、T2 にマーカー情報は
インポートされません）

1 マーカーリストを表示する
マーカーリストを表示する▶ P107
収録中のクリップのマーカーリストを表示する▶ P108

2 コンテンツの再生中（またはクリップの収録中）、マーカーを追加する時点で、マーカー
追加ボタンをタップする
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	⿆マーカー追加ボタン

(1) (2) (3) (4) (5)

(1) ［マーカーの追加］

マーカー（コメントなし）を追加します。
マーカーを追加すると同時にコメントを付加する場合は、
［マーカーの設定］ダイアログの［マーカーを追加する時、
マーカー追加ダイアログを表示する］にチェックを入れ
てください。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107

(2) ［コメント付きマーカー（0～9）の追加］

タップして［1］～［9］を選ぶと、あらかじめ設定して
おいたマーカーコメント（1～ 9）を付加したマーカー
を追加します。（［0］を選んだ場合は、コメントなしマー
カーが追加されます。）

(3) ［コメント付きマーカー1の追加］
あらかじめ設定しておいたマーカーコメント 1を付加し
たマーカーを追加します。

(4) ［コメント付きマーカー2の追加］
あらかじめ設定しておいたマーカーコメント 2を付加し
たマーカーを追加します。

(5) ［コメント付きマーカー3の追加］
あらかじめ設定しておいたマーカーコメント 3を付加し
たマーカーを追加します。

スクラブバーに三角形のマーカーアイコンが表示されます。

マーカーリストに追加したマーカー（No、タイムコード、コメント）が表示されます。プレイ
リスト内のクリップイベントに設定されているマーカーの場合、イベント名が表示されます。

マーカーのコメントやタイムコードを編集する

1 マーカーリストを表示する
マーカーリストを表示する▶ P107
収録中のクリップのマーカーリストを表示する▶ P108

2 マーカーリストから編集したいマーカーをタップして選ぶ
スクラブバー上の黄緑色のマーカーアイコンは、選択中のマーカーであることを示しています。

3 ［マーカーを編集］をタップする
マーカーリスト▶ P107
マーカー編集（追加）ダイアログが表示されます。
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	⿆マーカー編集（追加）ダイアログ

［イベント名：］ プレイリストに設定されているマーカーの場合、イベント名が
表示されます。

［タイムコード：］
プレイヤーチャンネルにマウントしたコンテンツに設定されて
いるマーカーの場合、入力エリアをタップして、タイムコード
を変更できます。

［コメント：］

設定されているマーカーコメントが表示されます。
入力エリアをタップしてコメント内容を変更できます。
［...］をタップして、あらかじめ設定しておいたマーカーコメン
ト（1～ 9）を選ぶこともできます。
マーカーコメントを設定する▶ P110

［OK］ 現在の設定内容を保存して、設定画面を閉じます。

［キャンセル］ 現在の設定内容を保存せずに、設定画面を閉じます。

［適用］ 現在の設定内容を保存します。続けて、他の項目を設定するこ
とができます。

4 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

マーカーコメントを設定する
あらかじめ、マーカーコメントを設定しておくと、収録中または再生中に、コメント付きマー
カーをすばやく追加できます。
マーカーコメントは、9つ設定できます。

1 マーカーリストを表示する
マーカーリストを表示する▶ P107
収録中のクリップのマーカーリストを表示する▶ P108

2 マーカーリストで［設定］をタップする

3 ［マーカーの設定］ダイアログで［編集 ...］をタップする
マーカーコメントリスト編集ダイアログが表示されます。
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	⿆マーカーコメントリスト編集ダイアログ

(2)

(1)

(3)

(5)

(4)

(6) (7) (8)

(1) マーカーコメントリス
ト

マーカーコメント（1～ 9）を一覧が表示されます。
（［0：］はコメントを設定できません。）

(2) ［上へ］ 選んだマーカーコメントを 1つ上へ移動します。

(3) ［下へ］ 選んだマーカーコメントを 1つ下へ移動します。

(4) ［コメント：］
マーカーコメントリストで選んだコメントが表示されま
す。
入力エリアをタップしてコメントを入力します。

(5) ［変更］ ［コメント：］の入力エリアで入力したコメント内容に
変更します。

(6) ［OK］ 現在の設定内容を保存して、設定画面を閉じます。

(7) ［キャンセル］ 現在の設定内容を保存せずに、設定画面を閉じます。

(8) ［適用］ 現在の設定内容を保存します。続けて、他のマーカーコ
メントを設定することができます。

4 マーカーコメントリストから［1：］～［9：］のいずれかをタップし、［コメント：］の
入力エリアをタップする

5 マーカーコメントを入力し、［OK］をタップする
ソフトウェアキーボード▶ P113

6 ［変更］をタップする
入力したコメントがマーカーコメントリストに反映されます。

7 ［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他のマーカーコメントを設定できます。
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マーカーを削除する

1 マーカーリストを表示する
マーカーリストを表示する▶ P107
収録中のクリップのマーカーリストを表示する▶ P108

2 マーカーリストから削除したいマーカーをタップして選ぶ
スクラブバー上の黄緑色のマーカーアイコンは、選択中のマーカーであることを示しています。

3 ［マーカーを削除］をタップする
マーカーリスト▶ P107

4 確認メッセージが表示されるので、［はい］をタップする

マーカー位置へ移動する
プレイヤーチャンネルにマウントしたコンテンツに設定されているマーカーの場合、現在の再
生位置をマーカー位置へ移動できます。

1 マーカーリストを表示する
マーカーリストを表示する▶ P107

2 マーカーリストで任意のマーカーをタップして選び、［前のマーカーへ移動］または［次
のマーカーへ移動］をタップする

マーカーリスト▶ P107
現在の再生位置が、前または次のマーカー位置に移動します。
スクラブバー上の黄緑色のマーカーアイコンは、選択中のマーカーであることを示しています。

POINT •	［マーカーの設定］ダイアログで［スクラブバー上にマーカーアイコンを表示す
る］にチェックを入れ、［編集点への移動：］のリストをクリックして［マーカー
を含める］を選ぶと、次の操作をしたとき、マーカー位置を移動対象に含めるこ
とができます。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107
	- ワークステーションモードで、プレイヤーチャンネルの操作ボタンの［前の編
集点へ移動］または［次の編集点へ移動］をクリックしたとき
	- フロントパネルモードで、操作ボタンの［Rew］ボタン＋［Stop］ボタンを同
時に押したとき、または、［FF］ボタン＋［Stop］ボタンを同時に押したとき

•	 ワークステーションモードでは、マーカーリストでマーカーをダブルクリックし
て、移動することもできます。
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文字や数字を入力する

文字を入力する
各画面で文字を入力する操作について説明します。

ご注意 •	 日本語を入力することはできません。

1 各画面の入力エリアをタップする

2 ソフトウェアキーボードで文字を入力する

	⿆ソフトウェアキーボード

(2)

(4) (6)(3) (5)

(7)

(8)

(1)

(1) 入力エリア ソフトウェアキーボードで入力した文字が表示されます。

(2) ［Shift］ 英字の大文字 /小文字を切り替えます。

(3) カーソル（左右） 入力エリアでカーソルを移動します。

(4) ［Space］ スペースキーとして使用します。

(5) ［OK］ 入力した内容を確定し、ソフトウェアキーボードを閉じ
ます。

(6) ［Cancel］ 入力をキャンセルし、ソフトウェアキーボードを閉じます。

(7) ［Del］ 選択中の入力内容を削除、またはカーソルの直後を削除
します。

(8) ［BackSpace］ カーソルの直前を削除します。

3 ［OK］をタップする
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タイムコードを入力する
各画面でタイムコードを入力する操作について説明します。

1 各画面のタイムコード入力エリアをタップする

2 ソフトウェアキーパッドでタイムコードを入力する

	⿆ソフトウェアキーパッド	-	タイムコード

(2) (4) (6)(3) (5)

(7)
(8)

(1)

(1) 入力エリア

ソフトウェアキーパッドで入力したタイムコードが表示
されます。
入力した桁数にしたがって、「時、分、秒、フレーム」
に自動的に変換されます。例えば、43 秒 21 フレームの
場合、「4321」と入力します。

(2) カーソル（左右） 入力エリアでカーソルを移動します。

(3) ［=］ 入力した値がそのままタイムコードの設定値になります。

(4) ［－］/［+］

現在の設定値からの増減値（相対値）を入力できます。
［－］をタップしてから入力した場合は、設定値が減少
します。
［+］をタップしてから入力した場合は、設定値が増加
します。

(5) ［OK］ 入力した内容を確定し、ソフトウェアキーパッドを閉じ
ます。

(6) ［Cancel］ 入力をキャンセルし、ソフトウェアキーパッドを閉じます。

(7) ［Del］ 選択中の入力内容を削除、またはカーソルの直後を削除
します。

(8) ［BackSpace］ カーソルの直前を削除します。

3 ［OK］をタップする
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数値を入力する
各画面で数値を入力する操作について説明します。

1 各画面の数値入力エリアをタップする

2 ソフトウェアキーパッドで数値を入力する

	⿆ソフトウェアキーパッド	-	数値

(2) (4)

(6)

(3)

(5)

(1)

(1) 入力エリア ソフトウェアキーパッドで入力した数値が表示されます。

(2) カーソル（左右） 入力エリアでカーソルを移動します。

(3) ［OK］ 入力した内容を確定し、ソフトウェアキーパッドを閉じ
ます。

(4) ［Cancel］ 入力をキャンセルし、ソフトウェアキーパッドを閉じます。

(5) ［Del］ 選択中の入力内容を削除、またはカーソルの直後を削除
します。

(6) ［BackSpace］ カーソルの直前を削除します。

3 ［OK］をタップする
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Section 9
ワークステーションモードでの操作

このセクションでは、ワークステーションモードの画面構成や、ワークステーションモードで
のみ使用できる機能について説明します。

画面構成

	⿆画面全体	-	3	ch 表示

(2)

(3)

(1)

(4)

(1) メニューバー クリックすると、関連メニューが表示されます。
メニューバー▶ P117

(2) チャンネル表示部

レコーダーチャンネル、プレイヤーチャンネルが表示されま
す。
レコーダーチャンネル - 2 ch/3 ch 表示▶ P118
プレイヤーチャンネル - 2 ch/3 ch 表示▶ P132

(3) ステータスバー ステータスバー▶ P142

(4) ビン /転送画面表
示部

コンテンツの管理やメディアファイルのインポート /エクス
ポート、設定画面の表示などを行います。
ビン / 転送画面表示部▶ P143
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	⿆メニューバー

［システム］

クリックすると、次のメニューが表示されます。
［フロントパネルモードへ切り替え］
ワークステーションモードからフロントパネルモードに切り替えます。
［ワークステーションモードへ切り替え］
フロントパネルモードからワークステーションモードに切り替えます。
フロントパネルモードからワークステーションモードに切り替える
▶ P33
［フロントパネルをロックする］
フロントパネルの操作のロック	および	ロックの解除を行うことが
できます。ロック中は、フロントパネルモードでの操作を行うこと
ができません。ロックの解除は、	フロントパネルの［R1］ボタン+［P1］
ボタン +［P2］ボタン +［SHTL/JOG］ボタンを同時に押すことで
も行うことができます。
［T2	-	T2 データ同期 ...］
他のT2へ全データをバックアップします。
［メンテナンスモード ...］
メンテナンスモードに切り替えます。
［終了］
T2 を終了します。
ワークステーションモードで T2 を終了する▶ P32

［表示］

クリックすると、次のメニューが表示されます。
［2ch（チャンネル名1+チャンネル名2）］
チャンネル表示部に指定の 2つのチャンネルを表示します。
［3ch］
チャンネル表示部に	3 つのチャンネルを表示します。

［オプション］

クリックすると、次のメニューが表示されます。
［ログ］
ログレベルの設定やログの表示を行います。
操作やプロセスのログを確認する▶ P163
［メディアの取り外し ...］
USB 対応リムーバブル機器やXDCAM、P2 などのリムーバブルメ
ディアの接続を切断します。
［カスタマイズ］
キーボードショートカットの割り当てや、マウスの操作を設定でき
ます。
キーボードショートカットの割り当てを変更する▶ P152
マウス操作にコマンドを割り当てる▶ P154

［ヘルプ］
クリックすると、次のメニューが表示されます。
［T2について］
T2 のバージョンを表示します。
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	⿆レコーダーチャンネル	-	2	ch/3	ch 表示

(2) (3) (8)(9) (10) (12)(11)

(13)

(4) (6)(5) (7)(1)

(1) レコーダーチャンネル
タブ

クリックすると、レコーダーチャンネルが選択され、ハ
イライト表示されます。

(2) ステータス 収録の進行状況が表示されます。

(3) ［ロック］

レコーダーチャンネルを操作できないようにロックでき
ます。
ロック中は、［ロック］と［R1］ボタンが赤色に点灯します。
再度クリックすると、ロックを解除できます。

(4) プレビュー
再生中の映像が表示されます。
右クリックのメニューを選択、もしくはダブルクリック
で、フルスクリーン表示にすることができます。

(5) ［Cur：］ カレントタイムコードが表示されます。

(6) スクラブバー 収録の進行状況が表示されます。

(7) ［Elapsed：］ 収録の経過時間がタイムコードで表示されます。

(8) オーディオレベル表示 オーディオ再生レベルが表示されます。

(9) ［詳細表示の切り替え］

詳細表示に切り替えます。
オーディオレベル詳細表示（レコーダーチャンネル）▶
P129
切替効果（プレイリスト）表示▶ P141
タイムコードステータス表示▶ P130
マーカーリスト表示▶ P131

(10) 収録モード

収録モード（レコーダー	-	ライブモード /レコーダー	-	
VTR モード /レコーダー	-	リモートモード）を切り替
えます。
レコーダー - ライブモード▶ P119
レコーダー - VTR モード▶ P125
レコーダー - リモートモード▶ P126

(11) ［スケジュール］

レコーダー	-	ライブモードで、指定した時刻に自動で収
録を開始し、指定した時刻に収録を終了します。
レコーダー - ライブモード / スケジュールモード▶
P120

(12) ［アンマウント］ レコーダーチャンネルへの映像のマウントを中止します。

(13) 操作ボタン レコーダーチャンネルの操作ボタン▶ P127
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	⿆レコーダー	-	ライブモード
(2)

(9)
(6)
(7)
(8)

(3)(1)

(4)(5)

(10)

(1) ［クリップ名：］ 収録中のクリップの名前を入力します。

(2) ［タグ：］ 収録中のクリップに、検索用のタグを入力します。

(3) ［プロパティ］ 収録中のクリップのプロパティを表示します。

(4) ［収録オプション］ 収録中のクリップの保存先や命名規則を設定します。
収録オプションダイアログ▶ P126

(5) ［次回収録クリップ名の設定 ...］

次回収録クリップの名前を設定するダイアログを表示し
ます。設定したクリップ名は、［クリップ名：］に表示
されます。

(6) ［In	点：］ 収録中のクリップの In 点タイムコードが表示されます。

(7) ［Out	点：］ 収録中のクリップのOut点タイムコードが表示されます。

(8) ［Dur：］ 収録中のクリップの長さ（デュレーション）が表示され
ます。

(9) ［フォーマット］
ビデオサイズ、フレームレート、収録フォーマット、入
力に使用する端子、ソースTC（TC（LTC）/SDI（VITC）
/TC（INT））などが表示されます。

(10) ［ライブ収録］

［Dur 固定収録］
クリックしてオンにすると、収録開始時点から、［Dur：］
で指定した時間の長さ（デュレーション）で収録を自動
的に終了できます。

POINT •	 外部機器への収録時は、［収録オプション］が緑色になり、外部機器に収録して
いることを判別することができます。
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	⿆レコーダー	-	ライブモード	/	スケジュールモード

(3)(1)
(2)

(4)

(1) ［追加］ スケジュールを新規作成します。
スケジュール収録ダイアログ▶ P121

(2) ［削除］ スケジュールリストで選んだスケジュールを削除します。

(3) ［プロパティ］

スケジュールリストで選んだスケジュールの日時などを
変更できます。
スケジュール収録ダイアログが表示されます。
スケジュール収録ダイアログ▶ P121

(4) スケジュールリスト

新規スケジュール、収録済のスケジュールの情報が表示
されます。スケジュールのステータス、名称、開始日時、
開始時刻、終了時刻、タイプなどを確認できます。
スケジュールのステータスの内容▶ P120

POINT •	 スケジュールリストでスケジュールを選んで右クリックし、［すべて選択］をク
リックすると、すべてのスケジュールを選択できます。

	⿆スケジュールのステータスの内容

状況ステータス 内容

［待機］ 次の収録の開始時刻になるまで待機している状態です。

［再試行］ 収録を再試行している状態です。

［収録中］ 収録中の状態です。

［完了］ 収録が完了した状態です。

［無効］ スケジュールが無効な状態です。収録は実行されません。

結果ステータス 内容

［正常］ 収録が正常に完了した状態です。

［エラー］ 収録中にエラーが発生した状態です。

［中断］ 収録が途中で中断した状態です
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	⿆スケジュール収録ダイアログ

(1)

(2)

(3)
(4)
(5)

(6)

(7)

(1) ［スケジュール名：］ スケジュールの名前を入力します。

(2)
［日付：］
（［開始日付：］、［終了
日付：］、［曜日：］）

リストから［1回］、［毎日］、［毎週］を選びます。
［毎日］と［毎週］を選ぶと、一定の期間繰り返し収録
します。
［1回］
カレンダーのアイコンをクリックして、自動で収録を開
始したい日付を設定します。
［毎日］
［日付：］が［開始日付：］に変更されます。
［終了日付を設定する］にチェックを入れると、［終了日
付：］が表示されます。
［開始日付：］と［終了日付：］は、カレンダーのアイ
コンをクリックして、設定します。
［毎週］
［日付：］が［開始日付：］に変更され、［曜日］が表示
されます。
［終了日付を設定する］にチェックを入れると、［終了日
付：］と［曜日：］が表示されます。
［開始日付：］と［終了日付：］は、カレンダーのアイ
コンをクリックして、設定します。［曜日：］は、収録
したい曜日を設定します。

(3) ［開始時刻：］ 自動で収録を開始したい時刻を設定します。

(4) ［終了時刻：］ 自動で収録を終了したい時刻を設定します。
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(5) ［出力］

収録するクリップの収録先を選びます。
［収録先：］
T2 に収録する場合は、［内蔵ストレージ］を選びます。
リストからT2に登録されているビンが表示されます。
［...］をクリックすると、新規ビンを収録先に設定するこ
ともできます。
T2以外に収録する場合は、［外部メディア	/	ストレージ］
を選びます。
<登録されていません >と表示されている場合は、［...］
をクリックして、収録先を設定します。
［クリップ名：］
収録されるクリップの命名規則を設定します。
クリップの名前を入力します。
［...］	をクリックすると、クリップ名の後に［日付］、［時間］	
および／または	［スケジュール時刻］	が自動で入力され
ます。

(6) ［フォーマット］

［収録フォーマット：］
収録するクリップのフォーマットを設定します。
［設定 ...］	をクリックすると、収録フォーマットダイア
ログが表示されます。
収録フォーマットダイアログ▶ P123

(7) ［その他］	
［収録の実行：］
スケジュールを実行するかどうかを［有効］、［無効］	か
ら選びます。

ご注意 •	 以下の場合、スケジュールの追加・変更はできません。
	- 登録済のスケジュールと重複する場合
	- 収録開始時刻が 1分を切っている場合
	- すでに収録が終了している場合

•	 長時間の収録や外部ストレージに収録した場合など、収録完了処理の時間が	
1 分以上かかる場合があります。

	 その場合、次回スケジュール収録は、直前の収録が完了された後に開始されます。

POINT •	［日付：］	（［開始日付：］、［終了日付：］）、［開始時刻：］、［終了時刻：］は、マ
ウスホイールを動かして設定することもできます。
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	⿆収録フォーマットダイアログ

［IOモード］ ［設定 ...］をクリックして、IOモードとフレームレートを選びます。
［IO モード設定］ダイアログ▶ P124

［現在の入力可能
端子］

［IOモード］で選んだ内容にしたがって、入力に使用する端子が緑
色の文字でハイライト表示されます。

［ビデオ］

［入力タイプ：］
ビデオの入力タイプを選びます。
SDI 端子、またはT2が対応している IP を選択できます。
IP で入力する場合、IO モード詳細設定ダイアログの［IP 入力オプ
ション：］で［オン］を選びます。
IO モード詳細設定ダイアログ▶ P168
IP を選択した場合、［...］をクリックして、選択した IP の設定を行
います。

［NDI 入力設定］ダイアログ▶ P184
［入力フォーマット：］
ビデオ入力フォーマットを選びます。
［アスペクト：］
SD 入力の場合、アスペクト比を選びます。
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［圧縮］

［コーデック：］で選んだコーデックにより、一部表示される設定項
目が異なります。
［コーデック：］
圧縮形式を選びます。
［ビットレート：］
圧縮形式に対応したビットレートを選びます。
［オーディオ形式：］
圧縮形式に対応したオーディオ形式を選びます。
［Closed	GOP］
対応するコーデックの場合にチェックを入れると、GOP	内で情報が
完結します。データ量は増えますが GOP	単位で編集可能なソフト
ウェアなどで再編集することができます。通常はチェックを外して
ください。

ご注意 •	 収録開始時、設定および入力信号が有効でない場合、エラーになります。

	⿆［IOモード設定］ダイアログ

［IOモード：］ IO モードを選びます。
IO モード一覧▶ P240

［フレームレート：］

収録時のフレームレートを選びます。
•	［60	/	30	fps］：60p、30p のいずれか
•	［59.94	/	29.97	fps］：59.94p、29.97p、59.94i のいずれか
•	［50	/	25	fps］：50p、25p、50i のいずれか
•	［24	fps］：24p、24PsF のいずれか
•	［23.98	fps］：23.98p、23.98PsF のいずれか

ご注意 •	 収録開始時、登録されたスケジュールの IOモード・フレームレートと現在の設
定が異なる場合、エラーになります。

POINT •	 お使いのT2で利用可能な	IO	モードは、T2	のモデルの種類により異なります。
IO モード一覧▶ P240
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	⿆レコーダー	-	VTRモード

(3)

(7)

(5)(4)(2)(1)

(8)

(6)

(1) ［次回収録クリップ名の設定 ...］
次回収録クリップの名前を設定するダイアログを表示しま
す。設定したクリップ名は、［クリップ名：］に表示されます。

(2) ［クリップ名：］ 収録中のクリップの名前を入力します。

(3) ［タグ：］ 収録中のクリップに、検索用のタグを入力します。

(4) ［バッチ］ レコーダー	-	VTRバッチモードに切り替えます。
素材をまとめて収録する（バッチキャプチャ）▶ P155

(5) ［プロパティ］ 収録中のクリップのプロパティを表示します。

(6) ［収録オプション］ 収録中のクリップの保存先や命名規則を設定します。
収録オプションダイアログ▶ P126

(7) ［フォーマット］
ビデオサイズ、フレームレート、収録フォーマット、入
力に使用する端子、ソースTC（TC（LTC）/SDI（VITC）
/TC（INT））などが表示されます。

(8) ［VTRの制御］

［In	点：］
収録中のクリップの In 点タイムコードを入力します。
［Out	点：］
収録中のクリップのOut 点タイムコードを入力します。
［Dur：］
収録中のクリップの長さ（デュレーション）が表示され
ます。
［Dur 固定収録］
クリックしてオンにすると、収録開始時点から、［Dur：］
で指定した時間の長さ（デュレーション）で収録を自動
的に終了できます。

POINT •	 外部機器への収録時は、［収録オプション］が緑色になり、外部機器に収録して
いることを判別することができます。
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	⿆レコーダー	-	リモートモード

(3)

(6)

(4)(2)(1)

(5)

(1) ［次回収録クリップ名の設定 ...］

次回収録クリップの名前を設定するダイアログを表示し
ます。設定したクリップ名は、［クリップ名：］に表示
されます。

(2) ［クリップ名：］ 収録中のクリップの名前を入力します。

(3) ［タグ：］ 収録中のクリップに、検索用のタグを入力します。

(4) ［プロパティ］ 収録中のクリップのプロパティを表示します。

(5) ［収録オプション］ 収録中のクリップの保存先や命名規則を設定します。
収録オプションダイアログ▶ P126

(6) ［フォーマット］
ビデオサイズ、フレームレート、収録フォーマット、入
力に使用する端子、ソースTC（TC（LTC）/SDI（VITC）
/TC（INT））などが表示されます。

POINT •	 外部機器への収録時は、［収録オプション］が緑色になり、外部機器に収録して
いることを判別することができます。

	⿆収録オプションダイアログ
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［保存先］

収録するクリップの収録先を選びます。
T2に収録する場合は、［内蔵ストレージへ保存する］を選びます。
リストからT2に登録されているビンを選びます。
［...］をクリックすると、新規ビンを収録先に設定することもできます。
［選択されたビンへ収録する］にチェックを入れると、ビン表示部で
選んだビンに収録されます。
T2以外に収録する場合は、［外部メディア	/	ストレージへ保存する］
を選び、登録済みの外部メディア /ストレージをリストから選びます。
<登録されていません >と表示されている場合は、［...］をクリック
して、収録先を設定します。

［クリップの命名
規則］

収録されるクリップの名前を入力して、命名規則を設定します。
［日付］および /または［時間］で選択した項目に応じて、収録日時
に対応したクリップ名で収録されます。
レコーダーチャンネルで次回収録クリップ名を設定している場合は、
次回収録クリップ名の設定が優先されます。

	⿆レコーダーチャンネルの操作ボタン

(1)
(2)

(3)
(4)

(5)
(6)

(7)
(8)

(9)
(10)

(11)
(12)

(13)

(1) ［Cue（In）］※1 In 点に VTRを移動します。

(2) ［Cue（Out）］※1 Out 点に VTRを移動します。

(3) ［巻き戻し］※1 VTRを巻き戻しします。

(4) ［フレーム戻し］※1 クリックするたびにVTRを逆方向に 1 フレームずつ
戻します。

(5) ［停止］ 再生を停止、または収録を停止します。

(6) ［収録］

収録を開始します。
収録モードによって、アイコンの表示が変わります。

：収録の終了操作が必要なことを示しています。

：Dur 固定収録であることを示しています。

：In/Out 点が設定されていることを示しています。

(7) ［再生］※1 VTRを再生します。

(8) ［フレーム送り］※1 クリックするたびにVTRを順方向に 1 フレームずつ
送ります。

(9) ［早送り］※1 VTRを早送りします。

(10) ［Mark（In）］ 現在位置を In 点に設定します。

(11) ［Mark（Out）］ 現在位置をOut 点に設定します。

(12) ［In/Out 点のクリア］ 設定されている In/Out 点をクリアします。

(13) ［サブクリップ作成］※2 収録中に設定した In-Out 点間でサブクリップを作成し、
ハイライトとして保存できます。
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※ 1	レコーダー	-	VTRモード時のみ使用できます。

※ 2	レコーダー	-	ライブモード時のみ使用できます。ただし、外部メディア	/	ストレージへ保
存しながら収録する場合、サブクリップの作成はできません。

	⿆レコーダーチャンネル	-	1	ch 表示
表示される内容は、レコーダーチャンネル	-	3	ch 表示と同じです。
レコーダーチャンネル - 2 ch/3 ch 表示▶ P118
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	⿆オーディオレベル詳細表示（レコーダーチャンネル）

(4)

(7)

(3)

(6)

(5)

(1) (2)

(1) ［<］/［>］ 詳細表示を切り替えます。

(2) 表示スケール切り替え

［Peak］を選ぶと、最大レベルを 0dB として表示します。
［Ref］を選ぶと、設定したオーディオリファレンスレベ
ルを基準レベルとして表示します。オーディオリファレ
ンスレベルは、設定画面の［一般］→［ハードウェア設
定］タブの［オーディオ基準レベル：］で設定します。
一般 - ハードウェア設定▶ P166

(3) 入力端子 入力に使用している端子が表示されます。

(4) ゲインスライダー 使用できません。

(5) レベルメーター トラックごとのオーディオ再生レベルが表示されます。

(6) モニターチャンネル

オーディオレベルをモニターしているチャンネルが表示
されます。フロントパネルのヘッドホン端子、またはリ
アパネルのオーディオモニター端子でモニターするチャ
ンネルを選べます。

(7) ［閉じる］
クリックすると、オーディオレベル詳細表示を閉じます。
右横の三角のリストボタンをクリックして、他の詳細表
示に切り替えることもできます。

POINT •	 切替効果（プレイリスト）表示は、プレイヤーチャンネルの切替効果（プレイリ
スト）表示と同じです。
切替効果（プレイリスト）表示▶ P141
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	⿆タイムコードステータス表示

(3)

(6)(10)

(4)(1) (2)

(9) (8) (7) (5)

(1) ［<］/［>］ 詳細表示を切り替えます。

(2) オーディオレベルメー
ター

タイムコードを表示しているチャンネルのオーディオレ
ベルメーターが表示されます。

(3) LTCタイムコード LTC に入力されているタイムコードが表示されます。
タイムコードがロック状態になると緑色で表示されます。

(4) LTCロックステータス

LTC に入力されているタイムコードが 1フレームずつ
正確に進んでいることを確認できると、緑色に点灯しま
す（ロック状態）。タイムコードが停止している場合や、
1フレームずつ進んでいない場合はロック状態になりま
せん。

(5) TCロックステータス

プレイヤーチャンネルのタイムコードが、LTCタイム
コードとフレーム精度で同期すると、緑色に点灯します
（ロック状態）。LTCタイムコードに対して、進んでい
る場合はプラスが、遅れている場合はマイナスが表示さ
れます。

(6) 偏差フレーム数

LTC タイムコードに対するフレーム差を表示します。
進んでいる場合はプラスで、遅れている場合はマイナス
で表示します。同じタイムコードで同期している場合や
停止している場合は表示されません。－120 ～ +120 ま
で表示できます。

(7) リモートステータス

プレイヤーチャンネルで設定されているリモートモード
が表示されます。リモート制御をオンにすると白色で点
灯します。
リモートコントロール▶ P209

(8) カレントタイムコード

プレイヤーチャンネルのカレントタイムコードを表示し
ます。タイムコードがロックされている場合は緑色で表
示されます。
一般 - ハードウェア設定▶ P166

(9) 再生速度 プレイヤーチャンネルの再生速度（倍率）が表示されます。

(10) ［閉じる］

クリックすると、タイムコードステータス表示を閉じま
す。
右横の三角のリストボタンをクリックして、他の詳細表
示に切り替えることもできます。
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	⿆マーカーリスト表示

(13)

(12)

(1) (2)
(11)

(10)
(9)

(8)
(7)

(6)
(5)

(4)
(3)

(1) ［<］/［>］ 詳細表示を切り替えます。

(2) ［マーカーの追加］

マーカー（コメントなし）を追加します。
マーカーを追加すると同時にコメントを付加する場合は、
［マーカーの設定］ダイアログの［マーカーを追加する時、
マーカー追加ダイアログを表示する］にチェックを入れ
てください。

(3) ［コメント付きマーカー（0～9）の追加］

クリックして［1］～［9］を選ぶと、あらかじめ設定し
ておいたマーカーコメント（1～ 9）を付加したマーカー
を追加します。（［0］を選んだ場合は、コメントなしマー
カーが追加されます。）

(4) ［コメント付きマーカー1の追加］
あらかじめ設定しておいたマーカーコメント 1を付加し
たマーカーを追加します。

(5) ［コメント付きマーカー2の追加］
あらかじめ設定しておいたマーカーコメント 2を付加し
たマーカーを追加します。

(6) ［コメント付きマーカー3の追加］
あらかじめ設定しておいたマーカーコメント 3を付加し
たマーカーを追加します。

(7) ［マーカーを削除］ マーカーリストで選んだマーカーを削除します。

(8) ［マーカーを編集］ ［マーカー編集］ダイアログを表示します。
マーカーのタイムコードとコメントを編集できます。

(9) ［前のマーカーへ移動］※1 マーカーリストで選択されているマーカーの直前のマー
カー位置へ移動します。

(10) ［次のマーカーへ移動］※1 マーカーリストで選択されているマーカーの次のマー
カー位置へ移動します。

(11) ［設定］ ［マーカーの設定］ダイアログを表示します。

(12) マーカーリスト
マーカーのNo、タイムコード、コメントが表示されます。
プレイリストに設定されているマーカーの場合、イベン
ト名が表示されます。

(13) ［閉じる］
クリックすると、マーカーリスト表示を閉じます。
右横の三角のリストボタンをクリックして、他の詳細表
示に切り替えることもできます。

※ 1	レコーダーチャンネルにはありません。
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	⿆プレイヤーチャンネル	-	2	ch/3	ch 表示

(2) (3) (8)(9) (10) (11)(12) (13) (14) (15)

(16)

(4) (6)(5) (7)(1)

(1) プレイヤーチャン
ネルタブ

クリックすると、プレイヤーチャンネルが選択され、ハイラ
イト表示されます。

(2) ［ロック］

操作できないようにロックできます。
ロック中は、［ロック］と［P1］ボタン（または［P2］ボタン）
が赤色に点灯します。
再度タップすると、ロックを解除できます。

(3) 出力プロファイル チャンネルの出力プロファイルが表示されます。

(4) ステータス 再生の進行状況が表示されます。

(5) 再生モード

現在の再生モード（同期モード、E	to	E モード、ループ再生
モード）のオン /オフを切り替えます。
E	to	E モードでレコーダーチャンネルを再生している場合は
インジケーターの文字が青色で表示され、プレイヤーチャン
ネルを再生している場合は、白色の文字で表示されます。

(6) プレビュー

マウントされている映像が表示されます。
コンテンツのサムネイルを現在位置の映像に更新するには、
プレビューを右クリックして［サムネイルを更新する］をク
リックします。
プレビューを右クリックして［全画面で表示する］を選択、
もしくはダブルクリックで、フルスクリーン表示にすること
ができます。
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(6) プレビュー

プレビューを右クリックして［オンスクリーンディスプレイ
を表示する］をクリックして表示されるメニューから下記の
操作ができます。
［オフ］
プレイヤーチャンネルでは、オンスクリーンディスプレイを
表示しません。
［両方］
T2 画面のプレイヤーチャンネルのプレビューと、SDI 端子
からの出力映像の両方で、オンスクリーンディスプレイを表
示します。
［PCプレビューのみ］
T2 画面のプレイヤーチャンネルのプレビューのみオンスク
リーンディスプレイを表示します。
SDI 端子からの出力映像には、オンスクリーンディスプレイ
を表示しません。
［設定 ...］
プレイヤーチャンネルで表示するオンスクリーンディスプレ
イの内容を設定できます。
オンスクリーンディスプレイ詳細設定ダイアログ▶ P92

(7) ［Cur：］ カレントタイムコードが表示されます。

(8) 再生速度 現在の再生速度（倍率）が表示されます。

(9) スクラブバー 再生の進行状況や、設定した In/Out 点のアイコンが表示さ
れます。

(10) ［Remain：］ 残り時間のタイムコードが表示されます。

(11) オーディオレベル
表示 オーディオ再生レベルが表示されます。

(12) ［詳細表示の切り替え］

詳細表示に切り替えます。
オーディオレベル詳細表示（プレイヤーチャンネル）▶ P139
VAR スピードコントロール（プレイヤーチャンネル）▶ P140
切替効果（プレイリスト）表示▶ P141
タイムコードステータス表示▶ P130
マーカーリスト表示▶ P131

(13) ［クリップ］/［プレイリスト］

クリップビューまたはプレイリストビューに切り替えます。
プレイヤーチャンネル（クリップビュー） - 2 ch/3 ch 表示
▶ P134
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 2 ch/3 ch
表示▶ P134

(14) ［リモート］ プレイヤー	-	リモートモードに切り替えます。

(15) ［アンマウント］ プレイヤーチャンネルへのコンテンツのマウントを中止しま
す。

(16) ［操作ボタン］ プレイヤーチャンネルの操作ボタン▶ P136
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	⿆プレイヤーチャンネル（クリップビュー）	-	2	ch/3	ch 表示

(2) (4)(3)

(9)

(1)

(5)
(6)
(7)
(8)

※	（1）～（9）は、P2 チャンネルでも同じです。

(1) ［Zoom］

スクラブバーの表示スケールを切り替えます。
クリックすると、［Zoom］が赤色で表示され、クリップの
In-Out 点が全体スケールとして表示されます。
再度タップすると、通常の表示スケールに戻り、クリップ全
体が表示されます。

(2) ［クリップ名：］ マウントしているクリップの名前が表示されます。
クリップ名を編集することもできます。

(3) ［タグ：］ マウントしているクリップの検索用のタグが表示されます。
タグを編集することもできます。

(4) ［プロパティ］ マウントしているクリップのプロパティを表示します。

(5) ［In	点：］ クリップの In 点タイムコードが表示されます。
In 点のタイムコードを入力して編集することもできます。

(6) ［Out	点：］ クリップのOut 点タイムコードが表示されます。
Out 点のタイムコードを入力して編集することもできます。

(7) ［確定］ 設定した In-Out 点間でクリップをトリムします。

(8) ［Dur：］ クリップの長さ（デュレーション）が表示されます。
長さのタイムコードを入力して編集することもできます。

(9) ［クリップ情報］ クリップの In 点、Out 点、クリップの長さ、クリップのビデ
オサイズ、フレームレートが表示されます。

	⿆プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）	-	2	ch/3	ch 表示

(2) (4)(3)

(5)

(1)

※	（1）～（5）は、P2 チャンネルでも同じです。

(1) ［TRIM］

TRIMモードに切り替えます。イベントリストで選んだイベ
ントの In/Out 点を編集できます。
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 1 ch 表示 /
TRIM モード▶ P138
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(2) ［プレイリストメニュー］ 関連するメニューが表示されます。

(3) ［プレイリスト：］/［タイムライン：］

プレイリストの種類とマウントしているプレイリストの名前
が表示されます。
プレイリスト名を編集することもできます。
［プレイリスト：］
通常形式のプレイリストです。
［タイムライン：］
タイムライン形式のプレイリストです。
プレイリストの種類を変更する▶ P159

(4) ［プロパティ］ マウントしているプレイリストのプロパティを表示します。

(5) イベントリスト

プレイリスト内のイベントが一覧で表示されます。
イベントを右クリックすると、関連するメニューが表示されます。
イベントの背景色でイベントの現在の状態を表示します。
•	赤色は、そのイベントにスクラブバーの再生位置があるこ
とを示しています。
•	緑色は、スクラブバーの再生位置があるイベントの次のイ
ベントであることを示しています。
•	青色は、そのイベントが選択されていることを示しています。
イベントの背景色は、お好みの色に変更できます。

［プレイリストビューのスタイルの設定］ダイアログ（ワー
クステーションモードのみ）▶ P180
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	⿆プレイヤーチャンネルの操作ボタン

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10)(11)(12)(13) (14) (15)

(1) ［Cue（In）］ コンテンツの In 点に移動します。

(2) ［Cue（Out）］ コンテンツのOut 点に移動します。

(3) ［前の編集点へ移動］

クリップビューまたはプレイリストビューの TRIM
モードでは、クリックするたびに、前の編集点（クリッ
プの先頭、トリム後の In/Out 点）に移動します。
プレイリストビューでは、前のイベントのIn点に移動します。
マーカーを編集点に含めることもできます。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107

(4) ［巻き戻し］ コンテンツを巻き戻しします。クリックするたびに、
逆方向に 2	～	32	倍速（5	段階）に切り替えて再生します。

(5) ［フレーム戻し］ クリックするたびにコンテンツを逆方向に 1フレーム
ずつ戻します。

(6) ［停止］ 再生を停止します。

(7) ［再生］ コンテンツを再生します。

(8) ［フレーム送り］ クリックするたびにコンテンツを順方向に 1フレーム
ずつ送ります。

(9) ［早送り］ コンテンツを早送りします。クリックするたびに、順
方向に 2～ 32 倍速（5段階）に切り替えて再生します。

(10) ［次の編集点へ移動］

クリップビューまたはプレイリストビューの TRIM
モードでは、クリックするたびに、次の編集点（トリ
ム後の In/Out 点、クリップの末尾）に移動します。
プレイリストビューでは、次のイベントのIn点に移動します。
収録中の映像を再生（追っかけ再生）している場合は、
最新の収録点に移動します。
マーカーを編集点に含めることもできます。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107

(11) ［Mark（In）］ 現在位置を In 点に設定します。In 点を設定すると、ス
クラブバーに In 点のアイコンが表示されます。

(12) ［Mark（Out）］ 現在位置をOut 点に設定します。Out 点を設定すると、
スクラブバーに Out 点のアイコンが表示されます。

(13) ［In/Out 点のクリア］ 設定されている In/Out 点をクリアします。

(14) ［サブクリップ作成］ 設定した In-Out 点間でサブクリップを作成し、ハイラ
イトとして保存できます。
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(15) ［切替効果］

プレイリストビューの場合、再生中に任意の別のイベ
ントに切り替える際の切替効果の種類およびデュレー
ションを設定できます。
プレイリストのイベントの切替効果を設定する▶ P97
切替効果が適用されている間、切替効果アイコンの外
枠が赤枠で表示されます。

	⿆プレイヤーチャンネル（クリップビュー）	-	1	ch 表示
表示される内容は、プレイヤーチャンネル（クリップビュー）	-	3	ch 表示と同じです。
プレイヤーチャンネル - 2 ch/3 ch 表示▶ P132
プレイヤーチャンネル（クリップビュー） - 2 ch/3 ch 表示▶ P134
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	⿆プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）	-	1	ch 表示 /TRIMモード
プレビューや操作ボタンなどの部分は、プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）	-	3	ch
表示と同じです。
プレイヤーチャンネル - 2 ch/3 ch 表示▶ P132
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 2 ch/3 ch 表示▶ P134
ここでは、プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー）	-	3	ch表示と異なる部分のみ説明します。

(3) (4)

(6)

(5)

(1) (2)

(7)

※	（1）～（7）は、P2 チャンネルでも同じです。

(1) ［TRIM］
TRIMモードのオン /オフを切り替えます。
TRIMモード中は、赤色で表示されます。
TRIMモード中にクリックすると、TRIMモードを終了します。

(2) ［プレイリスト：］/［タイムライン：］

プレイリストの種類とマウントしているプレイリストの名前
が表示されます。
プレイリスト名を編集することもできます。
［プレイリスト：］
通常形式のプレイリストです。
［タイムライン：］
タイムライン形式のプレイリストです。
プレイリストの種類を変更する▶ P159

(3) ［タグ：］
マウントしているプレイリストの検索用のタグが表示されま
す。
タグを編集することもできます。

(4) ［プロパティ］ マウントしているプレイリストのプロパティを表示します。
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(5) ［現在のイベント］

再生中のイベントの情報が表示されます。
［イベント：］
イベントの名前が表示されます。
TRIMモードでは、イベント名を編集することもできます。
［In	点：］
In 点のタイムコードが表示されます。
TRIMモードでは、In 点タイムコードを編集できます。
［Out	点：］
Out 点のタイムコードが表示されます。
TRIMモードでは、Out 点タイムコードを編集できます。
［Dur：］
イベントの長さ（デュレーション）のタイムコードが表示さ
れます。
TRIMモードでは、デュレーションのタイムコードを編集で
きます。
［確定］
TRIMモード時のみ表示されます。
設定した In-Out 点間でイベントをトリムします。

(6) ［プレイリストメニュー］ 関連するメニューが表示されます。

(7) イベントリスト

プレイリスト内のイベントが一覧で表示されます。
イベントを右クリックすると、関連するメニューが表示され
ます。
イベントの背景色でイベントの現在の状態を表示します。
•	赤色は、そのイベントにスクラブバーの再生位置があるこ
とを示しています。
•	緑色は、スクラブバーの再生位置があるイベントの次のイ
ベントであることを示しています。
•	青色は、そのイベントが選択されていることを示しています。
イベントの背景色は、お好みの色に変更できます。

［プレイリストビューのスタイルの設定］ダイアログ（ワー
クステーションモードのみ）▶ P180

	⿆オーディオレベル詳細表示（プレイヤーチャンネル）

(3)

(6) (5)

(4)

(1) (2)

(1) ［<］/［>］ 詳細表示を切り替えます。
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(2) 表示スケール切り替え

［Peak］を選ぶと、最大レベルを 0dB として表示します。
［Ref］を選ぶと、設定したオーディオリファレンスレベ
ルを基準レベルとして表示します。オーディオリファレ
ンスレベルは、設定画面の［一般］→［ハードウェア設
定］タブの［オーディオ基準レベル：］で設定します。
一般 - ハードウェア設定▶ P166

(3) ゲインスライダー スライダーを動かして、各チャンネルのゲインを調整し
ます。

(4) レベルメーター トラックごとのオーディオ再生レベルが表示されます。

(5) 出力チャンネル
フロントパネルのヘッドホン端子、またはリアパネルの
オーディオモニター端子から出力するチャンネルを選べ
ます。

(6) ［閉じる］
クリックすると、オーディオレベル詳細表示を閉じます。
右横の三角のリストボタンをクリックして、他の詳細表
示に切り替えることもできます。

	⿆VARスピードコントロール（プレイヤーチャンネル）

(2)

(4)(5)

(3)(1)

(1) ［<］/［>］ 詳細表示を切り替えます。

(2) ［<］/［>］ クリックするたびに、再生速度を 0.01 倍ごと増減します。

(3) 速度指定バー
速度指定バー上をクリックするか、速度を示す数値の上
をクリックすると、再生速度を－2～ 2 倍の範囲で指定
できます。

(4) ［<<］/［>>］ クリックするたびに、再生速度を 0.1 倍ごと増減します。

(5) ［閉じる］
クリックすると、VARスピードコントロールを閉じます。
右横の三角のリストボタンをクリックして、他の詳細表
示に切り替えることもできます。

ご注意 •	 T2 の IO モードやプロファイル（サイズとフレームレート）の設定、素材のコー
デックやビットレートによっては、可変速再生やジョグ /シャトル再生に影響
を与える可能性があります。
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	⿆切替効果（プレイリスト）表示
プレイリストのイベントの切替効果を設定する▶ P97

(2)

(5)

(3)

(1)

(4)

(1) ［<］/［>］ 詳細表示を切り替えます。

(2) オーディオレベルメー
ター チャンネルのオーディオレベルメーターが表示されます。

(3) ［種類：］（切替効果の種類）
プレイリストのイベントを再生中に任意の別のイベント
に切り替える際の切替効果を設定できます。

(4) ［デュレーション：］（切替効果の長さ） 切替効果が適用される長さを設定できます。

(5) ［閉じる］

クリックすると、切替効果（プレイリスト）表示を閉じ
ます。
右横の三角のリストボタンをクリックして、他の詳細表
示に切り替えることもできます。

POINT •	 タイムコードステータス表示はレコーダーチャンネルのタイムコードステータ
ス表示と同じです。
タイムコードステータス表示▶ P130
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	⿆ステータスバー

(2) (10)(4) (6)(3)
(5)

(7)(1) (9)(8)

(1) ［3	ch(2	ch) 表示］/［1	ch 表示］切り替え 3	ch 表示（または 2	ch 表示）と 1	ch 表示を切り替えます。

(2) 操作モード 現在の操作モード（ワークステーションモード /フロ
ントパネルモード）が表示されます。

(3) IO	モード

現在の IOモードが表示されます。
クリックすると［IOモード設定］ダイアログが表示され、
IOモードを変更できます。

［IO モード設定］ダイアログ▶ P168

(4) ログ通知アイコン
警告ログもしくはエラーログ発生時にアイコンで通知
します。アイコンをクリックすると［ログ］ダイアロ
グが表示され、内容を確認できます。

(5) ［FTP］ T2のFTPサーバーが使用中であることを示しています。

(6) 転送中アイコン インポート中、エクスポート中、ファイル変換中を示
すアイコンが表示されます。

(7) ［LAN］

T2 の LAN負荷状況が表示されます。
マウスカーソルをこのエリアでホバーさせると、LAN
のネットワークの送受信の状態がポップアップ表示さ
れます。

(8) ［CPU］ T2 の CPU負荷状況が表示されます。

(9) HDD残量（残り時間）

現在選択中のチャンネルの設定に基づいたHDDの収録
可能時間の目安が表示されます。
空き容量が少なくなると、アイコンが赤色で表示され
ます。
マウスカーソルをこのエリアでホバーさせると、収録
可能時間を計算するために利用した収録フォーマット
の情報がポップアップ表示されます。

(10) 時刻

現在の時刻が表示されます。クリックすると、日付と
時刻の設定ダイアログが表示され、時刻の設定を変更
できます。
日付と時刻の設定ダイアログ▶ P182

ご注意 •	 ステータスバーに のアイコンが表示された場合、データドライブに問題
があります。お買い上げいただいた販売店にお問い合わせください。
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	⿆ビン /転送画面表示部

(1) (2) (4) (5)

(6) (7)

(3)

(1) ［フォルダー］ ビン画面（［ビン］タブ、［ブラウズ］タブ、［ごみ箱］タブ、
［検索］タブ）を表示します。

(2) ［転送］ 転送画面を表示します。
転送画面▶ P148

(3) 表示切替タブ

［ビン］タブ /［ブラウズ］タブ /［ごみ箱］タブ /［検索］
タブに切り替えます。

［ビン］タブ▶ P144
［ブラウズ］タブ▶ P145
［ごみ箱］タブ▶ P146
［検索］タブ▶ P147

(4) ［設定］ 設定画面を表示します。

(5) ［×］ T2 を終了または再起動します。

(6) ［インポート］
インポートに関するメニューを表示します。
［ブラウズ］タブに切り替わります。
インポートメニュー▶ P148

(7) ［エクスポート］
エクスポートに関するメニューを表示します。
［ビン］タブに切り替わります。
エクスポートメニュー▶ P149
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	⿆［ビン］タブ

(3)

(4)

(5)

(1)(2)

(1) ［ビンの新規作成］ ビンを新規作成します。

(2) ［コンテンツの検索］ ビン内のコンテンツを検索します。
コンテンツを検索する▶ P158

(3) ビン一覧

ビンの一覧が表示されます。
選んだビンは、青色でハイライト表示されます。
選んだビンを右クリックすると、関連メニューが表示さ
れます。

(4) コンテンツリスト

ビン一覧で選んだビン内のコンテンツが一覧で表示され
ます。
選んだコンテンツは、青色でハイライト表示されます。
選んだコンテンツを右クリックすると、関連メニューが
表示されます。

(5) ［詳細］ コンテンツリストで選んだコンテンツの詳細を表示します。
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	⿆［ブラウズ］タブ

(3)

(2)

(4)

(1)

(1) ［...］ リムーバブルメディアをT2 に接続している場合、［ブ
ラウズ］タブで表示するフォルダーを選べます。

(2) リムーバブルメディア
一覧

T2 に接続されているリムーバブルメディアのメディア
やドライブ内のフォルダーが表示されます。
選んだフォルダーは、青色でハイライト表示されます。
選んだフォルダーを右クリックすると、関連メニューが
表示されます。

(3) メディアファイルリスト

リムーバブルメディア一覧で選んだドライブ内のメディ
アファイルが一覧で表示されます。
選んだメディアファイルは、青色でハイライト表示され
ます。
選んだメディアファイルを右クリックすると、関連メ
ニューが表示されます。

(4) ［詳細］ メディアファイルリストで選んだメディアファイルの詳
細を表示します。
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	⿆［ごみ箱］タブ

(2)

(3)

(4)

(1)

(1) ［ごみ箱を空にする］
ごみ箱の中身をすべて削除します。
削除したコンテンツをリストアすることはできませんの
でご注意ください。

(2) ごみ箱フォルダー一覧

ごみ箱フォルダーの一覧が表示されます。
選んだフォルダーは、青色でハイライト表示されます。
選んだフォルダーを右クリックすると、関連メニューが
表示されます。

(3) コンテンツリスト

ごみ箱フォルダー一覧で選んだフォルダー内のコンテン
ツが一覧で表示されます。
選んだコンテンツは、青色でハイライト表示されます。
選んだコンテンツを右クリックすると、関連メニューが
表示されます。

(4) ［詳細］ コンテンツリストで選んだコンテンツの詳細を表示します。

146 T2ユーザーマニュアル	 June 1, 2023

Section 9  ― ワークステーションモードでの操作



	⿆［検索］タブ

(2)

(3)

(4)

(1)

(1) ［コンテンツの検索］ ビン内のコンテンツを検索します。
コンテンツを検索する▶ P158

(2) 検索結果フォルダー一
覧

検索結果フォルダーの一覧が表示されます。
選んだフォルダーは、青色でハイライト表示されます。
選んだフォルダーを右クリックすると、関連メニューが
表示されます。

(3) コンテンツリスト

検索結果フォルダー一覧で選んだフォルダー内のコンテ
ンツが一覧で表示されます。
選んだコンテンツは、青色でハイライト表示されます。
選んだコンテンツを右クリックすると、関連メニューが
表示されます。

(4) ［詳細］ コンテンツリストで選んだコンテンツの詳細を表示します。
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	⿆転送画面

(3)

(2)(1)

(1) ［削除］ 選んだジョブを削除します。ジョブの実行中に［削除］
をクリックした場合は、ジョブを中止します。

(2) ［クリア］ ジョブリストからすべてのジョブを削除します。

(3) ジョブリスト

ジョブの一覧が表示されます。
［クリップ］
クリップ名が表示されます。
［ステータス］
ジョブの進行状況が表示されます。
［ビン］
ビン名が表示されます。
［パス］
メディアファイルのパスとファイル名が表示されます。

	⿆インポートメニュー

［新しい接続を追加 ...］ リムーバブルメディアをT2に接続している場合、クリックして、
［ブラウズ］タブに表示するフォルダーを選びます。

［選択項目のインポー
ト ...］

メディアファイルリストで選んだメディアファイルを、クリッ
プとしてT2にインポートします。

［すべての項目のイン
ポート ...］

リムーバブルメディア一覧で選んだフォルダー内のメディア
ファイルをすべてインポートします。

［選択項目のシーケン
ス形式でのインポー
ト ...］

選択した静止画ファイルに続く連番の静止画ファイルを 1つの
シーケンスクリップ（Grass	Valley	HQX	AVI）としてインポー
トします。
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	⿆エクスポートメニュー

［選択項目のエクス
ポート ...］

選択したコンテンツをメディアファイルまたはT2 形式（TWF
ファイル）でエクスポートします。

［すべての項目のエク
スポート ...］

フォルダー内のアイテムをすべて、メディアファイルまたはT2
形式（TWFファイル）でエクスポートします。

ワークステーションモードでのキーボード・マウス操作について

コンテンツの複数選択について
メディアファイルリスト、コンテンツリスト、イベントリスト、マーカーリストでは、通常の
PCの操作と同様に複数のコンテンツを選択することができます。
キーボードの［Ctrl］キーや［Shift］キーを使用するか、マウスをドラッグしてコンテンツを
複数選択し、右クリックのメニューから各種操作を行います。
また、イベントリストでは、マウスのドラッグ&ドロップ操作で、イベントを並べ替えること
ができます。複数選択したイベントを並べ替えることもできます。

ドラッグ & ドロップでコンテンツをプレイヤーチャンネルに
マウントする
マウスのドラッグ&ドロップ操作で、メディアファイルリスト、コンテンツリストのコンテン
ツをすばやくプレイヤーチャンネルにマウントできます。

1 コンテンツを選び、プレイヤーチャンネルの表示部へドラッグ&ドロップする
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ドラッグ & ドロップでプレイリストにイベントを追加する
マウスのドラッグ&ドロップ操作で、すばやくプレイリストにイベントを追加できます。
プレイリストを展開することなく 1つのイベントとして、別のプレイリストに追加することも
できます。

1 コンテンツを選び、イベントリストにドラッグ&ドロップする

ドロップした位置にコンテンツがイベントとして追加されます。

ドラッグ & ドロップでプレイリスト内のイベントを並べ替える
マウスのドラッグ&ドロップ操作で、すばやくプレイリスト内のイベントの順番を並べ替える
ことができます。

1 イベントリストでイベントを選び、移動先にドラッグ&ドロップする
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ドラッグ & ドロップでプレ－スホルダーを置き換える
マウスのドラッグ	&	ドロップ操作で、すばやくプレースホルダーの置き換えができます。
が赤くハイライトされると、プレースホルダーをクリップイベントに置き換えることができま
す。

1 イベントリストでイベントを選び、プレースホルダーにドラッグ&ドロップする

POINT •	 プレイリストビューが詳細表示の場合は、ドラッグ＆ドロップによる置き換え
はできません。

キーボード入力言語について
T2 のキーボード入力言語の標準設定は、「英語」です。以下の手順に従って、他の入力言語を
追加することができます。

1 T2をメンテナンスモードで起動する

POINT •	 メンテナンスモードについて詳しくは、T2 サービスマニュアルを参照してくだ
さい。

2 キーボードの［Windows］キーを押しながら、［R］キーを押し、「control」と入力して［OK］
ボタンをクリックする

［コントロールパネル］ウィンドウが表示されます。

POINT •	 次の操作でも［コントロールパネル］ウィンドウを表示できます。
左下のスタートメニューのアイコン上で、マウスの右ボタンをクリックして表示
されるメニューから［Control	Panel］メニューを選択します。

3 ［コントロールパネル］の［Clock,	Language,	and	Region］カテゴリーの［Change	
input	methods］リンクをクリックする

［Language］ウィンドウが表示されます。

4 ［Language］ウィンドウの［Add	a	language］ボタンをクリックする
［Add	languages］ウィンドウが表示されます。

5 ［Add	languages］ウィンドウの言語リストの中から、入力言語として追加したい言語（日
本語の場合は、Japanese）をクリックして選択し、［Add］ボタンをクリックする

6 ［Language］ウィンドウに、追加した言語が追加されていることを確認する
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7 ［コントロールパネル］ウィンドウを閉じ、メンテナンスツールを使用して、T2 を
CommandCenter モードで再起動する

POINT •	 使用する言語を切り替えるには、キーボードの［Alt］キーを押しながら［Shift］
キーを押します。

•	 日本語の場合、Microsoft	IME を ON/OFFするには、キーボードの［Alt］キー
を押しながら［半角 /全角］キーを押します。

主要なキーボードショートカットキーについて
次のイラストは、よく使うキーボードショートカットキーの配置（初期設定）を示しています。

キーボードショートカットの割り当てを変更する
キーボードに割り当てられているショートカットをカスタマイズできます。
ここでは、初期設定のキーボードショートカット設定を元に、新たにキーボードショートカッ
ト設定を作成し、ショートカットキーの割り当てを変更する手順について説明します。

POINT •	 ワークステーションモードで利用可能なキーボードショートカットについては、
「付録」を参照してください。
ワークステーションモードのキーボードショートカット一覧▶ P228

1 メニューバーの［オプション］をクリックし、［カスタマイズ］→［キーボードショートカッ
ト ...］をクリックする

	⿆［キーボードショートカット］ダイアログ

(2)

(4)

(3)
(5)

(1)

(6)
(7)

(8)
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(1) ［キーボードショートカット設定：］
使用するキーボードショートカット設定を選びます。
初期設定の設定名は、「default」です。

(2) ［リスト編集］ ［リスト編集］ダイアログが表示され、キーボードショット
カット設定の新規追加/コピー/削除/名前の変更ができます。

(3) 動作のカテゴリー
切り替えタブ

動作のカテゴリー（［全般］タブ /［素材リスト］タブ /［プ
レイリスト］タブ /［マーカーリスト］タブ）を切り替えます。

(4) ［コマンド：］ 選んだカテゴリーの動作一覧が表示されます。

(5) ［新しいキーを入力：］ 選択中のコマンドに割り当てる新しいショートカットキーを
入力します。

(6) ［キーの割り当て］ ［新しいキーを入力：］で入力したショートカットキーを割
り当てます。

(7) ［現在のキー：］ 選択中のコマンドに割り当てられているショートカットキー
が表示されます。

(8) ［削除：］ ［現在のキー］で選択中のショートカットキーを削除します。

2 ［リスト編集］をクリックする

3 ［リスト編集］ダイアログで［新規追加 ...］をクリックする

4 キーボードショートカット設定の名前を入力し、［OK］をクリックする

5 ［リスト編集］ダイアログで［閉じる］をクリックする

6 ［キーボードショートカット］ダイアログの［キーボードショートカット設定：］のリス
トから、追加したキーボードショートカット設定を選ぶ

7 動作のカテゴリー切り替えタブでカテゴリーを選ぶ

8 ［コマンド：］で動作を選ぶ

9 ［新しいキーを入力：］の入力エリアに、割り当てるショートカットキーを入力し、［キー
の割り当て］をクリックする

［現在のキー：］に入力したショートカットキーが表示されます。

10 ［OK］をクリックする
［適用］をクリックすると、続けて他の項目を設定することができます。
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マウス操作にコマンドを割り当てる
特定のマウス操作をしたときに、プレイヤーチャンネルにクリップをマウントして再生するな
どの特定の動作が実行されるように、コマンドを割り当てることができます。
ここでは、新たにマウス設定を作成し、マウス操作にコマンドを割り当てる手順について説明
します。

1 メニューバーの［オプション］をクリックし、［カスタマイズ］→［マウス ...］をクリッ
クする

	⿆［マウスカスタマイズ］ダイアログ

(2)

(4)

(6)

(3)

(5)

(1)

(1) ［マウス設定：］ 使用するマウス設定を選びます。

(2) ［リスト編集］ ［リスト編集］ダイアログが表示され、マウス設定の新規追
加 /コピー /削除 /名前の変更ができます。

(3) 動作のカテゴリー
切り替えタブ

動作のカテゴリー（［素材リスト］タブ /［プレイリスト］タ
ブ /［マーカーリスト］タブ）を切り替えます。

(4) ［マウス操作：］
［設定］で選んだ操作モードでのマウス操作が一覧で表示さ
れます。
コマンドを割り当てるマウスの操作を選びます。

(5) ［コマンド：］
選んだカテゴリーの動作一覧が表示されます。
［マウス操作：］で選んだマウスの操作に割り当てるコマン
ドを選びます。

(6) ［設定］

マウスの操作モードを［シングルクリックモード］、［ダブル
クリックモード］、［シングルクリックモードおよびダブルク
リックモード］の中から選びます。
［複数選択を許可する］にチェックを入れると、マウス操作
でのコンテンツの複数選択を許可します。

2 ［リスト編集］をクリックする

3 ［リスト編集］ダイアログで［新規追加 ...］をクリックする

4 マウス設定の名前を入力し、［OK］をクリックする
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5 ［リスト編集］ダイアログで［閉じる］をクリックする

6 ［マウスカスタマイズ］ダイアログの［マウス設定：］のリストから、追加したマウス設
定を選ぶ

7 ［設定］でマウスの操作モードを選ぶ

8 ［マウス操作：］でコマンドを割り当てるマウス操作を選ぶ

9 ［コマンド：］で動作を選ぶ

10 ［OK］をクリックする
［適用］をクリックすると、続けて他の項目を設定することができます。

素材をまとめて収録する（バッチキャプチャ）
バッチキャプチャリストをT2に読み込み、VTRから素材をまとめて収録できます。
読み込み可能なバッチキャプチャリストのファイル形式は次のとおりです。
•	CSVファイル（Mode1/Mode2）（*.csv）：EDIUS で作成したバッチキャプチャリスト
•	ALEファイル（*.ale）：Avid	Log	Exchange のバッチキャプチャリストに相当するファイル
•	FCL ファイル（*.fcl）：Apple	Final	Cut	Pro のバッチキャプチャリストに相当するファイル

ご注意 •	 バッチキャプチャリストをT2に読み込んだ後、In 点 /Out 点 / デュレーション
やリールネームの変更、バッチキャプチャ項目の追加はできません。

あらかじめ、バッチキャプチャの動作設定、収録に使用するVTRの接続情報や取り込む際の
ビデオフォーマットなどを設定しておいてください。
一般 - ハードウェア設定▶ P166
レコーダー設定▶ P182
転送 - 共通設定▶ P194
ご使用の環境に合わせて設定画面で各種設定をしておいてください。
設定▶ P165
ここでは、バッチキャプチャリストを読み込んで、収録を開始する手順を説明します。

1 レコーダーチャンネルタブをクリックする
レコーダーチャンネルが選択されます。
レコーダーチャンネル - 2 ch/3 ch 表示▶ P118

2 ［VTR］をクリックする
レコーダー	-	VTRモードに切り替わります。

3 ［バッチ］をクリックする
レコーダー	-	VTRバッチモードに切り替わります。

4 ［バッチキャプチャリストの読み込み］をクリックする
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5 バッチキャプチャリストを選び、［OK］をクリックする
バッチキャプチャリストが表示されます。

	⿆レコーダー	-	VTRバッチモード

(2)

(4)

(6)

(3)

(5)

(1)

(1)
［ バ ッ チ キ ャ プ
チャリストの読み
込み］

バッチキャプチャリスト（CSV、ALE、FCL ファイル）を
読み込みます。

(2) ［バッチキャプチャ項目の削除］

バッチキャプチャ項目を削除できます。
項目を選択して右クリックし、［削除］をクリックしても同
様の操作ができます。

(3) ［上に移動］/［下に移動］

バッチキャプチャ項目の並べ替えができます。
項目を選択し、［上に移動］または［下に移動］をクリック
すると、1つ上または 1つ下へ移動します。
項目を選択して右クリックし、［上に移動］または［下に移動］
をクリックしても同様の操作ができます。

(4) バッチキャプチャ
リスト

［Status］
収録の進行状況を表示します。エラーが発生した場合は、エ
ラー内容を表示します。
［No］
バッチキャプチャ後に生成されるクリップ名の末尾に相当す
る連番を表示します。
［Reel］
リールネームを表示します。
［In	TC］/［Out	TC］/［Dur	TC］
In 点 /Out 点 / デュレーションのタイムコードを表示します。
収録時に優先するタイムコードに下線が付きます。優先する
タイムコードを変更する場合は、項目を選択して右クリック
し、［In/Out キャプチャに変更］または［In/Dur キャプチャ
に変更］をクリックします。

(5) ［合計：］ バッチキャプチャ項目の総数を表示します。

(6) ［Dur：］ バッチキャプチャリスト内のデュレーションの合計を表示し
ます。
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POINT •	 バッチキャプチャ項目を選んで右クリックし、［すべて選択］をクリックすると、
すべての項目を選択できます。

6 ［Rec］ボタンを押す
バッチキャプチャリスト内に、異なるリールネームが設定されたバッチキャプチャ項目がある
場合は、メッセージが表示されます。リールネームに相当するテープをVTR機器に挿入し、［OK］
をクリックしてください。（すべてのバッチキャプチャ項目に同じリールネームが設定されてい
る場合、またはリールネームが設定されていない場合は、メッセージは表示されずに収録が開
始されます。）
収録が開始され、［Status］に進行状況が表示されます。
バッチキャプチャを途中で停止する場合は、［Stop］ボタンを押します。
収録が完了したクリップは、指定したビンに保存されます。

ネットワークドライブ内のメディアファイルを表示する
ワークステーションモードで、T2に接続しているネットワークドライブについて設定しておく
と、［ブラウズ］タブでネットワークドライブ内のメディアファイルを表示できます。
また、ネットワーク上にある他のT2 のダイレクトアクセスフォルダー（T2	4K	Elite/T2	4K	
Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G	内のメディアフォルダー）をネットワークドライブとして設定して
おくと、そのT2	内のメディアファイルを表示できます。

POINT •	 ネットワーク上の他のT2に対するダイレクトアクセスフォルダーの設定方法は、
次の手順を参考にしてください。
収録中または収録済みのクリップを直接読み込む（時差編集）（T2 4K Elite/T2 
4K Elite Plus/T2 4K Elite 12G のみ）▶ P66

1 ［設定］をクリックし、［一般］→［ネットワーク	３］タブをクリックする
一般 - ネットワーク ３設定▶ P173

2 ［追加 ...］をクリックする
［ネットワークドライブの割り当て］ダイアログが表示されます。

3 ［ドライブ：］にドライブレターを割り当てる

4 ［フォルダー：］の入力エリアに「サーバー名と共有フォルダー」または「IPアドレスと
共有フォルダー」を入力し、［OK］をクリックする

［参照 ...］をクリックして、ネットワークドライブのパスを指定することもできます。

5 ［OK］をクリックする

6 ［ブラウズ］タブを表示する
［ブラウズ］タブ▶ P145
リムーバブルメディア一覧に手順 3で割り当てたドライブレターが表示されます。

7 ドライブレターの右横の［...］をクリックし、ネットワークドライブ内のフォルダーを選
んで［OK］をクリックする

メディアファイルリストにネットワークドライブ内のコンテンツが表示されます。

POINT •	 外部メディア /ストレージで指定した収録先を、T2 の再起動後も保持するには、
［設定］をクリックし、［一般］	→	［その他］タブをクリックし、［ブラウズタブ
の状態を保持する］にチェックを入れてください。
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コンテンツを検索する
検索条件を設定し、ビン内のコンテンツを検索できます。

1 ［コンテンツの検索］をクリックする
［ビン］タブまたは［検索］タブで操作できます。

	⿆［検索］ダイアログ

［ビン］ リストから検索対象のビンを選びます。

［検索条件］

検索条件を設定します。検索条件を複数設定した場合は、
「and」検索になります。
［名前：］
検索対象のコンテンツの名前を入力します。
［日付：］
［更新日時］または［作成日時］を選び、カレンダーのアイ
コンをクリックして、日付を設定します。
［種類：］
リストから［すべて］、[SD]	、	[HD]、	[4K]のいずれかを選びます。
［タグ：］
コンテンツに付加されたタグを入力します。

2 ［ビン：］のリストから検索対象のビンを選ぶ

3 検索条件を設定し、［OK］をクリックする
検索が開始されます。
検索条件に合致したコンテンツが、［検索］タブの検索結果フォルダーのコンテンツリストに表
示されます。

［検索］タブ▶ P147

POINT •	 検索条件を変更するには、検索結果フォルダーを右クリックし、［検索条件の変
更 ...］をクリックします。

•	 検索結果フォルダーを削除するには、検索結果フォルダーを右クリックし、［ク
リア］をクリックします。

•	 検索結果フォルダーの名前を変更するには、検索結果フォルダーを右クリックし、
［名前の変更］をクリックします。
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プレイリストの種類を変更する
プレイリストの種類を変更することができます。通常形式のプレイリストは、各イベントが間
をあけることなく追加されます。タイムライン形式のプレイリストは、タイムライン上の任意
の位置に、タイムコードを指定してイベントを追加することができます。

1 ビンのプレイリスト上で右クリックし、［プロパティ］をクリックする

2 ［変更］をクリックする

	⿆［プレイリストの種類の設定］ダイアログ

［プレイリスト：］ プレイリスト名が表示されます。

［種類：］

リストからプレイリストの種類を選びます。
［プレイリスト］
通常形式のプレイリストです。クリップ、プレイリスト、プ
レースホルダーを追加することができ、追加されたイベント
は間をあけることなく並べられます。
プレイリストを編集する▶ P95
［タイムライン］
タイムライン形式のプレイリストです。プレイリストの開始
タイムコードやデュレーションの設定、任意の位置へタイム
コードを指定したクリップの配置が可能です。追加できるイ
ベントはクリップのみです。イベント間はギャップイベント
として登録され、ギャップイベントの再生中は黒画面が出力
されます。
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［タイムラインの設定］

タイムラインを設定します。
［開始タイムコード］
プレイリストの開始タイムコードを入力します。
［デュレーション］
プレイリストのデュレーションを入力します。プレイリスト
に追加しているイベント全体の長さよりも短くすることはで
きません。

3 ［種類：］のリストからプレイリストの種類を選ぶ

ご注意 •	 プレースホルダーやプレイリストを追加しているプレイリストはタイムライン
に変更できません。

•	 タイムラインのデュレーションは、プレイリストに含まれているイベント全体
の長さより短くすることはできません。

•	 タイムライン形式から通常形式に変更した場合、ギャップイベントはプレース
ホルダーに入れ替わります。

4 ［OK］をクリックする
プレイリストの種類は、プレイリストビューおよびプロパティから確認できます。
プレイヤーチャンネル（プレイリストビュー） - 2 ch/3 ch 表示▶ P134

タイムライン形式のプレイリストを編集する
タイムライン形式プレイリストへのイベントの追加、削除、移動は、ワークステーションモー
ドでのみ可能です。再生やエフェクトの適用などは、フロントパネルでも操作できます。
プレイリストを編集する▶ P95
ドラッグ & ドロップでプレイリストにイベントを追加する▶ P150
ドラッグ & ドロップでプレイリスト内のイベントを並べ替える▶ P150

タイムライン形式のプレイリストを作成する
通常のプレイリストを作成した後、プレイリストの種類をタイムラインに変更します。
プレイリストの種類を変更する▶ P159
変更前に追加しているクリップイベントとギャップイベントが含まれたプレイリストが作成さ
れます。ギャップイベントのデュレーションは、プレイリストのデュレーションとクリップイ
ベントのデュレーションの差で、自動的に設定されます。
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タイムライン形式のプレイリストにイベントを追加する

1 タイムライン形式プレイリストのプレイリストビューを表示する

2 追加したいイベントをビンで選択し、ドラッグ＆ドロップでプレイリストに追加する
ドラッグ & ドロップでプレイリストにイベントを追加する▶ P150

	⿆［イベントの開始タイムコード設定］ダイアログ

［イベント：］ イベント名が表示されます。

［タイムラインの設定］

追加するイベントの位置や長さを設定します。
［開始タイムコード：］
イベントを追加する開始タイムコードを入力します。赤色で
表示されている場合は追加できません。
［移動先の区間に収まるように、イベントのOut 点を自動で
調整する］
チェックを入れると、追加するクリップのOut 点がプレイリ
ストのデュレーションよりも長い場合に、Out 点を自動的に
トリムして追加します。

POINT •	 イベントが配置されていないタイムコード上には、ギャップイベントが自動的に
追加されます。

•	 追加するイベントの In 点およびOut 点がプレイリストのタイムライン上に収ま
らない場合は、イベントを追加できません。

•	 追加するイベントがすでに追加されているギャップイベント以外のイベントと重
なる場合は追加できません。

3 イベントの開始タイムコードを指定し、［OK］をクリックする
イベントが追加され、イベントが配置されていないタイムコード上にはギャップイベントが自
動的に追加されます。
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イベントの開始タイムコードを変更する
タイムライン形式のプレイリストに追加されているイベントの開始タイムコードを変更します。

1 プレイリストビューで、開始タイムコードを変更したいイベント上で右クリックし、［開
始タイムコード指定 ...］をクリックする

2 ［イベントの開始タイムコード］ダイアログで開始タイムコードを指定する
［イベントの開始タイムコード設定］ダイアログ▶ P161

POINT •	 タイムコードがギャップイベント以外のイベントと重なる場合は変更できません。

3 ［OK］をクリックする

タイムライン形式のプレイリストからイベントを削除する
タイムライン形式のプレイリストからイベントを削除します。
ギャップイベントは削除できません。

1 プレイリストビューで、削除するイベントを右クリックし、［削除］をクリックする

2 ［はい］をクリックする

プレイリストビューの表示を変更する

イベントリストの表示を変更する
イベントリストの表示をアイコン表示にしたり、サムネイルなしの一覧表示にしたりなどして
切り替えることができます。

1 イベントリストで右クリックし、［表示］→表示方法（［アイコン］/［並べて表示］/［一覧］
/［詳細］）をクリックする

POINT •	 イベントにキーボードショートカットを割り当てている場合、表示方法を［アイ
コン］/［並べて表示］/［一覧］のいずれかにしているとき、サムネイルにアイ
コンが表示されます。
	- 赤色のアイコンは、選択中のチャンネルのイベントに対して割り当てられた
ショートカットであることを示しています。
	- 黒色のアイコンは、指定したチャンネルのイベントに対して割り当てられた
ショートカットであることを示しています。

•	 表示方法を［アイコン］/［並べて表示］/［一覧］のいずれかにしている場合、
サムネイルの表示サイズを変更できます。イベントリストで右クリックし、［表示］
→［サムネイル	サイズ］→表示サイズ（［大］/［中］/［小］）をクリックします。

イベントの表示や背景色を変更する
イベントの表示やイベントの背景色について設定を変更できます。

1 イベントリストで右クリックし、［表示］→［ユーザー設定］をクリックする
［プレイリストビューのスタイルの設定］ダイアログが表示されます。
［プレイリストビューのスタイルの設定］ダイアログ（ワークステーションモードのみ）▶ P180

2 設定を行い、［OK］をクリックする
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操作やプロセスのログを確認する

ログを表示する
操作やプロセスのログを出力できます。トラブルの原因解明などにご利用ください。

1 メニューバーの［オプション］をクリックし、［ログ］→［ログを表示 ...］をクリックする

	⿆［ログ］ダイアログ

(2)

(6)

(4)

(3)

(5)

(1)

(1) 出力ログの切り替え 操作のログを表示する場合は［オペレーションログ］、プロ
セスログを表示する場合は［プロセスログ］を選びます。

(2) グループ一覧
オペレーションまたはプロセスのグループ一覧が表示されま
す。グループは、1日ごと（またはログデータが 10	MBを超
えた場合）に作成されます。

(3) ログ一覧 グループ一覧で選んだグループのログの一覧が表示されます。

(4) ［説明：］ ログ一覧で選んだログについての説明が表示されます。

(5) ［閉じる］ ダイアログを閉じます。

(6) ［エクスポート］ 外部フォルダを指定して、ログを出力することができます。

POINT •	 エラーが発生した場合、ステータスバーのログ通知アイコンをクリックしても、
［ログ］ダイアログを表示できます。
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ログレベルの設定を変更する
操作やプロセスのログの出力レベルを変更できます。
初期設定では、情報、警告、エラーを出力します。

1 メニューバーの［オプション］をクリックし、［ログ］→［ログレベルの設定 ...］をクリッ
クする

	⿆［ログレベルの設定］ダイアログ

［オペレーションログ］

出力するオペレーションログの種類を選びます。
［エラー］
エラーのみを出力します。
［警告＋エラー］
警告およびエラーを出力します。
［情報＋警告＋エラー］
情報、警告、エラーを出力します。
［すべて］
デバッグ情報を含むすべてのログを出力します。

［プロセスログ］

出力するプロセスログの種類を選びます。
［エラー］
エラーのみを出力します。
［警告＋エラー］
警告およびエラーを出力します。
［情報＋警告＋エラー］
情報、警告、エラーを出力します。
［すべて］
デバッグ情報を含むすべてのログを出力します。

2 設定を行い、［OK］をクリックする

164 T2ユーザーマニュアル	 June 1, 2023

Section 9  ― ワークステーションモードでの操作



Section 10
設定

このセクションでは、設定画面で設定できる項目について説明します。

設定画面を表示する
各種設定は設定画面で行います。

1 ［設定］をタップする
設定画面が表示されます。

	⿆設定

(2)

(4) (6)(3) (5)

(1)

(1) メインカテゴリー
各種設定のメインカテゴリーを切り替えます。
タップすると、メインカテゴリーに含まれるサブカテゴ
リーのタブが表示されます。

(2) サブカテゴリーのタブ タップすると、サブカテゴリー内の詳細設定が表示され
ます。

(3) ［初期値 ...］
設定画面で設定された内容を、すべて初期設定の状態に
戻します。
設定を有効にするには、T2を再起動する必要があります。

(4) ［OK］ 現在の設定内容を保存して、設定画面を閉じます。

(5) ［キャンセル］ 現在の設定内容を保存せずに、設定画面を閉じます。

(6) ［適用］ 現在の設定内容を保存します。続けて、他の項目を設定
することができます。
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一般設定

一般 - ハードウェア設定
T2 と接続している外部機器との同期やオーディオレベルについて設定します。

1 設定画面で［一般］をタップし、［ハードウェア］タブをタップする

	⿆［ハードウェア］タブ

［IOモード］
［設定 ...］をクリックして、IOモードとフレームレートを選
びます。

［IO モード設定］ダイアログ▶ P168

［同期信号：］

［External］、［Input］、［Internal］の中から、同期信号を選
びます。
下段には、信号の入力状況（NO	SIGNAL/SYNC	OK）が表
示されます。
［P1：］
同期信号が、P1チャンネルと同期が取れている場合は、［SYNC	
OK］が表示されます。
［P2：］
同期信号が、P2 チャンネルと同期が取れている場合は、［SYNC	
OK］が表示されます。
［P3：］※1

同期信号が、P3チャンネルと同期が取れている場合は、［SYNC	
OK］が表示されます。
［H-Shift：］
External	または	Input の同期信号の水平タイミング（ピク
セル）を－ 2048 から 2048 の範囲で設定します。
［V-Shift：］
External	または	Inputの同期信号の垂直タイミング（ライン）
を－ 1024 から 1024 の範囲で設定します。
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［オーディオ /LTC出力
（CH1/CH2）：］

リアパネルのAUDIO/LTC	OUT端子から出力する内容を設
定します。
［P1：Audio	Output］
P1 チャンネルのオーディオの L側が CH1、R側が CH2 から
出力されます。
［P2：Audio	Output］
P2 チャンネルのオーディオの L側が CH1、R側が CH2 から
出力されます。
［P3：	Audio	Output］※1

P3	チャンネルのオーディオの L側が CH1、R側が CH2 から
出力されます。
［R1：Audio	Output］
R1 チャンネルのオーディオの L側が CH1、R側が CH2 から
出力されます。
［P1/P2：LTC	Output］
P1 チャンネルの LTC が CH1、P2 チャンネルの LTC が
CH2 から出力されます。
［P1/P3：LTC	Output］※1

P1 チャンネルの LTC が CH1、P3 チャンネルの LTC が
CH2 から出力されます。
［P2/P3：LTC	Output］※1

P2 チャンネルの LTC が CH1、P3 チャンネルの LTC が
CH2 から出力されます。
オーディオレベル詳細表示（レコーダーチャンネル）▶
P129
オーディオレベル詳細表示（プレイヤーチャンネル）▶
P139

［オーディオ基準レベル：］ オーディオリファレンスレベル（Headroom）をリストから
選びます。

［ASIOオーディオデバイ
ス：］※2

［設定 ...］をクリックして、ASIO オーディオデバイスの設定
を行います。

［ASIO オーディオデバイス］ダイアログ（ワークステーショ
ンモードのみ）▶ P171
ASIO オーディオデバイスの活用▶ P221

※	1	P3 チャンネルに対しての設定は、P3	チャンネルが利用できるモデルでのみ設定できます。

※	2	ワークステーションモードでのみ設定できます。
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	⿆［IOモード設定］ダイアログ

［IOモード：］ IO モードを選びます。
IO モード一覧▶ P240

［フレームレート：］

フレームレートを選びます。
•	［60	/	30	fps］：60p、30p のいずれか
•	［59.94	/	29.97	fps］：59.94p、29.97p、59.94i のいずれか
•	［50	/	25	fps］：50p、25p、50i のいずれか
•	［24	fps］：24p、24PsF のいずれか
•	［23.98	fps］：23.98p、23.98PsF のいずれか

［設定 ...］
タップすると、IOモード詳細設定ダイアログが表示され、選択
されている IOモードに関する詳細設定ができます。
IO モード詳細設定ダイアログ▶ P168

	⿆IO モード詳細設定ダイアログ

(1)

(2)

(3)

(1) ［IOモード：］ 設定対象の IOモードが表示されます。

(2) SDI 端子設定リスト

ビデオ I/Oボードの各 SDI 端子に割り当てられている設定の一
覧が表示されます。
［端子］
端子名が表示されます。
［タイプ］
種別が表示されます。
•	［レコーダー］はレコーダーに割り当てられている端子です。
•	［プレイヤー］はプレイヤーに割り当てられている端子です。
•	［モニター出力］はモニター出力に使用できる端子です。
•	［使用不可］は使用できない端子です。
［チャンネル］
SDI 端子に割り当てられているチャンネルまたはモニター出力
に設定されているチャンネルが表示されます。
［IP入力］
［IP 入力オプション：］の設定が表示されます。
［タイプ］が［レコーダー］の場合に設定できます。
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(2) SDI 端子設定リスト

［IP出力］
［IP 出力オプション：］の設定が表示されます。
［タイプ］が［レコーダー］、［プレイヤー］、［モニター出力］
のいずれかの場合に設定できます。
端子タイプ別　設定可能な内容▶ P169
IP によるビデオ入出力の活用▶ P216
［OSD］
オンスクリーンディスプレイの設定が表示されます。
［タイプ］が［プレイヤー］の場合は、［...］をタップしてオン
スクリーンディスプレイに表示する内容を設定できます。
オンスクリーンディスプレイ詳細設定ダイアログ▶ P92

(3)

［チャンネル：］/
［OSD：］/
［IP入力オプション：］/
［IP出力オプション：］

SDI 端子設定リストで選んだ端子に割り当てられている設定を
変更できます。端子のタイプやチャンネルにより、設定できる
内容が異なります。
端子タイプ別　設定可能な内容▶ P169

	⿆端子タイプ別　設定可能な内容

端子のタイプ：レコーダー

［チャンネル：］で設定
できる内容

レコーダー端子のチャンネルの設定は変更できません。
あらかじめ設定されたレコーダーチャンネルが表示されます。

［IP入力オプション：］
および
［IP出力オプション：］
で設定できる内容

［IP入力オプション：］
［オン］または［オフ］を選択します。
［オン］に設定すると、レコーダーチャンネルの入力タイプで、
T2が対応している IP を選択できるようになります。
［IP出力オプション：］
［オン］または［オフ］を選択します。［設定 ...］をクリックして、
選択した IP の出力設定を行います。

［IP 出力設定］ダイアログ▶ P171

［IP 入力オプション：］または［IP 出力オプション：］のステー
タス信号のアイコン※2 は、IP の入出力の状態を示しています。

［OSD：］で設定できる
内容

レコーダーチャンネルにはオンスクリーンディスプレイを表示
できません。

端子のタイプ：プレイヤー

［チャンネル：］で設定
できる内容

プレイヤー端子のチャンネルの設定は変更できません。
あらかじめ設定されたプレイヤーチャンネルが表示されます。

［IP入力オプション：］
および
［IP出力オプション：］
で設定できる内容

［IP入力オプション：］
設定できません。
［IP出力オプション：］
［オン］または［オフ］を選択します。［設定 ...］をクリックして、
選択した IP の出力設定を行います。

［IP 出力設定］ダイアログ▶ P171

［IP 出力オプション：］のステータス信号のアイコン※2 は、IP
の出力の状態を示しています。
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［OSD：］で設定できる
内容

プレイヤーチャンネルのオンスクリーンディスプレイの表示の
設定を選択します。
［オフ］
プレイヤーチャンネルでは、オンスクリーンディスプレイを表
示しません。
［両方］
T2 画面のプレイヤーチャンネルのプレビューと、SDI 端子から
の出力映像の両方で、オンスクリーンディスプレイを表示します。
［PCプレビューのみ］
T2 画面のプレイヤーチャンネルのプレビューのみオンスクリー
ンディスプレイを表示します。
SDI 端子からの出力映像には、オンスクリーンディスプレイを
表示しません。

端子のタイプ：モニター出力

［チャンネル：］で設定
できる内容

モニター出力端子から出力するチャンネルをレコーダーチャン
ネル※1 またはプレイヤーチャンネルから選択します。

［IP入力オプション：］
および
［IP出力オプション：］
で設定できる内容

［IP入力オプション：］
設定できません。
［IP出力オプション：］
［オン］または［オフ］を選択します。［設定 ...］をクリックして、
選択した IP の出力設定を行います。

［IP 出力設定］ダイアログ▶ P171

［IP 出力オプション：］のステータス信号のアイコン※2 は、IP
の出力の状態を示しています。

［OSD：］で設定できる
内容

［オフ］
SDI 端子からの出力映像にオンスクリーンディスプレイを表示
しません。
［オン］
SDI 端子からの出力映像にオンスクリーンディスプレイを表示
します。
［チャンネル：］に設定したプレイヤーチャンネルのオンスクリー
ンディスプレイ詳細設定と同じ内容が表示されます。

※ 1	レコーダーチャンネルのモニター出力の場合、設定画面の［一般］→［ハードウェア設定］
タブの［同期信号：］で［Input］を選択しておく必要があります。［External］や［Internal］
を選択している場合は、出力映像が正しく表示されません。
一般 - ハードウェア設定▶ P166

※ 2	［IP 入力オプション：］または［IP 出力オプション：］のステータス信号のアイコンは、緑色、
黄色、灰色のいずれかで表示されます。	
緑色の場合は、正常に IP 入力または IP 出力が行われていることを示しています。	
黄色の場合は、IP 入力または IP 出力に何らかの問題が発生していることを示しています。	
灰色の場合は、IP 入力または IP 出力が停止または不可の状態であることを示しています。
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	⿆［IP 出力設定］ダイアログ

［端子：］ 設定対象の端子が表示されます。

［フォーマット：］ IP のフォーマットを選択します。NDI に固定されます。

［ソース名：］

IP 出力のソース名を「ホスト名（IP ソース名）」の形式で設
定します。
［...］をクリックすると、ソース名の後に「IP アドレス」お
よび／または「チャンネル名」が自動で入力されます。
ホスト名を変更することはできません。

	⿆［ASIOオーディオデバイス］ダイアログ（ワークステーションモードのみ）

［デバイス：］ 使用する	ASIO	オーディオデバイスを選びます。

オーディオ端子リスト オーディオデバイスの端子と各端子に割り当てられている
オーディオチャンネルの一覧が表示されます。

［入力］	タブ /	
［出力］タブ ［入力］タブ /［出力］タブを切り替えます。

［チャンネル：］ 割り当てるレコーダーまたはプレイヤーのチャンネルを設定
します。

［オーディオ：］ 割り当てるオーディオのチャンネルを設定します。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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一般 - ネットワーク １/ ネットワーク ２設定
T2 のネットワーク接続について設定します。

1 設定画面で［一般］をタップし、［ネットワーク	１］タブまたは［ネットワーク	２］タブ
をタップする

	⿆［ネットワーク	１］/［ネットワーク	２］タブ

［IPアドレスを自動的に
取得する］ DHCPを使用して、IP アドレスを自動設定します。

［次の IPアドレスを使う：］

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ
を指定してローカルエリア接続を行います。
［IPアドレス：］
IP アドレスを指定します。
［サブネットマスク：］
サブネットマスクを指定します。
［デフォルトゲートウェイ：］
デフォルトゲートウェイを指定します。

［DNSサーバーのアドレ
スを自動的に取得する］ DHCPを使用して、DNSサーバーアドレスを自動設定します。

［次のDNSサーバーのア
ドレスを使う：］

優先DNSサーバー、代替DNSサーバーのアドレスを指定し
てローカルエリア接続を行います。
［優先DNSサーバー：］
優先DNSサーバーのアドレスを指定します。
［代替DNSサーバー：］
代替DNSサーバーのアドレスを指定します。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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一般 - ネットワーク ３設定
T2 と接続するネットワークドライブについて設定します。

1 設定画面で［一般］をタップし、［ネットワーク	３］タブをタップする
	⿆［ネットワーク	３］タブ

ネットワークドライブ一覧 現在設定されているネットワークドライブの一覧が表示されます。

［追加 ...］※

クリックすると、［ネットワークドライブの割り当て］ダイ
アログが表示され、ネットワークドライブを追加できます。

［ネットワークドライブの割り当て］ダイアログ（ワークス
テーションモードのみ）▶ P173

［切断］※ ネットワークドライブへの接続を切断します。

［再接続］ 切断状態のネットワークドライブの再接続を行います。

※	ワークステーションモードでのみ設定できます。

	⿆［ネットワークドライブの割り当て］ダイアログ（ワークステーションモード
のみ）

［ドライブ：］ ネットワークドライブにドライブレターを割り当てます。

［フォルダー：］

入力エリアに「サーバー名と共有フォルダー名」または「IP
アドレスと共有フォルダー名」を入力します。
［参照 ...］をクリックして、ネットワークドライブのパスを
指定することもできます。

［自動的に再接続する］ チェックを入れると、T2 を次回起動時に、ネットワークド
ライブの割り当て状態を保持します。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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一般 - FTP 設定
T2 を FTPサーバーとして使用する際のFTP設定や、ファイル転送先として外部のFTPサー
バーを使用する際の接続先についての設定を行います。

1 設定画面で［一般］をタップし、［FTP］タブをタップする

	⿆［FTP］タブ

［FTPサーバー］

T2 を FTP サーバーとして使用する際の FTP 設定が表示され
ます。
［設定 ...］
タップしてT2の FTP設定を行います。
タップすると、T2の FTP設定ダイアログが表示され、FTP設
ができます。
T2 の FTP 設定ダイアログ▶ P175
［開始］
T2 の FTPサーバーとしての使用を開始します。
［停止］
T2 の FTPサーバーとしての使用を停止します。
［収録中	/	再生中は、FTPの転送レートを制限する］
チェックを入れると、収録中または再生中は、自動的にFTPの
転送レートを制限します。入力エリアをタップして転送レート
制限値を変更できます。制限値はアップロードおよびダウンロー
ドそれぞれの値となり、アップロードとダウンロードを同時に
利用した場合は設定した値の 2倍の転送レートになります。
チェックを外すと、収録 /再生の動作が正常に行われない場合
がありますので、チェックを入れた状態でのご使用を推奨します。

［FTPインポート /エ
クスポート］

ファイルのインポート元またはエクスポート先として設定した
FTPサーバーが一覧で表示されます。
［追加 ...］
タップすると、FTP接続先設定ダイアログが表示され、接続先
のサーバーを追加できます。
FTP 接続先設定ダイアログ▶ P175
［削除］
［FTP インポート /エクスポートリスト］からサーバーを削除
します。
［変更 ...］
サーバーの設定を変更できます。
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	⿆T2の FTP設定ダイアログ

［ユーザー名：］/
［パスワード：］ ユーザー名とパスワードを入力します。

［同時クライアント接
続数：］

T2 の FTP サーバーに同時に接続できる最大ユーザー数を指定
します。

［ルートディレクト
リー：］

ルートディレクトリーにアップロードされたメディアファイル
を格納するビンを指定します。

	⿆FTP接続先設定ダイアログ

［設定名：］ サーバーの設定名を入力します。

［ホスト名 /IP アドレス：］ FTPサーバーの IP アドレスまたはホスト名を入力します。

［ポート番号：］ ポート番号（1～ 65535）を入力します。

［ディレクトリー：］ ファイル転送先のフォルダー（ビン）のアドレスを入力します。

［ユーザー名：］/
［パスワード：］ ユーザー名とパスワードを入力します。

［接続テスト］ タップすると、入力されているユーザー名・パスワードでFTP
への接続をテストします。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

一般 - 共有フォルダー設定
T2	のユーザーアカウントや、ウォッチフォルダー、ダイレクトアクセスフォルダーなどの共
有フォルダーについて設定します。

POINT •	 内蔵ストレージ上のウォッチフォルダーへメディアファイルをコピーした場合、
収録または再生に影響を与える可能性があります。

•	 ダイレクトアクセスフォルダーは読み取り専用です。
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1 設定画面で［一般］をタップし、［共有フォルダー］タブをタップする

	⿆［共有フォルダー］	タブ

［ユーザーアカウント：］

T2 のユーザーアカウントを設定できます。ユーザーアカウ
ントは、内蔵ストレージのウォッチフォルダーやダイレクト
アクセスフォルダーへアクセスする場合に必要になります。
［設定 ...］
タップすると、T2 のユーザーアカウント設定ダイアログが
表示され、ユーザーアカウント設定が可能です。設定を有効
にするにはT2の再起動が必要です。
ユーザーアカウント設定ダイアログ▶ P177

［ウォッチフォルダー］

指定されたウォッチフォルダーを監視して、自動でメディア
ファイルをインポートします。設定を有効にするにはT2 の
再起動が必要です。
ウォッチフォルダーでメディアファイルをインポートする▶ P54
［インポート先のビン：］
インポートするメディアファイルの保存先のビンを選びます。
［内蔵ストレージの共有フォルダーをウォッチフォルダーと
して監視する］
チェックを入れると、内蔵ストレージの共有フォルダーを
ウォッチフォルダーとして監視します。
ウォッチフォルダー名が表示されます。設定を有効にするに
は、T2を再起動する必要があります。
［外部メディア /ストレージ上のフォルダーをウォッチフォ
ルダーとして監視する］
チェックを入れると、外部メディアまたはストレージ上の
フォルダーをウォッチフォルダーとして設定できます。設定
を有効にするには、T2を再起動する必要があります。
［ウォッチフォルダーの場所］
ウォッチフォルダーとして監視するフォルダーを指定します。
［起動時にウォッチフォルダーの内容をスキャンする］
チェックを入れると、T2 起動時にウォッチフォルダーの内
容をスキャンし、監視していない間にそのウォッチフォル
ダーにコピーされたメディアファイルをT2 にインポートし
ます。
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［ダイレクトアクセスフォ
ルダー］
（T2	4K	Elite/T2	4K	
Elite	Plus/T2	4K	Elite	
12Gのみ）

Windows ネットワークファイル共有（CIFS）を経由して内
蔵ストレージ上のメディアファイルにダイレクトアクセスす
ることができます。設定を有効にするにはT2 の再起動が必
要です。
収録中または収録済みのクリップを直接読み込む（時差編集）

（T2 4K Elite/T2 4K Elite Plus/T2 4K Elite 12G のみ）▶
P66
［内蔵ストレージ上のメディアファイルを共有フォルダーと
して公開する］
チェックを入れると、内蔵ストレージが共有フォルダーとな
り、保存されているメディアファイルが公開され、クライア
ントからアクセスできるようになります。アクセスできるメ
ディアファイルは、AVI とMXFのみです。
［使用中のファイルに対するT2上での操作（削除、名前の
変更）を制限する］
チェックを外すと、クライアントからアクセスしているメ
ディアファイルを、T2 上から削除または名前を変更できる
ようになります。

	⿆ユーザーアカウント設定ダイアログ

［ユーザー名：］/
［パスワード：］

ユーザーアカウントを設定できます。ユーザーアカウントは、
クライアントがT2 内蔵ストレージ上のウォッチフォルダーや
ダイレクトアクセスフォルダーにアクセスする際、必要になり
ます。どのアカウントでも内蔵ストレージ上のフォルダー全て
にアクセスできます。
初期設定のユーザー名とパスワードは以下です。
（ユーザー名）GVadmin	（パスワード）adminGV!
（ユーザー名）watchuser	（パスワード）watchpassword

［追加 ...］ ユーザーアカウントを追加できます。

［削除］ 選択中のユーザーアカウントを削除します。

［変更 ...］ 選択中のユーザーアカウントを変更します。

POINT •	 ユーザーアカウントの設定は、再起動後に反映されます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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一般 - その他設定
T2 のソフトウェアの表示言語や、再起動時の状態などについて設定します。

1 設定画面で［一般］をタップし、［その他］タブをタップする
	⿆［その他］タブ

［言語：］ T2 のソフトウェアの表示言語をリストから選びます。
設定を有効にするには、T2を再起動する必要があります。

［タイムコード表示モー
ド：］

60p/59.94p/50p のフォーマットを利用するとき、タイムコード
を 60/50 フレーム毎秒で表示する場合は［60/50f］、30/25 フレー
ム毎秒で表示する場合は［30/25f］を選びます。

［ドロップフレームモー
ド：］

タイムコードをドロップフレーム表示にする場合は［DF］、ノ
ンドロップフレーム表示にする場合は［NDF］を選びます。

［プレイリスト自動スク
ロール：］

プレイリストを再生する際、イベントリストを自動的にスク
ロールさせるかを設定します。

［プレイリストのイベン
トテンプレート：］

［設定 ...］をタップして、エフェクトをプレイリストのイベント
テンプレートとして設定します。プレイリストに新たにイベン
トを追加するたびに、そのテンプレートの設定が適用されます。
イベントテンプレートの設定ダイアログ▶ P179

［プレイリストビューの
スタイル］※1

［設定 ...］をクリックして、ワークステーションモードでのイベ
ントの表示やイベントの背景色について設定を変更します。

［プレイリストビューのスタイルの設定］ダイアログ（ワーク
ステーションモードのみ）▶ P180

［プレイリスト内の	
プレースホルダー］※1

［設定 ...］をクリックして、プレイリストに実際にイベントを追
加する前に、プレイリストにイベントを入れる場所を確保する
ためのプレースホルダーの各種設定ができます。

［プレイリスト内のプレースホルダー］ダイアログ ( ワークス
テーションモードのみ ) ▶ P180

［プレイリスト切替効
果］

［設定 ...］をクリックして、プレイリストビューのクリップイベ
ントの切替効果の適用範囲を各チャンネルに設定するか、一括
で設定するかを選択します。

［プレイリスト切替効果］ダイアログ▶ P181

［マーカー：］ ［設定 ...］をクリックして、マーカーについて設定を変更します。
［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107
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［P1/P2同期再生モー
ドのとき、ペアリング
されていない素材のマ
ウントを許可する］

チェックを入れると、同期モード中にペアリングされていない
コンテンツをマウントすることができるようになります。ペア
リングされていないコンテンツを同期モード中にマウントする
と、マウントしていないチャンネルでは黒画面が出力されます。
コンテンツを同期再生する（同期モード）▶ P89

［プレビュー更新間隔］※1
［設定 ...］をクリックして、レコーダーチャンネルおよびプレイ
ヤーチャンネルのプレビュー更新間隔を設定します。

［プレビュー更新間隔の設定］ダイアログ（ワークステーショ
ンモードのみ）▶ P181

［日付と時刻：］ ［設定 ...］をタップして、日付と時刻を設定します。
日付と時刻の設定ダイアログ▶ P182

［再起動後の状態維持］

T2 を終了する時点での状態を次回起動時も保持するかどうか
を設定します。
［ブラウズタブの状態を保持する］
チェックを入れると、［ブラウズ］タブに表示されたリムーバ
ブルメディアの接続状態を保持します。次回起動時、［ブラウズ］
タブに表示されるリムーバブルメディアの内容が最新の状態に
更新されます。
［Px上の素材のマウント状態を保持する］
チェックを入れると、プレイヤーチャンネルにマウントされて
いるコンテンツの状態を保持します。
［Px上の素材の再生フレーム位置を保持する］にチェックを入
れると、スクラブバーの再生位置を保持します。
［Pxにマウントされている素材を自動で再生を開始する］に
チェックを入れると、次回起動時に、プレイヤーチャンネルに
マウントされたコンテンツを自動的に再生します。
※	［ブラウズ］タブから直接マウントしたメディアファイルの
名前や In/Out 点などの変更は保持されません。

※ 1	ワークステーションモードでのみ設定できます。

	⿆イベントテンプレートの設定ダイアログ

［スタートエフェクト］
タブ

イベント開始時のエフェクト（スタートエフェクト）を設定し
ます。
イベント - ［スタートエフェクト］タブ▶ P99
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［エンドエフェクト］
タブ

イベント終了時の動作やエフェクト（エンドエフェクト）を設
定します。
イベント - ［エンドエフェクト］タブ▶ P100

［初期値］ イベントテンプレートの設定を削除します。

	⿆［プレイリストビューのスタイルの設定］ダイアログ（ワークステーションモードのみ）

［現在のイベント背景色：］

スクラブバーの再生位置があるイベントであることを示す背景
色を表示するかどうかを切り替えます。
背景色を変更する場合は、チェックを入れた状態で R・G・B	
の数値を指定します。指定した色が右側に表示されます。

［次のイベント背景色：］

スクラブバーの再生位置があるイベントの次のイベントである
ことを示す背景色を表示するかどうかを切り替えます。
背景色を変更する場合は、チェックを入れた状態で R・G・B	
の数値を指定します。指定した色が右側に表示されます。

［選択イベント背景色：］

選択されているイベントであることを示す背景色を表示するか
どうかを切り替えます。
背景色を変更する場合は、チェックを入れた状態で R・G・B	
の数値を指定します。指定した色が右側に表示されます。

［設定されたキーボード
ショートカットを表示す
る（A-Z	/	ファンクショ
ン	/	0-9 キーのみ）］

イベントに割り当てられたキーボードショートカットのアイコ
ンの表示 /非表示を切り替えます。
※	キーボードの［A］～［Z］キー、ファンクションキー、［0］～［9］
キーを割り当てている場合のみ、アイコン表示は有効です。

［プログレスバーを表
示する］

再生の進行状況を示すプログレスバーの表示 /非表示を切り替
えます。

	⿆［プレイリスト内のプレースホルダー］ダイアログ	( ワークステーションモードのみ )

［デュレーション：］ プレースホルダー（時／分／秒）の長さを設定します。
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［置き換え方法（置き
換える素材が長い場
合）：］

設定したプレースホルダーの長さより素材が長い場合、置き換
え方法をリストから選べます。
［置き換え］
素材の長さのまま、プレースホルダーと置き換えます。
［In 点から置き換え］
In 点からプレースホルダーの長さの分だけ置き換えます。
［Out 点から置き換え］
Out 点からプレースホルダーの長さの分だけ置き換えます。

［追加時にイベントプ
ロパティを表示する］

チェックを入れると、プレースホルダーのプロパティ画面が表
示されます。

	⿆［プレイリスト切替効果］ダイアログ

［設定モード：］

プレイリスト切替効果の設定の適用範囲を設定します。
［一括で設定］
すべてのチャンネルでプレイリストビューのイベントの切替効
果を一括で設定するモードです。
［チャンネルごとに設定］
各チャンネルにプレイリストビューのイベントの切替効果を個
別で設定するモードです。

	⿆［プレビュー更新間隔の設定］ダイアログ（ワークステーションモードのみ）

［更新モード：］ プレビュー更新間隔を自動で設定する場合は［Auto］、手動で
設定する場合は［Manual］を選びます。

［R1	/	R2	/	R3の	
更新間隔］/
［P1	/	P2	/	P3の	
更新間隔］※1

［更新モード］で［Manual］を選んだ場合に設定できます。
［R1	/	R2	/	R3 の更新間隔］または［P1	/	P2	/	P3 の更新間隔］
の［フレーム］にフレーム数を入力します。フレーム数が大き
くなるほど、プレビュー更新間隔が長くなります。（初期設定で
は、2フレームごとにプレビューが更新されます。）
プレビューの更新を行わない場合は、［プレビューの更新を行う］
のチェックを外します。

※ 1	P3 チャンネルに対しての設定は、P3 チャンネルが利用できるモデルでのみ設定できます。
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	⿆日付と時刻の設定ダイアログ

［日付：］	 カレンダーのアイコンをクリックして、日付を設定します。

［時刻：］ 時刻を設定します。

［タイムゾーン :］
現在のタイムゾーンの設定が表示されます。変更はメンテナン
スモードから行ってください。メンテナンスモードについて詳
しくは、T2	サービスマニュアルを参照してください。

［NTP	クライアント］

［NTP	サーバーと同期する］にチェックを入れて再起動後、ま
たは［今すぐ更新］をクリックするとNTP	サーバーと同期し
ます。
時刻の同期は、1～ 24 時間の間で設定できます。（ワークステー
ションモードのみ）

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

レコーダー設定

レコーダー - 収録フォーマット設定
レコーダーチャンネルで収録する際の収録フォーマットについて設定します。

1 設定画面で［R1］をタップし、［収録フォーマット］タブをタップする
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	⿆［収録フォーマット］タブ

［現在の端子割り当て］

［一般］→［ハードウェア］タブの［IOモード］で選んだ項
目にしたがって、ビデオ入力またはリモート入力に使用する
端子が緑色の文字でハイライト表示されます。

［IO モード設定］ダイアログ▶ P168

［Quad	Link	3G-SDI：］
※1

Quad	Link	3G-SDI の入力形式を［Square	Division	 (SQD)］、
［2-Sample	Interleave	(2SI)］から選びます。
入力フォーマットが「3840 × 2160	50/59.94/60p および 4096
× 2160	50/59.94/60p」のときのみ使用可能になります。

［ビデオ］

［入力タイプ：］
ビデオの入力タイプを選びます。

［IO モード設定］ダイアログ▶ P168
デフォルトの設定では、SDI 端子に固定されます。
IOモード詳細設定ダイアログの［IP 入力オプション：］で［オ
ン］に設定すると、SDI 端子、またはT2が対応している IP
を選択できます。
IO モード詳細設定ダイアログ▶ P168
IP を選択した場合、［設定 ...］をクリックして、選択した IP
の設定を行います。

［NDI 入力設定］ダイアログ▶ P184
［入力フォーマット：］
ビデオ入力フォーマットを選びます。
［アスペクト：］
SD 入力の場合、アスペクト比を選びます。

［オーディオ］

［入力端子：］
収録するオーディオの入力端子を選びます。
•	SDI 端子のエンベデッドオーディオを収録する場合は［SDI-
Embedded］を選びます。
•	［ビデオ］の［入力タイプ：］で［NDI］を選択している場合、
NDI のオーディオを収録したいときは［NDI	Audio］を選
びます。
•	ASIO オーディオデバイスの端子のオーディオを収録する
場合は［ASIO	audio	device］を選びます。必要に応じて、［設
定 ...］をクリックして、ASIO オーディオデバイスの設定
を行います。

［ASIO オーディオデバイス］ダイアログ（ワークステーショ
ンモードのみ）▶ P171
ASIO オーディオデバイスの活用▶ P221
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［圧縮］

［コーデック：］
圧縮形式を選びます。
［ビットレート：］
圧縮形式に対応したビットレートを選びます。
［オーディオ形式：］
圧縮形式に対応したオーディオ形式を選びます。
［Closed	GOP］
対応するコーデックの場合にチェックを入れると、GOP 内で情
報が完結します。データ量は増えますが GOP単位で編集可能
なソフトウェアなどで再編集することができます。通常はチェッ
クを外してください。

※ 1	T2	4K	Express/T2	4K	Express	Plus/T2	4K	Express	6G/T2	4K	Pro	12G/T2	4K	Elite	12G
では利用できません。

POINT •	 収録中のファイルを編集ソフトウェアで読み込み、時差編集が可能です。
編集ソフトウェアに T2 内のクリップを読み込み、編集する▶ P65

•	 収録中の素材の追っかけ再生が可能です。
収録中の映像をマウントして再生する（追っかけ再生）▶ P87

ご注意 •	 MXF（XDCAM	HD422/HD/IMX/DV、Apple	ProRes	422	HQ/422/422	LT/422	
Proxy、Avid	DNxHD	220/145/100/36）形式での収録時、一部の素材（再生数
が制限されているクリップなど）の再生を行うことはできません。その場合、再
生は停止されます。またMXF（XDCAM	HD422/HD/IMX/DV、Apple	ProRes	
422	HQ/422/422	LT/422	Proxy、Avid	DNxHD	220/145/100/36）形式での収録
中のフォーマット変換には対応していません。

	⿆［NDI 入力設定］ダイアログ

［チャンネル：］ 設定対象のチャンネルが表示されます。

［ソース名：］ 対象のチャンネルに入力したいNDI のソース名をリストか
ら選びます。

［NDI ソース探索］ ネットワーク上のNDI ソースを再探索し、NDI のソース名
リストを最新の情報に更新します。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

レコーダー - タイムコード / リモート設定
レコーダーチャンネルで収録する際のタイムコード設定やレコーダーチャンネルのリモートコ
ントロールについて設定します。

1 設定画面で［R1］をタップし、［タイムコード	/	リモート］タブをタップする
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	⿆［タイムコード	/	リモート］タブ

［外部タイムコードソー
ス］

タイムコードの形式を［TC（LTC）］、［SDI（VITC）］から
選びます。

［タイムコード記録］

収録時に使用するタイムコードを選びます。
外部機器のタイムコードを使用する場合は［外部タイムコー
ドを使用する］を選びます。
T2 の時刻を使用する場合は［システム時刻を使用する］を
選びます。
［開始タイムコードを指定する］を選んだ場合は、入力エリ
アをタップしてタイムコードを指定します。

［アンシラリーデータの記
録］

収録時にVANCデータを記録するかどうかを設定します。
［ON］を選択してアンシラリーデータが付加されている映像
を収録した場合、T2 でアンシラリーデータを付加した映像
を再生することが可能です。
XDCAM	HD または HD422 フォーマットのMXF形式で収
録する場合は、SMPTE	436Mに従って、アンシラリーデー
タを格納します。この場合は、SMPTE	436Mに対応した機
器でアンシラリーデータを出力することが可能です。
アンシラリーデータが付加されている映像の追っかけ再生も
可能です。追っかけ再生中に使用できる再生チャンネルは 1
チャンネルのみとなります。
収録中の映像をマウントして再生する（追っかけ再生）▶
P87

［リモートプロトコル
（VTRモード）：］

レコーダー	-	VTRモードでT2からVTRを制御する場合に、
リモートプロトコル（AMP/BVW）を選びます。
［AMP］を選んだ場合、［AMP 接続］で VTR の IP アドレ
スとチャンネルを設定します。

［リモートプロトコル（リ
モートモード）：］

レコーダー	-	リモートモードで外部コントローラーから
T2 を制御する場合に、リモートプロトコル（AMP/BVW/
VDCP）を選びます。
［リモート制御がオンのとき、ローカル操作を許可する］に
チェックを入れると、リモートモード中でもT2 をローカル
で操作できます。
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POINT •	［リモート制御がオンのとき、ローカル操作を許可する］にチェックを入れた場合、
レコーダー	-	リモートモード中にできる操作は次のとおりです。
	- 収録、停止
	- クリップ名の入力
	- タグの編集（ワークステーションモードのみ）
	- プロパティの表示
	- クリップのマウントを中止
	- マーカーの設定、マーカーへの移動

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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レコーダー - 収録オプション設定
レコーダーチャンネルで収録中のファイルを自動的にエクスポートするかを設定します。

1 設定画面で［R1］をタップし、［収録オプション］タブをタップする
	⿆［収録オプション］タブ

［保存先の設定：］
収録するクリップの保存先などが表示されます。
［設定 ...］をタップすると、保存先を設定できます。
保存先ダイアログ▶ P188

［タイムコードが連続していない
とき、クリップを分割する］※1

チェックを入れると、収録中にタイムコードが連続してい
ない場合、クリップが分割されて保存されます。

［R1で収録中のクリップ
を自動でエクスポートす
る］

チェックを入れると、レコーダーチャンネルで収録中のファ
イルを指定した場所へ自動的にエクスポートします。

［エクスポート先のフォル
ダー：］ タップしてエクスポート先を指定します。

［VTR収録］※2

レコーダー	-	VTRモード時の動作について設定します。
［プリロール：］
収録を開始するときの予備動作時間（プリロール）を設定
します。
［マージン：］
収録時に In 点、Out 点にマージン（のりしろ）を持たせる
場合、その長さを設定します。

［VTRバッチ収録］※2

バッチキャプチャ時の動作について設定します。
［クリップ名：］
バッチキャプチャ後に生成されるクリップ名を変更できま
す。
［エラーが発生したとき、次の項目の収録を継続する］
チェックを外すと、エラーが発生したときに次のバッチキャ
プチャ項目の収録を停止します。
［100%完了した項目は次回の収録対象へ含めない］
チェックを外すと、100％収録が完了したバッチキャプチャ
項目も次回の収録の対象に含めます。

※ 1	圧縮コーデックがAvid	DNxHDの場合、この設定は無効です。

※ 2	ワークステーションモードでのみ設定できます。
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	⿆保存先ダイアログ

［保存先］

収録するクリップの収録先を選びます。
T2に収録する場合は、［本機（内部）のストレージに保存する］	
を選び、T2に登録されているビンをリストから選びます。
［選択されたビンへ収録する］にチェックを入れると、ビン表示
部で選んだビンに収録されます。
T2 以外に収録する場合は、［外部のストレージに保存する］を
選び、登録済みの外部メディア /ストレージをリストから選び
ます。※1

< 登録されていません >と表示されている場合は、あらかじめ
設定する必要があります。
リムーバブルメディア内のメディアファイルを表示する▶ P46

［クリップの命名規則］

収録されるクリップの命名規則を設定します。
入力エリアをタップしてクリップの名前を入力します。
［...］	をクリックすると、クリップ名の後に	［日付］	および／また
は	［時間］	が自動で入力されます。
レコーダーチャンネルで次回収録クリップ名を設定している場
合は、次回収録クリップ名の設定が優先されます。
1 ch 表示でレコーダーチャンネルを表示する▶ P37

※ 1	ワークステーションモードでのみ設定できます。

POINT •	 収録開始時に外部メディア /ストレージに保存できない場合は内蔵ストレージに
保存されます。

•	 書き込みが間に合わない場合、収録は停止します。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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プレイヤー設定

プレイヤー - 出力フォーマット / オプション設定
プレイヤーチャンネルにマウントして再生する際の出力フォーマットについて設定します。

1 設定画面で［P1］（または［P2］）をタップし、［出力フォーマット	/	オプション］タブをタッ
プする

	⿆［出力フォーマット	/	オプション］タブ

［現在の端子割り当て］

［一般］→［ハードウェア］タブの［IOモード］で選んだ項
目にしたがって、ビデオ出力またはリモート入力に使用する
端子が緑色の文字でハイライト表示されます。

［IO モード設定］ダイアログ▶ P168

［フォーマット：］ ビデオ出力フォーマットを選びます。

［Quad	Link	3G-SDI：］
※1

Quad	Link	3G-SDI の出力形式を［Square	Division	 (SQD)］、
［2-Sample	Interleave	(2SI)］から選びます。
出力フォーマットが「3840 × 2160	50/59.94/60p および 4096
× 2160	50/59.94/60p」のときのみ使用可能になります。

［3G	SDI レベル：］※1 3G	SDI 出力時の信号を、Level	A または Level	B の中から
選びます。

［アスペクト：］ SD の場合、画面アスペクト比を［4:3］、［16:9］の中から選
びます。

［ポーズ表示：］

再生を停止したときの表示モードを選びます。
［Field］を選ぶと、静止画をフィールド補間して表示します。
映像は静止した状態でなめらかに表示されます。
［Frame］を選ぶと、トップフィールド、ボトムフィールド
を交互に表示します。映像がゆれて表示されます。
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［アスペクト比変換：］

プレイヤーチャンネルにマウントした素材のアスペクト比が、チャ
ンネルの設定と異なる場合にどのように変換を行うかを選びます。
［Bars］を選ぶと、画面の上下または左右に黒いバーが表示
されます。

［Crop］を選ぶと、画面の上下または左右がカットされます。

［Stretch］を選ぶと、画面のフレームサイズに合わせて、画
面全体に引き伸ばす、または圧縮します。

［自動再生モード：］ ［自動再生を行う］にチェックを入れると、プレイヤーチャンネル
に素材をマウントした際に自動的に再生されます。

［R1で収録中のクリップ
が時差送出できる状態に
なったとき、自動でマウ
ントする］

チェックを入れると、レコーダーチャンネルで収録中の素材
が時差送出可能になった時点で、プレイヤーチャンネルに自
動的にマウントされます。

［R1でサブクリップを作
成したとき、マウントさ
れたプレイリストへサブ
クリップを追加する］

チェックを入れると、レコーダーチャンネルで作成したサブ
クリップが、プレイヤーチャンネルにマウントされたプレイ
リストに自動的に追加されます。

※ 1	T2	4K	Express/T2	4K	Express	Plus/T2	4K	Express	6G/T2	4K	Pro	12G/T2	4K	Elite	12G
では設定できません。

ご注意 •	［R1 で収録中のクリップが時差送出できる状態になったとき、自動でマウントする］
または［R1 でサブクリップを作成したとき、マウントされたプレイリストへサブ
クリップを追加する］にチェックを入れていても、次のような場合は機能しません。
	- 指定したチャンネルがロックされているとき、または同期モードのとき
	- 指定したチャンネルがFill/Key 信号出力モードのとき
	- 指定したチャンネルがリモートモードのとき（リモートモード中のローカル
操作を有効に設定している場合を除く）
	- 再生チャンネルが存在しない IOモードのとき
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2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

プレイヤー - タイムコード / リモート設定
プレイヤーチャンネルのタイムコード /リモートコントロールについて設定します。

1 設定画面で［P1］（または［P2］）をタップし、［タイムコード /リモート］タブをタップ
する

	⿆［タイムコード /リモート］タブ

［プレイリストの残り時間
表示：］

オンスクリーンディスプレイでのプレイリストの残り時間の
表示形式を選びます。
［Event］を選ぶと、イベントの残り時間を表示します。
［Total］を選ぶと、プレイリスト全体に対する残り時間を表
示します。

［リモートプロトコル：］

プレイヤー	-	リモートモードで、外部コントローラーから
T2 を制御する場合に、リモートプロトコル（AMP/BVW/
VDCP/TC	Chase）を選びます。
AMP コントロールの概要▶ P209
BVW コントロールの概要▶ P210
VDCP コントロールの概要▶ P210
TC Chase コントロールの概要▶ P210
［設定 ...］
リモートプロトコルでTC	Chase 選択時に選択できます。
タイムコードチェイス設定ダイアログ▶ P193

［リモート制御がオンのとき、
ローカル操作を許可する］

チェックを入れると、リモートモード中でもT2 をローカル
で操作できます。

［プリロール：］ In 点より少し前へ巻き戻して、そこから再生できます。

［ポストロール：］ Out 点より後を再生できるよう、再生時間を秒単位で設定で
きます。
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POINT •	［リモート制御がオンのとき、ローカル操作を許可する］にチェックを入れた場合、
プレイヤー	-	リモートモード中にできる操作は次のとおりです。
	- スクラブバー操作（ワークステーションモードのみ）
	- 再生コントロール操作（最初のフレームに移動、巻き戻し、フレーム戻し、停
止、再生、フレーム送り、早送り、最後のフレームに移動）
	- In/Out 点へ移動、In/Out 点の設定、In/Out 点の削除、サブクリップの作成
	- スクラブバーの表示スケールの切り替え
	- オーディオレベル表示の切り替え
	- サムネイルの作成
	- クリップ /プレイリスト名の入力
	- タグの編集（ワークステーションモードのみ）
	- In 点 /Out 点 / デュレーションの数値入力、In 点 /Out 点 / デュレーションの確定
	- プレイリストのイベントリストの編集（追加、削除、並べ替え、コピー、ペー
スト、名前の変更）
	- プロパティの表示
	- クリップ /プレイリストのマウント、マウントの中止
	- 同期モード、E	to	E モード、Loop モードのオン /オフ切り替え
	- タッチスクリーン LCD下部のボタンでの操作
	- マーカーの設定、マーカーへの移動
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	⿆タイムコードチェイス設定ダイアログ

［タイムコードチェイ
ス］

TC	Chase コントロールについて設定します。
［入力 LTCが喪失したときの動作：］
入力 LTCが喪失した場合の動作を設定します。
［再生を継続する］を選ぶと、入力されていたタイムコードに沿っ
て再生を継続します。
［再生を停止する］を選ぶと、再生を停止します。
［オフセット：］
入力 LTCに対するオフセットを設定します。
［Off］を選ぶと、オフセットは設定されず、入力 LTCと同じタ
イムコードで再生します。
［On］を選ぶと、任意のフレーム数（－15 ～ +15 フレーム）で
オフセットを設定できます。入力 LTC に対して設定したオフ
セットの値でロックします。
［リロックスレッショルド：］
入力 LTCとプレイヤーチャンネルのタイムコードがどれだけず
れた場合に、リロック機能が動作して、チェイスを行うかを設定
します。
［Off］を選ぶと、リロック機能は動作しません。
［On］を選ぶと、任意のフレーム数（－15	～	+15 フレーム）分
ずれたときに、リロック機能が動作するように設定できます。
［リモードモードをオンにした時、入力 LTCにフレーム精度で
リロックする］のチェックを入れると、リモートモードをオフ
からオンにしたとき、リロックスレッショルドの設定値に関わ
らず、入力 LTC とプレイヤーチャンネルのタイムコードがフ
レーム精度でリロックされます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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転送設定

転送 - 共通設定
ファイル転送時の設定を行います。

1 設定画面で［転送］をタップし、［共通］タブをタップする

	⿆［共通］タブ

［収録中	または	再生中は
ファイルの転送を一時停
止する］

チェックを外すと、収録中 /再生中も転送と変換が可能にな
ります。ただし、チェックを外すと収録 /再生の動作が正常
に行われない場合がありますので、チェックを入れた状態で
のご使用を推奨します。

［ハードウェアデコー
ダーを使用する（MP4	
H.264）］

チェックを入れると、H.264（MP4）を	Grass	Valley	HQX	
に変換してインポートする際にハードウェアデコーダーを使
用します。

［対応プロファイル素材の
インポート］

Windows	Media	Video、H.264	（QuickTime	Video	（avc1））
をインポート時のフィールドオーダーを選びます。［Auto］
を選ぶと、最適と思われるフィールドオーダーを自動的に選
んで設定します。
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［対応プロファイル以外の
素材のインポート］

T2 で対応するプロファイルと一致しないメディアファイル
をインポートする場合の、フレームサイズとスケーリング方
法を設定します。
［サイズ：］
インポート時のフレームサイズを選びます。
［スケーリング：］
［サイズ：］で設定したフレームサイズと、インポートする
素材のフレームサイズが異なる場合にどのようにスケーリン
グするかを選びます。
［Bars］を選ぶと、素材のフレームサイズの長辺を［サイズ：］
で設定したフレームサイズに合わせて、上下または左右に黒
いバーを付加します。

［Crop］を選ぶと、素材のフレームサイズの短辺を［サイズ：］
で設定したフレームサイズに合わせて、上下または左右を
カットします。

［Stretch］を選ぶと、素材のフレームサイズを［サイズ：］
で設定したフレームサイズに合わせて、画面全体に引き伸ば
す、または圧縮します。
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［静止画	/	シーケンス静止
画素材のインポート］

静止画またはシーケンス静止画をインポートする場合の各種
設定を行います。
［フォーマット：］
インポート時のフォーマットを選びます。
［アスペクト：］
SD の場合、画面アスペクト比を［4:3］、［16:9］の中から選
びます。
［スケーリング：］
［フォーマット：］で設定したフォーマットのフレームサイ
ズと、インポートする素材のフレームサイズが異なる場合に
どのようにスケーリングするかを選びます。
［Bars］を選ぶと、素材のフレームサイズの長辺を［フォーマッ
ト：］のフレームサイズに合わせて、上下または左右に黒い
バーを付加します。

［Crop］を選ぶと、素材のフレームサイズの短辺を［フォー
マット：］のフレームサイズに合わせて、上下または左右を
カットします。

［Stretch］を選ぶと、素材のフレームサイズを［フォーマッ
ト：］のフレームサイズに合わせて、画面全体に引き伸ばす、
または圧縮します。

［デュレーション（静止画）：］
インポートした静止画クリップの再生時間を秒単位で設定し
ます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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転送 - AVCHD 設定
AVCHD素材をインポートする際のフォーマットについて設定します。

1 設定画面で［転送］をタップし、［AVCHD］タブをタップする

	⿆［AVCHD］タブ

［AVCHD	素材のインポー
ト］

［インポート後のファイル形式：］
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポート
するか、ファイル変換してインポートするかを選びます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVI に変換さ
れます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

転送 - AVI 設定
Grass	Valley	HQX	AVI形式のコンテンツをMXF形式またはMOV形式に変換してエクスポー
トする際のフォーマットについて設定します。
変換対応フォーマット▶ P236

1 設定画面で［転送］をタップし、［AVI］タブをタップする

	⿆［AVI］タブ
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［AVI エクスポート］
［AVI ファイルをエクスポートするとき、トランスコードを実行する］
チェックを入れると、［AVI トランスコード形式］で設定し
たフォーマットに変換してエクスポートされます。

［AVI トランスコード形式］

［コーデック：］で選んだコーデックにより、一部表示され
る設定項目が異なります。
［コーデック：］
コーデックを選びます。
［フォーマット：］
フォーマットを選びます。
［品質 /速度：］
品質を選びます。
［スケーリング：］
［フォーマット：］で設定したフォーマットのフレームサイ
ズと、出力するコンテンツのフレームサイズが異なる場合に
どのようにスケーリングするかを選びます。
［Bars］を選ぶと、コンテンツのフレームサイズの長辺を
［フォーマット：］のフレームサイズに合わせて、上下また
は左右に黒いバーを付加します。

［Crop］を選ぶと、コンテンツのフレームサイズの短辺を
［フォーマット：］のフレームサイズに合わせて、上下また
は左右をカットします。

［Stretch］を選ぶと、コンテンツのフレームサイズを［フォー
マット：］のフレームサイズに合わせて、画面全体に引き伸
ばす、または圧縮します。

［オーディオ形式：］
オーディオ形式を選びます。
［Closed	GOP］
チェックを入れると、GOP内で情報が完結します。データ量
は増えますがGOP単位で編集可能なソフトウェアなどで再編
集することができます。通常はチェックを外してください。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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転送 - MXF 設定
MXF素材をインポートする際のフォーマットについて設定します。

1 設定画面で［転送］をタップし、［MXF］タブをタップする
	⿆［MXF］タブ

［MXF	素材のインポート］

［インポート後のファイル形式：］
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポート
するか、ファイル変換してインポートするかを選びます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVIに変換されます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

転送 - XDCAM 設定
XAVC素材、XDCAM素材やXDCAM	EX 素材をインポートする際のフォーマットについて
設定します。

1 設定画面で［転送］をタップし、［XDCAM］タブをタップする
	⿆［XDCAM］タブ

［XDCAM	素材のインポート］

［インポート後のファイル形式：］
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポー
トするか、ファイル変換してインポートするかを選びます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVI に変換されます。
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［XDCAM	EX	素材のイ
ンポート	］

［インポート後のファイル形式：］
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポート
するか、ファイル変換してインポートするかを選びます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVI に変換さ
れます。

［XAVC素材のインポート］

［インポート後のファイル形式：］
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポート
するか、ファイル変換してインポートするかを選びます。
［XAVC］を選ぶと、ネイティブフォーマットのままインポー
トされます。ネイティブインポートに対応していないフォー
マットは、自動的にGrass	Valley	HQX	AVI に変換されます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVI に変換さ
れます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

転送 - P2 設定
P2 素材をインポートする際のフォーマットについて設定します。

1 設定画面で［転送］をタップし、［P2］タブをタップする

	⿆［P2］タブ

［P2	素材のインポート］

［インポート後のファイル形式：］
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポートする
か、ファイル変換してインポートするかを選びます。
［P2］を選ぶと、ネイティブフォーマットのままインポートされ
ます。ネイティブインポートに対応していないフォーマットは、
自動的にGrass	Valley	HQX	AVI に変換されます。
［MXF（OP-1a）］を選ぶと、MXF（OP-1a）に変換されます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVI に変換されます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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転送 - QT 設定
QuickTime 素材をインポートする際のフォーマットについて設定します。

1 設定画面で［転送］をタップし、［QT］タブをタップする

	⿆［QT］タブ

［QuickTime	素材のイン
ポート］

［インポート後のファイル形式：］
インポート時に、ネイティブフォーマットのままインポート
するか、ファイル変換してインポートするかを選びます。
［QuickTime］を選ぶと、ネイティブフォーマットのままイ
ンポートされます。ネイティブインポートに対応していない
フォーマットは、自動的にGrass	Valley	HQX	AVI に変換さ
れます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVI に変換さ
れます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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転送 - プレイリスト設定
プレイリストをエクスポートする際のフォーマットについて設定します。

1 設定画面で［転送］をタップし、［プレイリスト］タブをタップする

	⿆［プレイリスト］タブ

［プレイリストのエクス
ポート］

［エクスポート後のファイル形式：］
エクスポート時のフォーマットを選びます。
［AVI トランスコード形式に従う］を選ぶと、［AVI］タブの
［AVI	トランスコード形式］で設定したコーデックで変換し
てエクスポートされます。
［AVI（HQX）］を選ぶと、Grass	Valley	HQX	AVI に変換し
てエクスポートされます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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GPI 設定

GPI - 入力設定
GPI 入力でT2を制御する際の設定を行います。

1 設定画面で［GPI］をタップし、［入力］タブをタップする

	⿆［入力］タブ

［GPI 入力］
選択中のGPIO 入力ピンのピン番号が表示されます。
［前へ］または［次へ］をタップして、設定する GPIO 入力
ピンを選びます。

［設定］

GPI 入力トリガーの設定を行います。
［チャンネル：］
GPI 入力でコントロールするチャンネルを選びます。
［アクティブ：］
アクティブにするGPI 信号を、［High］、［Low］の中から選
びます。
［動作：］
［GPI 入力］で選んだ GPIO 入力ピンが入力されたときに、
実行される動作を選びます。
設定の動作一覧▶ P203

	⿆設定の動作一覧

［Stop］ 再生、収録を停止します。

［Play］ チャンネルにマウントしたコンテンツを再生します。

［Record］ 収録を開始します。

［Rewind］ 巻き戻しします。マウントしたコンテンツの先頭に達した場
合、または他の処理を行った場合に、巻き戻しは停止します。

［FastFwd］ 早送りします。マウントしたコンテンツの末尾に達した場合、
または他の処理を行った場合に、早送りは停止します。

［CueStart］ マウントしたコンテンツの In 点に移動します。
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［CueEnd］ マウントしたコンテンツのOut 点に移動します。

［Eject］ コンテンツのマウントを中止します。

［Preview］ R1 チャンネルにマウントされているクリップを P1 チャンネ
ルにマウントします。

［CueNextEvent］

プレイリストをマウントしている場合、選択しているイベン
トの次のイベントに移動します。
次のマーカー位置への移動を移動対象に含めることができま
す。［マーカーの設定］ダイアログで［スクラブバー上にマー
カーアイコンを表示する］にチェックを入れ、［編集点への
移動：］のリストをクリックして［マーカーを含める］を選
びます。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107

［CuePrevEvent］

プレイリストをマウントしている場合、選択しているイベン
トの直前のイベントに移動します。
前のマーカー位置への移動を移動対象に含めることができま
す。［マーカーの設定］ダイアログで［スクラブバー上にマー
カーアイコンを表示する］にチェックを入れ、［編集点への
移動：］のリストをクリックして［マーカーを含める］を選
びます。

［マーカーの設定］ダイアログ▶ P107

［VARPlayback］
［VAR再生設定：］で指定した速度で、マウントしたコンテ
ンツを可変速再生します。
その他 - ジョグ / シャトル設定▶ P206

［VARPlay+0.1］ 現在の再生速度を 0.1 上げます。

［VARPlay-0.1］ 現在の再生速度を 0.1 下げます。

［VARPlay+0.01］ 現在の再生速度を 0.01 上げます。

［VARPlay-0.01］ 現在の再生速度を 0.01 下げます。

［Keyboard	Shortcut］

GPI の Input	1	～	8 に対して、任意のキーボードのキーを割
り当てます。設定した Input	がアクティブになると、割り当
てたキーボードショートカットを呼び出します。
主要なキーボードショートカットキーについて▶ P152

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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GPI - 出力設定
GPI 出力でT2から外部機器を制御する際の設定を行います。

1 設定画面で［GPI］をタップし、［出力］タブをタップする

	⿆［出力］タブ

［GPI 出力］
選択中のGPIO 出力ピンのピン番号が表示されます。
［前へ］または［次へ］をタップして、設定する GPIO 出力
ピンを選びます。

［設定］

GPI 出力トリガーの設定を行います。
［名称：］
GPI 出力トリガーの名称を設定します。
［アクティブ：］
アクティブにする GPI 信号を、［High］、［Low］の中から選
びます。
［モード：］
GPI 出力トリガーのモードを選びます。
［Trigger］を選ぶと、T2の P1 チャンネルにマウントされて
いるプレイリストの任意のイベントにトリガーを指定するこ
とにより、GPI 出力で外部機器を制御します。
［Tally	-	R1］（または［Tally	-	R2］または［Tally	-	R3］※ 1）
を選ぶと、R1 チャンネル（または R2 チャンネルまたは R3
チャンネル）で収録中に、GPI からタリー信号を出力して、
外部モニターのタリーランプを常時点灯させます。
［Tally	-	P1］（または［Tally	-	P2］または［Tally	-	P3］※ 2）
を選ぶと、P1 チャンネル（または P2 チャンネルまたは P3	
チャンネル）で再生中（1倍速や可変速、早送り、巻き戻し
を含む）に、GPI からタリー信号を出力して、外部モニター
のタリーランプを常時点灯させます。

※ 1	R3 チャンネルに対しての設定は、R3 チャンネルが利用できるモデルでのみ設定できます。

※ 2	P3 チャンネルに対しての設定は、P3 チャンネルが利用できるモデルでのみ設定できます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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GPI - オプション設定
GPI のオプションの設定を行います。

1 設定画面で［GPI］をタップし、［オプション］タブをタップする

	⿆［オプション］タブ

［GPI 出力］

［GPI 出力トリガー幅：］
［デフォルト］を選ぶと、T2の既定の設定のトリガー幅で出
力されます。
［カスタム］を選ぶと、［トリガーアクティブ時間：］の設定
を変更できます。
［トリガーアクティブ時間：］
トリガー出力のアクティブ時間の長さをミリ秒単位で設定し
ます。設定したトリガー幅で出力されます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

その他設定

その他 - ジョグ / シャトル設定
ジョグ /シャトルの動作について設定します。

1 設定画面で［その他］をタップし、［ジョグ /シャトル］タブをタップする
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	⿆［ジョグ /シャトル］タブ

［シャトルスピード：］ ジョグ /シャトルモードで再生する際の最高速度を選びます。

［VAR再生設定：］ 設定画面の［GPI］→［入力］タブの［設定］で［VARPlayback］
を選んでいる場合の再生速度を選びます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

その他 - AMP/VDCP 設定
AMPコマンドで外部機器からT2を制御する際のAMPコマンドの動作について設定します。

1 設定画面で［その他］をタップし、［AMP/VDCP］タブをタップする

	⿆［AMP/VDCP］タブ

［AMP］

［リモート機能：］
AMPの Remote	transport は、［TCP/IP］固定です。
［EraseID：］
AMPの Erase	ID のコマンドについて、動作を設定します。
［Recycle］を選んだ場合は、コンテンツをごみ箱に移動します。
［Delete］を選んだ場合は、コンテンツを完全に削除します。
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［VDCP］

［リモート機能：］
VDCPの Remote	transport を設定します。
［RS-422	and	TCP/IP］を選んだ場合は、RS-422 および
TCP/IP（Ethernet）のどちらからでも接続できます。
［RS-422］を選んだ場合は、RS-422 から接続できます。
［TCP/IP］を選んだ場合は、TCP/IP（Ethernet）から接続
できます。
［ポート番号：］
TCP/IP（Ethernet）接続のための待ち受けポート番号を 1
から 65535 の範囲で設定できます。デフォルトは 8000 です。
［DELETE	ID：］
VDCPの Erase	ID のコマンドについて、動作を設定します。
［Recycle］を選んだ場合は、コンテンツをごみ箱に移動します。
［Delete］を選んだ場合は、コンテンツを完全に削除します。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。

その他 - リモート設定
リモート（GPI/RS422）で外部機器からT2を制御する際の動作について設定します。

1 設定画面で［その他］をタップし、［リモート］タブをタップする

	⿆［リモート］タブ

［リモート（GPI/
RS422）制御時の再生
開始および停止の遅延：］

GPI 制御時の再生および停止コマンド実行時の遅延を設定し
ます。
［なし（最小）］を選んだ場合は、遅延を設定しません。複数
台のT2を同期させる必要が無い場合に使用します。
［あり（複数台T2 同期）］を選んだ場合は、遅延を発生させ
ます。複数台のT2を同期させる場合に使用します。
［カスタム］を選んだ場合は、遅延フレーム数を設定するこ
とができます。

2 各項目を設定し、［OK］をタップする
［適用］をタップすると、続けて他の項目を設定することができます。
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Section 11
リモートコントロール

このセクションでは、AMPコマンド、BVWコマンド、VDCP コマンド、TC	Chase、GPI 入
出力でのリモートコントロールについて説明します。

AMP/BVW/VDCP/TC Chase でリモートコントロールする

AMP コントロールの概要
T2 では、Ethernet 経由で下記のAMP制御が可能です。
T2 から AMP/BVW で外部機器を制御する（レコーダー - VTR モード）▶ P211
外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御する（レコーダー - リモートモード）▶ P211
外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御する（プレイヤー - リモートモード）▶ P212

POINT •	 AMPコマンドの一覧は、「付録」を参照してください。
AMP 対応コマンド一覧▶ P245

•	 AMPの仕様や設定については、弊社Web または下記URLにある Grass	Valley	
AMPプロトコルのドキュメントを参照ください。（英文）
http://www.gvgdevelopers.com/concrete/apis/amp_protocol/documentation/

•	 AMP プロトコルのサンプルソースコードについては、弊社Web または下記
URLを参照ください。（英文）
http://www.gvgdevelopers.com/concrete/apis/amp_protocol/amp-socket-
connection-example/

•	 T2 の AMP接続時のポート番号は 3811 です。
•	 チャンネル名文字列は、R1は "vtr1"、P1	は "vtr2"、P2 は "vtr3"、P3 は "vtr4" です。
また、v3.4.0 以降は、これに加えて、R1	は "vtr_r1"、R2	は "vtr_r2"、R3	は "vtr_
r3"、P1	は "vtr_p1"、P2	は "vtr_p2"、P3	は "vtr_p3"	の文字列を利用できます。

•	 AMP 制御サンプルプログラムについては、弊社Web（日本）または下記URL
からダウンロードいただけます。
http://pro.grassvalley.jp/download/t2n.htm

ご注意 •	 T2 の AMP制御では、RS422 経由での制御には対応していません。
•	 AMP制御サンプルプログラムはサポート対象外ソフトウェアです。
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BVW コントロールの概要
T2 では、RS422 経由で下記のBVW制御が可能です。
T2 から AMP/BVW で外部機器を制御する（レコーダー - VTR モード）▶ P211
外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御する（レコーダー - リモートモード）▶ P211
外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御する（プレイヤー - リモートモード）▶ P212

POINT •	 リモートモードで使用する BVWコマンドの対応可否については、「付録」を参
照してください。
BVW 対応コマンド一覧▶ P254
•	 RS422 入出力ピンについては、「付録」を参照してください。

RS422 入出力ピン▶ P262
•	 同期モードまたは Fill/Key 信号出力モードの場合、BVWコマンドは P1 チャン
ネルのみコントロール可能です。
コンテンツを同期再生する（同期モード）▶ P89
アルファチャンネル付きコンテンツの再生について（Fill/Key 信号出力モード）▶ P90

VDCP コントロールの概要
T2 では、Ethernet 経由またはRS422 経由で下記のVDCP制御が可能です。
外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御する（レコーダー - リモートモード）▶ P211
外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御する（プレイヤー - リモートモード）▶ P212

POINT •	 T2 のソフトウェアは、Version	3.5.0 以上に更新してください。		
モデル名やバージョンを確認する▶ P36

•	 リモートモードで使用するVDCPコマンドの対応可否については、「付録」を参
照してください。
VDCP 対応コマンド一覧▶ P255

•	 VDCP を Ethernet 接続する場合の仕様については、AMP プロトコルの
Ethernet 接続に準拠します。
AMP コントロールの概要▶ P209

•	 VDCP 接続時のポート番号のデフォルトは、8000	です。
その他 - AMP/VDCP 設定▶ P207

•	 VDCP ポート番号は次のとおりです。
	- R1：SIP1（-1,	0xFF）
	- R2：SIP2（-2,	0xFE）
	- R3：SIP3（-3,	0xFD）
	- P1：SOP1（1,	0x01）
	- P2：SOP2（2,	0x02）
	- P3：SOP3（3,	0x03）

•	 RS422 入出力ピンについては、「付録」を参照してください。
RS422 入出力ピン▶ P262
•	 同期モードまたはFill/Key 信号出力モードの場合、VCDPコマンドは P1 チャン
ネルのみコントロール可能です。
コンテンツを同期再生する（同期モード）▶ P89
アルファチャンネル付きコンテンツの再生について（Fill/Key 信号出力モード）▶ P90

TC Chase コントロールの概要
T2 では、SMPTEに準拠した LTCにフレーム精度で同期したプレイヤーチャンネルの再生が
可能です。
TC Chase で T2 を制御する（プレイヤー - リモートモード）▶ P212

POINT •	 同期モードまたはFill/Key 信号出力モードの場合、TC	Chase コマンドは P1チャ
ンネルのみコントロール可能です。
コンテンツを同期再生する（同期モード）▶ P89
アルファチャンネル付きコンテンツの再生について（Fill/Key 信号出力モード）▶ P90
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T2 から AMP/BVW で外部機器を制御する（レコーダー - 
VTR モード）
T2 をコントローラー（マスター）として、AMPコマンド（Ethernet 経由）または BVWコマ
ンド（RS422 経由）で外部機器（VTR）を制御する際のT2側の操作について説明します。
BVWコマンドを使用する場合、手順 1～ 3は不要です。

1 T2のタッチスクリーン LCDで［設定］をタップする

2 ［一般］をタップし、［ネットワーク	1］タブまたは［ネットワーク	2］タブをタップする

3 T2の IPアドレスを設定する
一般 - ネットワーク １/ ネットワーク ２設定▶ P172

4 ［R1］をタップし、［タイムコード	/	リモート］をタップする

5 ［リモートプロトコル（VTRモード）：］のリストからリモートプロトコルを選ぶ
［BVW］を選んだ場合は、手順 7に進んでください。

6 手順5で［AMP］を選んだ場合は、VTRの IPアドレスとチャンネルを設定する

7 ［OK］をタップする

8 ［R1］ボタンを押し、［VTR］をタップする
T2 からAMPコマンドまたはBVWコマンドで外部機器を制御できるようになります。

外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御す
る（レコーダー - リモートモード）
外部コントローラーから、下記コマンドのいずれかで、T2のレコーダーチャンネルを制御する
際のT2側の設定について説明します。
•	AMPコマンド（Ethernet 経由）
•	BVWコマンド（RS422 経由）
•	VDCP コマンド（Ethernet 経由またはRS422 経由）
T2は、デバイス（スレーブ）として外部コントローラーからのコマンドを受け付けます。

1 T2のタッチスクリーン LCDで［設定］をタップする

2 ［R1］をタップし、［タイムコード	/	リモート］タブをタップする

3 ［リモートプロトコル（リモートモード）：］のリストからリモートプロトコルを選ぶ

POINT •	［リモート制御がオンのとき、ローカル操作を許可する］にチェックを入れると、
リモートモード中でも、T2をローカルで操作できます。
レコーダー - タイムコード / リモート設定▶ P184

4 ［OK］をタップする

5 ［R1］ボタンを押し、［リモート］をタップする
外部コントローラーからAMPコマンドまたは BVWコマンドでレコーダーチャンネルを制御
できるようになります。
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外部コントローラーから AMP/BVW/VDCP で T2 を制御す
る（プレイヤー - リモートモード）
外部コントローラーから、下記コマンドのいずれかで、T2のプレイヤーチャンネルを制御する
際のT2側の設定について説明します。
•	AMPコマンド（Ethernet 経由）
•	BVWコマンド（RS422 経由）
•	VDCP コマンド（Ethernet 経由またはRS422 経由）
T2は、デバイス（スレーブ）として外部コントローラーからのコマンドを受け付けます。

1 T2のタッチスクリーン LCDで［設定］をタップする

2 ［P1］または［P2］をタップし、［リモート］タブをタップする
プレイヤー - タイムコード / リモート設定▶ P191

3 ［リモートプロトコル：］のリストからリモートプロトコルを選ぶ

POINT •	［リモート制御がオンのとき、ローカル操作を許可する］にチェックを入れると、
リモートモード中でも、T2をローカルで操作できます。
プレイヤー - タイムコード / リモート設定▶ P191

4 ［OK］をタップする

5 ［P1］ボタンを押す

6 ［メニュー］をタップし、［リモート］をタップする
［リモート］にチェックが入ります。
外部コントローラーからAMPコマンドまたは BVWコマンドでプレイヤーチャンネルを制御
できるようになります。

POINT •	 AMP の Erase	ID のコマンドについて、クリップを完全に削除するかどうかを
設定できます。
その他 - AMP/VDCP 設定▶ P207

TC Chase で T2 を制御する（プレイヤー - リモートモード）
入力した LTCと、プレイヤーチャンネルのタイムコードを同期させて再生するTC	Chase 制
御時の設定について説明します。
TC	Chase 制御には、入力する LTCの他に、リファレンス信号の入力が必要です。

1 T2のタッチスクリーン LCDで［設定］をタップする

2 ［一般］をタップし、［ハードウェア］タブをタップする
一般 - ハードウェア設定▶ P166

3 ［同期信号：］のリストから［External］を選ぶ
入力しているリファレンス信号と正しく同期できていることを確認します。

4 ［P1］または［P2］をタップし、［出力フォーマット	/	オプション］タブをタップする
プレイヤー - 出力フォーマット / オプション設定▶ P189

5 再生するフォーマットを選択する
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6 ［P1］または［P2］の［リモート］タブをタップする
プレイヤー - タイムコード / リモート設定▶ P191

7 ［リモートプロトコル：］のリストから［TC	Chase］を選ぶ

POINT •	［リモート制御がオンのとき、ローカル操作を許可する］にチェックを入れると、
リモートモード中でも、T2をローカルで操作できます。
プレイヤー - タイムコード / リモート設定▶ P191

8 ［OK］をタップする

9 ［P1］または［P2］ボタンを押す

10 ［メニュー］をタップし、［リモート］をタップする
［リモート］にチェックが入ります。
入力している LTCと同期してプレイヤーチャンネルが再生されるようになります。

POINT •	 ワークステーションモードでは、入力 LTCおよびプレイヤーチャンネルのタイ
ムコードおよび	タイムコードチェイスのステータスを確認できます。
タイムコードステータス表示▶ P130
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GPI でリモートコントロールする

GPI コントロールの概要
T2 では、下記のGPI 制御が可能です。

	⿆GPI 入力で T2を制御
GPIO 入力端子（8ピン）に各種動作を割り当てて、T2を制御できます。
T2がリモートモードかどうか、チャンネルがロックされているかどうかに関わらず、GPI 入力
は受け付けられます。
T2側では、設定画面の［GPI］→［入力］タブで設定しておきます。
GPI - 入力設定▶ P203

ご注意 •	 GPI 入力でT2 を制御する場合、RS422 と併用しないでください。RS422 による
制御が無効になる場合があります。

	⿆GPI 出力で T2から外部機器を制御
T2 から GPI 出力で外部機器を制御する▶ P214

	⿆GPI からのタリー出力
T2 で再生中または収録中に、GPI からタリー信号を出力して、外部モニターのタリーランプを
常時点灯させることができます。
T2側では、設定画面の［GPI］→［出力］タブで設定します。
GPI - 出力設定▶ P205

POINT •	 GPI 入出力ピンについては、「付録」を参照してください。
GPI 設定▶ P203

T2 から GPI 出力で外部機器を制御する
T2 の P1 チャンネルにマウントされているプレイリストの任意のイベントにトリガーを指定す
ることにより、GPI 出力で外部機器を制御できます。

1 T2のタッチスクリーン LCDで［設定］をタップする

2 ［GPI］をタップし、［出力］をタップする
GPI - 出力設定▶ P205

3 ［前へ］または［次へ］をタップし、GPIO出力ピンを選ぶ
［GPI 出力］の右隣に選択中のピン番号が表示されます。

4 設定の［名前：］、［アクティブ：］を設定し、［モード：］のリストから［Trigger］を選
ぶ

5 ［OK］をタップする

6 トリガーを指定するイベントを含むプレイリストをP1チャンネルにマウントする

7 ［P1］ボタンを押す

8 イベントリストからトリガーに設定するイベントをタップして選ぶ
選択中のイベントには、青色の枠線が表示されます。
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9 ［メニュー］をタップし、［イベントプロパティ］をタップする

10 ［GPI］タブをタップする

11 ［GPI トリガー］にチェックを入れ、手順4で設定したトリガー設定の名称をリストから
選ぶ

12 トリガーにするイベントの動作を選ぶ

•	［イベントの開始］を選ぶと、イベントの再生開始がトリガーになります。
•	［イベントの終了］を選ぶと、イベントの再生終了がトリガーになります。
•	［開始からプラス時間］を選ぶと、イベントの再生開始から指定した時間分プラスした時点が
トリガーになります。タイムコードをタップして、プラスする時間を入力します。
•	［終了からマイナス時間］を選ぶと、イベントの再生終了から指定した時間分マイナスした時
点がトリガーになります。タイムコードをタップして、マイナスする時間を入力します。

13 ［OK］をタップする
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Section 12
IP によるビデオ入出力の活用

このセクションでは、IP のビデオ入出力の利用方法について説明します。

POINT •	 T2 のソフトウェアは、Version	3.5.0 以上に更新してください。
モデル名やバージョンを確認する▶ P36
•	 NDI については、下記URLを参照ください。
https://ndi.video/

•	 ワークステーションモードでは、画面下部にあるステータスバーで LANのネッ
トワークの負荷状況の目安を確認することができます。
ステータスバー▶ P142

ご注意 •	 NDI の入出力として設定可能な合計数は次のとおりです。
	- 4K の IOモードの場合、最大 1です。
	- HD の IO モードの場合、最大 2です。そのうち、入力として設定可能な数は
最大 1です。
例えばHDの IOモードの場合、「NDI 入力 1、NDI 出力 1」または「NDI 入力 0、
NDI 出力 2」のように設定できます。「NDI 入力 2、NDI 出力 0」のような設
定はできません。

IO モード一覧▶ P240
•	 T2 および T2 と接続した機器や、ネットワークの設定および環境によっては、
NDI による入出力およびそれに関連する機能が正常に動作しない場合がありま
す。また、上記のNDI 入出力の合計数を保証するわけではありません。

•	 T2 の NDI 出力を同時に使用するクライアントの接続数の増加に伴って、T2 の
CPUおよびネットワーク負荷が増加します。その結果、クライアント数によっ
ては、T2の動作に影響を与える場合があります。

•	 4K の 0	in	2	out（Key/Fill）モードでのNDI 出力はできません。

T2 に IP（NDI）を入力する
IP（NDI）を T2 への入力として利用できます。

POINT •	 T2 と同一ネットワーク上に、あらかじめ、入力するためのNDI ソースを準備し
てください。

ご注意 •	 T2 および T2 と接続した機器や、ネットワークの設定および環境によっては、
NDI による入出力およびそれに関連する機能が正常に動作しない場合があります。

1 T2をネットワークに接続する
T2 のリアパネルにある LAN端子のいずれか１つをネットワークに接続します。
リアパネル▶ P26

2 ［設定］をタップする
設定画面の［一般］→［ハードウェア］タブが表示されます。

3 ［IOモード：］の［設定 ...］をタップする
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［IOモード設定］ダイアログが表示されます。
［IO モード設定］ダイアログ▶ P124

4 ［IOモード設定］ダイアログの［設定 ...］をタップする
IO モード詳細設定ダイアログが表示されます。
IO モード詳細設定ダイアログ▶ P168

5 ［タイプ］が［レコーダー］と表示されている端子を選ぶ

6 ［IP入力オプション：］のリストから［オン］を選ぶ

POINT •	［IP 入力オプション：］が選択不可の状態の場合は、次の操作を試してください。
1）	他の［IP 入力オプション：］または［IP 出力オプション：］の設定のいずれ
かを［オン］から［オフ］に切り替える

2）	手順 5で選択した端子の［IP 入力オプション：］で［オン］を選ぶ

7 IO モード詳細設定ダイアログで［OK］をタップする

8 ［OK］をタップする

9 設定画面で［R1］（または［R2］または［R3］）をタップし、［収録フォーマット］タブをタッ
プする

10 ［入力タイプ：］のリストから［NDI］を選び、［設定 ...］をタップする
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［NDI 入力設定］ダイアログが表示されます。
［NDI 入力設定］ダイアログ▶ P184

11 ［ソース名：］のリストからT2に入力するNDI のソースを選ぶ

12 ［NDI 入力設定］ダイアログで［OK］をタップする

13 収録する
ライブ映像を収録する（レコーダー - ライブモード）▶ P42

T2 から IP（NDI）を出力する
T2 のプレイヤー、モニターアウト、レコーダーのビデオを IP（NDI）出力できます。

POINT •	［IP 出力オプション：］の［オン］・［オフ］の設定に関係なく、SDI からの信号
は出力されます。

ご注意 •	 T2 および T2 と接続した機器や、ネットワークの設定および環境によっては、
NDI による入出力およびそれに関連する機能が正常に動作しない場合があります。

1 T2をネットワークに接続する
T2 のリアパネルにある LAN端子のいずれか１つをネットワークに接続します。
リアパネル▶ P26

2 ［設定］をタップする
設定画面の［一般］→［ハードウェア］タブが表示されます。

3 ［IOモード：］の［設定 ...］をタップする
［IOモード設定］ダイアログが表示されます。
［IO モード設定］ダイアログ▶ P124

4 ［IOモード設定］ダイアログの［設定 ...］をタップする
IO モード詳細設定ダイアログが表示されます。
IO モード詳細設定ダイアログ▶ P168

5 ［タイプ］が［プレイヤー］または［モニター出力］または［レコーダー］と表示されて
いる端子を選ぶ
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6 ［IP出力オプション：］のリストから［オン］を選ぶ

POINT •	［IP 出力オプション：］が選択不可の状態の場合は、次の操作を試してください。
1）	他の［IP 出力オプション：］または［IP 入力オプション：］の設定のいずれ
かを［オン］から［オフ］に切り替える

2）	手順 5で選択した端子の［IP 出力オプション：］で［オン］を選ぶ

7 ［IP出力オプション：］の［設定 ...］をタップする

［IP 出力設定］ダイアログが表示されます。
［IP 出力設定］ダイアログ▶ P171
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8 必要に応じて［ソース名：］を変更する

9 ［IP出力設定］ダイアログで［OK］をタップする

10 再生する
映像を再生する▶ P85
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Section 13
ASIO オーディオデバイスの活用

このセクションでは、ASIO オーディオデバイスの利用方法について説明します。

USB オーディオインターフェースを利用する

概要
ASIO 対応の USB オーディオインターフェースを経由して、T2 のオーディオを出力したり、
T2にオーディオを入力したりできます。
USBオーディオインターフェースのオーディオ出力端子を経由して、以下のT2のオーディオ
を出力できます。
•	プレイヤーチャンネルで再生中のオーディオ（Ch1	-	Ch8）
•	レコーダーチャンネルに入力プレビュー中のオーディオ（Ch1	-	Ch8）
USB オーディオインターフェースのオーディオ入力端子を経由して、T2 にオーディオを入力
できます。

POINT •	 T2	のソフトウェアは、Version	3.4.0	以上に更新してください。
モデル名やバージョンを確認する▶ P36

•	 ASIO 対応の USB オーディオインターフェースは、以下の条件を満たす必要が
あります。
	- ASIO	2.0 対応（48kHz	サンプリングレートフォーマットに対応。また、24	bit	
以上のビット深度対応を推奨）
	- USB オーディオインターフェースおよびドライバーソフトウェアがWindows	10
（1607	Anniversary	Update）対応
USB オーディオインターフェース（ASIO オーディオ）の動作確認済み製品と
バージョン▶ P233

•	 USB オーディオインターフェースのオーディオは、SDI 端子のエンベデッドオー
ディオと並列に動作します。

ご注意 •	 上記の条件を満たした場合でも、すべてのUSBオーディオインターフェースで
動作を保証するものではありません。

ステップ 1　T2 にドライバーソフトウェアをインストールする
各メーカーのUSBオーディオインターフェースの取扱説明書にしたがって、ドライバーソフト
ウェアをT2にインストールしてください。
下記の手順は、一般的なUSBオーディオインターフェースでの手順です。

1 T2にキーボード、マウス、ディスプレイを接続する

2 USBオーディオインターフェースをT2のUSB端子に接続する
リアパネル▶ P26

3 T2	をメンテナンスモードで起動する
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POINT •	 メンテナンスモードについて詳しくは、T2	サービスマニュアルを参照してくだ
さい。

4 メーカーから配布されるUSB	オーディオインターフェースのドライバーソフトウェアを
インストールする

5 （必要に応じて）オーディオインターフェースの設定をする

6 T2	を CommandCenter	モードで起動する

POINT •	 CommandCenter モードについて詳しくは、T2	サービスマニュアルを参照して
ください。

ステップ 2　T2 で ASIO オーディオデバイスを設定する
T2 側でオーディオ入出力設定をします。

1 T2	を起動し、ワークステーションモードに切り替える
T2 を起動する▶ P31
フロントパネルモードからワークステーションモードに切り替える▶ P33

2 ［設定］をクリックし、［一般］→［ハードウェア］をクリックする
一般 - ハードウェア設定▶ P166

3 ［ASIOオーディオデバイス：］の［設定 ...］をクリックする
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4 ［ASIOオーディオデバイス］ダイアログで、［デバイス：］のリストから使用するASIO	オー
ディオデバイスを選ぶ

［デバイス：］のリストには、ASIO オーディオデバイスの仕様に基づき、オーディオチャンネ
ル一覧が表示されます。

5 ASIOオーディオ出力を設定する場合は、［出力］タブを選択し、オーディオ端子リストに
表示される各オーディオ出力チャンネルに対して、［チャンネル：］で割り当てるプレイヤー

チャンネル、［オーディオ：］で割り当てるオーディオのチャンネル（Ch1	-	Ch8）を設

定する

6 ASIOオーディオ入力を設定する場合は、［入力］	タブを選択し、オーディオ端子リストに
表示される各オーディオ入力チャンネルに対して、［チャンネル：］で割り当てるレコーダー

チャンネル、［オーディオ：］で割り当てるオーディオのチャンネル（Ch1	-	Ch8）を設

定する

7 ［OK］をクリックする

POINT •	 ASIO オーディオ入力の設定の場合、レコーダーチャンネルの収録フォーマット
のオーディオの入力端子を	［ASIO	audio	device］	に設定する必要があります。
レコーダー - 収録フォーマット設定▶ P182

ネットワークオーディオ（Dante Virtual Soundcard）を利用する

概要
Dante	Virtual	Soundcard（ソフトウェア）をT2にインストールして、ネットワーク経由でデ
ジタルオーディオを入出力できます。
Dante ネットワークオーディオ機能を利用して、T2から下記の入出力が可能です。
•	プレイヤーチャンネルで再生中のオーディオ（Ch1	-	Ch8）を Dante ネットワークに出力
•	レコーダーチャンネルに入力プレビュー中のオーディオ（Ch1	-	Ch8）を Dante ネットワーク
に出力
•	Dante ネットワークから、レコーダーチャンネルで収録するオーディオ（Ch1	-	Ch8）を入力
•	（Dante 対応機との組み合わせにより）Dante ネットワークを経由し、T2 本体と遠隔にある	
Dante 対応機器間で、オーディオ信号を入出力
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POINT •	 Dante およびDante	Virtual	Soundcard およびDante	Controller については、以
下のAudinate 社の URLを参照ください。
https://www.audinate.com/

•	 Dante の技術文書については、以下のURLを参照ください。
https://www.audinate.com/resources/technical-documentation

•	 Dante ネットワークオーディオは、SDI 端子のエンベデッドオーディオと同時に
出力されます。

ステップ１　T2 に Dante Virtual Soundcard ソフトウェ
アをインストールする

1 Dante	Virtual	Soundcard ソフトウェアとライセンス（有償）を入手する

POINT •	 Dante	Virtual	Soundcard	のソフトウェアとライセンスは、以下のURLから入手
できます。
https://www.audinate.com/products/software/dante-virtual-soundcard

2 T2にキーボード、マウス、ディスプレイを接続する

3 T2	をメンテナンスモードで起動する

POINT •	 メンテナンスモードについて詳しくは、T2	サービスマニュアルを参照してくだ
さい。

4 T2のメンテナンスモードで、Dante	Virtual	Soundcard ソフトウェアをインストールし、
ライセンスを有効化する

ステップ２　T2 で Dante Virtual Soundcard を設定する

1 T2 のメンテナンスモードで、スタートメニューを表示し、［Audinate］→［Dante	
Virtual	Soundcard］をクリックする

Dante	Virtual	Soundcard 設定アプリケーションが起動します。

2 ［Settings］タブの［Audio	Interface:］で［ASIO］を選ぶ

3 ［Audio	Channels:］で、Dante ネットワークで入出力したい最大オーディオチャンネル
数を設定する
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「入力オーディオチャンネル数×出力オーディオチャンネル数」を示しています。
下記画面の例では、Danteネットワークから合計8チャンネルのオーディオを入力し、Danteネッ
トワークに対して合計 8チャンネルのオーディオを出力します。

4 ［Network	Interface:］でDante ネットワークに利用するネットワークポートを選ぶ
［Ethernet］は T2 のリアパネルにある左側の LAN端子、［Ethernet	2］は右側の LAN端子に
対応します。
リアパネル▶ P26

5 ［Start］をクリックする
Dante	Virtual	Soundcard サービスが開始されます。
T2では、Dante	Virtual	Soundcard サービスがASIO オーディオデバイスとして認識されます。

6 T2	を CommandCenter モードで起動する

POINT •	 CommandCenter モードについて詳しくは、T2	サービスマニュアルを参照して
ください。

ステップ３　T2 で ASIO オーディオデバイスを設定する
T2 でオーディオ出力設定をします。

1 T2	を起動し、ワークステーションモードに切り替える
T2 を起動する▶ P31
フロントパネルモードからワークステーションモードに切り替える▶ P33
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2 ［設定］をクリックし、［一般］→［ハードウェア］をクリックする
一般 - ハードウェア設定▶ P166

3 ［ASIOオーディオデバイス：］の［設定 ...］をクリックする

4 ［ASIOオーディオデバイス］ダイアログで、［デバイス：］のリストからDante	Virtual	
Soundcard を選ぶ

［デバイス：］のリストには、Dante	Virtual	Soundcard サービスの仕様に基づき、オーディオチャ
ンネル一覧が表示されます。

5 ASIOオーディオ出力を設定する場合は、［出力］タブを選択し、オーディオ端子リストに
表示される各オーディオ出力チャンネルに対して、［チャンネル：］で割り当てるプレイヤー

チャンネル、［オーディオ：］で割り当てるオーディオのチャンネル（Ch1	-	Ch8）を設

定する
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6 ASIOオーディオ入力を設定する場合は、［入力］	タブを選択し、オーディオ端子リストに
表示される各オーディオ入力チャンネルに対して、［チャンネル：］で割り当てるレコーダー

チャンネル、［オーディオ：］で割り当てるオーディオのチャンネル（Ch1	-	Ch8）を設

定する

7 ［OK］をクリックする

POINT •	 ASIO オーディオ入力の設定の場合、レコーダーチャンネルの収録フォーマット
のオーディオの入力端子を	［ASIO	audio	device］	に設定する必要があります。
レコーダー - 収録フォーマット設定▶ P182

ステップ４　T2 を Dante ネットワークに接続する

1 T2をDante ネットワークに接続する
T2	のリアパネルにある LAN端子のいずれか 1	つを Dante ネットワークに接続します。
リアパネル▶ P26

POINT •	 T2 の IP アドレスは、T2で［設定］をタップし、［一般］→［ネットワーク	１］
または［ネットワーク	２］で設定できます。［ネットワーク	１］が左側の LAN	
端子、［ネットワーク	２］が右側の LAN	端子に対応します。
一般 - ネットワーク １/ ネットワーク ２設定▶ P172

2 Dante ネットワーク上にあるPCのDante	Controller を利用して、オーディオ入出力
をマッピングする

下記画面は、Dante	Controller で、16 チャンネル出力設定のT2から先頭 2チャンネルの出力を、
Focusrite	RedNet	AM2 の L/R チャンネル音声出力端子にマッピングした例です。

一度設定したマッピングはT2	本体を再起動してもDante ネットワーク上で自動的に適用され
ます。

POINT •	 Dante	Controller については、以下の	URL を参照ください。
https://www.audinate.com/products/software/dante-controller
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Section 14
付録
このセクションでは、ワークステーションモードのキーボードショートカットや入出力フォーマット、デバイス別の動作確認済
みドライバー、AMPコマンド、BVWコマンドの一覧を掲載しています。

ワークステーションモードのキーボードショートカット一覧
キーボードショートカット一覧です。

POINT •	 ワークステーションモードで、キーボードショートカットの割り当てを変更できます。
キーボードショートカットの割り当てを変更する▶ P152

カテゴリー 動作 ショートカット

［全般］

［R1チャンネルを選択する］ ［1］

［R2 チャンネルを選択する］

［R3チャンネルを選択する］

［P1チャンネルを選択する］ ［2］

［P2 チャンネルを選択する］ ［3］

［P3チャンネルを選択する］※7 ［4］

［フォルダーリストにフォーカスを移動する］

［素材リストにフォーカスを移動する］

［選択チャンネルのプレイリストにフォーカスを移動する］

［選択チャンネルのマーカーリストにフォーカスを変更する］

［1	ch	View と 3	ch（または 2	ch）	View を切り替える］

［素材タブを順次切り替える］

［Configuration 画面を表示する］

［素材検索画面を表示する］

［選択チャンネルのロックのオン	/	オフを切り替える］

［選択チャンネル（P1/P2/P3）のループのオン	/	オフを切り替える］※7

［選択チャンネルのE	to	E	のオン /オフを切り替える］

［選択チャンネル（P1/P2/P3）のリモートのオン	/	オフを切り替える］※7

［同期再生モード（P1/P2）のオン	/	オフを切り替える］

［選択チャンネルの拡張画面を表示	/	非表示する］

［選択チャンネルの拡張画面（オーディオ）を表示する］

［選択チャンネルの拡張画面（VAR）を表示する］
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カテゴリー 動作 ショートカット

［全般］

［選択チャンネルの拡張画面（切替効果（プレイリスト））を表示する］

［選択チャンネルの拡張画面（タイムコードステータス）を表示する］

［選択チャンネルの拡張画面（マーカーリスト）を表示する］

［選択チャンネルをイジェクトする］

［選択チャンネル（R1/R2/R3）の収録を開始する］ ［M］

［選択チャンネルで再生を開始する］ ［L］

［選択チャンネルで逆再生を開始する］ ［J］

［選択チャンネルで再生を開始または停止する］ ［Space］

［選択チャンネルで再生または収録を停止する］ ［K］

［選択チャンネルで早送りする（1段階進める）］ ［;］

［選択チャンネルで巻き戻しする（1段階戻す）］ ［H］

［選択チャンネルでVARスピードを増加させる（1段階進める）］ ［.］

［選択チャンネルでVARスピードを減少させる（1段階戻す）］ ［,］

［選択チャンネルでVAR	スピードを増加させる（0.1 進める）］

［選択チャンネルでVAR	スピードを減少させる（0.1 戻す）］

［選択チャンネルでVAR	スピードを増加させる（0.01 進める）］

［選択チャンネルでVAR	スピードを減少させる（0.01 戻す）］

［選択チャンネルで先頭フレーム（前のイベント）へ移動する］ ［A］

［選択チャンネルで最終フレーム（次のイベント）へ移動する］ ［S］

［選択チャンネルで In 点へ移動する］ ［Shift+I］

［選択チャンネルでOut 点へ移動する］ ［Shift+O］

［選択チャンネルで前のフレームに移動する］ ［←］

［選択チャンネルで次のフレームに移動する］ ［→］

［選択チャンネルで前のフレームに移動する（JOGモード）］※1

［選択チャンネルで次のフレームに移動する（JOGモード）］※1

［選択チャンネルで In 点を設定する］ ［I］

［選択チャンネルでOut 点を設定する］ ［O］

［選択チャンネルで In/Out 点をクリアする］
［Ctrl］+［I］
［Ctrl］+［O］

［選択チャンネルで現在の再生スピードを増加させる（0.01 進める）］

［選択チャンネルで現在の再生スピードを増加させる（0.1 進める）］

［選択チャンネルで現在の再生スピードを減少させる（0.01 戻す）］

［選択チャンネルで現在の再生スピードを減少させる（0.1 戻す）］

［選択チャンネルの切替効果を「なし」に設定する］

［選択チャンネルの切替効果を「ディゾルブ」に設定する］

［選択チャンネルの切替効果時間を 0.0 秒にする］

［選択チャンネルの切替効果時間を 1.0 秒増加させる］

［選択チャンネルの切替効果時間を 1.0 秒減少させる］
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［全般］

［選択チャンネルでマーカーを追加］※2 ［V］※3

［R1 でマーカーを追加］※2

［R2	でマーカーを追加］※2

［R3	でマーカーを追加］※2

［P1 でマーカーを追加］※2

［P2 でマーカーを追加］※2

［P3 でマーカーを追加］※2※ 7

［選択チャンネルへの指定のコンテンツのマウント］※4

［P1 への指定のコンテンツのマウント］※4

［P2 への指定のコンテンツのマウント］※4

［P3 への指定のコンテンツのマウント］※4※ 7

［選択チャンネルのプレイリスト内の指定のイベントにCue	up］※ 5

［選択チャンネルのプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	停止］※5

［選択チャンネルのプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	再生開始］※5

［P1 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up］※ 5

［P1 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	停止］※5

［P1 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	再生開始］※5

［P2 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up］※ 5

［P2 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	停止］※5

［P2 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	再生開始］※5

［P3 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up］※ 5※ 7

［P3 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	停止］※5※ 7

［P3 のプレイリスト内の指定のイベントにCue	up	＋	再生開始］※5※ 7

［選択チャンネルの指定のマーカーにCue	up］※ 6

［選択チャンネルの指定のマーカーにCue	up ＋停止］※6

［選択チャンネルの指定のマーカーにCue	up ＋再生開始］※6

［P1 の指定のマーカーにCue	up］※ 6

［P1 の指定のマーカーにCue	up ＋停止］※6

［P1 の指定のマーカーにCue	up ＋再生開始］※6

［P2 の指定のマーカーにCue	up］※ 6

［P2 の指定のマーカーにCue	up ＋停止］※6

［P2 の指定のマーカーにCue	up ＋再生開始］※6

［P3 の指定のマーカーにCue	up］※ 6※ 7

［P3 の指定のマーカーにCue	up ＋停止］※6※ 7

［P3 の指定のマーカーにCue	up ＋再生開始］※6※ 7
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［素材リスト］

［選択チャンネルへ選択アイテムをマウントする］ ［Return］

［選択チャンネルへ選択アイテムをマウントする（フォーカスを移動）］

［選択チャンネルへ選択アイテムをマウント	＋	停止する］

［選択チャンネルへ選択アイテムをマウント	＋	停止する（フォーカスを移動）］

［選択チャンネルへ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する］

［選択チャンネルへ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する（フォーカスを移動）］

［P1 へ選択アイテムをマウントする］

［P1 へ選択アイテムをマウントする（フォーカスを移動）］

［P1 へ選択アイテムをマウント	＋	停止する］

［P1 へ選択アイテムをマウント	＋	停止する（フォーカスを移動）］

［P1 へ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する］

［P1 へ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する（フォーカスを移動）］

［P2 へ選択アイテムをマウントする］

［P2 へ選択アイテムをマウントする（フォーカスを移動）］

［P2 へ選択アイテムをマウント	＋	停止する］

［P2 へ選択アイテムをマウント	＋	停止する（フォーカスを移動）］

［P2 へ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する］

［P2 へ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する（フォーカスを移動）］

［P3 へ選択アイテムをマウントする］※7

［P3 へ選択アイテムをマウントする（フォーカスを移動）］※7

［P3 へ選択アイテムをマウント	＋	停止する］※7

［P3 へ選択アイテムをマウント	＋	停止する（フォーカスを移動）］※7

［P3 へ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する］※7

［P3 へ選択アイテムをマウント	＋	再生開始する（フォーカスを移動）］※7

［先頭のアイテムにスクロールする］ ［Home］

［最後尾のアイテムにスクロールする］ ［End］

［選択アイテムを削除する］ ［Delete］

［選択アイテムをコピーする］ ［Ctrl］+［C］

［選択アイテムを切り取る］ ［Ctrl］+［X］

［クリップボードのアイテムを貼り付ける］ ［Ctrl］+［V］

［選択アイテムの名前の変更ダイアログを表示する］

［選択アイテムのサムネイルフレームカラーをデフォルトに切り替える］

［選択アイテムのサムネイルフレームカラーをカラー１に切り替える］

［選択アイテムのサムネイルフレームカラーをカラー２に切り替える］

［選択アイテムのサムネイルフレームカラーをカラー３に切り替える］

［選択アイテムのサムネイルフレームカラーをカラー４に切り替える］

［選択アイテムのサムネイルフレームカラーをカラー５に切り替える］

［選択アイテムのフィルムストリップ表示を行う］

［選択アイテムのプロパティ表示を行う］
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［プレイリスト］

［選択イベントにCue	up する］ ［Return］

［選択イベントにCue	up	＋	停止する］

［選択イベントにCue	up	＋	再生開始する］

［選択イベントを削除する］ ［Delete］

［選択イベントをコピーする］ ［Ctrl］+［C］

［選択イベントを貼り付ける］ ［Ctrl］+［V］

［選択イベントの名前の変更ダイアログを表示する］

［選択イベントのフェードインを「なし」にする］

［選択イベントのフェードインを「黒から」にする］

［選択イベントのフェードインを「白から」にする］

［選択イベントのフェードアウトを「なし」にする］

［選択イベントのフェードアウトを「黒へ」にする］

［選択イベントのフェードアウトを「白へ」にする］

［選択イベントのエンドエフェクトのアクションを「なし」にする］

［選択イベントのエンドエフェクトのアクションを「一時停止（黒フレーム
表示）」にする］

［選択イベントのエンドエフェクトのアクションを「一時停止（白フレーム
表示）」にする］

［選択イベントのエンドエフェクトのアクションを「一時停止（最終フレー
ム表示）」にする］

［選択イベントのエンドエフェクトのアクションを「一時停止（次のイベン
トのフレーム表示）」にする］

［選択イベントのエンドエフェクトのアクションを「一時停止（E	to	E 表示）」
にする］

［選択イベントのエンドエフェクトのアクションを「ループ」にする］

［選択イベントのプロパティを表示する］

［マーカーリスト］

［選択されているマーカーの位置にCue	up する］ ［Return］

［選択されているマーカーの位置にCue	up ＋停止する］

［選択されているマーカーの位置にCue	up ＋再生開始する］

［選択されているマーカーを削除する］ ［Delete］

［選択されているマーカーの編集ダイアログを表示する］

［選択されているマーカーにコメントを設定］※2

※ 1	外部コントローラーの JOGからのコントロールを想定したショートカットで、連続したコマンドが送信されてきた際もス
ムーズにフレームを移動できます。Shuttle	Pro の JOGなどに割り当てると最適です。

※ 2	マーカーコメント（1～ 9）に対して割り当てることができます。
※ 3	コメントなしのマーカーが追加されます。
※ 4	00_ ～ 99_ で始まるクリップ、プレイリストをマウントすることが可能です。
※ 5	最大 100 個までのイベントに対して設定が可能です。
※ 6	最大 100 個までのマーカーに対して設定が可能です。
※ 7	P3	チャンネルに対しての設定は、P3	チャンネルが利用できるモデルでのみ設定できます。
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各デバイスの動作確認済みドライバーについて

XDCAM/XDCAM EX/XAVC/XAVC S の動作確認済みドライバーのバージョン
本製品は下記バージョン製品のドライバーを対象に動作確認を行っています。

品名 バージョン

XDCAM	Drive	Software Ver.	5.0.9

P2 の動作確認済みドライバーのバージョン
本製品は下記バージョン製品のドライバーを対象に動作確認を行っています。

品名 バージョン

メモリーカード・ドライブ“P2	drive”　AJ-PCD20 P2	Driver	Ver.	2.29

USB オーディオインターフェース（ASIO オーディオ）の動作確認済み製品とバージョン
本製品は下記の製品とバージョンを対象に動作確認を行っています。

品名 バージョン

steinberg	UR824 TOOLS	for	UR824	V2.2.1

TASCAM	US-16x08 Settings	Panel	V4.00

ZOOM	UAC-2 UAC-2	Driver	Win	v1.2.1

Roland	Rubix24 USB	Audio	Driver	for	Rubix	Series	v1.0.7

ご注意 •	 すべての動作を保証するものではありません。

ネットワークオーディオ（ASIO オーディオ）の動作確認済み製品とバージョン
本製品は	下記の製品とバージョンを対象に動作確認を行っています。

品名 バージョン

Audinate	Dante	Virtual	Soundcard v4.0.4.4

ご注意 •	 すべての動作を保証するものではありません。
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対応フォーマット一覧

キャプチャファイル対応フォーマット（4K DCI/4K UHD）

コンテナ コーデック

AVI Grass	Valley	HQX

MXF Grass	Valley	HQX

キャプチャファイル対応フォーマット（HD/SD）

コンテナ コーデック

AVI Grass	Valley	HQX

MXF
Grass	Valley	HQX,	XDCAM	HD422,	XDCAM	HD,	IMX,	DVCAM	,	Apple	ProRes	422	HQ,		
Apple	ProRes	422,	Apple	ProRes	422	LT,	Apple	ProRes	422	Proxy,	Avid	DNxHD	220,		
Avid	DNxHD	145,	Avid	DNxHD	100,	Avid	DNxHD	36

ご注意 •	 設定する IOモードの種類によっては、一部のキャプチャファイル対応フォーマットが制限される場合があります。

インポートファイル対応フォーマット（4K DCI/4K UHD）

コンテナ コーデック

AVI Grass	Valley	HQX,	Grass	Valley	Lossless※ 1,	Grass	Valley	Uncompressed※ 1

MXF
H.264/AVC※ 1,	Grass	Valley	HQX,	Apple	ProRes	(422	HQ/422/422	LT/422	Proxy),		
Apple	ProRes	4444※ 1,	Avid	DNxHR	(HQ/SQ/LB),	Avid	DNxHR	(444/HQX)※ 1

QuickTime Apple	ProRes	(422	HQ/422/422	LT/422	Proxy),	Apple	ProRes	4444※ 1,	Grass	Valley	HQX

MP4 H.264/AVC

XAVC
4K	Intra	 (480 ※ 1/300 ※ 1),	QFHD	Intra	 (480 ※ 1/300 ※ 1),	QFHD	Long422	 (200 ※ 1/140 ※ 1/100 ※ 1),	
QFHD	Long	(150/100/60)

XAVC	S H.264/AVC

P2 AVC-Intra	4K	(422※ 1)

Windows	Media Windows	Media	Video※ 1

Still	Image Targa※ 1,	Windows	Bitmap※ 1,	JPEG※ 1,	TIFF※ 1,	PNG※ 1,	GIF※ 1,	DPX※ 1,	YUV	Bitmap※ 1

※ 1	インポート時に、	AVI（Grass	Valley	HQX）に変換されます。
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インポートファイル対応フォーマット（HD/SD）

コンテナ コーデック

AVI
Grass	Valley	HQX,	Grass	Valley	HQ,	Grass	Valley	Lossless※ 1,	Grass	Valley	Uncompressed※ 1,	
DVCPRO	HD,	DVCPRO50,	DVCPRO25,	DV

MXF
MPEG-2,	H.264/AVC,	Avid	DNxHD	(220x/220/145/100/36),	Grass	Valley	HQX,	Grass	Valley	HQ,		
DVCPRO	HD,	DVCPRO50,	DVCPRO25,	DV,	D10/IMX,	JPEG2000,		
Apple	ProRes	(422	HQ/422/422	LT/422	Proxy)

QuickTime
Apple	ProRes	(422	HQ/422/422	LT/422	Proxy),	Apple	ProRes	4444※ 1,	XDCAM	(HD422/HD),	
XDCAM	EX,	H.264※ 1,	MPEG-4※ 1,	Grass	Valley	HQX,	Grass	Valley	HQ,	DVCPRO	HD※ 1,	
DVCPRO50※ 1,	DVCPRO25※ 1,	DV※ 1,	Motion	JPEG※ 1,	Uncompressed※ 1

MP4 H.264/AVC

XDCAM XDCAM	HD422,	XDCAM	HD,	XDCAM	IMX,	XDCAM	DV,	XDCAM	EX

XAVC HD	Intra	(200/100/50),	HD	Long422	(50/35/25)

XAVC	S H.264/AVC

P2 AVC-LongG	(50/25/12),	AVC-Intra	(200/100/50),	DVCPRO	HD,	DVCPRO50,	DVCPRO,	DV

AVCHD H.264/AVC

MPEG-2 PS※ 1,	TS※ 1

Windows	Media Windows	Media	Video※ 1

GXF
Grass	Valley	HQ ※ 2,	MPEG-2	 (Intra	Frame) ※ 2,	H.264/AVC	(Intra	Frame) ※ 2,	DVCPRO	HD ※ 2,	
DVCPRO50※ 2,	DVCPRO※ 2,	DV※ 2

Still	Image Targa※ 1,	Windows	Bitmap※ 1,	JPEG※ 1,	TIFF※ 1,	PNG※ 1,	GIF※ 1,	DPX※ 1,	YUV	Bitmap※ 1

※ 1	インポート時に、AVI（Grass	Valley	HQX）に変換されます。
※ 2	インポート時に、MXFにリラップします。

ご注意 •	 コーデックによっては、1チャンネルにしか出力できません。
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変換対応フォーマット

変換元フォーマット
変換先フォーマット

コンテナ コーデック

Grass	Valley	HQX	AVI または
Playlist

MXF

Grass	Valley	HQX,	XDCAM	HD	422,	XDCAM	HD,	XDCAM	IMX,	
XDCAM	DV,	Apple	ProRes	422	HQ,	Apple	ProRes	422,		
Apple	ProRes	422	LT,	Apple	ProRes	422	Proxy,	Avid	DNxHR	HQ,		
Avid	DNxHR	SQ,	Avid	DNxHR	LB,	Avid	DNxHD	220x,		
Avid	DNxHD	220,	Avid	DNxHD	145,	Avid	DNxHD	100,	Avid	DNxHD	36

MOV
Apple	ProRes	422	HQ,	Apple	ProRes	422,	Apple	ProRes	422	LT,		
Apple	ProRes	422	Proxy

上記以外のT2が対応している	
フォーマット

AVI Grass	Valley	HQX

ビデオ入力・ビデオ出力フォーマット

T2	4K	Elite/T2	4K	Elite	Plus/T2	4K	Elite	12G/T2	4K	Pro/T2	4K	Pro	Plus/T2	4K	Pro	12G

解像度 ビデオ入力フォーマット ビデオ出力フォーマット

4K
4096	x	2160p	(60p,	59.94p,	50p,	30p,	29.97p,	25p,	24p,	
23.98p)

4096	x	2160p	(60p,	59.94p,	50p,	30p,	29.97p,	25p,	24p,	
23.98p)

UHD
3840	x	2160p	(60p,	59.94p,	50p,	30p,	29.97p,	25p,	24p,	
23.98p)

3840	x	2160p	(60p,	59.94p,	50p,	30p,	29.97p,	25p,	24p,	
23.98p)

HD

1920	x	1080p	(60p,	59.94p,	50p,	30p,	29.97p,	25p,	24p,	
23.98p),		
1920	x	1080i	(59.94i,	50i),		
1920	x	1080PsF	(24PsF,	23.98PsF),	
1440	x	1080p	(29.97p,	25p,	24p,	23.98p),		
1440	x	1080i	(59.94i,	50i),		
1440	x	1080PsF	(24PsF,	23.98PsF),	
1280	x	720p	(60p,	59.94p,	50p)

1920	x	1080p	(60p,	59.94p,	50p,	30p,	29.97p,	25p,	24p,	
23.98p),		
1920	x	1080i	(59.94i,	50i),		
1920	x	1080PsF	(24PsF,	23.98PsF),	
1280	x	720p	(60p,	59.94p,	50p)

SD
720	x	486i	(59.94i),		
720	x	576i	(50i)

720	x	486i	(59.94i),		
720	x	576i	(50i)

236 T2ユーザーマニュアル	 June 1, 2023

Section 14  ― 付録



T2	4K	Express/T2	4K	Express	Plus/T2	4K	Express	6G

解像度 ビデオ入力フォーマット ビデオ出力フォーマット

4K 4096	x	2160p	(30p,	29.97p,	25p,	24p,	23.98p) 4096	x	2160p	(30p,	29.97p,	25p,	24p,	23.98p)

UHD 3840	x	2160p	(30p,	29.97p,	25p,	24p,	23.98p) 3840	x	2160p	(30p,	29.97p,	25p,	24p,	23.98p)

HD

1920	x	1080p	(30p,	29.97p,	25p,	24p,	23.98p),		
1920	x	1080i	(59.94i,	50i),		
1920	x	1080PsF	(24PsF,	23.98PsF),	
1440	x	1080p	(29.97p,	25p,	24p,	23.98p),		
1440	x	1080i	(59.94i,	50i),		
1440	x	1080PsF	(24PsF,	23.98PsF),	
1280	x	720p	(60p,	59.94p,	50p)

1920	x	1080p	(30p,	29.97p,	25p,	24p,	23.98p),		
1920	x	1080i	(59.94i,	50i),		
1920	x	1080PsF	(24PsF,	23.98PsF),	
1280	x	720p	(30p,	59.94p,	50p)

SD
720	x	486i	(59.94i),		
720	x	576i	(50i)

720	x	486i	(59.94i),		
720	x	576i	(50i)

エクスポートと時差編集に関する注意事項
〇：対応、×：非対応

メディアファイル 収録状態

エクスポート FTPエクスポート

転送 EDIUSによる	
時差編集 FTP転送 EDIUSによる	

時差編集

Grass	Valley	HQX	AVI
収録中 ○ ○※3 ×※ 2 ―

収録済み ○ ○※3 ○ ×

Grass	Valley	HQX	AVI
→MXF※ 1

収録中 ○ ○※3 ○ ×

収録済み ○ ○※3 ○ ○※4,	5

Grass	Valley	HQX	AVI
→MOV※6

収録中 ○ × ○ ×

収録済み ○ × ○ ×

Grass	Valley	HQX	MXF
収録中 ○ ○※3 ○ ○※4,	5

収録済み ○ ○※3 ○ ○※4,	5

XDCAM
収録中 ○ ○※3 ○ ○※4,	5

収録済み ○ × ○ ○※4,	5

※ 1	エクスポート時にMXFへの変換を設定した場合。
※ 2	収録停止後、エクスポート開始。
※ 3	EDIUS のビンにクリップを登録することにより編集可能。
※ 4	K2	FTP	Server 上のクリップ以外は、時差編集できません。
※ 5	EDIUS のソースブラウザー内にあるK2（FTP）を使用して編集可能。
※ 6	エクスポート時にMOVへの変換を設定した場合。
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外部ストレージでの収録素材と時差編集に関する注意事項
〇：対応

メディアファイル 収録状態
外部ストレージでの収録

収録 EDIUSによる時差編集

Grass	Valley	HQX	AVI 収録中 ○ ○※1

Grass	Valley	HQX	MXF 収録中 ○ ○※1

XDCAM 収録中 ○ ○※1

Apple	ProRes	MXF 収録中 ○ ○※1

Avid	DNxHD	MXF 収録中 ○ ○※1

※ 1	EDIUS のビンにクリップを登録することにより編集可能。

FTP ダウンロードと時差編集に関する注意事項
〇：対応、×：非対応

メディアファイル 収録状態
FTPダウンロード

転送 EDIUSによる時差編集

Grass	Valley	HQX	AVI
収録中 ×※1 ―

収録済み ○ ×

Grass	Valley	HQX	MXF
収録中 ○ ○※2

収録済み ○ ○※2

XDCAM
収録中 ○ ○※2

収録済み ○ ○※2

Apple	ProRes	MXF
収録中 ○ ○※2

収録済み ○ ○※2

Avid	DNxHD	MXF
収録中 ○ ○※2

収録済み ○ ○※2

※ 1	収録中は FTPクライアントのリストに表示されない。
※ 2	EDIUS のソースブラウザー内にあるK2（FTP）を使用して編集可能。
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ダイレクトアクセスフォルダーと時差編集に関する注意事項（T2 4K Elite/T2 4K 
Elite Plus/T2 4K Elite 12G のみ）

〇：対応

メディアファイル 収録状態 EDIUSによる時差編集

Grass	Valley	HQX	AVI
収録中 ○※1

収録済み ○※1

Grass	Valley	HQX	MXF
収録中 ○※1

収録済み ○※1

XDCAM
収録中 ○※1

収録済み ○※1

Apple	ProRes	MXF
収録中 ○※1

収録済み ○※1

Avid	DNxHD	MXF
収録中 ○※1

収録済み ○※1

※ 1	EDIUS のビンにクリップを登録することにより編集可能。

ご注意 •	 時差編集は、EDIUS	X	Workgroup、EDIUS	Workgroup	9 で対応しています。EDIUS	Pro/Neo シリーズ、
EDIUS	Express では使用できません。
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IO モード一覧
T2	4K	Series で利用可能な	IO	モードの一覧です。利用可能な IOモードは、T2	のモデルの種類により異なります。

POINT •	 IO	モードを切り替えると、ビデオの I/Oボードの各端子および外部制御インターフェースボードの各端子の割り
当てが切り替わります。
IO モードを切り替える▶ P34
ビデオ I/O ボード（Elite/Pro/Express）▶ P27
ビデオ I/O ボード（Elite Plus/Pro Plus/Express Plus）▶ P28
ビデオ I/O ボード（Elite 12G/Pro 12G/Express 6G）▶ P28
外部制御インターフェースボード▶ P29

•	 IP を経由して入出力することもできます。
IP によるビデオ入出力の活用▶ P216

ご注意 •	 各 IO モードにおいて、フォーマットの種類によっては、入力数または出力数が制限されることがあります。
•	 各 IO モードにおいて、入出力チャンネル数によっては、対応コーデックが制限されることがあります。
•	 ビデオ I/O ボードの仕様上の理由により、特定の SDI 端子に対して映像モニターアウト出力を指定することがで
きるチャンネルに制限がある場合があります。

IO モード一覧 - T2 4K Series（Elite/Pro/Express）
〇：対応、×：非対応

IO モード Elite Pro Express 説明 SDI	
1/2/3/4

REMOTE	IN	
1/2/3

REMOTE	
OUT

[4K]	 1	 in	 0	
out

〇 〇 〇
4K フォーマットの映像をレコーダー
チャンネル R1（1ch）に入力するモー
ドです。

R 1 	 ( Q u a d	
SDI	1/2/3/4)

R1	(REMOTE	IN	1)
R1	 (REMOTE	
OUT)

[4K]	 0	 in	 1	
out

〇 〇 〇
4K フォーマットの映像をプレイヤー
チャンネル P1（1ch）に出力するモー
ドです。

P1	 (Quad	SDI	
1/2/3/4)

P1	(REMOTE	IN	2) ―

[HD/SD]	3	in	
0	out

〇 〇 ×

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネルR1/R2/R3（3ch）
に入力するモードです。
収録コーデックは、Grass	Valley	HQX
のみをサポートします。
VTR モードおよびスケジュール収録
は、R1でのみ可能です。

R1	(SDI	1)
R2	(SDI	2)
R3	(SDI	3)
映像モニター
出力	(SDI	4)

R1	(REMOTE	IN	1)
R2	(REMOTE	IN	2)
R3	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[HD/SD]	2	in	
1	out

〇 〇 〇

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネル R1/R2（2ch）
に入力し、プレイヤーチャンネル P1
（1ch）に出力するモードです。
収録コーデックは、Grass	Valley	HQX
のみをサポートします。
VTR モードおよびスケジュール収録
は、R1でのみ可能です。
E	to	E モードは、R1の映像を P1 にア
クティブスルーで出力することが可能
です。

R1	(SDI	1)
R2	(SDI	2)
P1	(SDI	3)
映像モニター
出力	(SDI	4)

R1	(REMOTE	IN	1)
R2	(REMOTE	IN	2)
P1	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)
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IO モード Elite Pro Express 説明 SDI	
1/2/3/4

REMOTE	IN	
1/2/3

REMOTE	
OUT

[HD/SD]	1	in	
2	out

〇 〇 〇

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネル R1（1ch）に入
力し、プレイヤーチャンネル P1/P2
（2ch）に出力するモードです。
同期モードおよび	Fill/Key 出力モー
ドは、P1/P2 の組み合わせで可能です。
E	to	E モードは、R1の映像を P1 また
は P2 にアクティブスルーで出力する
ことが可能です。

R1	(SDI	1)
P1	(SDI	3)
P2	(SDI	4)
映像モニター
出力	(SDI	2)

R1	(REMOTE	IN	1)
P1	(REMOTE	IN	2)
P2	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[HD/SD]	0	in	
3	out

〇 〇 ×

HDまたは SDフォーマットの映像を
プレイヤーチャンネル P1/P2/P3（3ch）
に出力するモードです。
同期モードおよびFill/Key 出力モード
は、P1/P2 の組み合わせで可能です。

P1	(SDI	2)
P2	(SDI	3)
P3	(SDI	4)
映像モニター
出力	(SDI	1)

P1	(REMOTE	IN	1)
P2	(REMOTE	IN	2)
P3	(REMOTE	IN	3)

―

IO モード一覧 - T2 4K Series（Elite Plus/Pro Plus/Express Plus）
〇：対応、×：非対応

IO モード Elite	
Plus

Pro	
Plus

Express	
Plus 説明

SDI	
1/2/3/4/	
5/6/7/8

REMOTE	IN	
1/2/3

REMOTE	
OUT

[4K]	 1	 in	 0	
out

〇 〇 〇
4K フォーマットの映像をレコーダー
チャンネル R1（1ch）に入力するモー
ドです。

R1	 (Quad	SDI	
1/2/3/4)
映像モニター
出 力	 (Quad	
SDI	5/6/7/8)

R1	(REMOTE	IN	1)
R1	 (REMOTE	
OUT)

[4K]	 0	 in	 1	
out

〇 〇 〇
4K フォーマットの映像をプレイヤー
チャンネル P1（1ch）に出力するモー
ドです。

P1	 (Quad	SDI	
5/6/7/8)
映像モニター
出 力	 (Quad	
SDI	1/2/3/4)

P1	(REMOTE	IN	2) ―

[4K]	 1	 in	 1	
out

〇 × ×

4K フォーマットの映像をレコーダー
チャンネル R1（1ch）に入力し、プレ
イヤーチャンネル P1（1ch）に出力す
るモードです。
選択可能なビデオフレームレートは
30p 以下となります。

R1（Quad	SDI	
1/2/3/4）
P1（Quad	SDI	
5/6/7/8）

R1	(REMOTE	IN	1)
P1	(REMOTE	IN	2)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[4K]	 0	 in	 2	
out

〇 × ×

4K フォーマットの映像をプレイヤー
チャンネル P1/P2（2ch）に出力する
モードです。
選択可能なビデオフレームレートは
30p 以下となります。
同期モードおよび	Fill/Key 出力モー
ドは、P1/P2 の組み合わせで可能です。

P1（Quad	SDI	
1/2/3/4）
P2（Quad	SDI	
5/6/7/8）

P1	(REMOTE	IN	2)
P2	(REMOTE	IN	3)

―
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IO モード Elite	
Plus

Pro	
Plus

Express	
Plus 説明

SDI	
1/2/3/4/	
5/6/7/8

REMOTE	IN	
1/2/3

REMOTE	
OUT

[4K]	0	in	2	
out	(Key/Fill)

〇 〇 〇
アルファチャンネル付きの 4Kフォー
マットの映像を	P1/P2 の組み合わせ
で出力するモードです。

P1	 (Quad	SDI	
1/2/3/4)
P2	 (Quad	SDI	
5/6/7/8)

P1	(REMOTE	IN	2)
P2	(REMOTE	IN	3)

―

[HD/SD]	3	in	
0	out

〇 〇 ×

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネルR1/R2/R3（3ch）
に入力するモードです。
収録コーデックは、Grass	Valley	HQX
のみをサポートします。
VTR モードおよびスケジュール収録
は、R1でのみ可能です。

R1	(SDI	1)
R2	(SDI	2)
R3	(SDI	3)
映像モニター
出 力	(SDI	5,	
SDI	6,	SDI	7)

R1	(REMOTE	IN	1)
R2	(REMOTE	IN	2)
R3	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[HD/SD]	2	in	
1	out

〇 〇 〇

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネル R1/R2（2ch）
に入力し、プレイヤーチャンネル P1
（1ch）に出力するモードです。
収録コーデックは、Grass	Valley	HQX
のみをサポートします。
VTR モードおよびスケジュール収録
は、R1でのみ可能です。
E	to	E モードは、R1の映像を P1 にア
クティブスルーで出力することが可能
です。

R1	(SDI	1)
R2	(SDI	2)
P1	(SDI	5)
映像モニター
出 力	(SDI	3,	
SDI	4,	SDI	6)

R1	(REMOTE	IN	1)
R2	(REMOTE	IN	2)
P1	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[HD/SD]	1	in	
2	out

〇 〇 〇

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネル R1（1ch）に入
力し、プレイヤーチャンネル P1/P2
（2ch）に出力するモードです。
同期モードおよび	Fill/Key 出力モー
ドは、P1/P2 の組み合わせで可能です。
E	to	E モードは、R1の映像を P1 また
は P2 にアクティブスルーで出力する
ことが可能です。

R1	(SDI	1)
P1	(SDI	5)
P2	(SDI	6)
映像モニター
出 力	(SDI	2,	
SDI	3,	SDI	4)

R1	(REMOTE	IN	1)
P1	(REMOTE	IN	2)
P2	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[HD/SD]	0	in	
3	out

〇 〇 ×

HDまたは SDフォーマットの映像を
プレイヤーチャンネル P1/P2/P3（3ch）
に出力するモードです。
同期モードおよびFill/Key 出力モード
は、P1/P2 の組み合わせで可能です。

P1	(SDI	5)
P2	(SDI	6)
P3	(SDI	7)
映像モニター
出 力	(SDI	1,	
SDI	2,	SDI	3)

P1	(REMOTE	IN	1)
P2	(REMOTE	IN	2)
P3	(REMOTE	IN	3)

―
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IO モード一覧 - T2 4K Series（Elite 12G/Pro 12G/Express 6G）
〇：対応、×：非対応

IO モード Elite	
12G

Pro	
12G

Express	
6G 説明 SDI	

1/2/3/4/
REMOTE	IN	
1/2/3

REMOTE	
OUT

[4K]	 1	 in	 0	
out

〇 〇 〇
4K フォーマットの映像をレコーダー
チャンネル R1（1ch）に入力するモー
ドです。

R1（SDI	1）
映像モニター
出力（SDI	3）

R1	(REMOTE	IN	1)
R1	 (REMOTE	
OUT)

[4K]	 0	 in	 1	
out

〇 〇 〇
4K フォーマットの映像をプレイヤー
チャンネル P1（1ch）に出力するモー
ドです。

P1（SDI	3）
映像モニター
出力（SDI	4）

P1	(REMOTE	IN	2) ―

[4K]	 1	 in	 1	
out

〇 × ×

4K フォーマットの映像をレコーダー
チャンネル R1（1ch）に入力し、プレ
イヤーチャンネル P1（1ch）に出力す
るモードです。
選択可能なビデオフレームレートは
30p 以下となります。

R1（SDI	1）
P1（SDI	3）
映像モニター
出 力（SDI	2,	
SDI	4）

R1	(REMOTE	IN	1)
P1	(REMOTE	IN	2)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[4K]	 0	 in	 2	
out

〇 × ×

4K フォーマットの映像をプレイヤー
チャンネル P1/P2（2ch）に出力する
モードです。
選択可能なビデオフレームレートは
30p 以下となります。
同期モードおよびFill/Key 出力モード
は、P1/P2 の組み合わせで可能です。

P1（SDI	3）
P2（SDI	4）
映像モニター
出 力（SDI	1,	
SDI	2）

P1	(REMOTE	IN	2)
P2	(REMOTE	IN	3)

―

[4K]	0	in	2	
out	(Key/Fill)

〇 〇 〇
アルファチャンネル付きの 4Kフォー
マットの映像を P1/P2 の組み合わせで
出力するモードです。

P1（SDI	3）
P2（SDI	4）
映像モニター
出 力（SDI	1,	
SDI	2）

P1	(REMOTE	IN	2)
P2	(REMOTE	IN	3)

―

[HD/SD]	3	in	
0	out

〇 〇 ×

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネルR1/R2/R3（3ch）
に入力するモードです。
収録コーデックは、Grass	Valley	HQX
のみをサポートします。
VTR モードおよびスケジュール収録
は、R1でのみ可能です。

R1（SDI	1）
R2（SDI	2）
R3（SDI	3）
映像モニター
出力（SDI	4）

R1	(REMOTE	IN	1)
R2	(REMOTE	IN	2)
R3	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[HD/SD]	2	in	
1	out

〇 〇 〇

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネル R1/R2（2ch）
に入力し、プレイヤーチャンネル P1
（1ch）に出力するモードです。
収録コーデックは、Grass	Valley	HQX
のみをサポートします。
VTR モードおよびスケジュール収録
は、R1でのみ可能です。
E	to	E モードは、R1の映像を P1 にア
クティブスルーで出力することが可能
です。

R1（SDI	1）
R2（SDI	2）
P1（SDI	3）
映像モニター
出力（SDI	4）

R1	(REMOTE	IN	1)
R2	(REMOTE	IN	2)
P1	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)
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IO モード Elite	
12G

Pro	
12G

Express	
6G 説明 SDI	

1/2/3/4/
REMOTE	IN	
1/2/3

REMOTE	
OUT

[HD/SD]	1	in	
2	out

〇 〇 〇

HDまたは SDフォーマットの映像を
レコーダーチャンネル R1（1ch）に入
力し、プレイヤーチャンネル P1/P2
（2ch）に出力するモードです。
同期モードおよびFill/Key 出力モード
は、P1/P2 の組み合わせで可能です。
E	to	E モードは、R1の映像を P1 また
は P2 にアクティブスルーで出力する
ことが可能です。

R1（SDI	1）
P1（SDI	3）
P2（SDI	4）
映像モニター
出力（SDI	2）

R1	(REMOTE	IN	1)
P1	(REMOTE	IN	2)
P2	(REMOTE	IN	3)

R1	 (REMOTE	
OUT)

[HD/SD]	0	in	
3	out

〇 〇 ×

HDまたは SDフォーマットの映像を
プレイヤーチャンネル P1/P2/P3（3ch）
に出力するモードです。
同期モードおよびFill/Key 出力モード
は、P1/P2 の組み合わせで可能です。

P1（SDI	2）
P2（SDI	3）
P3（SDI	4）
映像モニター
出力（SDI	1）

P1	(REMOTE	IN	1)
P2	(REMOTE	IN	2)
P3	(REMOTE	IN	3)

―
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AMP 対応コマンド一覧
T2 におけるAMPコマンドの対応可否は、次の表のとおりです。表中でセルの色がグレーになっているコマンドは、T2では未
対応です。

ご注意 •	 Play、Stop	などのコマンド送信から実行までの遅延は一定フレームになりません。また、AMPコマンドで、複
数のT2	にマウントしている映像をフレーム精度で同期再生することはできません。

Device management
〇：対応、×：非対応

コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

01.06
Set	Drop	Frame	
Mode

○ ○ ○ ○ ○

設定画面の［一般］→［その他］で［ド
ロップフレームモード：］の設定を変
更します。
［ドロップフレームモード：］は、共
通の設定となるため、設定を変更する
と他のチャンネルにも影響します。

00.0C Local	Disable × ○ ○ ○ ○
ローカル制御、リモート制御の可否は、
チャンネルごとの設定になります。

0X.1D Local	Enable × ○ ○ ○ ○
ローカル制御、リモート制御の可否は、
チャンネルごとの設定になります。

00.11
Device	Type	
Request

○ ○ ○ ○ ○
デバイスカテゴリ、モデルナンバーに、
それぞれ 0x20、0x50 を返します。

20.04 Standby	Off × × × × ×

20.05 Standby	On × × × × ×

20.60 EE	Off × × ○ × ×

20.61 EE	On × × ○ × ×

21.62 Set	Mute	Mode × × ○ ○ ○
コマンドを送信後、設定が反映される
までに数秒かかります。

A8.20 Set	Device	ID ○ ○ ○ ○ ○

A0.21
Device	ID	
Request

○ ○ ○ ○ ○

A0.2C
Device	Name	
Request

○ ○ ○ ○ ○
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Transport controls
〇：対応、×：非対応

コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

2X.00 Stop × ○ ○ ○ ○
コマンド実行時のタイムコード指定
（イベントスケジュール）は未対応です。

2X.01 Play × × ○ ○ ○
コマンド実行時のタイムコード指定
（イベントスケジュール）は未対応です。

2X.02 Record × ○ × × ×

LTC 入力または VITC（SDI）入力の
場合のみ、コマンド実行時のタイム
コード指定（イベントスケジュール）
に対応しています。

20.0F Eject × ○ ○ ○ ○

20.10 Fast	Forward × × ○ × × 32 倍速で再生します。

2X.11 Jog	Forward × × ○ × ×※1

2X.12
Variable	
Forward

× × ○ × ×※1

2X.13 Shuttle	Forward × × ○ × ×※1

20.20 Rewind × × ○ × × 32 倍速で逆再生します。

2X.21 Jog	Reverse × × ○ × ×※1

2X.22 Variable	Reverse × × ○ × ×※1

2X.23 Shuttle	Reverse × × ○ × ×※1

2X.31
Cue	Up	With	
Data

× × ○ ○ ○
疑似クリップ "<BLACK>" には未対応
です。

20.52 Tension	Release × × × × ×

44.05 User	Bits	Preset × × × × × T2では未対応です。

40.20 In	Reset × × ○ ○ ○

41.36
Timecode	Mode	
Preset

× ○ × × ×

レコーダーチャンネルでは収録時に記
録されるタイムコードに反映します。
LTCのときはTC入力、VITC のとき
は SDI 入力のタイムコードが記録され
ます。

40.40 Auto	Mode	Off × × ○ ○ ○

40.41 Auto	Mode	On × × ○ ○ ○

41.42
Set	Loop	
Playback	Mode

× × ○ ○ ○
再生中に設定を変更する場合は、ルー
プ位置に到達する約 4秒以上前にコマ
ンドを送信する必要があります。
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コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

41.43
Set	Widescreen	
Mode

× ○ × × ×

41.44 Set	Stop	Mode × × ○ ○ ○
再生中に設定を変更する場合は、停止
位置に到達する約 4秒以上前にコマン
ドを送信する必要があります。

40.45 Get	Stop	Mode × × ○ ○ ○

60.0B
State	Change	
Latency	Request

× × × × × T2では未対応です。

61.0C
Current	Time	
Sense

○ ○ ○ ○ ○

User	Bits の取得は未対応で、常に
00000000 が返ります。
LTC、VITC の区別はなく同じ値が返
ります。
LTC	source、VITC	source が指定さ
れた場合、レコーダーの入力タイム
コードが返ります。
1:LTC,	 4:Timer,	 8:WindowsTime,	
40:LTC	(Src)	（レコーダーのLTC入力）	
のみ対応しています。

61.20 Status	Sense※ 2 ○ ○ ○ ○ ○

AX.02
Record	Cue	Up	
With	Data

× ○ × × × クリップ名の指定のみ有効です。

※ 1	速度指定が 0（停止）の場合のみ動作します。
※ 2	対応ステータスフラグ

Data0 Busy,	Remote+Local,	Local

Data1 Play,	Record,	FFW,	REW,	Stop

Data2 Still,	TapeDirection,	Var,	Shuttle

Data3
InPreset,	OutPreset,	AutoMode,	FolderalreadyExist,	
InvalidFolderName,	FolderDeletionFail,	SourceMissing

Data4 EEOn,	LoopPlayBack

Data9
FolderNotFound,	OutPresetFail,	PreviewInPreset,	
PreviewOutPreset

DataA IDNotFound,	MovieDeleteComplete,	MovieDeleteFail

DataD TapeTop,	TapeEnd,	LTC,	Timer,	VITC,	TimeOfDay,	DropFrame
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Managing clips on the timeline
〇：対応、×：非対応

コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

4X.14 In	Preset × × ○ ○ ○
疑似クリップ "<BLACK>" には未対応
です。

4X.15 Out	Preset × × ○ ○ ○
再生中に Out 点を設定する場合は、
Out 点位置に到達する約 4秒以上前に
コマンドを送信する必要があります。

4F.16 Append	Preset × × ○ ○ ○
再 生 中 に 実 行 す る 場 合 は、Preset	
Timeline の終点に到達する約 4秒以上前
にコマンドを送信する必要があります。

4X.21 Out	Reset × × ○ ○ ○
再生中に Out 点を設定する場合は、
Out 点位置に到達する約 4秒以上前に
コマンドを送信する必要があります。

A0.06 Preview	In	Reset × × ○ ○ ○

AX.07
Preview	Out	
Reset

× × ○ ○ ○
再生中に Out 点を設定する場合は、
Out 点位置に到達する約 4秒以上前に
コマンドを送信する必要があります。

44.31 Pre-roll × × × × × T2では未対応です。

AX.04
Preview	In	
Preset

× × ○ ○ ○

再生中に実行する場合は、Preset	
Timeline の終点に到達する約 4秒以上
前にコマンドを送信する必要がありま
す。
疑似クリップ "<BLACK>" には未対応
です。

AX.05
Preview	Out	
Preset

× × ○ ○ ○
再生中に Out 点を設定する場合は、
Out 点位置に到達する約 4秒以上前に
コマンドを送信する必要があります。

AF.0A
Append	Preview	
Preset

× × ○ ○ ○

再生中に実行する場合は、Preset	
Timeline の終点に到達する約 4秒以上
前にコマンドを送信する必要がありま
す。

A1.32 Set	Ganging × × ○ ○ ×

T2 では Instant	Ganging による同期
モードの ON/OFF の切り替えのみ可
能です。（P1 でのみ有効）
送信データ 1:
0	Sync	Off
6	Sync	On	 (Channel	 2	 (bit	 1)	 and	
Channel	3	(bit	2)	ganged)

A0.33 Get	Ganging × × ○ ○ ×
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コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

AX.34
Set	Ganging	
Information

× × × × × T2では未対応です。

A0.35
Get	Ganging	
Information

× × × × × T2では未対応です。

AX.11 Erase	Segment × × × × × T2では未対応です。

A0.16
ID	Loaded	
Request

× ○ ○ ○ ○

AX.01 Auto	Skip × × ○ ○ ○

Managing stored clips
〇：対応、×：非対応

コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

A0.26
ID	Count	
Request

○ ○ ○ ○ ○

AX.14 List	First	ID ○ ○ ○ ○ ○

AX.15 List	Next	ID ○ ○ ○ ○ ○

AX.18
ID	Status	
Request

○ ○ ○ ○ ○

A2.0E
Set	Working	
Folder	Request

○ ○ ○ ○ ○

A0.0F
Get	Working	
Folder	Request

○ ○ ○ ○ ○

A0.12
IDs	Changed	
List	Request

○ ○ ○ ○ ○
In 点と Out 点は同時に変更され、ど
ちらが変更されたかは区別できません。

AX.10 Erase	ID ○ ○ ○ ○ ○

A0.2A List	First	Folder ○ ○ ○ ○ ○

A0.2B List	Next	Folder ○ ○ ○ ○ ○

AX.1C
Total/Available	
Storage	Request

○ ○ ○ ○ ○

A4.1D
Set	Record	
Duration

× ○ × × ×
収録中に収録時間を変更することはで
きません。

A2.31 Create	Folder ○ ○ ○ ○ ○

A2.28 Rename	Folder ○ ○ ○ ○ ○
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コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

A2.29 Delete	Folder ○ ○ ○ ○ ○

A2.25
ID	Start	Time	
Request

○ ○ ○ ○ ○

A2.17
ID	Duration	
Request

○ ○ ○ ○ ○

AE.30 Replace	Edit × × × × × T2では未対応です。

AX.2D Stripe	Timecode ○ ○ ○ ○ ○

クリップとプレイリストのプロパティ
で、［タイムコードの置き換え：］の
設定が［開始時間を指定する］になり
ます。

AX.2E Set	Mark	In ○ ○ ○ ○ ○ プレイリストに対しては設定できません。

AX.2F Set	Mark	Out ○ ○ ○ ○ ○

再生中に Out 点を設定する場合は、
Out 点位置に到達する約 4秒以上前に
コマンドを送信する必要があります。
プレイリストに対しては設定できません。

AX.1A
Get	Aspect	
Ratio	Conversion	
Override

× × × × × T2では未対応です。

A2.1B
Set	Aspect	Ratio	
Conversion	
Override

× × × × × T2では未対応です。

AE.1E Set	Audio	Gain ○ ○ ○ ○ ○
マウントされているクリップに対する
変更は、コマンドを送信後、設定が反
映されるまでに数秒かかります。

AA.1F Get	Audio	Gain ○ ○ ○ ○ ○

C0.28
Abort	Transfer	
ID

○ ○ ○ ○ ○

CX.27
Transfer	ID	
Status	Request

○ ○ ○ ○ ○

Extended	Transfer	ID コマンドにより
開始された転送にのみ対応しています。
（T2 のフロントパネルモード／ワーク
ステーションモードから開始された転
送には対応していません。）
type	2（転送バイト数）、3（転送フィー
ルド数）は未対応です。

C2.26 Transfer	ID × × × × × T2では未対応です。
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コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

C2.25
Extended	
Transfer	ID

○ ○ ○ ○ ○

In/Out 点の設定は FFFFFFFF のみ
有効です。（転送する範囲の設定はで
きません。）
転送形式の設定は無効です。設定画面
の［転送］→［AVI］または［プレイ
リスト］の設定にしたがいます。

転送形式は、「K2_Protocol_developers_
Guide」の Grass	Valley サーバー間転
送例にしたがって、0x03	(Profile) を推
奨します。
エクスポート時の転送元にはクリップ
／プレイリスト名を設定します。

転送先は次のように設定します。
•	Network	Drive：localhost/［n］:/［dir］
/［file	name］	
n には、設定画面の［一般］→［ネッ
トワーク	3］で割り当てたネットワー
クドライブ、またはUSBで接続した
ドライブを指定します。
例）localhost/z:/Export/Clip1
•	FTP	 server：［address］/v:/［bin	
name］/［file	name］	
address には、設定画面の［一般］
→［FTP］の［FTP インポート /エ
クスポート］で［ホスト名 /IP アド
レス］に登録したものを指定します。
例）169.254.138.3/v:/Default/Clip1

インポート時の転送元は次のように設
定します。
•	［n］:/［dir］/［file	name］
	n には、設定画面の［一般］→［ネッ
トワーク	3］で割り当てたネットワー
クドライブ、またはUSBで接続した
ドライブを指定します。

転送先は次のように設定します。
V:/［bin	name］/［clip	name］

C2.29 Network	Delete × × × × × T2では未対応です。

AX.19 New	Copy ○ ○ ○ ○ ○

Deep コピーは未対応です。
プレイリストに対して、In/Out 点の
設定はできません。
Shallow、Move	のみ対応しています。

AX.22
Get	Audio	Track	
Labels

× × × × × T2では未対応です。
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コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

AX.23
Set	Audio	Track	
Labels

× × × × × T2では未対応です。

A0.36
Get	Audio	Input	
Tags

× × × × × T2では未対応です。

AA.37
Set	Audio	Input	
Tags

× × × × × T2では未対応です。

A0.38
Get	Audio	
Output	Tags

× × × × × T2では未対応です。

AA.39
Set	Audio	
Output	Tags

× × × × × T2では未対応です。

A2.3A Get	AFD	Setting × × × × × T2では未対応です。

A2.3B Set	AFD	Setting × × × × × T2では未対応です。

Clip data information
〇：対応、×：非対応

コマンド チャンネル
レスモード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期	
モード

Fill/Key
信号出力
モード

T2の動作に関する補足事項

AA.08 Set	Clip	Data × × × × × T2では未対応です。

AA.13
Clip	Data	
Request

○ ○ ○ ○ ○

送信データ 1が 'C' の場合、
Compression	Type と	Video	Format
には未対応です。
送信データ1が 'E'の場合は未対応です。

A2.09 Get	Thumbnail ○ ○ ○ ○ ○
縦横のサイズが 160	x	90 の JPEG デー
タを返します。
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Flags 説明 対応可否 備考

Status	byte	0
bit0: Local ○
bit1: Remote+Local ○
bit2: Hard	Error ○
bit3: General	Error ○
bit4: ―
bit5: Cassette	Out ○ 常に 0
bit6: ―
bit7: Busy ○

Status	byte	1
bit0: Play ○
bit1: Record ○
bit2: Fast	Forward ○
bit3: Rewind ○
bit4: Eject ○ 常に 0
bit5: Stop ○
bit6: Tension	Release ○ 常に 0
bit7: Standby	On ○ 常に 1

Status	byte	2
bit0: Cue	Complete ○
bit1: Still ○
bit2: Direction ○
bit3: Variable	Play ○
bit4: Jog ○
bit5: Shuttle ○
bit6: ―
bit7: Servo	Lock ○

Status	byte	3
bit0: In	Preset ○
bit1: Out	Preset ○
bit2: Specified	Folder	Exist ○
bit3: Invalid	Folder	Name ○
bit4: Folder	Deletion	Failed ○
bit5: Jog	Reject ○
bit6: Source	Missing ○
bit7: Auto	Mode ○

Status	byte	4
bit0: Preroll ○
bit1: Event	Schedule	Failed ○
bit2: ―
bit3: ―

Flags 説明 対応可否 備考

bit4: Mute ○
bit5: Loop	Playback	Mode ○
bit6: EE	On ○
bit7: ―

Status	byte	9
bit0: Preview	In	Preset ○
bit1: Preview	Out	Preset ○
bit2: Folder	Not	Found ○
bit3: Disk	Overflow ○
bit4: Metadata	Not	Found ×
bit5: Clips	Dropped ○
bit6: Out	Preset	Failed ○
bit7: Overwrite	Clip	Name ○

Status	byte	A
bit0: ID	Not	Found ○
bit1: Timecode	Not	Found ○
bit2: Transfer	ID	Complete ○
bit3: Transfer	ID	Abort	Complete ○
bit4: Movie	Delete	Complete ○
bit5: Transfer	ID	Failed ○
bit6: Transfer	ID	Abort	Failed ○
bit7: movie	Delete	Failed ○

Status	byte	D
bit0: Time	Of	Day ○
bit1: Widescreen	Mode ○
bit2: Drop	Frame ○
bit3: VITC ○
bit4: Timer ○
bit5: LTC ○
bit6: Tape	End ○
bit7: Tape	Top ○

Flags
〇：対応、×：非対応
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BVW 対応コマンド一覧
レコーダー	-	リモートモード、プレイヤー	-	リモートモードで、外部コントローラーからBVWコマンドでT2を制御する際の
対応可否は次の表のとおりです。
表中の○のコマンドは、該当オプション動作時に DEVICE として対応可能であり、RETURN の欄に記載があればその
RETURN	+	DATAを、また記載がなければACKを返します。
表中の△のコマンドは、ACKまたは STATUS を RETURNとして返しますが、実際の動作は行われません。
※	Start	Delay 値	=	10	（*16 進）

〇：対応、△：一部非対応、×：非対応

コマンド RETURN レコーダー プレイヤー

DEVICE	TYPE	REQUEST DEVICE	TYPE	RETURN ○ ○

STOP ○ ○

PLAY ×  ○

SYNC	PLAY ×  ○

RECORD ○ × 

STANDBY	OFF ○ ○

STANDBY	ON ×  ○

FAST	FWD × ○

JOG	FWD × ○

VAR	FWD × ○

SHUTTLE	FWD × ○

REWIND × ○

JOG	REV × ○

VAR	REV × ○

SHUTTLE	REV × ○

CUE	UP	WITH	DATA × ○

XDS	PREV × ○

XDS	NEXT × ○

ANTI-CLOG	TIMER	DISABLE △ △

ANTI-CLOG	TIMER	ENABLE △ △

TIMER-1	PRESET ○ ○

TIMER-1	RESET ○ ○

TIMER	MODE	SELECT ○ ○

CURRENT	TIME	SENSE TIMER-1	DATA ○ ○

LTC	TIME	DATA ○※1 ○※ 2

LTC	TIME	&	UB	DATA ○※1 ○※ 2

LTC	UB	DATA ○※1 ○※ 2

VITC	TIME	DATA ○※1 ○※ 2

VITC	TIME	&	UB	DATA ○※1 ○※ 2

VITC	UB	DATA ○※1 ○※ 2

REQUEST	TIME	MISSING ○ ○
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コマンド RETURN レコーダー プレイヤー

STATUS	SENSE STATUS	DATA ○ ○

COMMAND	SPEED	SENSE COMMAND	SPEED	DATA ○ ○

TIMER	MODE	SENSE TIMER	MODE	DATA ○ ○

※ 1	レコーダーに対してタイムコードを問い合わせると、レコーダーは入力中のタイムコードを返します。CURRENT	TIME	
SENSEは問い合わせるタイムコードの種類（LTC/VITC）を指定できますが、どちらを指定しても、T2で設定したタイムコー
ド形式（設定画面の［R1］（または［R2］または［R3］）→［タイムコード	/	リモート設定］の［外部タイムコードソース］
で選んだタイムコード形式）を返します。

※ 2	CURRENT	TIME SENSE は問い合わせるタイムコードの種類（LTC/VITC）を指定できます。ただし、どちらを指定しても、
現在再生中のプレイヤーチャンネルのカレントタイムコードを返します。

VDCP 対応コマンド一覧
T2 におけるVDCP コマンドの対応可否は、次の表のとおりです。表中でセルの色がグレーになっているコマンドは、T2 では
未対応です。

ご注意 •	 Play、Stop などのコマンド送信から実行までの遅延は一定フレームになりません。また、VDCPコマンドで、複
数のT2にマウントしている映像をフレーム精度で同期再生することはできません。

•	 以下のカテゴリーのVDCPコマンドは未対応です。
	- ディファード（タイムライン）コマンド
	- マクロコマンド
	- アーカイブコマンド

〇：対応、×：非対応

コマンド
チャンネ
ルレス
モード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期
モード

Fill/
Key	
信号出力
モード

T2	の動作に関する補足事項

0x.0C Local	Disable × 〇 〇 × ×
ローカル制御、リモート制御の可否は、チャ
ンネルごとの設定になります。

0x.0D Local	Enable × 〇 〇 × ×
ローカル制御、リモート制御の可否は、チャ
ンネルごとの設定になります。

0x.14 Delete	From	Archive × × × × × T2では未対応です。
0x.15 Delete	Protect	ID 〇 〇 〇 〇 〇
0x.16 UnDelete	Protect	ID 〇 〇 〇 〇 〇
1x.00 Stop × 〇 〇 〇 〇
1x.01 Play × × 〇 〇 〇

1x.02 Record × 〇 × × ×
録画中のRecord	Init には未対応のため、次
の録画を行うには録画停止後に Record	Init
を実行し再度Record を発行してください。

1x.03 Freeze × × × × × T2では未対応です。
1x.04 Still × × 〇 〇 〇
1x.05 Step × × 〇 〇 〇
1x.06 Continue × × 〇 〇 〇
1x.07 Jog × × 〇 〇 〇
1x.08 Variable	Play × × 〇 〇 〇
1x.09 Unfreeze × × × × × T2では未対応です。
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コマンド
チャンネ
ルレス
モード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期
モード

Fill/
Key	
信号出力
モード

T2	の動作に関する補足事項

1x.0A EE	mode × × 〇 × ×
Mode	1（EE	ON) とMode	2	(EE	Auto) はど
ちらも EE	Auto 扱いになります。

2x.1D Rename	ID 〇 〇 〇 〇 〇
2x.1E Preset	Std	Time × × × × × T2では未対応です。
2x.1F New	Copy 〇 〇 〇 〇 〇
2x.20 Sort	Mode 〇 〇 〇 〇 〇
2x.21 Close	Port 〇 〇 〇 〇 〇
2x.22 Select	Port 〇 〇 〇 〇 〇
2x.23 Record	Init × 〇 × × × 録画中に実行することはできません。

2x.24 Play	Cue × × 〇 〇 〇
IDLE 状態のときに CUE を実行するとク
リップがマウントされ、プレビュー画面が
表示されます。

2x.25 Cue	with	Data × × 〇 〇 〇
IDLE 状態のときに CUE を実行するとク
リップがマウントされ、プレビュー画面が
表示されます。

2x.26 Delete	ID 〇 〇 〇 〇 〇
2x.27 Get	From	Archive × × × × × T2では未対応です。
2x.29 Clear × × × × × T2では未対応です。
2x.2A Send	to	archive × × × × × T2では未対応です。
2x.2B %	to	signal	full 〇 〇 〇 〇 〇

2x.2C Record	init	with	data × 〇 × × ×
録画中に実行することはできません。	
既存の録画済みクリップ IDを指定して上書
き録画することはできません。

2x.2D Select	logical	drive × × × × × T2では未対応です。
2x.2E System	delete	ID × × × × × T2では未対応です。
2x.30 Preset × × × × × T2では未対応です。
2x.31 Vid	Compr	Rate × × × × × T2では未対応です。
2x.32 Aud.	Sample	Rate × × × × × T2では未対応です。
2x.33 Aud.	Comp.	Rate × × × × × T2では未対応です。
2x.34 Audio	IN	Level × × × × × T2では未対応です。
2x.35 Audio	OUT	Level × × × × × T2では未対応です。
3x.37 Vid	Compr	Param × × × × × T2では未対応です。
2x.38 Select	Output × × × × × T2では未対応です。
2x.39 Select	Input × × × × × T2では未対応です。
2x.3A Record	Mode × × × × × T2では未対応です。
2x.41 SubCarrier	Adjust × × × × × T2では未対応です。
2x.42 Horiz	Sync	Timing × × × × × T2では未対応です。
2x.43 Disk	Preroll 〇 〇 〇 〇 〇 遅延フレーム数は一定になりません。
2x.50 Copy	File	To × × × × × T2では未対応です。
2x.51 Delete	File	From × × × × × T2では未対応です。
2x.52 Abort	Copy	File	To × × × × × T2では未対応です。
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コマンド
チャンネ
ルレス
モード

レコー
ダー

プレイ
ヤー

同期
モード

Fill/
Key	
信号出力
モード

T2	の動作に関する補足事項

2x.53 Set	Working	Folder 〇 〇 〇 〇 〇
VDCP コマンドによる操作対象フォルダー
を変更します。初期状態では Default フォ
ルダーが指定されています。

3x.01 Open	Port 〇 〇 〇 〇 〇
3x.02 Next 〇 〇 〇 〇 〇

3x.03 Last 〇 〇 〇 〇 〇

CMD1 の 3x/Bx のコマンド種別に関わら
ず、常に直前のリクエストに対する応答そ
のものを返します（Fixed	Character	ID/
Variable	Length	ID の指定に合わせて応答
の形式を変換して返しません）。

3x.05 Port	Status	Request 〇 〇 〇 〇 〇
3x.06 Position	Request × 〇 〇 〇 〇
3x.07 Active	ID	Request × 〇 〇 〇 〇

3x.08 Device	Type	Request 〇 〇 〇 〇 〇
以下の文字列を返します。
Grass	Valley:T2

3x.10 System	Status	Request 〇 〇 〇 〇 〇
3x.11 ID	List 〇 〇 〇 〇 〇
3x.12 Get	Working	Folder 〇 〇 〇 〇 〇 現在の操作対象フォルダーを返します。
3x.14 ID	Size	Request 〇 〇 〇 〇 〇
3x.15 IDs	Added	to	Arch × × × × × T2では未対応です。
3x.16 ID	Request 〇 〇 〇 〇 〇
3x.17 Compr.	Settings	Request × × × × × T2では未対応です。

3x.18 IDs	Added	List 〇 〇 〇 〇 〇

現在の操作対象フォルダーに追加された ID
のみを返します。
VDCP の Rename	ID 以外の方法でリネーム
された場合にはAdded	Listに反映されません。

3x.19 IDs	Deleted	List 〇 〇 〇 〇 〇

現在の操作対象フォルダーから削除された
IDのみを返します。
VDCPの Rename	ID 以外の方法でリネームさ
れた場合にはDeleted	List に反映されません。

3x.25 Multi	Port	Status	Request × × × × × T2では未対応です。
5x.60 Abort	Macro# × × × × × T2では未対応です。
5x.61 Active	Macro	List × × × × × T2では未対応です。
5x.62 Macro	Status × × × × × T2では未対応です。
5x.63 Copy	File	To × × × × × T2では未対応です。
5x.64 Get	From	Archive × × × × × T2では未対応です。
5x.65 Send	to	Archive × × × × × T2では未対応です。
5x.66 Prepare	ID	To	Play × × × × × T2では未対応です。
5x.67 Close	ID	from	play × × × × × T2では未対応です。

257June 1, 2023 T2ユーザーマニュアル

VDCP 対応コマンド一覧



Port Status の対応状況
Status	1	-	State	and	Flag	Status

〇：対応、×：非対応

Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	0: IDLE 〇

Byte	1,	bit	1: CUE/INIT 〇

Byte	1,	bit	2: PLAY	OR	RECORD 〇

Byte	1,	bit	3: STILL 〇 プレイヤーのみ

Byte	1,	bit	4: JOG 〇 プレイヤーのみ

Byte	1,	bit	5: VALIABLE	PLAY 〇 プレイヤーのみ

Byte	1,	bit	6: PORT	BUSY 〇

Byte	1,	bit	7: CUE/INIT	DONE 〇

Byte	2,	bit	0-7: PORT	ID 〇 コネクションレス状態では 0を返します。

Status	2	Short	Option	-	Port	Hardware¥Media	Status
〇：対応、×：非対応

Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	0: PORT	DOWN 〇

Byte	1,	bit	1: ID'S	ADDED 〇

Byte	1,	bit	2: ID'S	DELETED 〇

Byte	1,	bit	3: ID'S	ADDED	TO	ARCH. ×

Byte	1,	bit	4: NO	REF	INPUT 〇 プレイヤーのみ

Byte	1,	bit	5: NO	VIDEO	INPUT ×

Byte	1,	bit	6: NO	AUDIO	INPUT ×

Byte	1,	bit	7: AUDIO	OVERLOAD ×

Status	2	Extended	Option	-	Port	Hardware¥Media	Status
〇：対応、×：非対応

Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	0: PORT	DOWN 〇

Byte	1,	bit	1: ID'S	ADDED 〇

Byte	1,	bit	2: ID'S	DELETED 〇

Byte	1,	bit	3: ID'S	ADDED	TO	ARCH. ×

Byte	1,	bit	4: NO	REF	INPUT 〇 プレイヤーのみ

Byte	1,	bit	5: NO	VIDEO	INPUT ×

Byte	1,	bit	6: NO	AUDIO	INPUT ×

Byte	1,	bit	7: AUDIO	OVERLOAD ×

Byte	2,	bit	0: NO	TIMECODE	INPUT ×
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Status	3	Short	Option	-	Port	Error	Status
〇：対応、×：非対応

Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	0: SYSTEM	ERROR ×

Byte	1,	bit	1: ILLEGAL	VALUE 〇

Byte	1,	bit	2: INVALID	PORT 〇

Byte	1,	bit	3: WRONG	PORT	TYPE 〇

Byte	1,	bit	4: COMMAND QUEUE FULL ×

Byte	1,	bit	5: DISK	FULL 〇

Byte	1,	bit	6: CMD	WHILE	BUSY ×

Byte	1,	bit	7: NOT	SUPPORTED 〇

Byte	2,	bit	0: INVALID	ID 〇

Byte	2,	bit	1: ID	NOT	FOUND 〇

Byte	2,	bit	2: ID	ALREADY	EXIST 〇

Byte	2,	bit	3: ID	STILL	RECORDING ×

Byte	2,	bit	4: ID	STILL	PLAYING 〇

Byte	2,	bit	5: ID	NOT	TRANSFERRED	FROM	ARCHIVE ×

Byte	2,	bit	6: ID	NOT	TRANSFERRED	TO	ARCHIVE ×

Byte	2,	bit	7: ID	DELETE	PROTECTED 〇

Byte	3,	bit	0: NOT	IN	CUE/INITE	STATE ×

Byte	3,	bit	1: CUE	NOT	DONE 〇

Byte	3,	bit	2: PORT	NOT	IDLE 〇

Byte	3,	bit	3: PORT	PLAYNG/ACTIVE 〇

Byte	3,	bit	4: PORT	NOT	ACTIVE 〇

Byte	3,	bit	5: CUE	OR	OPERATION	FAILED ×

Byte	3,	bit	6: NETWORK	ERROR ×

Byte	3,	bit	7: SYSTEM	REBOOTED 〇

Status	3	Extended	Option	-	Port	Error	Status
〇：対応、×：非対応

Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	0: SYSTEM	ERROR ×

Byte	1,	bit	1: ILLEGAL	VALUE 〇

Byte	1,	bit	2: INVALID	PORT 〇

Byte	1,	bit	3: WRONG	PORT	TYPE 〇

Byte	1,	bit	4: COMMAND QUEUE FULL ×

Byte	1,	bit	5: DISK	FULL 〇

Byte	1,	bit	6: CMD	WHILE	BUSY ×
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Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	7: NOT	SUPPORTED 〇

Byte	2,	bit	0: INVALID	ID 〇

Byte	2,	bit	1: ID	NOT	FOUND 〇

Byte	2,	bit	2: ID	ALREADY	EXIST 〇

Byte	2,	bit	3: ID	STILL	RECORDING 〇

Byte	2,	bit	4: ID	STILL	PLAYING 〇

Byte	2,	bit	5: ID	NOT	TRANSFERRED	FROM	ARCHIVE ×

Byte	2,	bit	6: ID	NOT	TRANSFERRED	TO	ARCHIVE ×

Byte	2,	bit	7: ID	DELETE	PROTECTED 〇

Byte	3,	bit	0: NOT	IN	CUE/INITE	STATE ×

Byte	3,	bit	1: CUE	NOT	DONE 〇

Byte	3,	bit	2: PORT	NOT	IDLE 〇

Byte	3,	bit	3: PORT	PLAYNG/ACTIVE 〇

Byte	3,	bit	4: PORT	NOT	ACTIVE 〇

Byte	3,	bit	5: CUE	OR	OPERATION	FAILED ×

Byte	3,	bit	6: NETWORK	ERROR ×

Byte	3,	bit	7: SYSTEM	REBOOTED 〇

Byte	6,	bit	0: NOT	IN	CUE/INITE	STATE ×

Byte	6,	bit	1: CUE	NOT	DONE 〇 ※ Byte	3 と同一の内容を返します。

Byte	6,	bit	2: PORT	NOT	IDLE 〇 ※ Byte	3 と同一の内容を返します。

Byte	6,	bit	3: PORT	PLAYNG/ACTIVE 〇 ※ Byte	3 と同一の内容を返します。

Byte	6,	bit	4: PORT	NOT	ACTIVE 〇 ※ Byte	3 と同一の内容を返します。

Byte	6,	bit	5: CUE	OR	OPERATION	FAILED ×

Byte	6,	bit	6: NETWORK	ERROR ×

Byte	6,	bit	7: SYSTEM	REBOOTED 〇 ※ Byte	3 と同一の内容を返します。

Status	4	-	Port	Settings
〇：対応、×：非対応

Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	0: OFF 〇 コネクションレス状態を示します。

Byte	1,	bit	1: COMPOSITE ×

Byte	1,	bit	2: S-VIDEO ×

Byte	1,	bit	3: YUV ×

Byte	1,	bit	4: D1 〇
レコーダー /プレイヤー SDI 入出力の使用
中を示します。
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Status	5	-	Video	Compression	Type
〇：対応、×：非対応

Flags 説明 対応可否 備考

Byte	1,	bit	0-7: NUMBER	OF	VIDEO	TYPES 〇 常に 0:	形式情報は未サポート

Byte	2,	bit	0-7: TYPE	X ×

Byte	3,	bit	0-7: TYPE	Y ×

Byte	4,	bit	0-7: TYPE	Z ×
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RS422 入出力ピン
RS422 入出力ピンは次のとおりです。

5 1

9 6

R1（レコーダー	-	
VTRモード）
D-Sub	9pin

R1/Px（リモートモード）
D-Sub	9pin

Pin Signal Pin Signal
1 GND 1 GND
2 RECEIVE － 2 TRANSMIT－
3 TRANSMIT＋ 3 RECEIVE ＋
4 GND 4 GND
5 NC 5 NC
6 GND 6 GND
7 RECEIVE ＋ 7 TRANSMIT＋
8 TRANSMIT－ 8 RECEIVE －
9 GND 9 GND

GPIO 入出力ピン
GPIO 入出力ピンは次のとおりです。

14 25

1 13

Pin Signal Pin Signal
1 NC 14 NC
2 NC 15 GND
3 Output	1 16 Input	1
4 Output	2 17 Input	2
5 Output	3 18 Input	3
6 Output	4 19 Input	4
7 Output	5 20 Input	5
8 Output	6 21 Input	6
9 Output	7 22 Input	7
10 Output	8 23 Input	8
11 GND 24 NC
12 NC 25 NC
13 NC Frame GND

ご注意 •	 T2 では、GPI の Output	1 ～ 8、Input	1 ～ 8 のみに対応しています。上記の表で、「Signal」の欄が「NC」のピンは、
使用しません。
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